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百塚遺跡 C,D・ E-1・ E-2区  平面投影 (オ ルツ)写真 (合成)
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平成 21年度調査区 E-1地区 完掘状況 (西 から)

平成 21年度調査区 E-1地区 完掘状況 (北 から)
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平成 21年度調査区 遺構検出状況 (上が東)

SZ1 0a埋葬施設内ガラス小玉出土状況 (上が東)
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E-1地区 遺構出土遺物
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平成 22年度調査区 遺構検出状況 (南から)

平成 22年度調査区 DoE-1区  完掘状況 (北から)
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SZ19第 1主体部 相底部分 (赤色顔料を含む壁)

SZ19第 2主体部 相底赤色顔料検出状況
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SZ21出土 底部穿孔壺

百塚遺跡出土 近世赤瓦
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E-2区 垂直図

E-2区  鳥欧図

レーザー測量陰影図



序

富山市は、東西 60,7km、 南北 43.8kmに 及び、富山県全体の約 29%、 1241.85kだ とい

う広大な面積を占めます。雄大な立山連峰から富山湾の海岸線までの豊かな自然環境を

もち、北前船航路や北陸・飛騨街道での交易・薬業・養蚕など古 くから歴史や文化をも

つZll市であります。

先人たちが育んできた貴重な文化財は、富山市の歩んできた歴史を知るためのかけが

えのない財産であります。これらを保護 し、未来へ継承 していくことは、私たちが果た

さなければならない責務です。

平成 17年度から22年度にかけて、主要地方道富山八尾線道路改良事業に先立つ百塚

遺跡の発掘調査を実施 しましたところ、弥生時代後期から古墳時代後期に築造された30

基の墳墓が発掘されました。110点 ものガラス小玉や鉄鏃、鉄製の馬具、埋葬施設に用

いられた赤色顔料などの出土は、当時の最先端の技術を用いて製作された品々を入手で

きる有力な家族や首長層がこの地にいたことを物語 ります。

日本海を行 き交い、神通川を遡るモノや情報をいち早 く入手でき、周辺の平野を経済

基盤とした勢力が、ここ呉羽丘陵北部を重要な拠点と位置付け、代々墳墓を造営 し続け

ていたことが推測されます。呉羽丘陵南部の杉谷古墳群や羽根丘陵に所在する国史跡王

塚 。千坊山遺跡群とともに当時の社会情勢を解明する上で貴重な成果が得 られました。

このような調査成果をまとめた本書が、私たち共有の財産である埋蔵文化財を理解 し

ていただく上で参考になれば幸いです。

最後に、発掘調査にご理解 とご協力をいただきました地元八幡地区の皆様をはじめ、

富山県土木部道路課、富山県富山土木センター、文化庁文化財部、富山県教育委員会、

富山県埋蔵文化財センター及び各関係機関の方々、調査中や整理期間中に様々なご指導

を賜 りました地元や研究者の方々に厚 く御礼申し上げます。

平成24年 3月

富 山 市

教育長

葬
裕

育
畠

教
麻



例   言

1 本書は富山市百塚地内に所在する百塚遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、富山県 (土木部道路課)が事業主体 となる主要地方道宮山八尾線道路改良事業に伴

うもので、富山県富山土木センター (工務第三課環状線整備班)の依頼を受けて、平成 21年度か

ら平成 22年度にかけて富山市教育委員会が受託 し実施 した。平成 21年度の発掘調査については、

富山市教育委員会の監理のもとに、北陸航測株式会社に委託 して実施 した。調査の一部は富山土木

センターが直接、北陸航測株式会社に委託 して実施 した。平成 22年度の発掘調査については、富

山市教育委員会および富山県埋蔵文化財センターの監理のもと、株式会社 アーキジオ富山に委託

して実施 した。

3 現地発掘調査 。出土品整理・報告書作成期間および発掘調査面積、調査・監理担当者

i)平成 21年度 本線部分発掘調査 (百塚遺跡E-1地 区)

現地発掘調査期間 :平成 21年 9月 25日 ～平成 22年 1月 8日

調査面積 :2,100だ (富 山市教育委員会発注 :1,600ポ 、富山土木センター発

注 :500ゴ )

調査担当者 :北陸航測株式会社 稲垣裕二 朝田 要 橋 日奈子

監理担当者 i富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

取付道路部分発掘調査 (百塚遺跡 F地区)

現地発掘調査期間 :平成 22年 3月 19日 ～ 3月 24日

調査面積 :60∬ (富 山土木センター発注 )

調査担当者 :北陸航測株式会社 朝田 要 橋 日奈子

監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

取付道路部分試掘確認調査

試掘確認調査期間 :平成 21年 10月 14日 ～ 16日

調査対象面積 :1,550ご

調査担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

調査結果 :470だに遺跡の所在を確認。内、370だ については、22年度本発

掘調査対象 (D地 区)と なり、100どについては工事対象外 となる。

�)平成 22年度 本線部分 (百塚遣跡DoE-2地 区)、 取付道路部分 (百塚遺跡 C地区)

現地発掘調査 :平成 22年 4月 20日 ～平成 23年 2月 28日

調査面積 :2,160∬

調査担当者 :株式会社アーキジオ 上野 章 中井英策 森田利恵

監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

:富山県埋蔵文化財センター 副主幹 酒井重洋

�)平成 23年度 出土品整理原稿作成 (そ の 1):平成 23年 6月 10日 ～平成 23年 12月 22日

担当者 :株式会社アーキジオ 上野 章 中井英策

監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

出土品整理原稿作成 (そ の2):平成 23年 6月 24日 ～平成 23年 12月 26日

担当者 :北陸航測株式会社 朝田 要 橋 日奈子

監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

報告書編集・印刷・配布 :平成 24年 1月 4日 ～ 3月 23日

担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也



4 現地発掘調査及び出土品整理に際し、下記の諸氏、諸機関に指導協力をいただいた。

記して謝意を表します。 (敬称略)

文化庁、富山県教育委員会、富山県埋蔵文化財センター、(財)富山県文化振興財団埋蔵文化財

調査事務所、 (独)九州国立博物館、富山市八幡地区センター、牛ヶ首用水土地改良区、百塚・

山岸町内会、松木町内会

伊藤雅文、内山敏行、大野究、岡本淳一郎、岡安光彦、小嶋芳孝、酒井重洋、志賀智史、

高橋浩二、中野知幸、中村晋也、林大智、久田正弘、藤田富士夫、本田光子、三辻利一、

宮下栄仁、宮代栄一、安井重幸、望月精司、宮田進一

5 第Ⅲ章第 2節 (3)遺物②鉄製品の馬具の項については、岡安光彦氏に本文原稿を執筆いただき、

馬具 (ハ ミ)実測の原図は宮代栄一氏に作成いただいた。

6 第V章第 1節 については、酒井重洋氏に原稿を執筆いただいた。

7 出土品及び原図・写真類は富山市教育委員会が保管している。

8 本書の編集は富山市教育委員会埋蔵文化財センター職員の協力を得て鹿島が行った。また、文責

は日次および各項目の末尾に示した。

1 本書の本文・挿図の表示は次の通 りである。

(1)方位は真北、水平基準は海抜高、座標は国土座標第Ⅶ系 (世界測地系)を使用 し、南北を

X軸、東西をY軸 とした。

(2)遺構番号は、墳墓 iSZ、 溝 iSD、 土坑 iSK、 穴 :P、 性格不明遺構 :SXを基本とす

る。

(3)百塚遺跡について墳墓の通 し番号は、既往の発掘調査で 6号墳 (SZ06)ま でが確認さ

れていたため、本報告では、引き続いて 7号墳 (SZ07)か ら用いることとした。

2 遺物実測図・遺構平面図での表現内容は、次の通 りである。
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3 調査区は発掘調査年度および調査地区

毎に設定 した。既刊の 2009富 山市教委「富

山市百塚住吉遺跡ほか発掘調査報告書」

(富 山市埋蔵文化財調査報告 32)に おい

て百塚遺跡はA地 区、B地区が設定され

てお り、本報告では平成 21年度調査区に

ついて、 E-1区 およびF区 を設定 し、

平成 22年度調査区については、C区およ

びD区、E-2区 を設定 した。

4 墳墓の計測地点については、基本的に

『前方後円墳集成』 (近藤編 1991ほ か)に

準拠 している。

トーー前方長召

トー
=―

―――(濠 堤を含めた)総長

―
トーーーーーーー墳 長

―

  |
1            /… …………、 ‐―~~1~~~‐ ‐~'

(近藤編1991)
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経過

第 I章 経過

第 1節  これまでの調査の経過

平成 17～ 20年度には、主要地方道富山八尾線道路改良事業に先立つ百塚住吉遺跡・百塚住吉B遺

跡 。百塚遺跡の発掘調査について 4,190ご を対象に実施し、20年度末にはそれらの調査成果を取 りま

とめた発掘調査報告書が干J行 された (富 山市教育委員会 2009)。

平成 20年度の発掘調査地南側に残る事業予定地約 2,800どには、埋蔵文化財包蔵地の百塚遺跡と百

塚 C遺跡が所在する。富山県の用地買収を経て、平成 21年度当初から発掘調査の事前調査と位置づ

けられる試掘確認調査を実施することとなった。

第 2節 試掘確認調査の経過

第 1項 主要地方道富山八尾線 (本線)

平成 20年 9月 に富山県富山土木センター(以下県土木センターと称する)か ら富山市教育委員会 (以

下、市教委と称する)あ てに百塚遺跡にかかると,200だ (平成 19年度試掘確認調査地から南、市道百

塚山岸線から北)を対象とした試掘確認調査の依頼文が提出された。これに基づき市教委が9月 16

日～22日 まで試掘確認調査を実施した。その結果、1,090だ に遺跡の所在を確認した。

平成 21年 3月 に県土木センターから市教委あてに百塚遺跡および百塚C遺跡 (市道百琢山岸線よ

り南)の試掘確認調査の依頼文が提出された。これに基づき市教委が同年4月 20日 ～ 5月 13日 まで

試掘確認調査を実施した。その結果、両遺跡にまたがる事業予定地内全域 (2,800ど )に遺跡の所在

を確認した。同年6月 この結果を受けて、百塚遺跡および百塚C遺跡を統合し、埋蔵文化財包蔵地の

範囲変更を行った。

第 2項 市道松木山岸線・百塚 3号線 (取付道路)

平成 21年 10月 には県土木センターから市教委あてに、主要地方道富山八尾線に接続する取付道路

部分の改良工事に伴う試掘確認調査の依頼文が提出された。この道路は県が整備し、完成後は市道と

して富山市に移管する計画である。これに基づき市教委が同年 10月 14日 ～ 16日 にかけて、百塚遺

跡内の事業予定地 1,550∬ を対象に試掘確認調査を実施した。その結果、470∬ に遺跡の所在を確認し

た。その内、100ゴ については事業対象外となったが、新設される市道松木山岸線 (牛 ケ首神社の南

に隣接)にかかる370∬ については本発掘調査の対象となった。百塚 3号線地内の900ゴについては、

遺跡の所在は確認されなかった。

第 3節 工事立会調査の経過

第 1項 市道百塚松木線 (取付道路新設・下水道管布設)

平成 19年 11月 に県土木センターから主要地方道富山八尾線に接続する牛ヶ首神社参道部分に市道

百塚松木線を新設する計画について協議を受けた。平成 20年 1月 の協議では、先行 して下水道工事

を実施する柔が示された。同年、11月 14日 ～ 12月 2日 にかけて、市上下水道局が発注する流域関

連富山特定環境保全公共下水道寒江処分分区第 6工区下水管布設工事に伴い、工事立会い調査を実施

した。その結果、78ごに縄文時代の遺物包含層を確認し、遺跡の所在を確認した。うち、一部につい

ては、下水道管布設工事に際して立会調査によって記録保存措置を講じた。残る60だ については、

市道新設工事に先立ち平成 21年度に発掘調査を実施した。

第 2項 市道金山新百塚線 (消火栓設備移設)

平成 21年 12月 24日 には、本線部分と市道金山新百塚線が交差する既存道路敷内にある消火栓設
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備の西側市道内への移設 (市上下水道局発注)に伴い、工事立会調査を実施 した。その結果、掘削 ト

レンチ (東西 3.7m、 南北 133m)の 北壁に幅 3.7m以上、深さ■2mを測るV宇形の溝跡と、南壁に

幅 1,2m以上、深さ0.6mを 測る溝跡の断面を確認した。既設水道管敷設の際に撹乱を受けており、平

面形態を検出することは出来なかったものの、その位置から平成 19年度に発掘調査を実施した百琢

遺跡A地区で発掘された 5号墳 (SZ05)の周溝の一部とみられる。

この 5号墳の周溝は、平成 19年度発掘調査区西側の畑地で墳墓群の西への広がりを確認するため

の地中レーダー探査を実施した際、くびれ部を有する前方後方形の墳墓であることが推測されていた。

一方、これまでの百塚住吉遺跡や百塚遺跡で検出された墳墓の特徴として、本体の周溝は深く、くび

れ部から張り出し部にかけての周溝は浅くなることが判明していた。よって、今回の工事立会調査の

掘削 トレンチ北壁と南壁に現れた溝の断面は5号墳の後方部の周溝とくびれ部から張り出し部にかけ

ての周溝と推測される。

第 3項 農道改良工事

平成 21年 12月 14日 ～ 15日 には、宮尾地内の墓地南側、百塚住吉遺跡C地区から西へ伸びる農道

改良工事に伴い工事立会調査を実施したところ、墳墓の周溝の一部とみられる遺構を検出した。

D区 (手前)・ E区 (奥 )試掘確認調査前 (北 から) E区試掘 トレンチ SZ17周溝検出 (南 から)

E区試掘 トレンチ (南 から)SZ07検 出 SZ07出斤ち害より (耳ヒカⅢら)

-2-



経過

百塚 3号線予定地内試掘確認調査 (西 から)

‐ H颯      閣  ″    百塚遺跡 A地区

工 ::t,.  ユ
群 .身翠馬    登

市道金山新百塚線地内消火栓設備移設に伴 う工事立会 (東 から)
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F区、市道百塚松木線予定地内 (西 から)

図の■の場所が掘削箇所

SZ05の周溝検出状況 (南 から) 農道改良工事に伴 う遺構 (周 溝か)検出状況 (南 から)
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第 4節 発掘調査の経過

第 1項 平成 21年度 (E-1区、 F区 )

平成 20～ 21年度にかけて実施 した試掘確認調査結果を受けて、事業地内にかかる 3,890∬ の発掘

調査が必要であることが判明した。富山県土木部道路課や県土木センター、富山県教育委員会生涯学

習・文化財室を含めて協議を重ねたところ、県土木部から本事業が最重要路線と位置づけられてお り、

平成 23年 3月 までに、本線の供用を開始する計画であることが示された。これをうけて市教委では、

本年度、市道百塚山岸線 より北狽Iの 1,090だ の現地発掘調査 と出土品整理を受託する予算計上 をして

いたが、出土品整理 を次年度に実施することとし、工事の優先順か ら市道百塚山岸線 よ り南側の

1,600だ の現地発掘調査を県から受託 し実施 した。

あわせて、県土木センターから500だ の現地発掘調査を直接民間発掘調査会社へ発注 し、市教委が

その監理を行 うこととなり、本線部分は計 2,100∬の発掘調査 (E-1区 )を実施 した。

さらに、第 3節第 2項で確認された取付道路予定地の 60∬ (F区 )についても本年度内に発掘調

査を実施 した。

本線部分 1,600∬の現地発掘調査にかかる依頼文が平成 21年 7月 16日 付で県土木センターか ら市

教委あてに提出され、同年 8月 21日 付で富山県知事 と富山市長 との間で委託契約書を取 り交わし業

務に着手 した。発掘調査業務は北陸航測株式会社富山支店に委託 した。

引 き続 き、本線部分 500ご の現地発掘調査にかかる監理依頼文が同年 7月 21日 付で県土木センタ

ーから市教委あてに提出された。同年 9月 1日 付で市教委から県土木センターあてに監理計画書を提

出した。県土木センターから発注された発掘調査業務は、北陸航測株式会社富山支店が受託 した。

いずれも、市教委監理の下で現地発掘調査を行った結果、弥生時代後期～古墳時代後期の墳墓を新

たに 11基確認 した。発掘された墳墓には、方形周溝墓や円形周溝墓、円墳など様々な形態の墳墓が

みられ、当地域の墓制のあり方を解明する上で重要な成果が得 られた。また方形周溝墓の主体部が発

掘 され、そこか らは、110点 ものガラス小玉が出土するなど、埋葬方法や被葬者像に迫る成果 も加わ

つた。同年 ■ 月 21日 には現地説明会を開催 したところ、県内外から250名の見学者が訪れた。調査

の進捗状況に応 じて委託者 (県土木センター)。 監理担当者 (市教委)。 調査担当者 (北陸航測伽)に

よる工程会議を開催 し、調査方法の検討などを適宜行った。また、現地発掘作業終了時には終了確認

検査を実施 した。本線部分については、平成 22年 1月 8日 をもって現地調査を終了 した。

取付道路部分 60だの現地発掘調査にかかる監理依頼文は平成 22年 1月 26日 付で県土木センターか

ら市教委あてに提出された。同年 1月 29日 付で市教委から県土木センターあてに監理計画書 を提出

した。県土木センターから発注された発掘調査業務は、北陸航測株式会社富山支店が受託 した。

取付道路部分 (F区)については、同年 3月 3日 から現地発掘調査に着手した。当地区では、縄文

時代後期から晩期にかけてのややまとまった遺物の出土があった。同月24日 まで発掘調査 を実施 した。

第 2項 平成 22年度 (C, D, E-2区 )

本線部分 1,790∬ (D、 E-2区 )お よび取付道路部分 370∬ (C区)の計 2,160ゴ の現地発掘調査

にかかる依頼文が平成 22年 3月 26日 付で県土木センターから市教委あてに提出された。同年 4月 7

日付で富山県知事 と富山市長 との間で委託契約書を取 り交わし業務に着手 した。発掘調査業務は、株

式会社アーキジオ富山支店に委託 した。なお、本年度の発掘調査業務の監理については、富山県埋蔵

文化財センター職員 1名の協力を得て実施することとなった。

発掘調査の結果、新たに 6基の弥生時代後期～古墳時代後期の墳墓・古墳がみつか り、平成 17年

度か ら始 まった調査で発掘された墳墓・古墳は計 30基 を数えた。南に隣接する八 ヶ山遺跡内古墳 と

あわせた 31基の墳墓・古墳を「百塚古墳群」 と呼称 し、呉羽丘陵北端の出現期古墳および一部後期
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古墳の様相を明らかにすることができた。

同年 7月 31日 に現地説明会 を開催 したと

ころ、県内外から 150名の見学者が訪れた。

調査の進捗状況に応 じて、監理担当者 (市

教委・県埋蔵文化財センター)、 調査担当

者 (1411ア ーキジオ)に よる工程会議を開

催 し、調査方法の検討などを適宜行った。

現地発掘調査終了時には終了確認検査 を

実施 した。本年度の現地発掘調査 につい

ては、9月 29日 に終了確認検査を実施 し、

9月 30日 に県土木センターに現地を引き

渡 した。
現地説明会 7月 31日 (SZ19)

第 5節 整理作業の経過

第 1項 平成 21年度

平成 21年度調査にかかる出土品整理作業は、現地発掘調査を優先させることから次年度に見送ら

れ、発掘調査業務委託範囲の中で写真台帳や遺構 。遺物台帳作成を実施するに留まった。一部自然科

学的分析をおこなうための主体部内の上壌サンプル採取作業を実施し、次年度以降の分析に備えた。

第 2項 平成 22年度

平成 22年 5月 26日 付で、県土木センターから市教委あてに発掘調査出土品整理の実施についての

依頼文が提出された。これを受けて当初、前年度発掘調査区の出土品整理作業および報告書原稿執筆

までを現地発掘調査業務を受託した北陸航測株式会社富山支店に委託して実施する予定であった。と

ころが高岡市で発生した談合事件で同社の営業担当者が逮捕・起訴されたことを受け、同社が富山市

契約課から入札参加資格者指名停止 12ヶ 月 (平成 22年 6月 4日 から平成 23年 6月 3日 まで)の処

分を受けた。この事態を受けて、本年度予定していた出土品整理作業および報告書原稿作成の委託業

務を取 りやめ、市教委直営にて、出土品整理作業の一部 (自 然科学分析および出上金属製品保存処理

など)を行うこととした。同年 8月 9日 付で、富山県知事と富山市長との間で委託契約書を取り交わ

し業務に着手した。あわせて業務の中で、奈良教育大学名誉教授で胎上分析研究会の三辻利一氏には

15号墳 (SZ15)出土須恵器の蛍光X線分析を依頼し、また、金沢学院大学の中村晋也准教授には 10

号墳 (SZ10)出土のガラス小玉について蛍光X線分析を依頼した。それらの結果を各々原稿にまと

めていただいた。

第 3項 平成 23年度

平成 23年 4月 11日 付で、県土木センターから市教委あてに発掘調査出土品整理の実施についての

依頼文が提出され、同年 5月 27日 付で富山県知事と富山市長との間で委託契約書を取り交わし、出

土品整理業務に着手した。

業務は、平成 21・ 22年度調査区で作成した測量図編集業務を北陸航測株式会社富山支店に委託 し

て実施 した。また、平成 21年度発掘調査出土品整理・報告書作成業務 (そ の 1)、 平成 22年度発掘

調査出土品整理業務 (そ の2)を現地発掘調査を担当した各社に委託 して実施した。あわせて業務の

中で、九州国立博物館の志賀智史氏には 19号墳 (SZ19)主体部出上の赤色顔料について分析を依頼し、

その結果を原稿にまとめていただいた。その後、報告書原稿の編集・印刷 。発送作業については、市

(SZ19)

教委が実施した。
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地理的環境

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

百塚遺跡は、富山市北部の富山平野を東西に分断する呉羽丘陵北東端の台地上に位置する。呉羽丘

陵は、南西端の境野新から北東端である八 ヶ山まで全長約 7kmにわた り、北東 ―南西方向にほぼ直

線状に細長 く伸びる。その東側の大部分が崖状の急斜面を呈 し、崖下には神通川やその支流である井

田川が丘陵に沿うように流れる。

また呉羽丘陵は、北東端から約 23km南西に位置する深い開析谷を境 として北側の呉羽山地区、南

側の城山地区に三分されてお り、当遺跡が所在する呉羽山地区西部には、長岡台地と呼称 される標高

約 20mの台地地形が発達 している。長岡台地の東側は、崖下に広がる富山平野 との境界部が比高約

10mの急斜面 (段丘崖)と なってお り、その約 100m東 には神通川が流れる。河道整備が行なわれ

る近代以前の神通川旧河道の本流は蛇行 してお り、現在の」R富山駅の東狽1で大 きく湾曲し、呉羽山

丘陵のす ぐ東を流れる支流 と合流 して富山湾に達 していたと考えられている。

一方、呉羽丘陵西側は明瞭な地形の遷換線がないまま西に向かって緩い勾配で下 り、沖積平野に移

行する。これは呉羽山断層 と呼称 される全長約 22kmを 測る東落ちの活断層の西側に、呉羽丘陵が傾

動隆起 しながら形成されたためと考えられてお り、その痕跡は地質学的にも明瞭に残っている。

さらに丘陵東側斜面の最下部は、約 115万年前 (第四紀更新世前期)の砂泥互層からなる海成層 (西

富山砂泥互層)であり、順次新 しい土層が重なり、丘陵の頂部にはかなり風化 した「 くさり礫」から

なる呉羽山礫層が分布する。呉羽山丘陵の層序は下から西富山砂岩層・安養坊砂泥互層・長慶寺砂層、

呉羽山礫層・峠茶屋互層・呉羽火砕質層 =北代砂層・友坂段丘礫層・境ノ新扇状地礫層に分けられる。

呉羽山礫層は扇状地性堆積物であ り、堆積当時は呉羽山の丘陵地形は存在せず、以後の丘陵地形の発

達に伴い、峠茶屋互層以降の地層が丘陵の西側に堆積 したと考えられる。また丘陵の基礎部分をなす

古い地層 (長慶寺砂層)ほ ど北西方向への傾 きが大 きく、上層に堆積する地層 (峠茶屋礫・砂泥互層)

ほど緩やかに傾斜 している。1961年 に作成された呉羽山丘陵の地質図 (第 Ⅳ章第 1節図 1)に よると、

百塚付近は主に安山岩質の粗粒砂からなる北代砂層が分布するとされているが、今回の調査に伴う露

頭観察の結果、より新 しい時代の友坂段丘礫層 (第 四期更新世後期)に相当する可能性が高い礫層と、

それを覆うかなり厚いシル ト層から構成されることが明らかになった。

神通川左岸の河岸段丘上に位置する当遺跡が形成された当時の地表面は削平 されている。現況での

遺構検出面の標高をみてみると、平成 19年度以降の一連の調査で古墳が検出された調査区のうち最

北にあたる百塚住吉遺跡 C地区の北端の標高が約 9.3m、 最南端にあたる平成 21年度調査百塚遺跡

E-1地 区の南端が約 164mを測る。前回の報告書で報告された百塚住吉遺跡 C地区か ら百塚遺跡

A地区までの南北長が約 135mで検出時標高が 9.3m～ 10.Omと ほぼ平坦であるのに対 し、今回の百

塚 E-1・ 2遺跡の南北長が約 185mで検出時標高が 100m～ 165mであ り、E-1・ 2地区が南

端に向かって比較的急角度をとっていることがうかがえる。

国土地理院作成土地条件図「富山」 (第Ⅳ章 第 1節 図 1)に は、呉羽山丘陵の東側斜面崖下に神

通川の本流を中心 として多 くの支流 。旧河道が記載されてお り、呉羽山の東側には氾濫平野が広がる

様子がうかがえる。

国土地理院 2005年発行の土地条件図「富山」 (第 3図 )に E-1地 区とF地区の間には活断層が描

かれてお り、E-1地 区とF地区の標高差が撓曲崖の上下関係にあること、断層崖であることが示さ

れている。またF地区堆積層の自然科学分析の結果からは、黒ボク土層 (Ⅲ層)に挟まれた褐色土層
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地理的環境

が河川の氾濫堆積物であることが判明 した。そこに包含される遺物が縄文後期終末の上器であつたこ

とから、当時のF地区の旧地形が氾濫堆積物に覆われる沖積低地であった可能性が指摘 された。この

ことは、呉羽山断層帯の最新活動期が約 3,500年前から約 2,400年前の間であるとする推定 (吉岡ほ

か/2007)か ら、断層による急激な地盤変動が同時期に起こった可能性 を示唆 した百琢A・ B遺跡

の自然科学分析 (第 8節)の結果 との整合性がみられる。

土地条件図「富山」には同時に、呉羽丘陵の東側斜面崖下に神通川本流を中心として多くの支流・

旧河道が記載されており、その周辺に氾濫平野が広がる様子がうかがえる。百琢遺跡は、神通川を日

本海河口からさかのぼつた場合、最初に発見される高台の東端に位置する。当遺跡は弥生時代後期後

半から古墳時代前期を中心とした多様な形態の墓が密集して営まれた長大な墓域であり、立山連峰を

望む東側の段丘崖に沿って展開している。加えて、E-1地区では中近世の墓も検出されており、比

較的長期間にわたって墓域として認識され続けていたと考えられる。また神通川水系でみてみると、

約 7km内 陸の呉羽丘陵西南端には弥生時代終末期から古墳時代前期前半の杉谷A遺跡・杉谷古墳群・

呉羽山丘陵古墳群が、さらに約 5 km内 陸の羽根丘陵に至ると弥生時代後期後半～古墳時代前期の王塚・

千坊山古墳群が存在する。こうしたことから、神通川は弥生時代から古墳時代を通じて生産活動域の

拡散に重要な役割を果たしたと考えられる。 (朝 田)

百塚遺跡

第3図 国土地理院作成 土地条件図「富山」
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第 2節 歴史的環境

立山山麓を背に日本海を望む富山県の平野部を西と東で仕切るように呉羽丘陵は山側から海に伸び

る。この呉羽丘陵の海側先端に百塚遺跡は位置する。この位置からは日本海から神通川を遡るルー ト

を一望でき、海岸線沿いの道筋まで見渡すことが可能な標高は低いながらも絶景の地である。初代富

山藩主の前田利次は寛永 16年 (1639年 )に加賀藩主である父の前田利常から10万石を分与されて富

山藩を立落したおり、百塚の地に居城を建設することを願い出て許され、百塚侍従と呼ばれた。しか

し財政難などにより百塚城の建設は断念された。そして、加賀藩より富山城を譲 り受けて居城とした

のちには、奥津城を百塚の西隣である八ヶ山に定めた (長岡御廟 )。 利次ならずとも、朝日に輝く平野

を望み、夕日を背にするこの地に人々は特別な思いを持っていたことであろう。

富山市では 1,046ヶ 所の遺跡が周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されている。この分布を概観す

ると、西に拡がる射水の平野部と富山の平野部の境界として南から舌状に伸びる呉羽丘陵に多くの遺

跡が分布 している。以下に百塚の遺跡を考える上で特に重要と思われる縄文時代と弥生時代後期・古

墳時代の遺跡を中心に述べる。

集落としての遺跡が成立する縄文時代では前期中葉以降に丘陵の西側を降りて小竹貝塚・蜆ケ森貝

塚の出現を見る。これに続いて、中期には丘陵西側の長岡台地に集落を形成するようになる。この時

期の集落は台地または丘陵部の中位に分布する傾向がある。代表的な遺跡として、昭和 59年 に史跡に

指定された北代遺跡を挙げる。この遺跡は早期から晩期の長期にわたり営まれているが、中期中葉か

ら後葉にかけてが活動の中心となっている。高床建物を中心とし、竪穴住居が取 り巻 く集落形態をとり、

北と南の 2群に分けられている。また、北代加茂下Ⅲ遺跡では、推定で 14本以上の柱を持つ中期前葉

の特異な建物が検出されてお り、縄文期の集落の成 り立ちを考える上で、長岡台地周辺の集落址の比

較は興味が尽きない。一方、百塚遺跡の位置する丘陵の東側では西側に比べ遺跡の数は目立たないが、

これは丘陵縁辺の地形が比較的急峻で狭いことが理由に挙げられよう。今回の調査ではこの時期から

の遺物が多く出土し、縄文集落の存在を確定できた。地理的な条件が合えば丘陵東側にも同様な集落

が広がる可能性がある。後期から晩期には、中期に比べ遺跡規模、密度ともにまばらになる。比較的

大きなものは、丘陵から北に離れた微高地上に立地する長岡人町遺跡が知られている。この遺跡では

祭祀具の出上が多 く、ここを拠点とした活動が推測されている。今回の百塚遺跡の調査においても、

石刀・石棒の出上があり同様な拠点集落であったことが考えられる。

弥生時代から古墳時代にかけての遺跡は、代表的なものとして、千坊山遺跡があげられよう。この

遺跡は弥生時代終末期の集落で標高 34m～ 52mの丘陵上に立地する。竪穴住居 24棟検出したほか、

集落の墓域として六冶古琢墳墓、向野塚墳墓が想定されている。さらに鍛冶町遺跡、宮崎遺跡、翠尾 I・

南部 I遺跡が南へ続き、墓域 も鍛冶町遺跡は鏡坂墳墓群、富崎遺跡は富崎墳墓群が対応するなど、集

落ごとの墓域のセット関係が注目され、平成 17年 に王塚・千坊山遺跡群として史跡に指定された。百

塚遺跡の北に広がる丘陵直下には標高 5mの人町I遺跡があり、古墳時代前期～中期の集落が見つか

っている。さらに海に臨んだ打出遺跡は標高 2mで河口に展開する弥生時代後期後半から古墳時代前

期前半の集落である。畿内との関連が深いと考えられる三連壷が出上しており、古墳時代前期におけ

るこの地の政治的なつなが りが注目される。百塚遺跡は今まで墳墓群が先行して発見されており、そ

の集団としての本体である集落跡はまだ見つかっていない。王琢・千坊山遺跡群のように高台に築か

れた墳墓群から見下ろす位置に集落が形成されている状況を百塚遺跡に当てはめると集落は東側の墳

墓群のすぐ東側に想定される。残念ながらまだ集落跡とできるものは見つかっていないが、地形的に

洪水等で流出しやすい地形であることを考慮することが必要であろう。
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王塚・千坊山遺跡群のそれぞれのグループを比較し、検討することが近年活発に行われている。各

集落ごとに特徴が見られることから機能の分担があり、それぞれが寄り合うことによリーつのクニと

して機能していたとする見方や、古代の郷に見られるような独立した小グループが結びつき、ひとつ

の共同体として、地域の首長を擁立したため勅使塚古墳のような大規模な土木事業が可能になったと

し、グループの離反関係により首長の墓の大小を理解しようとする見方などがある。百塚遺跡では前

述のグループが古墳時代前期に大きな消長を見せるのに対し、連綿と古墳時代後期まで継続すること

が特徴である。 (中井 )

百塚遺跡

舒X試
第 4図 百塚近辺の主要縄支遺跡 と弥生～古墳時代墳墓群

(国土地理院 地形図再トレース・1/50,000「 富山」「八尾」合成縮小 S=1/100,OOO)
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1。 百塚遺跡

7.八町Ⅱ遺跡

13.長岡八町遺跡

19=八町C遺跡

25.北代遺跡

31.蜆ケ森貝塚

2.百塚住吉遺跡

8.八 ケ山A遺跡

14.北代加茂神社遺跡

20.八町B遺跡

26。 北代東遺跡

32.杉坂古墳群

3百塚住吉B遺跡

9宮尾遺跡

15長岡小学校西遺跡

21百塚住吉E遺跡

27長岡杉林遺跡

33小竹貝塚

4.百塚住吉D遺跡

10.八 ケ山C遺跡

16.北代加茂下Ⅲ遺跡

22百塚B遺跡

28江代割遺跡

5今市遺跡

11八ケ山B遺跡

17八町D遺跡

23百塚鍵割遺跡

29四方荒屋遺跡

6.寺島館跡

12百塚住吉C遺跡

18.八町A遺跡

24八ケ山遺跡

30打出遺跡

・絆

湧

！

第 5図 調査区周辺主要遺跡 (S=1/25,000)
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平成 2刊 年度調査の成果

第Ⅲ章 調査の概要

第 1節 平成 21年度調査の成果

第 1項 E-1地 区 (本線 2,100席 )

(1)調査概要

①調査の方法

E-1地区は、平成 19。 20年度に発掘調査を実施した百塚遺跡A・ B地区の約 100m南に位置し、

平成 22年度に発掘調査を実施した百塚遺跡E-2地 区と北東端が接する。調査区は南北約 113m、

東西約 32mで面積 2,100∬ を測り、南に向かって先銚する形状を呈する。北に向かって緩やかに傾斜

しており、標高は南端で 165m、 北端で 13.4mを 測る。現況は畑地と雑草地、竹林などである。調

査区の西側は平坦地で畑や住居などが広がるが、調査区の東側は崖であり標高の高低差が大きく、約

100先を富山湾に向かって北流する神通川や、立山連峰を見渡すことが出来る。

富山市教育委員会 (以下、市教委)が平成 21年に実施した試掘確認調査の段階で、弥生～古墳時

代の上坑や溝・埋葬施設とみられる遺構が検出され、遺構内から弥生土器や鉄鏃、ガラス小玉など副

葬品とみられる遺物が出土した。これにより、百塚遺跡の範囲が南側に拡張され、北接する百塚住吉

遺跡とあわせて全長約 215mを測る、弥生時代後期～古墳時代前期を中心とした長大な墓域の一部で

あることが判明した。

調査は市教委の監理担当者 (以下、監理者)の立会いのもと、本地区における試掘確認調査結果と

平成 17～ 20年 に実施した百塚遺跡A・ B地区の発掘調査結果を踏まえ、現状の地形等を確認し、基

本層序と遺構検出面の認識を統一することから始めた。その際、調査区の現状で墳丘状の起伏が存在

したため、試掘確認調査担当者に現代の廃棄物を埋めた盛土であることを確認した後、重機による表

土掘削を実施した。監理者とは定期的な連絡や工程会議に加え、重要と思われる遺構 。遺物の検出時

は、逐次連絡を取りながら調査を進めることとした。また弥生時代～古墳時代の区画墓と考えられる

遺構については、以下の 1～ 5の手順で掘削および観察を行なった。

1 周溝には、可能な限り横断面を観察するセクションベルトを各コーナー、各周溝の中央部およ

び周溝墓の中心点の反対側に設ける。方形周溝墓で必要な場合、縦方向のベルトも設定する。

2 掘削時、ある程度の幅をベルトと並行に設定、可能な限り垂直に溝底まで掘 り下げる。

3 断面を観察し、 2を繰り返す。

4 断面に重要と思われる遺物がかかっている場合は、平面的に掘り広げ、遺物の出土状況写真を

撮影し、出土状況図を作成する。

5 各周滞の覆土を対応させ、断面の写真を撮影し、断面図を作成した後、各ベルトを掘り下げる。

なお包含層出土遺物は、原則としてトータルステーションによる三次元観測を行うこととした。

監理者と協議のうえ調査段階でのグリッド設定は行わず、整理段階においてグリッドを設定し、

定量的分析を行った。なお調査区全域で墳丘部および旧表土が削平されていることから、表土・

耕作土・撹乱から出土する遺物についてもグリッドを単位として、接合関係を追及することとし

た。

②調査の経過

本調査は、平成 21年 9月 25日 から平成 22年 1月 8日 まで実施した。9月 25日 に基準点・水準点

測量と調査区の設定を行った。9月 28日 から10月 22日 までは表土機械掘削を行うとともに、竹の
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平成21年度調査の成果

根などの除去を人力により実施 した。遺物包含層がほとんど存在 しないため、機械掘削後速やかに遺

構検出を開始 し、26日 に終了した。また本調査と並行 し、10月 14日 より3日 間、県道と東西に接続

する道路整備予定地の試掘調査を実施 した。10月 29日 にラジコンヘリによる遺構検出状況の写真撮

影を行ったのち、遺構掘削を開始 した。11月 21日 には現地説明会を開催 し、地域住民および報道関

係に調査の中間成果を発表 した。12月 16日 にローリングタワーを使用 して完掘写真を撮影 し、17日

にはラジコンヘリによる空中写真撮影と空中写真測量を実施 した。12月 18日 以降は平成 22年 1月 8

日まで、古墳や周溝墓など主要遺構の断ち割 り、遺構図化用の補正測量等の業務を行った。

整理作業は、基礎整理、自然科学分析および保存処理、本格整理および報告書原稿作成業務 (平成

23年 6月 ～ 12月 )の 3段階に分けて実施 した。基礎整理では出土遺物の洗浄と土壌洗浄を行った。

遺物の洗浄後、注記作業を行い、遺物が出土 した位置や状況、種類や状態によって分類 した。土壌洗

浄は、 S Z 10a主体部で採取 した土壌サンプル (土嚢袋約 80袋分)を 中心に行ない、ガラス小玉や

土器片などの残留遺物を採取 した。その結果、 S Z 10の埋葬施設から出土 したガラス小玉は計 110

個となった。

自然科学分析は、必要と判断した弥生～古墳時代のガラス小玉の成分分析や須恵器の胎上分析、中

近世の土墳墓から出土 した骨の同定などを実施することとし、試料を選出した。保存処理は S Z 07

から出土 した鉄鏃について実施 した。それぞれについて市教委が直接委託や分析依頼を行った。

本格整理および報告書原稿作成業務では、遺物の出土地点など現場記録を精査 し、計量的分析を実

施 した。出土遺物は、脆弱な遺物のバインダーによる強化処理後、注記の追加および接合作業を行っ

た。

報告書に実測図と写真を掲載する遺物については監理者と協議を行い選出した。あわせて復元作業

を実施する遺物を抽出した。遺物の抽出後、遺物の実測を開始 した。報告書用遺物の選別と実測図の

点検を行うと共に、保存処理を要する遺物を選定 し、その処理を行った。また監理者から指示のあっ

た土器については石膏等の充填による復元 と補強作業を実施 した。校了 した遺物実測図は トレース作

業と図版組みを行った。遺物の写真撮影は 11月 14日 ～ 12月 2日 に順次実施 した。記録図面の図化

および補正は9月 から11月 にかけて行うと同時に、遺構に関する現場所見の整理を行った。その他、

各作業の進捗状況に応じて遺構台帳・遺物台帳 。写真台帳を作成した。

調査風景 現地説明会
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平成 21年度調査の成果

③基本層序 (第 6図 )

基本層序は、E-1地 区の試掘調査結果とA・ B地区の調査結果を踏まえて設定 した。 I層 :表土・

耕作土 (暗 オリーブ褐色・黒褐色土 )、 工層 :漸移層 (オ リーブ掲色土)、 Ⅲ層 :旧表土、縄文時代遺

物包含層 (黒色シル ト)、 Ⅳ層 :縄文～古墳時代遺構検出面、地山 (黄褐色土)である。北東に接す

るE-2地 区でみられるШ層の残存はE-1地 区西壁では確認できなかったため、遺構の検出は主に

Ⅳ層上面で行った。 I層 は厚さ約 0.2m～ 0.5mで、主に現代の畑耕作土である。E-1地 区南端か

ら約 40m北側までは耕作による削平が地山まで及び、Ⅱ・Ⅲ層は残存 しない。工層の層厚は残存部

で約 0.2m～ 0.3mで、主に調査区中央部から北端にかけて認められた。遺構検出面の標高は、北端

部で約 16.4m、 南端部で約 13.Omで あり、調査区南北の長さ約 110mの間で約 35mの高低差がみら

れる。これは隣接する百塚住吉 B遺跡や百塚住吉遺跡、百塚遺跡A・ B地区では遺構検出面が標高

9.5m～ 10.Omの 範囲に収まり、ほぼ平坦であることと比較 して大 きな差が認められる。

機械掘削や遺構検出時の状態は、調査区北側の遺構が樹木や井戸による撹乱を被っているほか、調

査区の東側が竹の根による撹乱、SZ09の東側 とSZ15北東の一部、SZ18西側の大部分の三 ヵ所に、

近代以降のものと考えられる大型廃棄土坑による撹乱がみられた。また調査区中央、SZ13周溝部分

には、土取 りによると思われる南北 7m、 東西 5m程度の削平が認められた。

(2)遺構

検出した遺構は、埋葬施設 1基 (SZ07)、 方形周溝墓 7基 (SZ08、 10、 12、 13、 14、 17、 19)、 円形

周溝墓 4基 (SZ09、 11、 16、 18)、 円墳 1基 (SZ15)、 溝 9条、中近世の土娠墓 5基、土坑 26基、性

格不明遺構 6基である。このなかで弥生時代後期～古墳時代前期の墳墓の遺構番号は、平成 19。 20

年度に調査 した百塚遺跡A・ B地区からの連春 とした。なお SZ17・ 19に ついては、平成 21年度は

検出のみ行い、翌 22年度に調査を実施 し、その内容を第Ⅲ章第 2節 E-2地 区としてまとめている。

現地調査 と整理作業の際の混乱を避けるため、調査時に性格不明とした遺構 (SX)で、調査後に遺

構の性格が判明したものについても遺構の名称・呑号を変更せず、溝 (SD)を方形周溝墓の周溝 (SZ)

にするなど、蓋然性や必要性が高い遺構のみ名称や番号の変更を行った。以下では個々の主要遺構に

ついて事実記載を中心に詳述する。なお出土遺物の詳細や各遣構の位置付け及び分析や関連性につい

ては、後述の出土遺物の概要及び小結で述べる。また周溝墓や古墳における辺長や直径は、周溝内の

墳丘側傾斜変更線 (下端線)を基準とする。

①埋葬施設

埋葬施設 SZ07(第 7・ 8図、写真図版 2)

調査区南端、方形周溝墓 SZ08cの 南 8mに位置する。表土直下、Ⅳ層上面で隅九長方形の墓噴を

検出した。検出面の標高は 16.5mで ある。墳丘盛土は後世の削平等により遺存せず、周溝の存在 も

調査区内では確認できなかったが、E-1地 区タト西側に入れた幅 lmの試掘 トレンチにおいて南北方

向に伸びる溝状の遺構を検出しており、周溝墓である可能性 も考えられる。

墓墳は主軸を N-42° ―Eに とる。上面における規模は長さ298m、 幅 ■02m、 底面における規

模は長さ2.6m、 幅 08mを測る。深さは最 も残 りの良い部分で 0.8mを測るが、遺構の上位部分が後

世の削平を受けていると思われる。墓墳壁は急な角度で掘 り込まれてお り、床面はほぼ平坦である。

なお石組除去後の南側底部で検出した窪みは非常に浅 く円形を呈 しているため、木口痕ではなく、南

側石組の構築、または木棺の南端部を設定する際に出来た痕跡 と考える。また墓娠内には 72点 の人
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平成 21年度調査の成果
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第 7図 E-1地区 平面図



平成 21年度調査の成果

第 8図 E-1地 区 SZ07・ SZ08 等高線図
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平成 21年度調査の成果
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平成 21年度調査の成果
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第 11図  E-1地区 SZ09。 SZ10
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平成 21年度調査の成果

頭大の川原石からなる組石が残存し、そのうちの 4点は割り石であつた。割り石の内2点は同一個体

のものであり、周壁南東端に沿って組まれる。もう 1点は底面南北方向の中ほどからやや北側に配置

し、木棺北面を固定するために使用したと考えられるものであり、南側に割れた平面を向ける。石組

の南側は木棺を固定するように周壁に沿って 3段に組まれる。また土層断面には、木棺腐朽に伴う埋

葬土の落ち込みとして、U字状を呈する参Jり 抜き型の特徴はみられない。以上のことから推定される

棺形は棺底部が平坦なⅡ型の箱形木棺である。なお試掘調査による撹乱が、遺構の北東側の半分以上

の範囲で、組石の直上まで及んでいた。

残存する南西部の上層を、下層から上層に向かって大別すると、①石移卜、木棺部の裏込め上である

旧表土と地山の混土、②木棺の腐朽に伴い埋葬施設に沈下した木構を埋葬した際の初期埋葬上である

黒色土、③墳丘部盛土由来の黒褐色上、の順に堆積する状況がみられる。

遺物は縄文土器、弥生土器が出土した。副葬品の可能性がある遺物としては、ほぼ完形の弥生土器

の小型壼 (第 34図 1)と 鉄鏃 (第 35図 24)があるが、いずれも試掘時に取 り上げたため、遺物間

の位置関係や埋納状況等の詳細は不明である。縄文土器片などの遺物は、墓墳構築時等に混入したも

のと考えられる

②周溝墓

方形周清墓 SZ08(第 8。 9図、写真図版 3)

当調査区の南端付近、SZ07の 8m北に位置する。表土直下、Ⅳ層上面で周溝を3条検出した。周

溝の平面展開から四隅切れ方形周溝墓で、東側の周溝は調査区外に広がると考えられる。検出面の標

高は 15.9mである。墳丘盛土および主体部は削平されて残存しない。南北の周溝の辺長は6mである。

周溝の規模は、SZ08aが 長軸 2.6m、 短軸 0.45m、 深さ015m、 SZ08bが長軸 2.6m、 短軸 05m、

深 さ 0.4m、 SZ08cが長軸 2.lm、 短軸 0.45m、 深 さ0.4mを 測る。SZ08bの 南側は地割れにより、

SZ08cは 轍により削平され残存 しない。遺構の残存状態が最も良い西側周溝 SZ08bの 上層断面を観

察すると、上層にはⅢ層由来の黒色上が堆積 しており、周溝壁面の両脇および下層には周溝壁面の崩

落土と考えられる堆積がある。周溝 SZ08a・ cの内側は急な角度で、外側は緩やかな角度で底面に向

かつて掘 り込まれる。周溝から出上した土器は小片が多く、埋葬儀礼に伴う供献土器と考えられるも

のはない。

円形周溝墓 SZ09(第 10～ 14図、写真図版 3)

当調査区中心よりやや南、円形周溝墓 SZ18の周溝の3m北に位置する。Ⅳ層上面で円形の周溝を

検出した。周溝の直径は86mである。現状の周溝の規模は、北側が幅 06m、 深さ0.3m、 南側が幅

0.45m、 深さ025m、 西側が幅 0.5m、 深さ0.2mを 測る。断面形は楕円形を呈するが、内外で掘 り込

みの角度に差がみられ、内側が緩 く、外側が急である。墳丘盛土および主体部は残存しない。検出時

の標高は約 155mで ある。撹乱を受けているが、東南側に陸橋を持っていた可能性が高い。また周溝

のほぼ中央部で隅丸方形の浅い掘り込みを検出したが、覆上の種類や断面の観察した結果、撹乱と判

断した。土層断面を観察すると、上層にはⅢ層由来の黒色シルトが堆積しており、周溝壁面の両脇お

よび下層には周溝壁面の崩落土と考えられる堆積がある。周溝西側を近世の溝 SD15に切られる。周

溝北側は方形周溝墓の周溝 SZ10dを わずかに切る。ただし周溝覆土の堆積状況や種類などに明確な

差異が存在 しないことから、時期差はほぼないと考える。SZ09築造時、SZ10の周溝および墳丘部分

は残っていたと推定でき、SZ10の墳丘部分を破壊することなく、併存していた可能性が高い。周溝

から出上 した土器は縄文土器の小片が多く、弥生時代の遺物は少ない。外面に赤彩を施 した弥生土器

の壺の顎部片 (第 34図 2)が出土した。
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方形周溝墓 SZ10(第 10～ 14図、写真図版 3～ 6)

当調査区のほぼ中央西側に位置 し、南側周溝 SZ10dが円形周溝墓 SZ09の周溝北側 と一部重複 し、

切 られる。表土直下、Ⅳ層上面で周溝および隅丸長方形の埋葬施設を検出した。周溝の平面展開から

四隅切れ方形周溝墓 と考えられる。墳形は長方形である。検出面の標高は北側が 150m、 南側が

152mである。墳丘盛土は削平 され残存 しない。埋葬施設を SZ10a、 周溝は西東南北の順にそれぞれ

SZ10b～ eと し、周溝・墓墳・棺・副葬品ほか遺物の出土状況の順に詳述する。

周溝の辺長は東西で 6.3m、 南北で 57mを 測る。周溝部分の主軸は N-12° ―Eを とって掘 り込

まれる。SZ10b・ cの土層断面を観察すると、上層にはⅢ層由来の黒色シル トが堆積 してお り、周溝

壁面の両脇および下層には周溝壁面の崩落土 と考えられる堆積がある。断面形は楕円形を呈するが、

内外で掘 り込みの角度に差がみられ、内側が緩 く、外側が急である。覆土は上層にはⅢ層起源の黒色

土が堆積 してお り、周溝壁面の両脇および下位には周溝壁面の崩落土 と考えられる堆積がある。周溝

から出土 した土器は弥生時代の遺物は少なく、遺構の時期を示唆する遺物や埋葬儀礼に伴う供献土器

と考えられるものもない。SZ10dは SZ09周 溝 と南側が一部重複 し、わずかに SZ09に切 られる。 ま

た上層が植栽による撹乱 を受ける。覆土の堆積状況は、上層にはⅢ層起源の黒色上が堆積 してお り、

周溝壁面の両脇および下位には周溝壁面の崩落土と考えられる堆積がある。SZ10eは上側の大半が撹

乱を受けて削平されてお り、周溝壁面の崩落土 と地山の混上のみが薄 くみられた。

SZ10aは埋葬施設である。隅九長方形を呈 し、方形周溝墓のほぼ中央に 1つのみ配置される。主軸

はN-89° 一Wと ほぼ真西を向 く。検出面での規模は長さ2.48m、 幅 1l m、 底面の規模は長さ 2,2m、

幅 0,9m、 深さは最 も残 りの良い中央付近で 0.5mを 測る。壁面はほぼ垂直に近い角度で掘 り込まれ

てお り、床面は、長軸方向をほぼ平坦に、短草由方向は長軸の中心線に向かって 2段に掘 り込んでお り、

1段 目の外周床面には浅い窪み (土層 14)が巡ってお り、立板 または高位側板型木移卜の側板を落とし

込む溝であった可能性が考えられる。棺の構造は土層断面にみ られる半円状の黒色シル ト (土層 8)

の堆積がみられることか ら参J抜木棺 と考えられる。棺内の覆土はほぼ同一の黒色シル トであ り、棺の

埋め戻 し土 と比べてより暗色系の上であった。想定される木棺蓋 より上の埋め戻 し上は、黒褐色シル

トの覆土が短軸中央に向かって傾斜する様相を呈 してお り、これは木棺の腐朽に伴って窪んだためと

考える。また東側には棺 を固定するために使用 したと考えられる灰黄褐色シル トと地山の混土 (土層

9)がみられた。断面図土層にみられる西側の浅い窪み (土層 8)お よび東側の深い穴が長軸方向の

棺端部の痕跡、土層 11が木棺側板の痕跡 とみられ、推定できる木棺の規模は長軸 1.8m、 短軸 066m、

深 さ 0.45mと なる。SZ10aか らは縄文土器の小片が多量に、弥生土器の小片が 1点、石材の象J片が 1

点出土 したほか、ガラス小玉が 110点 出土 した (図 37、 巻頭写真図版 3)。 ガラス小玉 110点 中 46

点は試掘確認調査時に、破片を含め 51点が本調査時に、残る 13点は土壌洗浄により確認 した。本調

査時に出土 した 51点 は棺内西側の 2カ 所、中央部 と北側にまとまって出上 したことから、被葬者 を

西狽1に 向けて安置 し、ガラス小玉は頸部、耳部を装飾 していた可能性が高い。このほかに覆土中から

検出 した縄文土器や石材の剥片などは埋葬時の埋め戻 しに伴い混入 したと考えられる。
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平成 21年度調査の成果
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平成 21年度調査の成果
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ガラス小玉

・ 弥生～吉墳時代遺物出土地点

0                      1:80

SZ09・ 10遺物出上位置平面分布図
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平成 21年度調査の成果
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・ 弥生時代遠物出土地―点

第 14図 E-1地区  SZ1 0aガラス小玉出上位置平面・垂直分布図

SZ1 0b遺物出土垂直分布図
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平成 21年度調査の成果
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平成 21年度調査の成果
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SD16

SZ12b

い1540m生
SZ12a

iOYRワ/1 黒色シル ト  粘性中 しま り中 地山が粒  ブ ロック状につ～3%混
10YR2/1 黒色ンル ト  粘性中 しまり中 地山が粒・ ブロック状に 1～ 2%混
IOYR2/1 黒色シル ト  務性中 しま り中 地山が粒状に 1～ 邪混
2だ が、10YR3/1黒 褐色シル トが3～5%混

4だ が、地山が粒状に1～ 2%混

10YRワ/1 黒色 ンル ト  粘性中 しま り中 地山が粒  プロック状に7～ 8%混
地山に1042/1黒色シル トが10～20%混
iOYR3/1 黒褐色ンル ト  粘性中 しま り中 地山が粒状に2～ 甥混
10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト 粘性 中 しま り強 iOYR2/1黒色 ンル トが20%、 地山が10%混
10YR2/1 黒色ンル ト   粘性 中 しま り中 地山が粒  ブロック状に3～ 5%混
10Y咸 2/1 黒色ンル ト   粘性 中 しま り中 地山が粒状に2～ 3%混
10VR9/1 黒褐色シル ト  粘性中 しま り中 地山がブロック状に10%混
10Y点 ワ/1 黒色 ンル ト   粘性中 しま り中 地山が粒状に5%、 10YR4/2灰黄褐色 ンル トが
3～ 5%混
IOI R4/2 灰黄褐色シル ト 粘性 中 しま り強 地山がプロック状に7～ 8%、

炭粒が 1～ 2%混

10VR3/1 黒褐色シル ト  粘性中 しま り強 地山がブロック状に2～ 3%、

19YR4/2灰黄褐色 シル トが1幌混

地山に10YR3/1黒 褐色 シル トが斑に 10%、 10YR4/2灰 黄福色シル トが5%混
10YR4/2 灰黄褐色シル ト 粕性 中 しまり中 10YR3/1黒褐色 ンル トが斑に2～ 3%混

(1:10遺 物出土状況図 ) 50cm

(1:6 遺物実測図 ) 30cm o (平面 1:80)

ｒ

一

Ｄ

一

1 10YR2れ  黒色シル ト 粘性中 しまり中
地山が2～ 3%混

2 10YR2/1 黒色シル ト 粘性中 しまり中
地山が粒・ブロック状に5～7%混

3 10YR2/1 黒色シル ト 粘性中 しまり中
地山が粒 ブロック状に7～ 10%混

睡1520m生

呻呻］］］

地山が粒状に2～ 3%混

地山が粒状に2～ 3%混

10YR4/4褐 色ンル トが粒状に,～ 3fL混

10YR4/4褐 色シル トが粒状に2～ 3%混

地山が粒 ブロック状に5～ 7%混

(断面 1:40)       2m

10YR〃 1 黒色シル ト 粘牲中 しまり中 地山が1～ 2%混、植物片が混
1だが植物片少ない
10YR2/1 黒色シル ト 粘性中 しまり中 地山が1～ 2%混
3に地山が粒状に3～酬混
1043/1 黒掲色ンル ト 粘性中 しまり弱 地山が斑に20～ 30%混
10嶽ワ/1 黒色シル ト 粘牲中 しまり中 地山が班に1～2%混
10YR2/1 黒色ンル ト 粘性中 しまり中 地山が粒状に5～ 7%混
10YR2/1 黒色ンル ト 粘性中 しまり中 地山がプロック状に30～ 4蝋混
10YR4/2 灰黄掲色シル ト 粘キ生中 しまり中 10YR3/1黒褐色ンル トが班に20～ 30%

10 10YR5/4 にがい黄褐色ンル ト 粘性中 しま り破
■ 10hR5/4 にぶい黄褐色ンル ト 粘性中 しま り強 10YR3/1黒掲色シル トが斑に20～ 30tL混

卜15 20m tt   SD08   」
,

黒褐色ンル ト 粘性中 しま り弱
黒掲色シル ト 粘性中 しま り中
黒褐色シル ト 粘性中 しま り弱

黒褐色ンル ト 鶏性中 しま り中
黒褐色シル ト 粘性中 しま り弱

4m O

第 18図 E-1地区 SZ12・ SD08・ SD16 平面図・断面図
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平成 2刊 年度調査の成果

円形周溝墓 SZll(第 15～ 17図、写真図版 6)

当調査区中心部よりやや北にあり、北側に方形周溝墓 SZ14が近接する。Ⅳ層上面でほぼ円形の周

溝を検出した。墳丘盛土は残存しないが、周溝内側で主体部の可能性がある長楕円形の遺構 SD05を

検出した。検出面の標高は 148mである。

a.周

'毒

SZll

直径は 8.5mで ある。周溝の規模は、残 りの良い部分で幅 0.46m、 深さ0.21mを 浪1る 。全体的に残

存する部分が少なく、遺構の上位部分のほとんどが削平されていると考えられる。南側は耕作等によ

り撹乱を受けて失われている。西側は最下層のみ残存するものの部分的に途切れる。東側は土坑

SK05・ 26や溝 SD06・ 13に切られる。覆土は周溝壁面の崩落土と地山の混土が堆積する。出土した遺

物は少なく、縄文土器と弥生土器は小片が出上しているのみで遺構の時期が判断できるものはない。

位置的な関係性から方形周溝墓 SZ14と の併存関係が推察でき、他の円形周溝墓 SZ09・ 16な どとの

規格の一致から、同時期のものである可能性が高い。

b.,薄 SD05

周溝の中心やや北寄 りに位置し、主体部の可能性が考えられる。主軸をN-50° 一Wに とり、北

西部分を近世の土娠墓 SK04に切られる。規模は長さ約 ■9m、 幅 1.6m、 底面は長さ■7m、 幅 ■3m
である。深さは 0.33mを 測るが、上位部分は後世の削平を受けている可能性が高い。床面は緩い精

円形である。土層断面を観察すると、上層にはⅢ層由来の黒色シルトが堆積しており、周溝壁面の両

脇および下層には周溝壁面の崩落土と考えられる堆積がある。遺物は縄文土器と弥生土器の小片、磨

製石斧の刃部 (第 39図 184)が出土した。

第 19図  E-1地区 SZ12 等高線図
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平成 21年度調査の成果

方形周溝墓 SZ12(第 18～ 20図、写真図版 6。 7)

当調査区の中心部のやや北側、円形周溝墓 SZllの 南 2mに位置する。Ⅳ層上面で南 と西側の 2条

の周溝を検出した。四隅切れ方形周溝墓 と考えられる。検出面の標高は約 15。lmである。

北側周溝は、近世の粘土採掘坑 SX02に切 られて残存 していない。東側は、周溝の存在が推定される

位置で SD08を検出したが、SZ12a・ bと は規模や形態が異なるため文中では SZ12に は含めていない。

墳丘盛土や主体部は削平され、残存 しない。現存する南側と西側の周溝から方形周溝墓の中心点を求

め、それぞれの位置を反転 させて平面形態を復元 した場合、推定できる辺長は長軸の南北方向が約 8

m、 短軸の東西方向が 6.7mと な り、墳形はやや長方形 となる。周溝の規模 は SZ12aが長軸 4,9m、

短軸 1.Om、 深さ 0,7m、 SZ12bが長軸 3.lm、 短軸 10m、 深さ05mを 測る。長軸方向であるSZ12a

は N-23° ―Eで ある。土層断面 を観察すると、上層にはⅢ層由来の黒色 シル トが堆積 してお り、

周溝壁面の両脇および下層には周溝壁面の崩落土 と考えられる堆積がある。断面形は SZ12aが幅狭

で急な楕円形、SZ12が幅広で緩やかな楕円形である。SZ12aは内外 ともに底面に向かって急な角度

で掘 り込まれ、SZ12bは外側が緩やかな角度、内側が急な角度で底面に向かって掘 り込まれる。遺物

は弥生土器が多数出上 した。SZ12aの 北西側下層の墳丘部分の崩落上の可能性が高い覆土中からは、

返 し付蓋 (第 34図 3)や器台 (第 34図 4)な どの弥生土器が出土 した (第 18図、写真図版 3)。 ま

た SX02底部付近にも弥生土器がまとまって出土 している地点があることから、SX02に SZ12北側周

溝力消J平 された可能性が高いと考えられる。

方形周溝墓 SZ13(第 21～ 23図、写真図版 8。 9)

当調査区中心部の北東側、円形周溝墓 SZllの 東 1.3mに 位置する。Ⅳ層上面で周溝 を 3条検出 し

たが、竹の根や粘土採掘坑 SX02等 による撹乱が著 しい。周溝は南側から SZ13a・ bocと 設定 した。

南側周溝 SZ13aの西端に明白な立ち上が りが確認で きることから、少な くとも北西角および南西角

が切れる大型の方形周溝墓 と推測 される。南の周溝 SZ13aお よび北側の周溝 SZ13cは東側が調査区

外に伸びていた可能性が高いため、試掘 トレンチを設定 し、掘削を行ったが、周溝の東側は確認でき

なか った。東崖 に面 した部分が崩落 したことによ り喪失 した と考 え られる。SZ13aが SX02に 、

SZ13cは撹乱に西側を切 られる。SZ13bは 南端が SX02に 、南東側が撹乱に切 られる。この撹乱 (第

21図 SZ13b D―Di断面土層 6)は近世墓 SX03の 西側 2mに位置 していること、SXo3の 蔵骨器と同

様のセット関係にある越中瀬戸の悟鉢 と甕が出土 したことから、近世墓の可能性が指摘できる。

規模は、SZ13aが長軸 2.6m、 短軸 1.5m、 深さ 05m、 SZ13bが長軸 6.7m、 短軸 1.3m、 深さ0.6m、

SZ13cが長軸 2.2m、 短軸 07m、 深 さ 0.3mを 測 り、短軸の長さに違いがみ られる。検出面の標高は、

南側 SZ13aが約 152m、 西側 SZ13bが約 14,9m、 北側の SZ13cが約 147mで あ り、南北方向に約

05mの標高差が存在 してお り、周溝規模の違いの要因であると考えられる。また墳丘盛土 と主体部

は既に削平されて残存 しない。東側の周溝を、現存 している周溝から周溝墓の中心点を求めて反転 さ

せる方法で復元 した場合、推定 される辺長は約 13mで ある。周溝墓の主軸方向と考えられる SZ13b

は N-29° ―Eを とる。SZ13aの 上層 にはⅢ層由来の黒色土が堆積 してお り、周溝壁面の両脇およ

び下層には周溝壁面の崩落土 と考えられる堆積がある。断面の形状は隅九の歪な台形であ り、外側は

急な角度で、内側は緩やかな角度で底面に向かって掘 り込まれる。

遺物は縄文土器や弥生土器、土師器が出土 している。特に SZ13a上層に堆積 した周溝壁面の崩落

土 と考えられる覆土からは埋葬儀礼で破砕 された可能性が高い弥生土器の大型壼が出土 した (第 21

図、写真図版 4)。 SZ13bの 上層にはⅢ層由来の黒色土が堆積 してお り、周溝壁面の両脇および下層

-33-
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農
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・
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赳*=う

第34図 弥生土器 131

第34図 弥生土器 18)

(1:80平面 ) 4m 0

・ 弥生～吉墳時代遺物出土地点

(1,40断面〉

第 20図 E-1地区 SZ12,SD03・ SD16遺物出上位置平面 う垂直分布図
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平成 2刊 年度調査の成果

い14 96n i    SZ13c Ｆ
一

VSZ133

L=153帥 生

101iR2/1 黒色シル ト 粘性中 しま り中 地山が粒状に1～ 2%混

10YR2/1 黒色シル ト 粘性中 しま り中 地山が粒・ブロック状

に3～ 4%混
10YR4/2 灰黄褐色シル ト 粘性 中 しま り強 iOYR2/1黒 色シル ト

が lo%、 地山が粒 ブロック状に7～靭混
1だが地山が粒 ブロック状に7～鰯混

1だが地山が粒 ブロック状に1鰯混

10V貫 2/1 黒色ンル ト 粘性中 しま り中 地山が斑に30～40%混

10YR2/1 黒色シル ト 粘性中 しま り弱 地山が粒状に3～4%淀

|
10YR2/1  黒色シル ト

10YR1 7/1 黒色シル ト

10YR1 7/1 黒色シル ト

10YR1 7/1 黒色シル ト

10YR1 7/1 黒色シル ト

iOYR3/1  黒褐色ンル ト

10YR1 7/1 黒色シル ト

10YR1 7/1 黒色シル ト

10YR2/1  黒色シル ト

10YR2/1  黒色 シル ト

10YR3/1  黒褐色シル ト

地山が斑に5%混

10YR2/1  黒色シル ト

卜1490m■

黒色ンル ト
黒色ンル ト
黒褐色ンル ト
黒褐色ンル ト

に,501h生

地山が粒状にワ～3%混

地山が粒状に2～ 3%混

地山が粒状に4～ 5%混

地山が粒状に1～堺混

地山が斑に2～3h混

地山が斑に2～錦混

地山が粒状に1～ 那混

地山が粒状につ～3%混

地山が粒・ プロック状に2～ 3%混

地山が斑に60～?蝋混

10YR1 7/1黒 色シル トが30～ 40%、

粘性中

粘性中

粘牲中

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

中
強
強
強
中
中
強
強
弱
弱
中

SZ1 3a

o     (1:10遺 物出土状況図)     50cm

O       (仁 6遺物実測図 )      30cm

粘性中  しまり中 地山が斑に30～4蝋混

SZ1 3b

SZ13b

中

中

中

中

性

性

性

性

粘

粘

粘

粘

2  10YR3/2
7～靭混

黒色ンル ト
黒褐色シル ト

しまり中 地山が粒状に7～8X混

しまり中 地山が粒状に1～2%混
しまり中 地山が粒状に1～ 2%混

しまり強 地山が粒 ブロック状に7～ 8%混

C'

地山が粒状に1～ 2%混
地山が粒・ プロック状に

中

強

性

性

粘

粘

SZ13b
い1510� 生

10YR?/1 黒色ンル ト  粘性中

10VR2/1 黒色シル ト  粘性中

10YR3/1 黒褐色 ンル ト 粘性中

10YR3/2 黒褐色 ンル ト 粘性中

10YR2/1 黒色シル ト  粘性 中

lllYR3/1 黒掲色 ンル ト 粘性 中

(近世土崚墓の可能性あ り)

しまり中 地山が粒状に7～酬混

しまり中 地

"が
粒状に1～ 2%混

しまり中 地山が粒状に1～ 2%lFL

しまり強 地山が粒  ブロンク状に7～8%混

しまり中 地山が粒  ブロック状に10～20%混

しま り中 地山が粒状に7～8%混 (根撹乱ひ どい)

(1:100平面 ) 5m O

E-1地区 SZ13 平面図・断面図

弥生土器 (11)

第 21図

-35-
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平成 21年度調査の成果

には周溝壁面の崩落土 と考えられる堆積がある。遺物は近世土墳墓の可能性がある撹乱から近世遺物

が、そのほか縄文土器、弥生土器、土師器の刀ヽ片が出土 している。

方形周清墓 SZ14(第 16・ 17・ 24図、写真図版 9,10)

当調査区の中央やや北側にあ り、円形周溝墓 SZllに 隣接する。Ⅳ層上面で隅九長方形の周溝を 4

条検出した。四隅切れ方形周溝墓である。南西の周溝から時計回りに SZ14a・ boc・ dと する。検出面

の標高は南東が 14.8m、 北西が 14.4mと 、南東 ―】ヒ西方向に傾斜する地形である。中心の標高は

14.7mで、墳丘盛土と主体部は削平され残存 しない。

辺長は束西で 8.3m、 南北で 8.6mを測 り、大 きな差異はみられない。主軸は N-37° ―Eである。

周溝の規格は南北と東西を 1対 とする2つ の規格で構築されたと考えられ、南北は長軸 3.6～ 40m、

短軸 0.5～ 0.6m、 深さ03～ 0.4mのやや月ヽ型の規格、東西は長軸 4.5～ 5.2m、 短軸 0,7～ 0.8m、 深さ

l~｀
｀

― ト ノ

一

/

゛ゞ
///

第 22図 E-1地 区 SZ13 等高線図
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第38回 弥生土器 (1妙

・ 弥生～古墳時代遺物出土地点

3o O        I:40断 面)

第 23図  E-1地 区 SZ13 遺物出土図 (平面・垂直分布)
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い1500m生
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SK07 ○
る

IOYR2/1 黒色シル ト     粘性中
10YR3/1 黒掲色ンル ト    粘性中
10YR4/2 灰黄褐色シル ト   粘性中
10VRS/4 にぶい黄褐色シル ト 粘性中

IOV腱 3/つ 黒掲色ンル ト    粘性中
2だ が地山多い

地山が粒状 に0～ 4%混
地山が粒状に2～ 8%lFt

地山が班に2鰯 混
IOyR3/1黒 褐色ンル トが斑に 10%混

地山が粒状に5～ 7%l■

SZ14b

L=14 5thn■

10WR2/1 黒色シル ト  粘性中 しまり中
10VR3/1 黒褐色ンル ト 粘性中 しまり中

IOWR2/1黒 色ンル トが斑に7～ 10%lL

10YR3/1 黒褐色ンル ト 粘性中 しま り中
3に 10YR2/1黒 色ンル トが斑に5～ 7%混

10YR2/1 黒色ンル ト  粘性中 しま り中

IOYR2/1 黒色ンル ト  粘性中 しまり中

地山が粒状に3～ 4W4混

地山が粒 ブ ロック状に2～ 3%混
地山が粒状に2～ 8%、

地山が粒状に2～ 3皓混

地山が粒状に1～ 2%混

10VR3/1黒 褐色ンル トが 10%、

SZ14a

L=16 211n tt     SZ14c

中

中

中

強

中

中

中

中

性

性

性

粘

雅

格

卜14 90fn生 .

SZ14d

(1:80平面 )

10YR3/1  黒褐色シル ト 粘性中
地山が粒状に4～ 5%混

IOYR1 7/1 黒色シル ト  粘性中
10YR2/1  黒色シル ト  粘性中
IOYR5れ  にぷい黄褐色シル ト
10YR5/4  にぶい黄褐色シル ト
10YR5/4  にぷい黄掲色ンル ト |
10YR5/4  にがい黄掲色シル ト

L=1470m旦 .

黒色ンル ト
黒褐色シル ト

しまり中 10YR2/1黒色シル トが班 に
'～

3%、

しまり中 地山が粒状に1～ 2%yft

しまり中 地山が1～ 2%混 10YR2/1  黒色ンル ト  /Hr性 中 しまり中
10YR3/1  黒褐色ンル ト 粘性中 しまり中
10YR2/1黒 色ンル トが斑に7～ 10%混

10YRO/1  黒褐色ンル ト 粘性中 しまり中
3に 10YR2/1黒 色ンル トが班に5～ 7%lFt

10YR2/1  黒色シル ト  粘性中 しまり中
iOYR2/1  黒色ンル ト  粘性中 しまり中
地山が粒状に3～4%混

10YR4/2  灰黄褐色シル ト粘性中 しまり中
10YR1 7/1 儒色シル ト  粘性中 しまり中

地山が粒・ ブロック状に2～ 3%淀

地山が粒状に2～鶴、

地山が粒状に2～3%

地山が粒状に 1～ 2%混

10YR3/1黒 IB色 シル トが 10%、

地山が粒状に1～ 2%混

地世が3～鰯混

しまり中 10YR2/1黒色シル トが粒状に4～ 酬 IV■

しま り強  IOYR1 7/1黒 色シル トが班に2～部混

しまり中 10VR2/1黒色シル トが班に20～ 30X滉

SK07           c,

しまり中

しま り強 地歯が粒 プロック状に6～ 7%淀

第 24図 E-1地区 SZ1 4'SK07 平面図・断面図
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い1230n生              」 悸123的 ■

平成 21年度調査の成果

)

10VR2/1 黒色ンル ト 粘性中 しまり中 地山が粒状に1～ つ%混
1に 地山が粒・ブロック状に3～4X混

IOYR2/1 黒色シル ト 粘性中 しまり中 地山が粒 プロック状に10°/。混

IOYRワ/1  黒色シル ト 粘性中 しま り中
1に地山が粒 ,ブ ロック状に3～4%混

IOVR2/1  黒色シル ト 粘性中 しまり中

地山に1叫 R2/1黒 色シル トが少量混
10椒 17/1 黒色シル ト 粘性や しま り調

地山が粒状に1～ 2%lIF_

地山が粒・ ブロック状に二〇%混

地山が粒状に5%混

い138噺 生
SZ1 6b

L=13 80m L

SZ16a・ b 土色共通
1 10YR2/1 黒色 シル ト

2 10YR2/1 黒色シル ト

3 10YR2/1 黒色シル ト
4 1だ がしまり弱ヤヽ

しま り中 地山が班にIO%混

しまり中 地山が斑に60%潟

しまり中 地山が斑に
'0～

30%漫

中
中

中

性
性

性

粘
粘

粘

(1:40断 面 )

SZ16 平面図・断面図
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平成 21年度調査の成果

03～ 0.4mの やや大型の規格 となる。いずれの周溝 も平面形は、中心に向かって緩やかな弧を描 く。

SZ14周 溝の上層断面を観察すると、上層にはⅢ層由来の黒色上が堆積 してお り、周溝壁面の両脇お

よび下層には周溝壁面の崩落土 と考えられる堆積がある。SZ14の 周溝の残存状況が良いのに対 し、

近接する円形周溝墓 SZllの 残存状況が悪いことから、SZ14が先行 して構築 されたこと、切 り合い

がみ られないことからSZll構築時には SZ14の 周溝が残存 していたことが推定できる。遺物は縄文

土器、弥生土器があるがいずれも小片である。出土状況の水平・垂直分布からも明確なまとまりはみ

られない。

円形周清墓 SZ16(第 25～ 26図、写真図版 10。 11)

当調査区の北西角、円墳 SZ15の北約 35mに位置する。Ⅳ層上面でほぼ円形の周溝 SZ16aを 検出

した。東狽1は一部に撹乱を受けるが、端部に向かって底面からの明白な立ち上が りが確認できること

から、陸橋を持つと考えられる。墳丘盛土は残存 しない。周溝中心部で、主体部の可能性がある不整

形の上坑 SZ16bを検出した。検出面の標高は北側で 13.3m、 南側で 136mを 測る。

SZ16aの直径は 105mで ある。全体に切株や現代の廃棄土坑による撹乱を受けて削平されてお り、

東側の周溝南端は深 くまで撹乱が及ぶ。周溝の規模は、最大幅 0.5m、 深 さ0.25～ 03mを 測る。覆

土は周溝壁面の崩落土 と地山の混上が東側下層に堆積するほか、上層にはШ層起源と考えられる黒色

シル トが堆積する。

遺物は縄文土器、弥生土器、越中瀬戸、鉄釘が出上 している。大半は縄文土器の小片であ り、弥生

土器は小片のみ 2点出土 した。越中瀬戸 と鉄釘は撹乱により混入 したものである。遺物は出上位置に

平面的な偏 りがあり、周溝西側開口部の南端部からまとまって出土 している。

SZ16b

第 26図 E-1地区 SZ16 等高線図
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SZ1 8a
L=16 10m J          」'

ヤ

SZ18b

い157噺 L  l   g

A・ B共通
1 10強5/6 黄褐色シル ト 粘性中 しまり強 1043/1黒褐色シル トが

ブロッタ状に10%混
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第 27図 E-1地 区 SZ18 平面図・断面図・等高線図
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黒色ンル ト 粘性中 しまり中 地山が粒状に1～ 郷混
黒色ンル ト 粘性中 しまり中 地山が粒状に1～ 堺混

1 10欺2/1 黒色ンル ト
2 1042/1 黒色ンル ト

しまり中 地山が粒状に1～ 2X混

しまり中 地山が粒状に7～8%混

中

中

性

性

粘

粘

卜1420m生

10YR2/1  黒色ンル ト
とOYR1 7/1 黒色シル ト
10YR2/1  黒色シル ト
10YR2/1  黒色シル ト
10YP4/2  灰黄褐色シル ト

しま り中 地Ⅲが粒状に1～ 2%混

しま り中 地

"が
粒状に1～ 2%混

しま り中 地山が粒状に2～ 3%混

しまり身弓 10YR4/2灰 黄褐色ンル トが酬混

しまり弱 地山が粒状に1～ 2%混

(1■ 0遺物出土状況図 )

(■ 100平 面 )

性
性
性
性
性

粘
粘
粘
粘
粘

Ｏｃｍ

５ｍ

(1:6遺物実測図 ) 30cm

9        (1:40断 面)        獅

SZ15 平面図・断面図
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平成 2刊 年度調査の成果

SZ16bは 周溝 SZ16aの 中心に位置 し、主体部の可能性が考えられる。主軸をN-13° 一Eに とる。

遺構上層における規模は長さ 2.lm、 幅 1.lm、 底面における規模は長さ■3m、 幅 06mである。深

さは最 も残 りの良い部分で 0.2mを測るが、樹根による撹乱を受けて、遺構の形】犬や覆土の状態等に

ついては確認できない。遺物は縄文土器の小片が出土 したが混入 したものと考えられる。

円形周溝 (円形周清墓)

SZ18(第 27図、写真図版 11)

当調査区の南部、円形周溝墓 SZ09の南約 3mに位置する。Ⅳ層上面でほぼ円形を呈すると推定で

きる、弧を描 く溝 2条 を検出 した。tt aの 東端部は SD12に 切 られる。検出面の標高は 153～ 15,9

mで、北側へ低 くなる地形である。遺構西側は撹乱により、残存 しない。溝 aと bの境はつなが らず、

東側に陸橋 を持っていた可能性が高い。

残存する周溝から西側周溝を復元すると、直径は 8.5mと 推定でき、これは北側に隣接する円形周

溝墓 SZ09と 同規模である。周溝の規模は、北側が幅 015m× 深さ 0.6m、 南側が幅 0.6m× 深 さ 0.2

mを測る。周溝は浅 く、掘 り込みの角度が同程度にみえる。上層部分のほとんどが削平されたと考え

られ、覆土は黒褐色シル トが堆積する。遺物は出土 していない。

③古墳

円墳 SZ15(第 28～ 30図、写真図版 10)

当調査区北西、円形周溝墓 SZ16の 南 4.5mに 位置する。西側は調査区外に伸びる。Ⅳ層上面で円

形に巡る周溝 を検出した。周溝の深度は浅 く、墳丘盛土・主体部および周溝上位部分等は、耕作等に

よる削平等により残存 しない。周溝北東部分を中心に植栽や現代の廃棄土坑等による撹乱を広範囲に

受ける。直径 12mの 円墳であ り、周濡は最大幅 1.6m、 最大深度 03mを測る。比較的残 りの良い C
―C'断面の土層観察によると、周溝にはⅢ層起源である黒色シル トが レンズ状に薄 く堆積する。周

溝の掘 り込みはタト狽1が比較的急な角度、内側が緩やかな角度である。

遺物は縄文土器、弥生土器、古墳時代の須恵器、越中瀬戸、伊万里などが出土 した。大半は縄文土

器の小片であるが、周溝北側の底面付近で古墳時代後期の須恵器が 4点、南側では弥生土器 1点が出

土 した (第 28図 )。 縄文土器はⅢ層起源の覆土から出土 している。越中瀬戸と伊万里は撹乱により混

入 したものである。須恵器は底面付近から出土 してお り、SZ15が造営された時期 と近い時期の もの

と考える。

①溝

SD04(第 15・ 16図)当 調査区中央部やや北、円形周溝墓 SZllの周溝内に位置する。遺構北側が

中世の土墳墓 SK04に 切られる。平面形は長楕円形である。長さ 1.5m、 幅 0,4m、 深さ0.15mを 測る。

壁面の崩落土 と地山の混土が堆積する。SZ13b、 14b等の東西の周溝 と軸方向が近似することか ら、

方形周溝墓の周溝の 1辺の可能性はあるが、対応する周溝は確認できなかった。遺構上位部分が耕作

等による削平を被った可能性が高 く、底部分のみが残存 したと考えられる。遺物は土師器の小片が少

量出上 した。

SD06(第 15'16図)当 調査区中央部やや北、円形周溝墓 SZllの周溝部に位置する。平面形は長

楕円形である。長 さ■4m、 幅 0.4m、 深さ0.lmを 測る。Ⅲ層由来の黒色シル トが堆積する。遺構上

位部分が耕作等による削平を被った可能性が高 く、遺構底部分のみ残存 したと考える。SZlldの南東

部を切 り、北西 ―南東方向に伸びる。東端部は撹乱に削平 され残存 しない。東側延長線上約 3mに
SD07が同方向に伸びることか ら、つながる 1条の溝であった可能性、または並列する方形周溝墓の
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周溝であった可能性があるが、SD07の 下層堆積上がみられないこと、堆積土の種類が壁面の崩落土

であることから通常の溝であった可能性が低 く、直線的に並ぶ別の溝 (周溝)であった可能性が高い

と考える。

SD07(第 31図 )当 調査区中心部の北東側、方形周溝墓 SZ13の 周溝内南に位置する。西側が近世

の粘土採掘坑 SX02に切 られる。西側延長線上約 3mに SD06が存在 し、並列する方形周溝墓の周溝

であった可能性がある。平面形は長精円形である。長さ 2.2m、 幅 0.6m、 深さ0,4mを測る。覆土は

上層にⅢ層由来の黒色シル ト、下層に壁面の崩落土 と地山の混上が堆積する。遺物は縄文土器、弥生

土器の小片が少量出上 している。

SD08(第 19図)当 調査区の中心部のやや北側に位置する。南側は SD16に 切 られる。長さ4.lm、

幅 0.45m、 深さ04mを 測る。覆土は黒色シル トが堆積する。方形周溝墓の周溝 SZ12a・ bか ら導 き

出される墳丘中心点を基準 とし、西側の周溝 SZ12aを反転 させた位置にある溝である。遺構の形状

が方形周溝墓 SZ12と 異なるため、東側周溝 としなかった。遺物は縄文土器、弥生土器が少量出上 し

ている。

第 29図 E-1地区 SZ15 等高線図

Ｎ
Ｉ
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第35図 須恵器 (ld)

第35園 須意器 (17)

第35図 須恵器 (17)

第3S園 須意器 (1■ )

い,420n生

・ 弥生～吉墳時代遺物出土地点

0        ('100平 面)

0        (■ 401断面 )

SZ15 遺物出上位置平面・垂直分布図
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平成 21年度調査の成果

⑤土墳墓

調査段階で SK、 SXを用いた遺構で、SK16は弥生～古墳時代の上墳墓、他は中近世の上葬墓、火

葬墓である。出土遺物から遺構の時期を判断 し、時期順に記載 した。

SK16(第 33図)当 調査区のほぼ中央、SZ12aの 西側に位置する。近世の火葬墓 SX01に切られる。

平面形は楕円形である。長軸 ■2m、 短軸 1.2m、 深 さ0,75mを測る。覆土は、下層に壁面の崩落土

と地山の混上が、中ほどにⅢ層起源の黒色シル トが堆積する。遺構短軸の断面は比較的急な角度で掘

り込まれ、底面はほぼ平坦である。遺物は縄文土器の小片のほか、弥生土器の体部片が出上 した。弥

生～古墳時代の上媛墓の可能性がある。

SK01(第 32図 )当 調査区のほぼ中央、SZ12a南端の東に位置する。平面形は円形である。長径

1.lm、 短径 0.8m、 深さ06mを測る。覆土は上下 2層 に分かれ、上層には黒色シル トが、下層には

地山が多量に混 じる黒色シル トが堆積する。遺物は土師器の小片が少量出土 したほか、底部付近で火

葬骨ではない骨が出上 してお り、土葬墓の可能性が高い。

SK04(第 32図 )当 調査区中央のやや北寄 り、円形周溝墓 SZllの 内狽1に 位置する。SD04、 SD05

を切る。平面形は円形である。長径 126m、 短径 1.Om、 深さ0.58mを測る。覆土は上層に黒色シル

トが、下層に火葬骨の細片が混 じる黒色シル トが堆積する。副葬品として中層から熙寧元賓 (第 38

図 160)が出土 してお り、11世紀以降の火葬墓 と考えられる。

SK12(第 32図)当 調査区中央北寄 り、SZ15の周溝南側に位置する。SK14を切る。平面形は楕円

形である。長軸 ■06m、 短軸 0。76m、 深 さ0.25mを 測る。覆土は黒色 シル トが堆積する。副葬品と

考えられる永柴通賓・不明銭貨 (第 38図 161)が銹着 して出土 してお り、15世紀以降の火葬墓 と考

えられる。

SK13(第 32図 )当 調査区中央北寄 り、SZ14bの西に位置する。平面形は楕円形である。長軸 075m、

短軸 0.55m、 深さ03mを 測る。SK14を 切る。覆土は主に黒褐色シル トが堆積する。火葬骨ではな

い骨が出土 していることから土葬墓である可能性が高い。

SX03(第 33図 )当 調査区中央北寄 り、方形周溝墓 SZ13の東に位置する。平面形は不整円形である。

最大径 0.83m、 深さ0.27mを 測 り、上層は竹の根による撹乱により壊 される。覆土は単層で黒掲色

シル トを主体 とする。中央に、越中瀬戸の壺 (第 38図 159)を正位に設置する。壺は被熱 して表面

に媒が付着 した川原石を3点用いて底部を固定 していた。検出時、遺構上位が竹の根による撹乱を被

っていたため壼の口縁部が検出面 より高い状況であったが、本来は完全に埋納された状態であったと

考える。壷は蔵骨器として使用 されたもので、内部に火葬骨や歯を埋納 し、その上に越中瀬戸の皿 (第

38図 157)を 正位に載せる。さらに壺口縁の上に越中瀬戸の悟鉢 (第 38図 158)を 逆位に載せ外蓋

として利用 したと考えられる。火葬骨は手足か ら先に納め、頭蓋骨や歯 を最後に納めていた。17世

紀のものであると考えられる。壼内部の詳細な分析結果は第Ⅳ章第 1節の自然科学分析を参照された

SX01(第 33図 )当 調査区のほぼ中央、方形周溝墓 SZ12a西側に位置する。SK16を切る。平面形

は不整円形である。長径 2.41m、 短径 ■66m、 深 さ047mを 測る。覆土は下層が焼土混 じりの黒掲

色シル ト、上層は焼土 と破砕骨が多量に混 じる黒褐色シル トである。また中央部には焼骨が大量に混

じる固く締まった赤掲色の焼土がみられる。遺物は土師器や越中瀬戸、骨、赤石などが出土 している。

近世の火葬墓である可能性が高い。
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⑥土坑

SK07(第 24図 )当 調査区中央北寄 り、方形周溝墓 SZ14の 周溝内部に位置する。平面形は円形で、

直径 0.8m、 深さ0.3mを測る。壁面は急角度で掘 り込んでお り、底面はほぼ平坦である。覆土は上

層がⅢ層起源の黒色シル ト、下層は黒褐色シル トである。遺物は下層から縄文土器の小片が多量に出

上 したが図化できるものはなかった。縄文時代の遺構 と考えられる。

SK31(第 32図 )当 調査区北側、円形周溝墓 SZ16の南西に位置する。平面形は円形で、規模は長

軸 0,70m、 短軸 0.65m、 深さ0.46mを 波1る 。覆土は上層に黒褐色シル トが、中層以下には中央部が

明赤褐色の硬 く焼け締まった焼土が堆積 し、周辺には炭粒の混 じる褐灰色シル トがほぼ平坦な床面に

約 30cmの厚みで堆積する。底面に接 して 0,15m四 方を測る不整形の黒色粘質上の塊を検出したが性

質は不明である。なお焼土部分は円盤状に中央が盛 り上がってお り、内部か らは縄文土器や被熱礫、

炭化物などが出土 した。焼土の外周部分に石組の痕跡がみられることから、組石を外 し廃棄された縄

文時代の石組炉である可能性が考えられる。

SK38(第 32図 )当 調査区中央やや南、方形周溝墓 SZ10の 北東に位置する。中心部分を東西に横

断する形で SDllに切 られる。平面形は楕円形で、規模は長軸 ■2m、 短草由0.8m、 深さ05mを 測る。

覆土はⅢ層起源の黒色シル トである。壁面は急な角度で掘 り込まれる。遺物は縄文土器の小片、打製

石斧 (第 39図 186)が出上 している。縄文時代の遺構 と考えられる。

SK22(第 32図 )当調査区のほぼ中央、SK01と SXolの 間に位置する。平面形は楕円形である。規

模は長軸 ■05m、 短軸 04m、 深 さ 0.6mを測る。遺物は縄文土器や弥生土器の小片のほか、中世土

師器 2点 (第 37図 138、 139)、 珠洲の橋鉢 (第 37図 137)が 出土 した。吉岡編年 V期の珠洲 (137)

が伴 うことから 15世紀の遺構である可能性が高い。

SX02(第 31図)当 調査区中央やや北東側に位置する。SZ13bの 南端、SD07の 西端および SD16

の北端 を切る。近世以降の粘土採掘坑 と考えられる。平面形は楕円形で、規模は長軸 19,Om× 短軸

7.Om、 深さ 1.lmを 測る。遺構上部にビニールなど現代の廃棄物が多量に混 じる盛上があったため、

重機 による掘削を行った。覆土は主に 3層 に分けられ下層には地山混 じりの黒褐色シル ト、中層は多

量の河ヽ石混 じりの黒褐色シル トが、上層には黒色シル トが堆積する。上層堆積後 も窪地になっていた

と考えられ、現代に至るまで廃棄物置場 として使用されていた可能性が高い。遺物は弥生土器や土師

器、越中瀬戸、陶磁器、砥石で、そのうち弥生土器は方形周溝墓 SZ12を構成する北側周溝復元推定

地付近の底面から残 りの良い状態で出土 した。

(3)遺物

当調査区からは縄文時代から近代にかけての遺物が出土 してお り、出土量は遺物収納コンテナ (内

寸 54cm× 32cm× 14cm)で 39箱 (SZ07の 組石 73個 35箱分を除 く)である。出土点数でみると、

S X 02出上の近世～近代遺物を除 き、遺構出土遺物のほとんどが縄文土器の小片であるが、弥生終

末期 を中心 とする弥生～古墳時代の遺物 も方形周溝墓の周溝部を中心に一定量出土 した。本調査区と

ゴヒに隣接するE-2地 区で確認された縄文遺物包含層 (Ⅲ 層)に相当する堆積層 (黒 ボク土)は、後

世の開墾などの開発行為による削平や旧表土層の流出などにより、調査区の一部を除きほとんど残っ

ていなかった。そのため遺構外から出土 した遺物のほとんどは I層の表土、耕作土および撹乱からの

出土品である。出土遺物の総点数は、約 1,600点 (破片)で、石器や礫、近現代の陶磁器類を除 くと、

土器片は約 1,260点である。内訳は縄文土器が約 1,100点 168,750/0)、 弥生時代～古墳時代の土器が約
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第 34図 E-1地区出土遺物 SZ07(1)SZ09(2)SZ12a(3～ 6)SZ12b(7'8)SZ1 3a(11)SZ13b(9・ 10)
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平成 21年度調査の成果

160点 (10,0%)、 近世を中花ヽ とする古代以降の土器が 222点 (13875%)、 石器が 8点 10.5%)、 ガラス

小玉が 110点 16.875%)で ある。弥生～古墳時代の遺構か ら出上 した遺物の中には混入 した物も多 く

み られ、遺構が機能 していた時期の遺物はわずかである。このうち実測遺物は 190点で、縄文土器

21点、弥生～古墳時代の上器 138点 (ガ ラス小玉 110点含む )、 古代以降の上器 25点、石製品 8点、

金属製品 3点 を実測 した。

①弥生～古墳時代の遺物

SZ07(第 34、 35図 )

有段口縁の小型壺 (1)お よび鉄鏃 (24)が出土 した。 1は弥生終末期のものである。口縁部は直

立気味に立ち上がる。頸部は短 く、体部は胴部がほぼ球形を呈する。底部はきわめて小 さい。外面は

全面にミガキ調整を施 し、内面は体部がヘラナデ、頚部～口縁部はヨコナデを施す。24は 逆刺をも

つ無茎五角形式の鉄鏃である。鏃身部で直径 7 4cm、 幅 3cm、 厚 さは推定で 02cmを 測る。断面形態

は菱形である。逆刺は腸狭状であ り、鏃身部の中心に木製の軸が残存 し、矢柄結束用の孔がある (第

Ⅳ章第 4節 金属製品保存処理 X線写真 )。

SZ09(第 34図 )

2は壼の頚部～体部片で、内外面ハケメ調整である。外面はミガキ調整の後に赤彩を施す。このほ

か小片のため図化 していないが、体部外面に赤彩を施 した有鉦蓋の回縁部片が出土 している。

SZ10(第 36図 )

25～ 134は ガラス小玉である。110点 出土 した。透明感のある淡青色の鮮やかな色を呈 しているも

綴 也

「

3

SZ1 3c(12・ 13)SZ15(14′ ヤ 18)SX02(19´ヤ23)SZ07(24)
-52-
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平成 21年度調査の成果

のがほとんどを占め、透明感のある淡青緑色の ものも破片のみ 3点出土 した (巻頭写真図版 3)。 形状

やサイズにバラツキがあ り、径 3.5～ 8 mm、 高さ 2～ 6 mmを 測る。すべて丸型であ り、引 き伸ばし技

法を用いたうえ、管切技法により切断 した後に整形 していると考えられる。材質的特徴については第

Ⅳ章第 5節の自然科学的分析の項で詳述するが、全点が銅着色により淡青/淡青緑色を呈するカリガ

ラスである。北陸で 100点以上出土 した事例 として石川県かほく市中沼 C遺跡の 108点がある。また、

材質的特徴が共通するものとしては、京都府京丹後市三坂神社 3号墓第 2埋葬施設の菅玉がある。

SZ12(第 34図 )

3～ 7は SZ12aか ら出土 した。 3は完形の返 し付蓋である。ツマ ミからカエシ部外面にかけてミガ

キと赤彩を施 し、口縁部から内面はヨコナデを施す。内面の天丼部にはハケメが残る。 4は器台の口

縁吉Бである。 3と ほぼ同位置から出土 した (図 18写真図版 3)。 直立する国縁部に 3条の擬凹線を施す。

全体 に摩滅 してお り調整は不明瞭である。 5は擬凹線壺の口縁部である。口縁部は軽 くタト傾する。頸

部外面はハケメ調整 し、内面にはヘラナデを施す。 6は壷の底部である。体部は外反気味に立ち上が り、

内外面ハケメ、底部はナデ調整を施す。

7、 8は SZ12bか ら出土 した。 7は有鉦蓋である。つまみが比較的大 きく外方に張 り出し、体部は

わずかに内湾気味に伸びる。口縁端部にヨコナデを施 し、内面天丼部の袂 りを除 く全面にミガキと赤

彩 を施す。日縁端部にヨコナデを施 し、ツマ ミの一部に二次被熱による黒化痕がみられる。口縁部か

ら内面にかけての範囲が摩減する。 8は甕の口縁部である。 くの字形口縁の端部にキザ ミを施 し、口

縁部内面にはミガキ調整を施す。

SZ13(第 34、 35図 )

9、 10は SZ13bか ら出土 した。 9は有段 口縁壼である。日縁は緩やかに外反 し、端部は丸 くおさめ

る。体部はなで肩で丸みをもたない。体部は底部方向から直線的に伸びる。外面はタテミガキを施 し、

内面 は口縁部に板ナデののちミガキ、体部上半はハケメ、下半は板ナデで調整する。体部の最大径を

下部 にもつ下膨れの器形であ り、富山県氷見市惣領浦之前遺跡や射水市 HS-04遺跡で類例がみられる。

10は有段高杯の杯部である。浅い口縁は外反 して立ち上が り、端部を丸 くおさめる。口縁下部は大 き

く垂 下する。内外面はミガキ調整だが摩耗が著 しい。11は SZ13aよ り出上 した。口径 26cm、 胴部径

が最大で 45 9cmを 測る大型の有段口縁壷である。口縁は緩やかに外反する。頸部は締 まり、肩部は強

く張 る。体部は楕円形で丸 く張る。口縁部は内外 ともミガキ調整、頚部はハケののちにヨコナデを施す。

体部 はミガキ調整である。 ミガキ部分 には一部ハケメが残る。内面は上半をハケメ、下半を板ナデで

調整する。

12、 13は SZ13cで 出土 した。12は有段 口縁壷である。口縁部が直立気味に立ち上が り、下部に稜

を持 つ。12は有段甕である。口縁部は内湾 しつつ直立気味に立ち上が り、端部を薄 く丸 くおさめる。

日縁 下部に稜 を持つ。やや細長い体部 と考えられる。頸部の器厚は厚いが、体部はきわめて薄 く仕上

げている。

SZ15(第 35図 )

14は直口壷の口縁部である。内外面に ミガキを施す。 15、 16は須恵器郭蓋である。15は体部片で

天丼 部に向かって丸みを帯びる。外面 を回転ヘラケズリにより調整する 16は直立 して立ち上が り、端

部内面に小 さな段 を持つ。口径 10,7cmを 測る。17、 18は須恵器杯身である。18の 口縁は内屈 して立

ち上 が る。外底面に施す回転ヘラケズ リの範囲は 2/3程 度である。口径 10.9cmに 対 して器高は

4.9cmと 高い。18は底部が扁平で中央がやや くぼむ。タト底面に回転ヘラケズ リを施す。口縁 は内傾気

味に立ち上が り、端部に向かって緩やかに外反する。やや焼成不良で、内面は灰責掲色 を呈する。15
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～ 18は必の小型化が進展 したT K 47～ MT 15式期 (6世紀前半頃)の ものと考えられる。また蛍光

X線分析では、石川県羽昨市の柳田ウワノ 1号窯 (6世紀)の製品である可能性が高いという結果を

得ている。自然科学分析の結果は第Ⅳ章第 8節 を参照されたい。

SX02(第 35図 )

19は擬凹線壺である。緩やかにタト傾する口縁部外面に 7条の擬凹線を施す。20は装飾壼の口顎部と

考えられる。ヨコナデの上に、円形浮文を貼 り付けてお り、東海西部の影響がみられる。21は盤状高

杯である。口縁が緩やかに外傾 して立ち上が り、下部に稜を持つ。必部の内外面はヘラミガキ調整、

外展する脚裾部は外面ヘラミガキ調整で、脚裾内面にハケメ調整が残る。脚端部は面取 りし、中央に

浅い凹線が巡る。脚部内面をのぞいて赤彩を施す。低脚化が進展 した時期のものであ り、富山県射水

市中山南遺跡で類例がみられる。22は小型の高郭または器台の脚部である。端部に向かって緩やかに

外反 し、九 くおさめる。全体に摩耗するものの、外面の一部に赤彩が、内面の一部にハケメが確認で

きる。23は 凹線文器台である。口縁部は緩やかに外傾 し、下部に稜を持つ。口縁端部は摩滅 してお り、

使用痕 と考えられる。全面にヘラミガキ調整を施 し、赤彩で、口縁端部はナデて外側に面を取 り、端

部内外および稜にキザ ミを入れる。口縁端部に 1条、口縁部に 6条の凹線を施す。類例は富山県高岡

市下老子笹川遺跡および富山市翠尾 I遺跡にみられる。

②中世～近代の遺物

SZ13(第 37図 )

152～ 154は 越中瀬戸で SZ13bか ら出土 した。1521ま壼である。体部半ばで内湾 し、口縁端部に向

かって上方に直線的に伸びる。端部は上方に軽 く面を取 り、内外面に鉄釉を施すが、外面には自然釉

もかかる。153は 悟鉢である。内外面に鉄栞由を施す。体部は外反気味に立ち上が り、口縁端部は面を

なす。内面は体部に 8目 1単位の卸 目を施 したのち、底部に九 く卸 目を施 し仕上げている。154は 甕

である。体部は焼成時の歪みにより、口縁が楕円形を呈する。体部内外全面に鉄釉を施す。SX03の事

例から、153は 近世墓の蔵骨器の外蓋、154は 蔵骨器であると考えられる。155は 平瓦である。156は

丸瓦である。灰白色を呈する。

SK06(第 37図 )

135は唐津の碗である。底部露胎で削 り出し高台を持つ。体部外面の中央に沈線を 1条巡らせ、下

位を回転ヘラケズリ調整する。内底面には蛇の目釉ハギする。136は瓦器の深皿である。ロクロ成形で、

体部内面は回転ナデ、日縁部内面から体部外面にかけて回転ヘラミガキを施す。底部は浅い削 り出し

高台である。

SK09(第 37図 )

137は 珠洲の悟鉢である。口縁が直線状に伸び、端部を九 くおさめる。内側に面をとる口縁端部に 2

条 1単位の波状文を施す。吉岡編年のV期のものである。

SK22(第 37図 )

138、 139は 中世土師器の皿である。138は 体部が内湾 し、口縁部を外側につまむ。139は 体部が直

線的にタト傾 し、口縁部を屈曲させる。いずれも手づ くねで口縁部外面に一段ナデを施す。

SX02(第 37図 )

140は 瀬戸の皿である。底部は削 り出し高台である。底部から体部が緩やかに立ち上が り、中程で

稜をもって屈曲する。体部内外面の上半部分に厚い鉄釉がかかる。

141～ 143は越中瀬戸である。141は九皿である。内面から体部の外面上半に灰釉を施す。142は 向付

である。体部が直線的に上方に伸びる。底部は削 り出し高台である。体部外面に灰釉を施す。1431ま
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片口の水差 しである。底部は削 り出し高台である。注口裾部に指頭圧痕が残る。高台をのぞ く全面に

灰釉を施す。

144は 土師質の火鉢である。体部下方に直径 811mの穿孔を 2ヵ 所ほぼ平行に施 し、穿孔の直上に炊口

を持つ。

145～ 149は 近世～近代の陶磁器である。145は 陶器の橋鉢である。体部は内湾気味に立ち上が り、

口縁は外反 し、外側に面をつ くる。 8目 1単位の卸 目を3条平行に施す。また体部内外全面に鉄釉を

施す。146は磁器皿である。削 り出し高台で、畳付 きを除 く全面に釉を施すが、内底面に蛇の目釉ハ

ギする。体部内面に草木状の染付を施す。147は磁器の小鉢である。体部内外面に染付を施す。外面

に草木状の意匠がみられる。148は磁器の徳利である。体部外面に灰釉を施 し、草文を描 く。また外

底面には墨書「□□」がみられる。149は 唐津の九碗である。底部～体部の一部は露胎する。口縁部

内面から体部外面は黄褐色釉掛けである。150は 瓦質土器である。内外面を黒化処理する。特大の円

筒形を呈するもので、火鉢の外付けのものであると考えられる。151は 瓦器の皿である。ロクロナデ

による成形後、外面に回転ヘラミガキを施す。高台畳付 きに砂痕が確認できる。
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第 38図  E-1地区出土遺物 SX02(155。 156)SX03(157～ 159)SK04(160)SK12(161)
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SX03(第 38図 )

157～ 159は越中瀬戸である。近世の上娠墓 SX03に伴 う蔵骨器として 1組で使用された。157は 皿

である。削 り出し高台で、口縁部の内外面に鉄釉を施す。内面に重ね焼 き痕がのこる。蔵骨器 159の

内蓋 として使用されたもので、納骨時に蔵骨器 159の 口縁部を通すために一部を故意に打ち欠いたと

考える。158は片口鉢である。内外面に鉄釉を施す。体部は直線的に立ち上が り、口縁部を外反させる。

内面は体部に 7目 1単位の卸 目を施 した後、底部に九 く卸 目を施 して仕上げている。蔵骨器 159の外

蓋 として使用 された。159は 壺である。蔵骨器 として使用 された。全体に九い器形で、頚部は短 く、

内傾する。ロクロ成形で、底部は回転糸切 りのち回転ナデを施す。

③縄文時代の遺物 (第 39図 )

遺構に伴う遺物と考えられるのは、石組炉の可能性が高い SK31と 落ち込み状遺構 SX08か らの出土

遺物のみであ り、そのほかは弥生時代以降の遺構に混入 したものと考える。そのため実測図図版の構

成は、遺物の時期にしたがって行なった。なお遺物の時期は前期から後晩期までみられるが、中心 と

なる時期は前期 と後晩期である。

162は SZ14aか ら出土 した。深鉢の体部である。外面には上位に斜縄文が、下位に爪形文を刺突する。

器壁が薄手で胎上に繊維を含まない。前期前葉と考えられる。

163は SZ14bか ら出土 した。深鉢の体部である。外面には上位に沈線と爪形刻 目文による渦巻文が、

中心には円形刺突がみられ、内面全体に煤が付着する。164は SX08か ら出土 した。深鉢の回縁部であ

る。外面に半載竹管状工具による連続爪形文を施す。胎土に長石、骨針を含む。165は SZllか ら出土

した。深鉢の体部である。外面に細い押 し引 きを全面に、その上に刻 目文を施 し、中ほどに円形刺突

がみられる。163～ 165は前期中葉に比定される。

166～ 168は SX08か ら出土 した。167は深鉢の回縁部である。外面にRL縄文を多方向に施文 して

いる。胎土はやや粗 く、石英、骨針を含む。前期後葉の蜆ヶ森式 と考えられる。168は 深鉢の口縁部

である。外面に連続爪形文が残る。

169は SZ13bか ら出土 した。深鉢の口縁部である。口唇部にキザ ミが、体部外面にLRの斜縄文を

施す。前期の可能性が高い。

170は SK31か ら出土 した。鉢の回縁部である。平縁で、胎土に雲母、石英、骨針 を含む。171は

SZ10aか ら出土 した。浅鉢の底部である。丸底で、内外面ともミガキ調整を施す。外面の一部に煤が

付着する。晩期中葉の中屋式に比定される。

172は SX08か ら出上 した。深鉢の回縁部である。口縁部外面に沈線を一条巡らせる。沈線～口縁端

部にRLの斜縄文を、沈線の下に横方向のミガキを施す。胎上に石英、骨針を含む。173は SZ15か ら

出土 した。注口土器または鉢の体部である。外面は斜縄文を地文とし、その上に沈線による施文がみ

られる。赤彩を全面に施 した可能性がある。後期に比定される。

174は SK31か ら出土 した。深鉢か椀の体部片である。残存部の上部には地紋 として斜縄文が、その

上に横位沈線、玉抱 き三叉文、横位沈線の順に施す。また下部には横方向のミガキを施す。御経塚式

に比定される。

175は SZ10 bか ら出土 した。浅鉢の口縁部である。内外面に横方向にミガキを施 し、口縁端部には

棒状の粘土添付がみられる。八 日市新保式に比定される。176は SZ12bか ら出上 した。浅鉢の口縁部

である。口縁端部は不規則な小波状を呈する。内面には横方向のミガキを、外面は上から横位沈線、

沈線による入組文、斜縄文の順に施す。外面に煤が付着する。晩期に比定される。
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177～ 179は SZ12aか ら出上 した。177は 深鉢の口縁部である。内面にヨコナデが、外面に横位沈

線を施す。178は小形鉢の底部と考えられる。外面に横位の沈線を3条施 し、その間に下から沈線文、

列点文を順に施す。179は鉢の回縁部である。外面に綾杉状又は工字文風の沈線を施す。180は SZ10b

から出土 した。深鉢の回縁部である。外面に幅広の沈線を施す。晩期に比定される。181は SZ10aか

ら出土 した。深鉢の口縁部と考えられる。口縁端部にキザ ミを、外面に横位の条痕文を施す。晩期末

に比定される。

182は 深鉢の口縁部である。外面に条痕文を施 し、煤の付着がみられる。晩期末に比定される。183

は SZ16か ら出土 した。深鉢の口縁部である。体部外面には横方向のミガキが、口縁部は軽 く外傾 し、

日唇部に刻みを施す。

④石器 (第 39図 )

184は 磨製石斧の刃部である。SD05よ り出土した。185は打製石斧の基部である。SZ13cか ら出土

した。周縁部を加工し、表裏に自然面を残す。186は打製石斧である。SK17よ り出土した。

187、 188は石錘である。187は SX02よ り出上した。188は試掘時に取上げられ、Ⅱ層出土とされて

いるが、SX02の可能性がある。いずれも大型で長軸両端のみ加工し、それ以外は自然面が残る。

189～ 191は すり石である。189は SZ14d南側の落ち込みより出上した。 4面の使用面をもち、両

端に敲打痕が観察できる。190の使用面は2面であり、両端部に敲打痕が観察できる。191は SX02よ

り出土した。使用面は 1面である。

⑤その他金属製品 (第 38図 )

192、 193は いずれも土娠墓の副葬品である。192は SK04か ら出土した。熙寧元賓で、1068年初鋳

のものである。字体は真書である。193は SK12か ら出上した。 2枚が銹着している。 1枚は永築通賓

であるが、もう1枚は腐食が進んでおり、上と右の 2文字の判読が困難である。1408年初鋳である。

字体は真書である。

(4)/1ヽ糸吉

E-1地区の主要な遺構は、弥生時代後期後半～古墳時代後期初頭の埋葬施設および周溝墓、円墳

であり、合計 13基 を検出した。いずれも墳丘部が重複することなく、段丘の尾根に沿って配置されて

いる。ここでは各墓制の特色と類似性と出土遺物の様相から、11基の関係を整理する。

①埋葬施設 SZ07:
a.墓娠 地山を深く掘りこんだ埋葬施設で、周溝を伴わないから土娠墓である可能性も否定できない。

主軸方向が北を指向している点から、弥生終末期以降のものと考えられる。

b.椰 72点の川原石を用いた組石を内部に遺存する。土娠内に川原石や礫を配石する竪穴状の埋葬

施設は円形周溝墓とともに瀬戸内東部に起源をもつとされ、弥生後期から古墳時代を通して東進した

と考えられている。一般的に主体部が多数検出された墳墓群の場合であっても、内部に組石をもつ埋

葬施設が複数採用されることはまれである。北陸では古墳時代においては、石川県かほく市中沼C遺

跡の上壊墓や石川県辰口町下開発茶臼山古墳群の古墳主体部、福井県清水町片山鳥越墳墓群第 5号墓

の主体部等に配石や礫帝卜がみられるほか、宮山県内では立山町藤塚古墳、上市町塞ノ神A古墳の石室で、

同様の石材が使用された事例がみられる。

c.出土遺物 弥生土器の重、鉄鏃がある。壷は有段小型壷で白江式である。壺は北側の組石に潰され

たような状態で出上し、副葬品の可能性が高い。鉄鏃は無茎五角形式である。出土状況が不明瞭なこ
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とから二次資料 として取 り扱ったが、前回に調査 した百琢遺跡 A地区の前方後方墳 SZ05か ら弥生終

末期の鉄鏃が出土 していること、同型式の出土事例が弥生時代後期から古墳時代前期に各地で出土事

例があることから、副葬品である可能性は否定できない。

②方形周溝墓

当調査区では四隅切れ方形周溝墓を5基検出した。各周溝に切 り合いは存在 しない。周溝を基準 と

した方形周溝墓の軸方向は大 きく2群に分けることができる。SZ08・ 14、 SZ10。 12・ 13がほぼ同一で、

真北 よ りやや東 に振 る傾 向が ある。周溝及 び主体部か ら推 定 で きる規模 は SZ08'10→ SZ12・

14→ SZ13の順に大 きくな り、占有面積は其々 36だ→ 64だ→ 144ご となる。周溝長軸の長さおよび掘

削深度は東西周溝が長 く深いのに対 し、南北周溝は短 く浅い ものが多い傾向がみられる。墳丘構築当

時の地形が小丘状でなかった場合、周溝の掘削土量からいずれも低丘墓であったと推定できるが、埋

葬施設が遺存 していたのは SZ10の みである。

SZ08:四隅切れの周溝が内外 を区画する形態から、弥生時代終末期の古相の周溝墓である可能性が

高い。周溝の軸方向の共通性 と覆上の特徴か らSZ14と ほぼ同時期 と考える。時期 を認定 しえる出土

遺物はない。

SZ10:墳丘部の占有面積が約 36∬ と小型の墳丘部が想定されるにもかかわらず、当時貴重な威信財

であるガラス小玉が 110点副葬されていた。ガラス小玉は全て銅着色のカリガラスであり、出土事例は、

当時の先進地のひとつであった近畿北部丹後地方に多 くみられる。銅着色のカリガラスによるガラス

刀ヽ玉・管玉は、弥生後期前半に丹後地方で生産が行なわれたとされることから、当該地からの搬入品

である可能性がある。 日本海側の弥生時代ガラス小玉の出土点数は西から東へ漸減 し、現時点におい

て百塚遺跡以東でまとまって出土 した事例は、約 70点のガラス小玉が土娠墓から出土 した新潟県村上

市 山元遺跡のみである。富山県内でも弥生時代のガラス小玉が出上 している遺跡は少なく、埋葬施設

に伴 う出土事例 としては富山市杉谷 A遺跡に限られる。杉谷 A遺跡では合計 33点のガラス小玉が 7

基 の埋葬施設か ら出土 しているが、そのほとんどが数点ずつの副葬である。100点以上のガラス小玉

の出土は県内最多であ り、単独の埋葬施設か らの出土量 として も群を抜いて多い。このことは SZ10

の被埋葬者の特殊性を現 していると考えられる。

SZ12:四 隅切れ方形周溝墓の南側、西側の周溝からなる。北東に隣接する方形周溝墓 SZ13と 軸方向

に共通性がみ られる。南側周溝 SZ12aの 覆土中層か ら赤彩 を施 した完形の蓋 (3)が、西側周溝

SZ12bの 覆土下位から赤彩 を施 した完形の蓋 (7)と 器台口縁部 (4)がほぼ同一地点から出土 した。

そのほか外面が赤彩を施 した台付壺の体部片、東北地方弥生後期前半の天王山式の可能性がある甕の

口縁部 (9)も 出土 した。天王山式について富山県高岡市下老子笹川遺跡の報告書において石川 日出

志 は、比較的長期間にわたって恒常的または定期的な交流が、東北に拠点を持つ天王山式土器集団と

】ヒ陸各地の集落 との間で存在 した可能性を指摘 している。

また、SXo2内 の北側周溝推定地から赤彩を施 した盤状高杯 (21)、 キザ ミによる装飾を多用 した赤

彩 を施 した器台口縁部 (23)も 出土 している。器台 (23)はやや古相を示す ものの、他は月影正式の

もの と考えられる。埋葬儀礼に使用される土器は、壺、高不、器台、甕、鉢、蓋などの器種で構成され、

越 中の地域性 として蓋の比率が高いことや北陸北東部特有の祭式土器である台付装飾壼が出土する傾

向があるとされる。このことから、上記の土器の多 くは埋葬儀礼に使用された土器 と考える。

SZ13:四 隅切れ方形周溝墓の南側、西側、北側の周溝か らなる。東半が調査区外に伸 びるものの、

本 調査区内で最大規模の墳墓 と推定できる。南西 に隣接する方形周溝墓 SZ12と 軸方向に共通性がみ
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られる。SZ13aの覆上の中層から底部を欠いた弥生終末期後半の大型有段壷 (11)が 出上したほか、

SZ13bか ら有段高郭 (10)、 有段口縁壼 (12)な どが、SZ13cか ら有段甕 (13)等が出上した。10、 12

は法仏式であるが、他は月影 I～ 工式と考えられる。11は杉谷A遺跡や下佐野遺跡で類例がみられる。

SZ14:四 隅切れの周溝が内外を区画する形態から、弥生時代終末期の古相の周溝墓である可能性が

高い。周溝の軸方向の共通性と覆土の特徴からSZ08と ほぼ同時期と考える。時期を認定しえる出土

遺物はない。

③円形周溝墓

当調査区では円形周溝 (墓)も 含め 4基検出した。いずれも規模は8m前後とほぼ同じで、墳丘部

および主体部は削平されて残存 していない。周溝は幅が狭 く周るタイプで、長野北信地域の円形周溝

墓 との間に共通性が指摘される。円形周溝墓は瀬戸内東部に起源を持ち、畿内以東に東進し拡散する

墓制で、排他性が低 く多様な墓制の中で併存する傾向が多 くみられることから、移動した集団に属す

る墓制であると考えられている。 4基の円形周溝墓はいずれも時期が特定できる出土遺物が伴ってい

ないが、円形周溝墓 SZ09が方形周溝墓 SZ10の周溝部分をやや切ること、周溝規模や形態に共通性が

みられることなどから、方形周溝墓よりやや新 しい段階に集中して築造された可能性がある。

SZ09:方形周溝墓 SZ10の南側周溝を一部切るが、周溝の覆土はほぼ同じである。位置関係から方形

周溝墓と円形周溝墓のセット関係をうかがわせる。SZ10と 併存したと考えられる。

また円形周溝墓 SZ16と 平面的な規格、断面の形状及び覆土の堆積状況が似ており、ほぼ同時期の墓

と考える。

SZll:方形周溝墓 SZ14の南側に隣接する。位置関係から方形周溝墓と円形周溝墓のセット関係をう

かがわせる。SZ14と 併存 したと考えられるが、周溝の上層部分がほとんど削平されていることから、

やや新 しい時期の築造である可能性が高い。

SZ16:方形周溝墓 SZ17の西側に隣接する。時期を認定しえる遺物は出土していないが、円形周溝墓

SZ09と 平面的な規格、断面の形状及び覆土の堆積状況が似ており、ほぼ同時期の墓と考える。

④円墳

SZ15:北側周溝の下層覆土からT K 47～ MT 15型式 (6世紀前半)の須恵器の杯が 4点 (15～ 18)

出土 した。当調査区の最も新しい墳墓であり、E-2地 区の円墳とほぼ同時期の墳墓と考えられる。

E-1地 区では主に弥生時代後期後半～古墳時代後期前半の合計 13基の埋葬施設、周溝墓、古墳を

検 出し、内 ll基 を調査した。調査内訳は、方形周溝墓 7基、円形周溝墓 5基、竪穴式埋葬施設 1基で

ある。当地区の埋葬施設及び周溝墓の時期の変遷をみてみると、方形周溝墓群 (SZ08、 10、 12、 13、

14)→円形周溝墓群 (SZ09、 11、 16、 18)→ SZ07埋葬施設→ SZ15円墳となる。遺構の時期の変遷は

出土遺物の時期及び遺構の軸方向、切 り合いで判断した。主要な遺構出土遺物の大部分が弥生時代後

期後半～古墳初頭にまとまっていたこと、主要な遺構覆土がほぼ共通していたことから、中心となる

時期は弥生時代終末期であることは疑いえない。また、この時期の四隅切れ方形周溝墓や円形周溝墓

な ど様々な墳墓が配置されている点は、同じ神通川水系に属する富山市杉谷貪遺跡と共通する特徴で

あ る。同時にSZ09と SZ10、 SZllと SZ14な ど円形周溝墓と方形周溝墓の共存をうかがわせるものも

み られる。

このうち方形周溝墓 SZ08・ SZ10。 SZ12・ SZ14は 4隅切れで東海西部の影響を、円形周溝墓 SZ09・

SZll・ SZ16。 SZ18は 長野北信地域との交流を伺わせる。また方形周溝墓と円形周溝墓が同一の遺跡
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で検出された事例は、県内では富山市清水堂南遺跡、富山市杉谷A遺跡、高岡市下佐野遺跡、石川県

かほく市中沼 C遺跡があ り、いずれの遺跡でも材料や製作技法などの特徴が共通するガラス小玉が出

上 していることは興味深い。

考察の表では富山県を中心に弥生時代のガラス小玉や円形周溝墓の検出事例を中心にまとめた。県

内ではガラス小玉の出土事例は少なく、円形周溝墓に関してはその規格を論ずるに値するほどの事例

が存在 しなかった。こうしたなか、当地区で規格に共通性がみられる円形周溝墓群、土壊内に石組を

もつ埋葬施設 SZ07、 ガラス小玉 110点 を副葬品とする方形周溝墓 SZ10な どが検出されたことは、当

時の百塚遺跡の重要性を垣間みせる一例であると考える。加えて、 6世紀前半の円墳 SZ15や SK04、

SK12、 SX03、 SX01な ど中近世の土娠墓が検出されたことは、調査区周辺に集落が存在 した可能性を

示唆する。その一方で、調査区内に集落に関連する遺構が検出されなかったことは、立山連峰を望む

百塚の地が墓域 として長期間認識されていたと考えられる。 (朝 田)

″
伺

構連
退 遺構種類 詳細

規模m l 周溝t主体部規模m 出土遺物など
*()は実測図番号

備考
*()内のアルフアベットは方角

辺長'直径  1  長さ 幅 深さ

SZ07
訊
訳

詭
肥

荘
奔

幅
堰 主体部

弥生土器(白 江)|(1)1鉄鏃|

(24)
日組(人頭大の河原石72個 )

方形同溝墓 周溝 225～ 弥生土器 司溝X3(NWS)、 四隅切れ

SZ09 円形周溝墓 周溝 弥生土器(2)

古
答

離
用

口
周

Ｖ
膨

モ
刀

主体部 ガラス小玉|+0点 (25～ +34) 割板形木棺1主軸が周溝と異なる

周溝
55(N― S)/

6.3(W― E)
弥生土器 周溝X4、 四隅切れ

首
答

連
隅

固
周

Ｖ
膨

口
日 周溝 弥生土器

方形周溝墓 周溝
8(N―S)/

6.7仙
―
El

弥生上器(3～ 6) 周溝X2(WS)、 四隅切れ

方形周溝墓 周濤 弥生土器(9～ +1) 周溝X3(NWS)、 四隅切れ

方形周溝墓 周溝
8.6(N― S)/

83仙―D
弥生土器 司溝X4、 四隅切れ

円墳 周溝 弥生土器1須恵器(15～ 18) 員恵器MTi5～TK47

円形周溝墓 周溝 弥生土器 辺(E)に陸橋

円形周溝(墓 ) 周溝 司溝の一部のみ残存

*周溝墓や古墳における辺長や直径は、周溝内の墳丘側傾斜変更線(下端線)を基準とする

第 1表 E-1地区弥生～古墳時代主要遺構一覧
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第 2項  F地区 (取付道路部 60雨 )

(1)調査概要

①調査の方法

F地区は、平成 19・ 20年度に発掘調査を実施した百塚遺跡A・ B地区と、平成 22年度に調査した

百琢遺跡 C地区の間を通る牛ヶ首神社の参道部分であり、神社から約 80m西に位置する。調査区は南

北方向約 6m、 東西方向約 13mの 台形を呈しており、面積は 78ゴであるが、調査区内に東西方向に

縦断する下水道が埋設されているため、実際の調査面積は 60だ となった。調査は、市教委の監理担当

者 (以下、監理者)の立会いのもと、本地区における試掘確認調査結果と本線部分の調査結果を踏ま

えた上で、基本層序と遺構検出面を確認することから始めた。監理者とは定期的な連絡に加え、重要

と思われる遺構・遺物の検出時は、監理者と逐次連絡を取りながら調査を進めることとした。

②調査の経過

平成 22年 3月 3日 から表土機械掘削を開始し、当日中に表土機械掘削を終えた。その後3月 4日 か

ら12日 にかけて人力による包含層掘削・遺構検出等を行い、12日 に遺構検出状況の全景写真の撮影

を行った。15日 から18日 にかけて遺構の掘削、写真及び図面作成を行なった後 18日 にローリング

タヮーを使用して完掘写真を撮影した。19日 に自然科学分析用の上壌サンプルを採取した。その後、

3月 25、 26日 には埋め戻しを行い、道路の復旧が完了した。

発掘作業終了後、本格的な出土品整理・報告書原稿作成業務は2011年 7月 から開始した。遺物の出土

地点など現場記録を精査 し、取り上げ呑号の確認と補正後に注記作業を行い、7月 29日 に終了した。

分類・接合作業は、注記終了と同時に開始し、復元・実測作業は8月 8日 から接合作業と並行して行

った。その間、監督員と協議のうえ、報告書用遺物の選別と実測図の点検を行った。 トレース図化は

11月 末に終了した。遺物の写真撮影は 11～ 12月 に実施した。記録図面の図化・補正は 11月 から12

月に行い。同時に遺構に関する現場所見の整理を行った。その他、各作業の進捗状況に応じて遺構台帳・

遺物台帳・写真台帳を作成した。

③基本層序 (第 42図 )

F地区の地形はほぼ水平で標高は約 10mを測る。当調査区内における現況での標高差はほとんどみ

られないが、牛ヶ首神社の参道であり路面整備が行なわれたことに起因する可能性が高い。

基本層序は上からI層 i表土、工層 :近世～近代遺物包含層 (黒褐色シルト)、 Ⅲ a層 :縄文後期後

葉～晩期遺物包含層 (にぶい責褐色シル ト)、 Ⅲb層 :縄文後期遺物包含層 (黒色シル ト)、 Ⅳ層 :縄

文後期遺物包含層 (黒褐色シルト)、 V層 :地山縄文後期遺構検出面、地山 (にぶい黄色土)に大別し

た。Ⅲ a層 は自然科学分析により、旧河川など自然流路の堆積上である可能性が指摘されている (第

Ⅳ章第 2節 )。 Ⅲ～Ⅳ層の標高差は東西方向で 06～ 07mを 測る。西側に向かって低 くなる地形であ

ったと考えられる。

(2)遺構 (第 42図 )

検出した遺構は、溝 2条、土坑 5基、小穴 8基である。近代の廃棄土坑であるSX01を 除き、時期

を認めうる遺物を伴う遺構は存在しなかった。

①Ⅱ層検出遺構

SX01は調査区北西で検出した近代の廃棄土坑で、幅 2.3m、 深さ0,9mを 測る。覆土は 10YR4/1褐

灰色シル トを基調としている。遺物は近代の上器や陶磁器、土人形、硯、瓦、金属片、木片などが出

土した。

②Ⅲ b、 Ⅳ層検出遺構

縄文時代の遺構検出面と考えられるⅢ b、 Ⅳ層では、溝 2条や小穴などの遺構を検出した。いずれ

も出土遺物がなく、人為的なものでないと考えられる。
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第 42図  F地区全体図・断面図
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(3)遺物

F地区からはコンテナ (内 寸 54 cm× 32cm X 14cm)5箱 分、総破片点数 471点 の遺物が出土した。

表土やⅡ層から近世以降の遺物が少量出土し、縄文時代の遺物包含層であるⅢ、Ⅳ層からは縄文時代

後晩期の上器が出土した。また、廃棄土坑 SX01か ら近世以降の遺物が多量に出上した。図化した遣

物は 16点で、このうちSX01出土遺物は 10点、遺物包含層から出上した遺物は6点である。

① SX01出土遺物 (第 43図、写真図版 18)

192～ 201はいずれも近世以降の遺物である。192は瀬戸の壷である。ロクロ成形で底部外面に回転

ヘラケズリを施す。口縁部は外側に肥厚させ、端部は上方に面を取る。内面から体部外面にかけて灰

釉を施すが、底部は露胎とする。底部はヘラ切 りである。193は 越中瀬戸の帽鉢である。体部は直線

的に立ち上がり、口縁部は内側につまみ出し、端部で丸くおさめる。内面に 12目 1単位の卸目を体部

は放射状、底部は円状に2度施す。内面に重ね焼き痕が残る。内面から体部タト面にかけて鉄釉を施す。

底部は露胎とし静止糸切痕を残す。194は唐津の鉢である。口縁部を内側に屈曲させるようひき出す。

削り出し高台で、高台内側を薄く削りこむ。内面に焼台痕が残る。内面から体部外面にかけてアメ釉

を施し、底部を露胎とする①高台内側に墨書「新□ (級か」がみられる。195は 陶器の甕である。底

部は削 り出し高台で体部内外面に鉄釉を施す。内底面に焼台痕が残る。196は伊万里の蓋である。全

面を施釉し、端部を掻き取る。外面に草花文を描く。197、 198は 肥前系の磁器である。197は染付碗

である。削り出し高台である底部から体部は緩やかに立ち上がる。口縁部を軽 く外反させ、薄く仕上

げる。198は徳利である。ほぼ完形である。外面全体に草花文の染付を施す。199は素焼きの七輪であ

る。五徳部分には花文のスタンプを等間隔に3カ 所押 し、外面は体部中央を抜き赤 く彩色する。200

は土人形の頭部で、201は体部である。いずれも型づ くりで、頭部にはソケット状の差込みがあり、

体部は中空である。201の左手の上部に軽い欠損がみられることから、扇などを持っていた可能性が

ある。200の頭部からのびる差込部分は背中側に強く屈曲する。200、 201の胎土や色調などが似るが、

200の頭部を201の体部に差し込んだ場合、顔面が真上を向いてしまい、同一個体とみることは難しい。

②Ⅱ層出土遺物 (第 43図、写真図版 18)

202は瓦器の皿である。完形で出土した。ロクロ成形で、外面下半は回転ヘラケズリを施す。底部

はヘラ切り後、ナデて仕上げる。

③Ⅲ層出土遺物 (第 44図、写真図版 18)

203～ 207は縄文土器である。203は波状口縁の台付深鉢である。台部分は底部から剥離して残存し

ない。口縁はゆるく外傾し、4単位の大きな波状口縁をなす。口縁部には2条の沈線を横位に( )状

の短沈線で区切る。横位の沈線は波頂部に引く縦沈線で連結する。頸部以下は横位の沈線を5条施し、

日縁端部と体部下半に斜縄文を施す。体部下端は横位のヘラミガキを施す。外面には、上半を中心に

煤が付着する。後期末葉の八日市新保正式に比定される。204、 205は深鉢である。いずれも外面に煤

が付着している。204の 口縁部は小波状を呈し、体部外面は斜め方向の貝殻条痕、内面に横方向の粗

いミガキを施す。205は平縁で、体部外面には横方向の貝殻条痕を施す。晩期中葉の中屋式に比定さ

れる。206は粗製の深鉢で外面に斜縄文を施す。後期と考えられる。

④Ⅳ層出土遺物 (第 44図、写真図版 18)

207は深鉢の底部である。体部外面に縦位の縄文を施し、底部には網代痕が残る。後期前葉と考え

られる。

(4) /1ヽ糸吉

F地区では近代廃棄土坑 SX01を 除 くと、検出した遺構で時期が明瞭なものは存在 しないが、Ⅲ層、

Ⅳ層には八 日市新録式 (縄文時代後期後葉)の ほぼ完形の台付鉢など、比較的状態の良い縄文時代後
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晩期の遺物が含まれていた。前回から今回の調査範囲全体から縄文時代の遺物が出土していることは、

当遺跡の約 lkm南西に縄文時代中期後葉を中心に営まれた大集落である北代遺跡が存在することもあ

わせ、呉羽山丘陵北東端部の台地上に位置する本遺跡周辺で縄文時代の人々の広範囲に及ぶ活動の可

能性を強く示唆している。こうした反面、実際に検出された縄文時代の遺構がほとんど存在しないこ

とは、縄文時代の遺構を破壊する形で弥生時代以降に行われた開発行為により削平されたか、旧地表

面が土砂の流出等の自然現象により消失 したと考えられる。 (朝 田)

◇曜¢∞

SX01(192″ -201)Ⅱ 層 (202)
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第 44図 F地区出土遺物 Ⅲ層 (203～ 207)
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第 2表 遺物観察表 (1)

番  号 遺  構 種  類 器 種

法 量 (cm)
残存率 色   調 備   考

口径 器 高 底 径

1 SZ07 弥生土器 一霊 105 1( 95% 75YR7/6´ -75YR7/2 橙色～明褐灰色 体部最大径 14 4cm

2 SZ09 弥生上器 一霊 10%
表 75YR8/3  裏 25Y4/1
赤彩 25YR4/8

浅貢橙色

黄灰色

赤褐色

顕部径 6cm

3 SZ12a 弥生土器 蓋 59 100%(完 形)

75YR8/4
赤彩 10R5/4

浅貰橙色 ツマ ミ径 2 25cm

S212a 株生土器 器台 30% 75YR7/6 橙色

5 SZ12a 弥生土器 士空 5%未満 75YR7/6 橙 色

6 SZ12a 弥生上器 5 5%未満 5YR3/4 浅橙色

7 SZ12b 弥生土器 蓋 60%
75YRン4～ 75YR7/3
赤彩 25YR3/6

浅黄橙色～にぶい橙色

暗赤褐色

ツマ ミ径

頚音[径
ｍ４ｃ

ｍ
２

ｃ

8 SZ12b 弥生土器 整 500未 満 10YR7/4 にぶい橙色 要都径 15 3cm、 天王山式か ?

9 SZ13b 弥生土器 107 30% 75YR7/4～ 5YR7/6 にぶい橙色～橙色

10 SZ13b 弥生上器 高杯 206 5% 10YRン 4 浅黄橙色

11 SZ13a 弥生土器 大型壷 30%
表

裏

5YR5/8
10YR6/2

橙色

灰黄褐色
最大径 45 9cm

12 S213c 弥生土器 ・● 164 500 10YR8/4 浅責橙色

13 SZ13c 弥■土器 密 30% 10YR4/7 にぶい黄構色

SZ15 上 師器 小型蓮 10% 5YR6/6 橙色

SZ15 須恵器 不蓋 10% 10YR6/2～ 25Y5/1 灰黄褐色～責灰色

16 SZ15 須忠器 不蓋 5% 5Y5/1 灰色

17 SZ15 須恵器 不 身 109 4 8006 5Y5/ユ 灰色 ウケ部最大径  131cコ

SZ15 須恵器 イ身 3( 3000 10YR5/2～ 5Y5/1
灰黄褐色 (内面)～
灰色 (外面)

ウケ部最大径 13 4cD

19 SX02 弥生■器 一里 5%未 満 75YR7/6 橙色

SX02 弥生上器 壺日縁 5%未澗 75YR7/4 にぶい袴色

21 SX02 弥生 土器 催】夫高努
5YR8/4
赤彩 25YR4/6

色

色

橙

褐

淡

赤 顕径 44cm

22 SX02 弥生上器 高郭か器台
75YRR8/4
赤彩 25YR4/6

浅黄橙色

赤褐往

SX02 弥上土器 器台 171 台部 70%
75YR7/4
赤彩 10R4/6

にぶい橙色

赤色

24 SZ07 鉄製品 鉄鏃 (715)X(36)X06cm

SK06 唐 津 疏 か 4

75YR4/3
平山 10YR3/3
タマリをL分  5Y7/6胎 土

】台i10YR7/1

色
也
褐

色

悔
暗

黄

SK06 瓦 器 休 か 209t
表向 10YR3/4
1台 上  10YR7/1

暗禍色～雫

灰白色

SK09 殊〕‖ 情 鉢 5%未満 25Yン 2 灰貰色

SK22 中世土師器 皿 10YR8/3 1完 黄橙色

SK22 中世 土師器 10YR7/3 にぶい賞橙色

140 SX02 瀬戸 皿 30%
75YR6/3
苅れ 5VR4/4

にぶい褐色

にぶい赤褐色

SX02 越中 Fg戸 九 IIL 114 15%
10YR8/4
釉 10YR8/2 灰白色

142 SX02 越中瀬戸 向付 64 20%
胎± 25Y7/2

紬 5Y4麗
灰黄色

日害オ 1'一 ブ仁

143 SX02 越 中瀬戸 片 口
126～

134

胎上 5Y7/1
胎土表面 75YR6/4
メ由 5Y5/3

灰自色

にぶい橙色

灰オリーブ色

144 SX02 土師器 片 日 277 30骸 75YR6/6 橙色 近 世～近代

SX02 陶 器 指鉢 5身
5YR6/6
メ由 5YR3/1

橙色

畢褐 t・

SX02 唐 辞 4
朗
舗
］

高

N8/0
イ由 75Y3/1
絵llけの色調 75Y5/2

灰白色

灰白色

灰オリーブ色

高台径 43cm

と47 磁 器 小44Nか 4 400 近世～近代

148 SX02 権 器 徳利か 10% 10YR8/2 灰白色
底部外面に長書 |□ □」

近世～近代

SX02 唐津か 九碗か 10%
25Y8/3
釉 0 25YR2/3

②25Y5/4

淡責色

極暗赤褐色

黄褐色

SX02 瓦 器 不 明 40%
胎土 N8/0
表面 N3/0

灰白色

SX02 五器 深 皿 15 黒色

SZ13b 越中瀬戸 一〇 111 20%
10YR7/3
メ山 75Y4/4

にぶい黄袴色
最大径 14cm(体部 )

SZ13b 越中瀬戸 j.F鉢 2 11 60%
75YR8/6
メ内 5YR4/3

長黄イF色

にぶい赤褐色
蔵骨器の書か

SZ13b 越中 lH戸 発 19「 60%
10YR8/4
琴山 75YR2/3

i麦貰橙色 最大径 27 4cm
茂骨器か

SX02 近世瓦 平瓦
25YR6/8
メ由  10R3/2

橋色

暗赤褐色
(103)× (845)X(32)cm

SX02 近世瓦 メし瓦 5%カ 25Y7/1 灰白色 (50)× (57)X215cm
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遺物観察表 (2)

番  号 遺  構 種  類 器  種
法 量 (cm)

残存率 色  調 備   老
口径 器 高 底径

t57 SX03 越中瀬戸 皿 5 95骸 J5Y7/3釉  5YR4/3 灰責色

にぶい赤褐色

蔵骨器の内蓋  158 159と セ ッ

利用

SX03 越中瀬戸 橋鉢 281 132こ 50% 制 10R3/3
1台±  5YR7/4

暗赤褐色

にぶい椅負
蔵骨器の蓋  157159と セ ット利用

SX03 越中瀬戸 聖 99%
75YR8/4
琴由 75YR4/3

浅黄橙色

褐色

体郡最大径 27 7cm
蔵骨器 157 158と セ ッ

ト利用

160 SK04 銅 銭 熙寧元宝 24 ×24× 0 16cm

SK12 銅 銭
永乗連宝 不明

銭貨 25× 25× 0 25cm、 2枚銹着

162 SZ14a 縄文土器 深 鉢 5%未満
表 10YR6/2
】整 10YR5/1

灰黄褐色

楊灰任
前期前葉

SZ14b 縄文土器 深 鉢 5%未満
表 75YR6/6
墓  10YR5/2 天責褐色

前 期カ

SX08 縄文土器 深 f4 5%未 満
クト 10YR4/2
内 75YR7/4 にぶい橙色

SZll 縄文土器 深鉢 5%未満 10YR7/4 にぶい黄橙色 前期

SX08 縄文土器 深鉢か 5%未満
外

内

10YR4/ユ

75YR6/4
褐灰色

にぶい袴待

167 SX08 縄文土器 深鉢 5%未満 ア5YR7/6 橙 色 現ケ森式か

168 SX08 縄文上器 深鉢 5%未 満 5YR6/4 にぶい橙色 前期

170 SK31 縄文土器 深鉢か鉢か碗 5%未満 10YR7/4 にぶい黄橙色

171 紀文土器 浅鉢 5%
表

内

75YR7/6
75YR5/2

橙色

灰褐色
キ屋式

SX08 縄文上器 殊鉢 カ 5%来満
タト 10YR7/2-10YR3/1
内 75YR7/4

にぶい黄橙色～黒褐色

にぶい袴色

173 SZ15 縄文土器 注口土器か鉢か 5%
10YR7/4
赤彩 25YR5/8

にぶい寅橙色

赤褐色
後期か

SK31 縄文土器 深鉢か椀 5% 10YR8/4 浅黄袴色 御径塚式

178 SZ12a 縄文上器
注目土器か小型

休か
5 5% 75YR7/4 にぶい橙色 中屋式か

1約 SZ12a 純文土器 深鉢か 5%未 満 75YR8/4 浅黄橙色

SZ10a 縄文土器 深鉢
表

裏
75YR7/6
75YR5/2 灰褐色

吉岡式

SZ12a 縄文土器 深鉢か 5%未‖ 5YR6/6 裕 色 吉岡式

SZ16 紐文土器 深鉢 25〔 75YR7/4 にぶい橙色 晩期

184 石 器 磨製石斧
275× 46X 19cm 245g

流紋井か

を85 SZ13c 石 器 打製石斧 58× 54X30cm l195g
186 SK17 石 器 打製石斧 124× 49× 15cm 1230g

187 SX02 石器 石 錘
'0×

75× 385cm 3密 Og

15T I層 石器 石錘 855× 68X 30cm 2675g
花前岩

落 ち込 み 石器 磨 石 152× 57× 5 1cm 6355g

SZ12a 石器 磨石 1375× 57X42cm 431g

SX02 石器 磨 石 140× 63× 44cm 5755g

192 SX01 瀬戸か 発 カ 11 95% 胎土

釉

10YR6/1
5Y74

褐灰色

H音 オリーブ色
体部最大径 18cm

SX01 越中瀬戸 籍鉢 107 50%
月台:上

釉

10YR8/4
75YRき/2

浅費橙色

畢褐れ

SX01 陶 器 鉢か 14

10YR3/1
高台部のみ 5YR5/6
ポ由 N15/0

明赤褐色
里
一

近世～近代

高台内に塁普「新□ J

SX01 陶 器 発 21 70%
10YR4/ユ

釉 10YR2/3
底部41近 75YR6/6

掲灰色

橙色

黒褐色

近世～近代

最大径 23 4cm

196 磁器 蓋 近世～近代

SX01 磁 器 碗 6 4C 近世～近代

SX01 磁 器 徳利 51 90%
近世～近代

頚部径 2 4cm
体部最大径 63全 m

SX01 土師器 七厘 と2 14 95% 10YR7/4 にぶい黄橙 近世 ～近代

200 と製品 土人形 100% 10YR8/2 灰白色 近世―近代

上製品 土人形 99% 10YR8/3 浅黄橙色
近世～近代

イ14い X905X5雛 面

Ⅱ層 瓦 器 31 505 100% 10YR8/4 浅黄橙色 近 よ～近代

Ⅲ層 縄文土器 台付鉢
表

裏

10YR6/3
10YR7/6

にぶい黄橙色

明黄褐色

後朗～晩期

頸部径  13 5cm
体部径 138～ 14 0cm

204 Xl層 縄文土器 深 鉢 223 20ワ
,YR6/6～ 5YR6/2
10YRν2

橙色～灰掲色

灰白色 (内 面下半部 )

後期

最大 径  24 2cm

205 Ш層 縄文上器 深 鉢
75YR5/2
内面下半部 10YR7れ

灰掲色
にぶいせ緒れ

中屋式

206 Ⅲ層 縄文土器 深無 5%未満 10YR7/2～ 10YRν ユ にぶい黄橙色～掲灰色 晩期後

207 Ⅲ屑 紀文上器 深 鉢 9( 75YR7/4 にぶい橙色
陵期

底部 I19代 痕
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第 3表 ガラス製品一覧 (1)

番  号 這  構 種  類 器 種
法  量

置在6林 )1置在(∴i)1置荏(ヽ市)1置在てヽ市)

色  調
残存率

(°
/o)

備  考

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製 品 /1ヽ エ 淡 青 色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 15 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガ ラス 製 品 小 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切り法

SZ10-a ガ ラス製 品 /1ヽ 玉 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 /1ヽ 玉 008 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 小 王 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 王 淡青色 100 管切 り法

0-a ガラス製品 /1ヽ 王 012 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 王 10 淡青色 管切 り法

44 0-a ガ ラス 製 品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 100 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 /1ヽ 王 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 小 王 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 10 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 卜I 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 卜玉 10 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 Jヽ玉 淡青色 音切 り法

0-a ガラス製品 卜玉 15 009 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 」ヽ王 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 卜王 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 Jヽ王 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 トエ 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 卜王 15 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 卜王 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 Jヽ王 淡青色 破片

0-a ガラス製品 トエ 0 4 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 」ヽ三 0 2 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜王 0 6 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 」ヽ三 0 2 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 卜王 0 4 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 卜王 0 1 淡青色 管切り法

0-a ガラス製品 Jヽ三 0 1 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜三 0 8 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 0 4 淡青色 管切 り法
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ガラス製品一覧 (2)

番  号 遺 構 種  類 器 種
法  量

置在市市,1置在市岳)1置在lmm)1置在(林お
色  調

残存率
(°/o)

備  考

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 Jヽ 王 5 025 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 2 009 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 刀ヽ王 2 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 6 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 刀ヽ王 淡青色 100 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 4ヽ 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガ ラス製 品 卜玉 028 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜王 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 15 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガ ラス製 品 卜王 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 12 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 15 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡 青 色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 005 淡 緑 色 管切り法、破片

SZ10-a ガラス製品 卜王 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法、破片×3

SZ10-a ガラス製品 トエ 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 」ヽ玉 007 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜王 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管 L/9り 法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 009 淡青色 100 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガ ラ ス製 品 /1ヽ エ 008 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切 り法

0 SZ10-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

と 0-a ガラス製品 小 玉 008 淡青色 管切 り法

2 0-a ガラス製品 小 玉 淡青色 管切り法

3 0-a ガ ラス製 品 /1ヽ 王 5 淡青色 管切 り法

4 0-a ガラス製品 小 玉 5 012 淡青色 管切 り法

5 0-a ガラス製品 /1ヽ エ 1 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 l 淡青色 管切 り法

7 0-a ガラス製品 /1ヽ 玉 5 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 /1ヽ 玉 淡青色 管切 り法

0-a ガラス製品 小 玉 007 淡青色 省切 り法

0-a ガラス製品 /1ヽ 玉 007 淡青色 管切り法

と SZ10-a ガラ ス製 品 小 ■ 淡青色 管切り法

SZ10-a ガラス製品 /1ヽ エ 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラ ス製 品 小 玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 17 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 小 玉 14 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 月ヽ工 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 」ヽ工 007 淡 青 色 管切 り法

SZ10-a ガラ ス製 品 |ヽ 玉 31 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜玉 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 トエ 006 淡青色 管切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜工 淡緑色 管 切 り法

SZ10-a ガラス製品 卜王 淡緑色 破片

SZ10-a ガラス製品 小 玉 淡緑色 破 片
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第 2節 平成 22年度調査の成果

第 1項 C・ DoE-2地 区

(1)調査概要

①調査の方法

調査区は丘陵端を南北に横断する道路計画用地内での設定である。平成 9年度の試掘調査以降、調

査区の北部すなわち海側丘陵中腹から裾に分布する百塚住吉遺跡の調査が行われた。今回の調査は平

野側に張 り出した丘陵端部の最高所の牛ヶ首神社以南での調査 となる。

調査区は牛ヶ首神社の南側の C区 と神社の前面か ら市道百塚山岸線までの南北方向の D区、市道か

ら南側丘陵最端部に至る E区で、E区 については東半分の前年度未調査部分を行い、調査を判別する

ため平成 21年度は El区 、平成 22年度は E2区 とした。平成 21年度調査では SZ17の検出とSZ19

の周溝の一部断割 りを行って基礎資料を収集 した。

調査は市教委による定期的な工程会議のほかに適宜、現地指導や報告、連絡をとりながら調査を行

った。

表土掘削は墳丘が残る古墳 (SZ19)以外は、バ ックホウを使用 して掘削を行った。掘削は遺物の散

布状況、遺構 らしい土色の変化を視認 しなが ら検出面を決定する。排土は場内の調査の影響のない場

所に置 き、雨水等による流出がないよう、転圧・整形措置をした。墳丘が残る古墳については、人力

による掘削を行った。切 り株等は根をほぐし、遺物の有無を確認 しながら抜根が可能なものは除去 した。

遺構の検出は人力にてジョレン鍬・移植 ゴテを用いて行った。

遺構掘削は移植ゴテを使用 して掘削を行った。重要な遺構遺構は 10名 程度の班編成を行い。それぞ

れに調査員を配置 して行った。

調査グリッドは、これまでの調査に沿って国土座標に基づいた 10mグ リッドを設定 した。遣物の取

り上げは、このグリッドを基準 とし、遺構ごとに取 り上げた。

測量作業は主要遺構 について土層断面図・エ レベーション図等の細部測量を行った。

調査区周辺の既存基準点 (公共座標 :世界測地系 )・ 水準点から調査用基準点を設置 した。

平面図や遺物出土図及び土層断面図等細部測量は調査用基準点を用いて行った。平面図作成に際 し

ては、レーザー測量機器を用いて 3次元測量図を作成 した。

写真撮影は主として 35ミ リカメラによるモノクロの撮影を行い、カラー撮影は 600万画素以上のデ

ジタルカメラを使用 した。主要な遺構や全景写真は必要に応 じ、三脚。撮影用ローリングタワー (3段 )、

または高所作業車を用いて、中判・大判カメラを使用 した。

ラジコンヘリコプターによる空中写真は、各地区の遺構検出と遺構の完掘時の 2回 に分けて撮影を

行った。

自然科学分析は微細遺物が期待でき、かつ分析が必要 とされる土坑・古墳主体部の埋上について持

ち帰 り、洗浄 して微細遺物の収集に努めた。また、赤色顔料についてはこれをサンプリングした。また、

地質的な見地から百塚遺跡のある丘陵部を調査 した。

現地での整理作業は、現地説明会などで市民に公開するための主要な遺物を洗浄・復元などの基礎

整理作業を行った。

②調査の経過

調査区の設定は監督者の指示する計画に沿って行い、監督者の現地確認を得た。調査予定地の一部

に既設電柱 と供用中の市道があ り、これについては移設、および仮設歩道の設置をした後に調査 を行

うことで関係者 との協議が整い、この地区について調査の分害Jを した。
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重機掘削については、ほとんどの地区で旧耕土下に地山の露出を見たことから、検出面はほぼ地山

の責褐色粘質土でおこなった。以下に日記の抄録 とする。

5月 7日  現地の表土掘削を開始する。E2区の墳丘部には前回の調査排上が厚 く堆積 していたた

め、重機によつて

''土

を除去 し、近年の旧表土面を露出させるところから開始 した。

5月 12日  ほぼ旧地表面が確認できるようになり、墳丘の現況測量をレーザー測量によって行う。

5月 13日  C区 の表土掘削を開始する。

5月 17日  C区 の表土掘削終了。

5月 18日  D区 の表土掘削開始。SZ19の墳丘は竹の根の攪乱が著 しい。試掘時の南北 トレンチは埋

め戻されているので、埋戻土を人力で除去する。

5月 28日  C区 の遺構検出を開始する。E2区は墳丘外の表上を重機掘削する。

6月 1日  重機掘削終了。C区・D区遺構検出作業、B区墳丘表土人力掘削。

6月 9日  市道部分の舗装を除去 し、市教委立ち合いで遺構 を確認する。市道部には水道管が敷設

される。SZ24の 周溝が遺存するが、他に顕著な遺構は認められない。

6月 14日  C区 は全体検出写真に先立ち、攪乱と土坑の掘削を行 う。

6月 21日  空中写真による全体検出写真撮影。SZ24西周溝からヒスイ製垂飾が出土する。

6月 30日  SZ24で周溝内埋葬 とみられる掘 り込みを確認する。SZ23上層黒色土 (Ⅱ 層)か ら須恵

器郭・提瓶が出土 した。

7月 1日  SZ23の周溝内埋葬を掘削するが木棺痕跡は見られない。

7月 2日  SZ23周溝内埋葬から鉄製品 (馬具のハミ)が出土する。SZ21周溝は隅部が高 く残される。

工程会議開催。

7月 7日  SZ22・ SX13写真撮影。SZ21D区 部分周溝完掘。底面から底部穿孔重出土。

7月 9日  富山市立西部中学校の 2年生 4名が職場体験 (社会に学ぶ 14歳の挑戦)

7月 16日  SX13を完掘。記録 。写真後、D区の調査終了。富山大学 高橋浩二准教授見学。工程会

議開催。

7月 22日  SZ19主体部調査のために墳丘盛上の除去に着手。墳頂部から10cmづつ、水平に下げ、主

体部検出に努める。

7月 31日  現地説明会開催 参加者 150名

8月 4日  SZ19墳丘上で管玉出土。単独及び層位から原位置はとどめてないと考えられる。断面の

観察から考えられる主体部輪郭を精査 し、記録写真を撮る。

8月 5日  主体部輪郭から主軸・横断を仮定 し、4区に分ける。掘 り下げを開始する。

8月 10日  調査区南側の道路工事部分切通 し部分で 地質的調査を実施する。

8月 11日  SZ19墳頂部調査区境界部分で赤色顔料が認められる。

8月 17日  墓墳の記録を取ったのち、墳丘盛土層を除去する。

8月 23日  SZ19墳丘盛上の下層に土坑が数基見えるため、精査を急 ぐ。

8月 31日  SZ19墳丘下層遺構を完掘する。

9月 13日  電柱部分の調査を開始する。墳丘かと思われた部分は耕上の積み上げ。

9月 29日  SZ21周溝を完掘 し、記録写真を高所作業車を用いて撮影する。調査作業終了

10月 4日  SZ19の主体部断面の土層剥ぎ取りを行う。すべての現地作業を終了する。
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③基本層序

基本層序は、上からI層 :表土 Ⅱ層 :近世遺物包含層 Ⅲ層 :縄文遺物包含層 Ⅳ層 :地山層である。

1層 は厚さ20～ 40cmで主に現代の耕作土層である。

Ⅱ層は近世の遺物を含む。整地層および旧耕作土と見られ、Ⅲ層のクロボク土に由来する。

Ⅲ層は縄文の遺物のみを包含する層で上位はやや茶褐色で下位は黒色土に漸移する。

Ⅳ層は地山で明るい黄褐色上である。

Ⅱ層はⅢ層に砂質土を混合したような土でやや灰色を帯び汚れる。

Ⅲ層の黒色土は耕作土に適した土として、平坦部では攪拌されている傾向が見られる。今回の調査で

はSZ19と SZ21の墳丘に積まれた土の下部のみの検出である。

(Ⅲ 層・Ⅳ層の混合土 )

Ⅲ層

検出面 (Ⅱ 層下面 ) 墳丘土・Ⅲ層を用いた整地層 (I層 相当)

周溝内自然堆積土

第 45図 百塚遺跡 基本層序概念図

墳丘盛土

現地工程会議 (SZ23) 西部中学校「社会に学ぶ14歳の挑戦」

調査区東壁 (SZ19墳丘断面)土層剥ぎ取り現地説明会 7月 31日 (SZ23)
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D区 東壁土層図
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(2)遺構

① C区の遺構

C区は牛 ヶ首神社内の南に位置する。前年度の試掘調査で縄文土器を多量に含む溝を検出し、縄文

期の遺構が残存 しているものとして期待されていた。

地山直上で精査 を行い近世の地割溝 と思われる素掘 り溝 と2条の縄文土器を多量に包含する溝を検

出した。 この 2条の溝は北側の調査区外で直角に接すると考えられ、内側にあたる溝の傾斜が外側に

比べ緩いため、方形墳の周溝であると判断 した。神通川に面 した調査区東側では、緩やかに下がる自

然な傾斜 を想定 していたが、平坦面の傾斜は突然切れることから調査区直下に流れる牛 ケ首用水の開

削に伴って丘陵端が切 り落とされていると判断する。

方形周清墓

SZ24(第 49・ 50図、写真図版 19・ 20)方形周溝墓である。検出は東側でコーナーを検出 した以外は

周溝 bと cの 中央部のみの検出である。軸は N-37° Eを測る。E2・ D区で検出した方形墳群に比べ

軸を北に振る。東隅は溝が巡らずに陸橋状に残 される。東側の周溝は幅 5m・ 深 さ lmで、西側の周溝

は幅 2.8m・ 深 さ lmを 測る。周溝内部の等高線は直線に伸び、斜面基底部のラインに張 り出しや凹

みはみ られない。遺物は SZ24bか ら53～ 80(第 69・ 70図、写真図版 34)SZ24cか ら81～ 110(第

71・ 72図、写真図版 35)が出土 した。

図上の推定で平面プランは 1辺が 20mの周溝墓になるとみられる。北隅がやや鋭角なプランになる

ことか ら、前方後円墳あるいは前方後方墳の前方部である可能性 も捨てきれない。時期は周溝の地山

直上か ら法仏式期の高不が出土 したことから、法仏式期の弥生時代後期後半と考えられる。

調査区西側 SZ24bの検出作業では表土直下より瓦 を若干含む区画溝のような浅い素掘 り溝 と縄文土

器 を多量に含む溝 として検出した①このうち、浅い溝は近世の攪乱で瓦が混 じる。縄文土器を多量に

含む溝は、溝の底面付近で弥生時代の土器が出土 した。この底面付近の弥生土器を包含する層が自然

堆積土 と考えられる。この層以上は意図的に周辺 を削平 し、周溝を埋め戻 した整地層 と考えられる。

埋め戻 しの時期を確定する遺物は出土 していないが、縄文の遺物を多量に包含 してお り、クロボクが

主体 となる土質であることから、基本層序のⅢ層に由来 しその 2次堆積 と考えられる。これらは、墳

丘に内包 されて残っていた部分と、周辺のⅢ層 と考えられる。

東狽↓周溝 SZ24cで もSZ24bと 同じ埋積状況が観察できた。埋積土は滞の底から中間位 まで弥生から

古墳 にかけての遺物を包含する自然堆積層であるが、その上層及び表土は縄文時代の遺物 を包含 し、

近世の瓦、陶磁器がわずかに混 じる。SZ24cの南端は M字状の平面形を呈 し、溝の端部が重なってい

る形状 を示す。平面・断面 ともに切 りあいは確認で きなかったが、溝の層位の中間から上が埋め戻 し

による整地作業を示 し、これ以前の埋戻 し作業 を経た掘 り直 しの作業を認められない。このことは同

一方向の近接 した溝が、埋没の過程で肩の崩落を経て重なったものか、肩の崩落にともなって溝を広

く掘 りなお したことを示す。

周溝内埋葬施設 (SX10)(第 50図 、写真図版 20)SZ24の 西辺周溝の復元長中央に周溝 と軸を同 じに

して配置 される。長さ上8m幅 0.5m深 さ0.2mの方形の土坑である。遺物は検出されず、坑内の堆積

も 1層 であることから周溝内埋葬とするには決定的根拠はない。 しか しなが ら配置や形状から周溝内

埋葬施設 とした。

土坑

SK40平 面形は長径 0.8m、 短径 07mの楕円で深 さ 0.lmの 皿型を呈する。

SK41 平面形は直径 049mの円形を呈する、深 さ04mである。
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SK42 平面形は長径 0.62m、 短径 053mの楕円を呈する。深 さは 012mである。

SK43 平面形は不整形な楕円である、長径 0.54m、 短径 0.48m、 深さ010mである。

SK44 平面形は円形を呈する、直径 0,79m、 深さ 0.16mで ある。

SK45 平面形は楕円を呈する。長径 0.58m、 短径 049m、 深 さ 021mである。縄文土器 117・ 118が

混 じる。 (第 74図、写真図版 38)

SK46 平面形は長径 0.62m、 短径 0.53mの 楕 円形である。深 さは 0.12mで 浅 く、箱状に掘 られる。

縄文土器 119。 120が 出上 した。 (第 74図 ・写真図版 38)小動物の焼けた骨を検出した。

SK47 平面形は長径 047m、 短径 033mの楕円を呈する。深さは 0.13mで ある。

SK48 平面形は長径 0.65m、 短径 0.46mの 楕円を呈する。深さは 0,16mで ある。

② D区の遺構

D区 は牛 ヶ首神社の前面か ら南への路線計画地内で東西幅 25m南北長さ60mの範囲である。南北

には南に緩やかに上 り、高低差は lmである。東西には、現状で高低差は見 られないが、西から東ヘ

廷びる舌状の地形であることか ら、旧地形は西側が高かったと考えられる。すなわち、西側の遺構は

東側 より多 く削られて、深度のある遺構のみ残存 していると考えられる。

調査区の北端では lmほ どの落ち込みとな り、底面に瓦類 を検出 した。この落ち込みは、方向が C

区西狽1で検出している攪乱溝の廷長にあたる。北側の肩が調査区外であるため確認することはできな

かったが、やや深度のある区画溝 と考えることができる

方墳

SZ21(第 53図 、写真図版 24・ 25)方墳である。D区の南東隅で SZ21bを確認 した。市道部分 を越

えて E2区の北東隅で東へ屈曲する。墳丘の盛土、主体部は確認 していない。遺構の半分以上が調査

区外にあ り、調査区内では西側である SZ21bと それに連接する北西隅と南西隅の検出である。確認 し

た西側部分から平面プランを復元すると軸は N-9° ―Wで、外法 25.5m、 墳丘は 20mほ どの規模 と考

えられる。周溝の深度は検出面からlmを測る。周溝の掘 り方は、逆台形状で外側が急に立ち上がる

のに対 して墳丘狽tは やや緩やかな立ち上が りである。基底部のラインは直線である。溝底面はほぼ平

らに掘 られているが、北西隅部分をやや高 く掘 り残す。

墳丘部分は中心 より南狽1に 市道が東西に設置され、切 り通 されている。墳丘の中心部分はすでに東

側民家の駐車場 によって削平 されている。その民家の前の市道 を挟んだ北に面する切 り通 しでは、

SZ21の周溝 と思われる溝状の断面が露わになっている。家人の話では、駐車場の南西部は一段高 くな

り、小 さな社が存在 したとのことである。調査時、その部分には電柱が設置され周辺よりも0.5mほ ど

高 く残 されていた。墳丘の一部残存を予想 して精査を行ったが しまりがなく、 くすんだ灰色のよく撹

拌 された上であることから、新 しい積み上げ上でⅡ層に相当することを確認 した。このことから、本

来の墳丘はほとんど失われていると判断 した。周溝西辺の外側で、周溝肩の検出面近 くから三角形式

の鉄鏃が出土 した。この鏃は古墳時代前期の三角形式とする見解 と箆代が長い等の形態から中世頃の

ものとする見解が分かれる。MT15期 とできる堤瓶が同様の層位で出土 した。Ⅱ層は墳丘の削平土を

含む整地上 としていることから二つの遺物に時期差があったとして も矛盾はない。周溝底面から出土

した完形の広口壼は底部に焼成前穿孔を施 している。形態か ら古墳時代前期の所産であろう。底面の

地山直上からの出上であ り、転落時の位置を保っていると思われる。このことから古墳の築造時期 も

古墳時代前期 とすることができる。

周溝内埋葬施設 (SX14)(第 53図、写真図版 25)E-2区側で確認 した周溝南辺の底面で土坑状の掘 り

込み (SX14)を 確認 した。幅 1.lm検出長 lmで深さ03mを 測る。東端は調査区外に続いてお り遺構
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平成 22年度調査の成果

の全体形は不明である。当初は北西隅のように、コーナー部分を掘 り残 して南辺がやや深 く掘 られて

いる状態 と考えた。 しか し、底面から急に立ち上がる形状や、周溝底面から深 く下げられていること

から、周溝内に掘 り込まれた遺構であると判断 した

方形周溝墓

SZ25(第 54図、写真図版 24)内法 5.5m、 外法 7mに復元 される方形周溝墓である。墳丘は失われ

てお り、周溝のみの検出である。周溝は四隅切れで、軸は N-4° Eである。南西北 (abc)の三辺が

SZ23aを 取 り囲む位置関係にある。SZ23aに は切 られ、主体部が破壊 されていると思われる。周溝の

検出長さ。幅・深さは、周溝 aが ■2m・ 07m・ 0.46m、 bが ■2m・ 0,3m・ 0.16m、 cが lm・ 066m。

038m、 東辺は調査区外にある。

円形周溝墓

SZ22(第 54図、写真図版 23)内法直径 4m、 外法直径 46mに復元 される円墳である。周溝の約

1/2が残った状態を検出した。墳丘は削平 され失われている。周溝幅は0.25～ 035m、 深度は 006か

ら0.08mである。位置関係から、SX13に 伴 う周溝 と推測する。

SX13 SZ22の主体部 と考えられる墓坑である。掘 り方は長さ 2.4m幅 0,8m深 さ03mの 長方形で、

主軸 を N-70° ―Eに置 く。棺材は残存 していなかったが、長さ 17m、 幅 0.5mの構痕跡、小口板を設置

した掘 り込みを確認 した。木構は組み合わせ式の福永伸哉分類の 1-a式 と考えられる。

円墳

SZ23(第 54図、写真図版 22)内法直径 13.5m、 外法直径 16.7mに 復元される円墳。盛土は確認 し

ていない。周溝の約 1/2が残った状態で検出 した。円弧の南西部分が一部途切れるため、便宜上、南

側 を SZ23 a、 北側をSZ23bと して調査 した。周溝幅は ■5m、 深 さ約 0.6～ 0.lmを 測 り、SZ23-aで

は南に行 くに従って浅 くなる。軸は周溝 ab間 の中心 と周溝円弧の中心を結ぶ線を軸 とし、N-45° ―Eを

測 る。遺物は須恵器の必が周溝埋積土か ら出土 している。時期は古墳時代中期後半を考える。SZ23a

の底面では周溝内埋葬とみられる SXllと sx12を検出した。

周溝内埋葬施設 (SXll)(第 55図、写真図版 22)長 さ2.55m幅 0,7m、 周溝底面か らの深 さ0,55m

の長方形 を呈 し、長軸断面形は逆台形、短軸断面形は方形である。遺構北側の底面直上で馬具のハ ミ

とみ られる鉄製品が出土 した。

周溝内埋葬施設 (SX12)(第 55図 、写真図版 23)長 さ 15m幅 07m、 周溝底面からの深 さ035mの
長方形を呈する。断面形は長軸、短軸 ともに方形である。

土坑

SK49 平面形は長径 ■39m、 短径 ■29mで ほぼ円形を呈する。深さは 110mで壁がほぼ垂直に掘 り

込 まれた井戸】犬の土坑である。

SK50 平面形は長径 ■32m、 短径 1.22mの 楕 円を呈する。底面の形状は船底 を呈 し、深 さは 0.38m

を測 る。底面から横倒 しの縄文土器 121が 出土 した。 (第 74図 、写真図版 38)時期は晩期後葉である。

SK51 平面形は長径 1.08m、 短径 103mの楕円を呈する。深さは012mで ある。堆積土は固くしまっ

た均―な褐色土粘質土である。晩期後葉の縄文土器 122・ 123が出上した。 (第 74図 、写真図版 39'40)

SK52 平面形は直径 092mの 円形を呈する。深 さは 0.45mで 断面形状は U字形である。焼土と晩期

後葉の縄文土器片 124～ 130が出土 した。 (第 75図、写真図版 40)

SK53 平面形は長径 112m、 短径 0.89mの 楕円を呈する。深さは 045mを測る。

SK54 平面形は長径 ■38m、 短径 1.29mの楕 円を呈する。深 さは 005mを 測る。縄文土器 131・ 132

が 出上 した。 (第 74図 、写真図版 40)
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第 55図 SXll・ 12遺 構平面図・断面図      
個別遺構図 S1/40

SK55 平面形は直径 0.89mの円形を呈する⇔ 深 さは 01lmで断面形】犬は箱形である。

③ E-2区 の遺構

E-2区 は D区の南に隣接する地区である。 D区 よりゆるやかに高 くなるが、丘陵の縁辺が南側で西

に逃げるため南側は崖 となる。検出した遺構 は方形周溝墓 (SZ17・ 19・ 20)3基 と土坑を 9基を検出

した。

方形周溝墓

SZ17(第 58図 、写真図版 30)昨年度の調準挙で検出されていたものである。北西辺が 9,7m北東辺が

7.9mと やゃ長方形の平面プランである。軸 Iよ N-43° Eに置 く。周溝は周溝 cd間で幅が狭まるものの、

廻 った状態を検出したことか ら、隅を陸橋】犬三に浅 く掘 り残す もの と考えられる。bc間 とda間では明

瞭に切れていることか ら、二隅切れの平面移 をとる可能性 もある。主体部は検出できなかった。周溝

か らは土器が出土 している。SZ17の周溝 ctよ SZ20の周溝 cの延長線上にあり、SZ20と 共通する区割

りに従ったものと考えられる。

SZ19(第 59'60図、写真図版 26～ 30)甑Ξ 17の南で丘陵の縁辺に位置する。1辺が 22mの方形周

溝墓である。今回の調査では墳丘の対角線 を 境 に西側半分を調査 した。調査区外の東側部分は神通川

に面 した比高差 10mほ どの急斜面になってお り、調査時は藪に埋 もれていたが、南側の角部分か ら下

の民家に斜面を横切るように降 りる道があっ た ようである、このような状況から東側の周溝 と墳丘の

一部はすでに崩落 していると考えられる。

さ
一

配置図 S=1/100

SXll・ 12 配置状況
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平成 22年度調査の成果

周溝は、南西の周溝 aと 北西の周溝 bを 検出 し、周溝 bは長 さ 18.3m、 幅 212m、 深 さ ■02mを

測る。周溝の断面形はゆるやかな V字を呈 し底に広い平坦面を認めない。墳丘斜面は外狽1に緩やかに

張 り出し、周溝底は外に弧を描 く。軸は N-37° Eに置 く。周溝 ab間 とbc間 が切れ、明瞭な陸橋 にな

ることから、四隅が切れるものと考えてよいだろう。遺物は周溝 より円形浮文を施 した壷の口縁が出

土 している。法仏式 とすることができ、時期は弥生後朗後半である。

墳丘は、掘削前にマウンド状の高まりを確認で きる状態であ り、試掘確認調査時には墳丘の一部 を断

ち割っている。表層は植林 と土取によってやや荒 らされていたが、旧表上の上に明瞭な盛 り上層が残

存 していた。

主体部は 2基の切 りあう主体部を調査区界の墳丘断面で確認 した。

第 1主体部 (第 59・ 60図、写真図版 28・ 29)SZ19の主たる埋葬施設である。古墳の規模や埋葬施設

の位置から想定すると埋葬施設は古墳の墳頂のほぼ中央に位置する。墓娠は短軸 5.5m。 長軸 9mを測

り、深 さは地表か ら■4mを測る。主体部の主軸は N-33° ―W(墳 丘 N-37° ―E)で 西に振る。墓壊は

墳丘盛土を切 り込んで設置され、下面はШ層を突 き抜けⅣ層に至る。すなわち、古墳構築時の盛土を

上から下まで掘 り抜いていることを示 している。墓壊の壁 をなす層に構築墓壊的な要素は見 られない。

棺構造は割竹型の断面構造が観察でき、棺に赤色顔料の使用が認められる。平面的な木口の構造等に

ついては攪乱を受けてお り不明である。断面と主体部の主軸から棺の幅を復元すると0.45mほ どであ

る。墓墳の掘削から埋戻 しまでを工程順に追うと、①墓媛の掘削 ②棺設置部分をやや下げる (2段墓娠 )

③棺設置部分をさらに掘 り込み、底面を均す ④棺の設置、底面の隙間に上を入れ棺の安定を図る (棺

床)⑤墓媛 1段 目 (棺の縁)ま での埋め戻 し ⑥全埋め戻 し 以上の 6工程を観察できる。

第 2主体部 (第 59・ 60図 、写真図版 29)第 1主体部に重なる埋葬施設を断面で確認 した。深度は第

1主体部に比べ浅 く設置されている。墓壊および棺の小口については、平面的な検出が攪乱により困

難であったため不明である。上位のt2■
l乱土からは細管玉が 1点出土 している。断面の観察では墓娠は

1段で、棺底部に赤色顔料が認められる。この赤色顔料は分析の結果水銀朱であることが明らかにな

った。幅は断面上で lm弱 をを測るが、平面的な主軸方向が不明なため、第 1主体部と同方向あるい

は直交すると仮定 して、復元幅を求めると045mである。断面形は箱型に近いが底面が緩やかに弧を

描 き、舟底形の様相 を示す。

SZ20(第 58図、写真図版 30)SZ17の東に位置する方形周溝墓である。削平されてお り周溝のみの

検出である。周溝は長さ9m、 幅 lm、 深 さ0.3mを 測る。軸は N-50° Eに置 く。検出した西 と南の

隅はそれぞれ切れていることから四隅が切れる可能性が高い。周溝 cの南延長に SZ17の周溝 cがある。

土坑

SK56 平面形は長径 ■48m、 短径 1.34m(復元)の楕円を呈する。深さは 0,35mで ある。晩期後葉の

縄文土器片 133～ 187が出土 した。 (第 75図、写真図版 40・ 41)

SK57 平面形は長径 0.64m、 短径 0.62mで ほぼ円形を呈する。深さは 0,1lmで ある。

SK58 平面形は直径 0.88mの 円形を呈する。深さは 0.12mで ある。

SK59 平面形は長径 0,7m、 短径 0.61mの楕円を呈する。深さは 0.15mで ある。

SK60 平面形は直径 0,86mの 円形を呈する。深さは 0.12mである。

SK61 平面形は直径 0.83mの 円形を呈する。深さは 028mで ある。

SK62 平面形は長径 089m、 短径 0.84mの ほぼ円形を呈する。深さは 017mで ある。

SK63 平面形は長 さ 115m、 幅 0.99mの不整形を呈する。深 さは 036mである。晩期後葉の縄文土

器片 138が出土 した。 (第 75図、写真図版 41)
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参考土層
Ia表±    10YR4/2灰 黄褐色砂質上 しま りなし

Ib表土    Xaに Ⅳ層白来の細かいブロックを微量含む しま りな し

Ic攪乱    Ⅲ・ Ⅱ層由来上にⅣ層由来上ブロック状に含む しま りな し

よe攪乱    10YR5/3にぶい黄褐色砂質土に拳大～ ゅ3cll程 度の円礫を多量に含む

Ⅱa自 然堆積上・耕作± 10YR3/1黒 褐色砂質上 しま りあり粘性弱

Ⅱb攪乱    Ⅲ層からⅣ層への漸移層部分  しま りな し竹根著 しく攪乱
Ic攪 乱 (盛上由来)10YR5/31こ ぶい黄褐色砂質上 しま りなしⅣ層由来の細かいブロック土を微量含む

m 自然堆積± 10YR3/31音 褐色砂質上 しま りあ り粘性弱

Ⅳ 自然堆積± 10YR6/4に ぶい赤橙色砂質上 しまりあり粘性弱

Ⅳ層由来上にⅡ層由来土を微量含む竹根攪乱著 しい (墳丘盛土)

Ш層由来上にⅣ層プロック大10%含む

Ⅲ層由来上にⅣ層ブロックを4眺含む

10YR3/3暗 褐色土 (棺痕跡赤色顔料含む )

Ш層由来上にⅣ層ブロック大3銚含む

Ш層由来上にⅣ層粒 (3～ 5mm)50%含む

Ⅲ層由来上にⅣ層ブロックを40%含 む

Ⅳ層 とⅢ層の混合土にⅣブロック大混 じる

7に 同 じⅣブロック少なく粒が小 さい

Ⅳ層土多くこなれている

プロック多く皿層土が多く混 じる

Ⅳ層上に皿層が均―に混 じり粘質やや強い 下層にⅣ層プロック

10よ りも褐色が強くな りしまりなし均一 下面に赤色顔料

11の 10YR4/2灰 黄褐色土 しま りなし

5'

6

7

8

8'

9

10

11

12

第 60図 SZ19調査区東境界 (墳丘南北)断面図

※土層は工程順に整理 したもの
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第 61図 主要土坑 平面・断面図
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平成 22年度調査の成果

SK64 平面形は長さ 1.49m、 幅 0.7mの 長方形 を呈する。深 さは 012mである。晩期後葉の縄文土器

片 139が出土 した。 (第 75図 、写真図版 42)

(3)遺物

①弥生土器・土師器

SZ17(第 65図 、写真図版 31)1～ 8は SZ17か らの出上である。1・ 2は有段鉢、3は有段の壺又は

高杯、4・ 5は有段の高杯又は器台の口縁部、6は擬凹線器台、7・ 8は器台である。6は推定受部径

20.lcmで、口縁に二条の擬凹線 と3単位の三連円形 (目 玉状)浮文、脚部裾上半に 3単位の透孔 (直

径 1 0cm)、 外面は丁寧なナナメ・タテナデ、 ミガキで、赤彩が施される。7・ 8は外反脚で、8は脚部

裾上半に 3単位の透孔 (直径 0 9cm)がある。

SZ19a(第 66図 、写真図版 31)9～ 24は SZ19aか らの出土である。9は短顕壼、10は高杯の脚部裾

端、11～ 13は装飾壼の回縁部、14。 15は有段壼の回縁部、16は壷の口縁部、17・ 18は壷又は甕の底

部、19。 20は 高杯又は器台の口縁部、22・ 23は 高杯又は器台の脚部裾、21・ 24は 器台の脚部である。

9は推定口縁部径 14 1cm、 器高 28.9cm、 底部径 49cmで 直立に近い丸縁の回縁、内外面 ともにナナメ・

ヨコハケが施される。10は二条の凹線内に貝殻刺突文を連続施文する。11・ 12は 口縁に 6単位の円形

沈 文が施 される。11は二連、12は三連である。13は 口縁下半に一条の擬凹線 と三連円形沈文が施 さ

れ る。11～ 13と もに内外面の摩減が著 しい。 15。 19は 内面には赤彩、15の外面にはススが付着する。

21～ 24と もにタト面はタテミガキで、22・ 23は 開脚、24の脚部裾上半に透孔 (直径 1.lcm)が ある⑤

SZ19b(第 67図、写真図版 32)25～ 31は SZ19bか らの出上である。25'26は装飾壼の口縁部、27

は有段壺の回縁部、28は 壼の顕部、29は壺の胴部上半 と底部、30・ 31は 有段の高杯又は器台の回縁

部 である。25'26と も橙色 (2段 7.5YR6/8、 205YR7/8)で 、口縁 に多条擬凹線、顎部に貼付突帝文、

内外面 ともに赤彩が施されるが、いずれ も摩滅が著 しい。25の 口縁には 5単位の三連円形 (目 玉状 )

浮 文、26の 口縁にも推定 5単位の三連円形浮文の剥落痕がある。27の 口縁には刺突 (刻 目)文が施さ

れ る。28は直立に近い形状で、長頸である可能性がある。

SZ20a(第 67図 、写真図版 33)32～ 34は SZ20aか らの出上である。32は 長顎童の顕部～胴部上半、

33。 34は壺又は甕の底部である。32は 直立に近い形状で、タト面は国縁部 ヨコナデ、胴部ナナメハケで

あ るが摩滅が著 しい。

SZ21(第 67図 、写真図版 33)35は SZ21か らの出上である。35は 口径 15,4cm、 器高 24.Ocm、 にぶい

黄 橙色 (10YR7/4)の 底部穿孔壼である。嗣部が横 に張 り出 しぎみで歪みがある。外面はナデ・ナナ

メ ハケで、赤彩が施され、胴部下半に黒班がある。内面は口縁部ヨコハケ、胴部タテナデ、底部ヨコ・

タ テハケで、胴部下半の一部に歪みを補正するために、口縁部から棒状工具を使用 したと想定 される

手甲圧痕が多数見られる。底部には焼成前に施 された穿孔 (直径 5.Ocm)がある。

SZ23(第 68図 、写真図版 33)36～ 52は SZ23か らの出上である。36は壷の頚部～胴部上半、37は

杯 又は鉢の体部、38・ 39は 有段鉢の体部、40は甕の底部、41は 鉢の回縁部～体部、42は 装飾壺の口

纏【部、43は高杯の口縁部、44は 高杯の杯部下半、45。 46は高杯の脚部、47は有段器台の受部、48は

器 台の受部下半～脚部、49は 台付壷又は細頸壷の口縁部、50は 装飾器台の脚部、51は 有鉦蓋、52は

蓋 の口縁部下半である。36は外面 ヨコナデ、37は外面 タテ ミガキでいずれも赤彩 される。38は 内外

面 ともにヨコ 'タ テナデ、 ミガキで、39は 内タト面 ともにヨコナデ、 ミガキ、41はタト面タテハケ、43

は 内タト面 ともにヨコナデ、 ミガキである。40は底面が摘み出 し状に突出し中央部が凹む。421よ 口縁に
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平成 22年度調査の成果

三連円形浮文、44は 内面が赤彩 される。45は 上部に黒班があ り、摩滅が著 しい。46・ 48は 開脚で、

47・ 48は赤彩が施される。49は 日縁部最下段に二条の擬凹線、外面はタテナデ、 ミガキで赤彩が施さ

れる。50は 突帯が巡 り、透孔 (直 径 0,7cm)が ある。51は 上面が平坦で摘み部 に指圧痕がある。

51・ 52と もに外面はヨコ・ナナメナデ、ミガキである。

SZ24b(第 69'70図 、写真図版 34・ 35)53～ 80は SZ24bか らの出上である。53・ 54は長頸壺の口

縁部、55は長頸壼の口縁部～胴部上半、56・ 61は短頸壺の頸部～胴部、57は有段鉢、58は擬凹線器

台の受部、59・ 60は壼又は高杯の口縁部、62・ 63は重の口縁部、64は くの字鉢に近い形状のミニチ

ュア土器、65は擬凹線甕、66～ 69'71は 壺又は奏の底部、70は甕の底部、72は高杯又は鉢の口縁部、

73は高杯の杯部下半、75は高杯の脚部裾、76は高杯の脚部、74は高杯又は器台の脚部裾、77は器台

の脚部、78は台付甕の脚部、79・ 80は無顎鉢である。53は外面タテハケ、口縁 ヨコハケで口縁に穿

孔途中のような穴 (直径 0.7cm)がある。54は外面タテミガキで摩滅が著 しい。55は外面 ヨコ・ナナ

メハケで口縁に透孔 (直径 0.5cm)が ある。57は浅責橙色 (10YR8/3)で 、推定回縁部径 10.Ocm、 器高

6.lcm、 底部径 4 0cm、 外面 ヨコナデ・タテナデである。58は 口縁に三条の擬凹線、外面口縁 と内面に

赤彩が施される。64は にぶい責褐色 (10YR5/3)で 、推定口縁部径 9 3cm、 器高 7 3cm、 推定底部径 4 4cm、

外面は回縁部ヨコナデ、胴部タテナデ・ハケで下半に押圧痕がある。65は にぶい黄橙色 (10YR7/4)で 、

口縁部径 16.Ocm、 器高 25.lcm、 底部径 4 2cm、 口縁に二条の擬凹線、外面はヨコ 。ナナメハケである。

66～ 71は外面タテ・ナナメハケで、66・ 69の底面は凹み、67・ 68・ 71の底面は平坦である。74は 開

脚で、脚部裾上半に透孔 (直径 0,7cm)がある。75は爪形刺突文が施された突帯が巡る。77は外面タ

テミガキ、脚部裾上半に透孔 (直径 1,Ocm)が ある。78は外面ナナメハケで手ごね風である。79は に

ぶい黄橙色 (10YR6/3)で 、口縁部径 12.2cm、 器高 4 9cm、 底部径 2.7cm、 口縁が内湾する。80は浅黄

橙色 (7.5YR8/4)で 、推定口縁部径 15 4cm、 推定器高 6.8cm、 推定底部径 6.7cmで 外面はタテ・ナナメ

ハケ、内面はヨコハケ、口縁がやや外反する。

SZ24c(第 71・ 72図、写真図版 35。 36)81～ 110は SZ24cか らの出上である。81は有段壼の口縁部、

82・ 83は擬凹線甕の回縁部、84は擬凹線奏の口縁部～胴部上半、85は有段甕の回縁部、86は無頸壺、

87・ 88は高杯又は器台の口縁部、89は高杯又は鉢の口縁部、90は有段高杯又は有段鉢形高杯の口縁部、

91,92は 拡張有段高杯の口縁部、93・ 94は 高杯の回縁部又は器台の受部、97～ 101は 高杯又は器台

の脚部裾、102は 高杯又は器台の脚部、95は 高杯の脚部裾、96は高杯の杯部下半～脚部、103～ 106

は高杯の脚部、107・ 108・ 110は 器台の脚部、109は 装飾器台の受部である。82・ 83は 口縁に三条の

擬凹線、84は 口縁に四条の擬凹線がある。87・ 88,98～ 101・ 108は外反脚、96は 開脚で脚部裾上半

に 3単位の穿孔 (直径 0.6cm)、 97・ ■0は有段脚である。99。 100・ 101は脚部裾端に三条の擬凹線が

巡る。103は外面タテミガキの棒状脚である。104～ 1071よ 外面タテミガキ、107は脚部裾上半に透孔 (直

径 0.6cm)が ある。108・ 109は 赤彩 され、108は 脚部裾上半に 4単位の透孔 (0,7cm)、 109は粘土貼 り

付けによる装飾突帯、110は脚部裾上半に二連透孔 (直径 0.5cm)がある。

SZ25(第 73図 、写真図版 86)111は SZ25か らの出土である。111は 有段の高杯又は鉢の口縁部で

内外面ともにヨコ・タテナデ、ミガキで赤彩が施される。

遺構外 (第 73図、写真図版 36)112～ 114は 遺構外の出上である。112・ ■3は有段壼の口縁部、114

は高杯の杯部下半である。112・ 113は 内外面ともにヨコ・タテナデ、ミガキであるが、摩減が著 しい。

まとめ 以上の土器群は、いずれも北陸的様相の強いもので、35以外は加賀の法仏式・月影式土器に

対応する北陸北東的な土器様相を示す。SZ23出上の 36～ 52は 出土状況から判断して時期検討から除

くが、SZ17出上の 6～ 8、 SZ20a出土の 32は 法仏 I式、SZ19a出土の 9・ 10、 SZ19b出上の 25～ 27
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は法仏 I式～ 正式、SZ24b出 上 の 53～ 55・ 56・ 57・ 65'75、 SZ24c出 上 の 84・ 85'86'91・ 96・

103・ 108・ 110は法仏Ⅱ式、SZ25出土の 1111よ 月影Ⅱ式に並行する様相を示すと想定される。35は古

府クルビ式に並行する様相を示す。

②須恵器

SZ23(第 73図、写真図版36)115'116は須恵器である。115は提瓶、116は杯である。115は灰色 (7.5Y5/1)

で偏球状胴部、前面はカキロ調整、背面は回転ヘラケズリ、内面はナデで、推定胴部幅 18.Ocm、 肩部

に半環状把手2カ 所 (1カ 所の表裏に自然釉)がある。116は灰色 (5Y4/1)で推定口径 11,7cm、 器高

3.5cm、 推定底径 7.4cm、 外面は回転ナデ、体部下半は回転ヘラケズリ、内面は回転ナデである。115は

その特徴から、MT15型式段階に相当する時期のものと判断できる。           (中 井)

①鉄製品

馬具 (ハ ミ)SXll出土 (第 62・ 63図、写真図版 37)

資料は伸展時最大長 20cm前後の 2連ハミである。鏡板や引手その他の部品は伴わない。蕨手状の

端環を有し、左右の柄に捩りを施す。

このように柄に捩りのあるハミは、一般に5世紀代のハミエダ轡 (策轡)に用いられることが多く、

6世紀以降には稀である。そこで捩 りの有無のみに注目すれば、本例も古墳時代中期に位置づけるこ

とができる。しかし、後期以降にも全 く類例がないわけではなく、本来なら共伴すべきハミエダ留も

伴っていない。その年代決定には十分な検討が必要である。

5世紀代のハミエダ轡には、姫路市宮山古墳出土例のように大型のハミ先環を有するものと、甘木

市池ノ上 6号墳出土例のように小型のそれを持つ二種がある。この違いは、ハミ先環の中にハミエダ

を通すか、それともそのタト側に連結するかによる。前者がよリー般的で、後者は比較的類例が少ない。

※枠内はX線写真

トーT―ィーー

「

―T~4~~~― ―――――――引
OCm

S=1/2

第 62図  SX12出 土馬具 (ハ ミ)展開写真
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いずれの場合も、ハミエダを固定す

るための留金が欠かせない点では共通

している。

百塚例が 5世紀代の轡とすれば、池

ノ上 6号墳型に分類される。しかしそ

れには問題がある。というのは、池ノ

上 6号墳型のハミでは、ループ状の条

線を捩ることで同時に柄と端環を作る

このような方法は鍛接技術のレベルが

低かった中期中頃まで盛行した技術で

ある。これに対して、百塚例では柄の

両端を「の」字形に曲げて蕨手状端環

0                                                10cm

S=1/2

第 63図 SX12出土馬具 (ハ ミ)宮代栄一原図

を製作 し、それとは別工程で柄を捻る。一見類似 しているが、両者の製作工程と型式は大きく異なる。

伸展時最大長 20cm前後と長大なことも問題 となる。松尾昌彦によれば、中期殉葬馬に伴 うハ ミ長

の最大値は、高崎市剣崎長瀞西遺跡 13号土墳例の 15 5cmで 、その平均値は 13.lcmで ある。さらに古

墳時代の轡のハ ミ長は一般に 10～ 15 5cmと され、百琢夕」の法量は明らかに逸脱 している。いっぽう

20cm代の大型のハミは近世に類例があるという。

いっぽう、古墳時代後期の捩 りのあるハミとしては、型式的にみて 7世紀前半に位置付けられる山

梨県出土の轡を挙げることができ、特殊ではあるが例がないわけではない。

以上のことから、百塚遺跡出上のハミを古墳時代中期の馬具とみなすことには慎重にならざるをえ

ず、後期以降の資料として位置づけることも視野に入れて幅広 く検討すべきであろう。 (岡安光彦)

鉄鏃 (第 64図、写真図版 37)

SZ21墳丘部Ⅱ層から出上した。短顎長三角形鏃である。全長 128mmで鏃身は 57mmを測る。

鏃身が縦に長く、鏃身のフクラは左右でやや異なるが強い。断面形】犬はレンズ状を示す両九で飼は

見られない。箆被は関箆被で箆代はと鏃身よりも長く71側mを 測る。

一見すると、古墳後期～終末期の短頸長三角形鏃にみえる。鏃身が縦に長くなり、鏃身のフクラが

強くなるのが新しい要素だとされている。フクラがやや強くなっているのであれば後期後半～終末期

前半まで下がる可能性がある。しかし、鏃身関が九みを持っているようにX線写真で見えることは、

古墳出上の短頸長三角形鏃であまりなじみがない。この点を重視すると古墳時代よりさらに新しい時

代の特徴といえるが、鏃身関の形だけをもってそう言い切れない。また、そこまで時期が下がる場合、

顎部関が左右両側だけでなくて表裏両面に一周する環状関になる。この鏃は表裏とも段付きが見られ

ないために環状関ではない。

④石製品 (第 84～ 90図、写真図版 51～ 56)

石製品及び石器は、縄文時代の石製品と石器、弥生時代のものと推定される管玉が出上している。

縄文時代の石器はC区及びD区、E-2区からの出上である。

291は SZ19墳頂からの出上で、長さ 1 4cm、 幅 2.8mm、 穿孔直径 1.5mmと 小さくて細い筒形状の凝灰

岩製の管玉である。291は弥生時代から古墳時代のものと推定される。292は垂飾の未製品で、SZ24c

から出上しており、ヒスイ製で長さ3.45cm、 孔は直径 5 0mm、 深さ2 0mmで 未貫通である。293は ヒスイ

製の九玉で、SZ19北から出土しており、長さ 1 3cm、 穿孔直径 2.Ommo l・ 2と もに縄文時代のものと推

定できる。

―
珍

∽

―
∽
蕨
あ
鬱

―

鬱

鬱
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↑ X線写真

294～ 310は C区包含層か らの

出土である。294～ 296は 両刃の

磨製石斧、297は磨製石斧の未製

品、298は 小型磨製石斧、299～

301は分今同形の打製石斧、302は打

製石斧の未製品、303は石錘、304

1よ ボ許掲F、 305'306は 雁〒刀、 307・

308は 凹石、309は擦切 P、 310は

砥石である。294は表裏に被熱痕、

295。 296は刃部のみで基部を欠損

する。297は側面に敲打後の研磨

と下部に剥離後の研磨が認められ

る。298は ほぼ完形で丁寧な磨 き

上げである。304は軽石製で直径

6.Ommの穿孔がある。305は基部及

び先端部を欠損する。306は基部

を欠損 し、片側のみ刃部、背部に

沈線、丁寧な磨 き仕上げである。

307は 表裏 に 2カ 所 の凹み、308

は表に 2カ 所、裏に 1カ 所、側面

に 1カ 所の凹みがある。309イよ表

面が磨 き仕上げで光沢があ り、裏

面に被熱がある。310は滑 らかで

表裏に磨 きによる凹みがある。

③

展開写真

第 64図 SZ21出土鉄鏃実測図

311～ 318は D区出土で、311・ 312・ 315～ 317は包含層、313・ 314・ 318は SK52出上である。311

は小型磨製石斧、312～ 314は磨製石斧、315'316は打製石斧、317は石錘、318は 凹石である。311

は刃部を欠損するが表裏 ともに丁寧な磨き仕上げである。312・ 313は両刃で基部を欠損するが、表裏

ともに丁寧な磨 き仕上げである。314は刃部を欠損する。315・ 316と もに基部を欠損 し、315は撥形

で刃先に摩耗痕、316は分銅形である。317は表裏ともに両端を欠いてお り、一方につぶ し痕が認めら

れる。318は表に 3カ 所の凹みがある。

319～ 342は E-2区 出上で、319～ 322・ 324・ 325。 328～ 331・ 333・ 334・ 386～ 342は包含層、

323・ 326・ 327は SK56、 332は SK58、 335は SK64出上である。319は石鏃、320は石匙、321～ 324

は磨製石斧、325は小型磨製石斧の未製品、326～ 332は打製石斧、333・ 334は 石錘、335は磨石、

336～ 339は石棒類、340は石棒、341は石刀、342は筋砥石である。319は長さ 3.6cm、 安山岩製の尖

頭形、320は長さ 45cm、 珪質頁岩製の横形石匙である。322は二次加工品で、基部を欠損 し、先に使

用 していた刃先を潰 して転用 したものと想定でき、石材はチャー トである。324は基部を欠損 し、表裏、

側面ともに丁寧な磨 き仕上げである。325は蛇紋岩製で、表裏、側面 ともに丁寧な磨 きであるが未製

品と想定される。326は分銅形で、握 り部につぶし痕が認められる。327は撥形、328は分銅形又は撥形、

329は短冊形に近い分銅形で偏刃、基部のみで刃部を欠損する。330は撥形で厚みがあって全体的に丸

みを帯び、側面につぶし痕が認められる。3311よ ほIF完形で分銅形の偏刃、332は短冊形 と想定される。

328～ 332は ともに自然面がよく残る。336は玄武岩製、337～ 339は砂岩製で表面は丁寧な磨 き仕上

鏃身関及び箆被部分拡大
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げである。340は玄武岩製の石棒の頭部で、片面が剥離する。341は 表裏 ともに滑 らかで光沢のある磨

き仕上げである。342は砂岩製で表面に二条の筋状の摩耗がある。

石器は、包含層か ら出土のC区 と遺構 に伴 う出土が認められるD区及びE-2区 では出土状況に差

異がある。 C区出土石器は、概ね包含層出土の縄文土器と同時期のものと考えられる。

⑤縄文土器 (第 74～ 83図、写真図版 38～ 50)

縄文時代の土器・土製品は早期末から前期、中期、後期後半か ら晩期にかけてのものが出土 している。

遺構及び包含層出上のものに大別でき、晩期のものが主である。

117～ 145は遺構出上である。

117・ 118・ 121～ 123・ 126・ 133・ 138・ 142・ 143は深鉢の口縁部で、117・ 138。 142は 縄文、121・

123・ 133は条痕、122は縄文及び平行沈線 と列点文・入組文を組み合わせて施 される。119は 深鉢で

縄文及び入組文の組み合わせ と条痕、120は鉢で縄文、126は平行沈線及び縄文が施される。124。 127

～ 130。 144は浅鉢の口縁部で、124は沈線、127～ 130は条痕及び赤彩、144は沈線及び列点文 を組

み合わせたH状工字文 (八 日市新保 I)が施される。136・ 137・ 139は 深鉢の底部で、137は推定底径

3.8cmで 底面網 目、139は底径 5.3cmで底面籠 目である。遺構出上の土器は、138(後期)を 除き、晩期

中葉を主とする。

146～ 288は包含層出上である。

150～ 158は早期末か ら前期のもので、150・ 151・ 155～ 157は深鉢の口縁部で、150～ 156は 胎土

に繊維を含む。150～ 156は縄文、157・ 158は 刺突文が施される。

159は 中期中葉の動物 を模 した装飾で、鼻孔及び半裁竹管文が施される。

160～ 176は後期後半か ら晩期初頭の もので、160。 166は注目土器の顎部 と注目部、168は 鉢の口

縁部、169～ 172は浅鉢の口縁部、171は底径 7.Ocmの 底部か ら脚部片、173は 台付鉢の脚部である。他

は深鉢の口縁部・胴部である。164・ 172・ 175は波状口縁で、160は 隆帯・貼付及び沈線、1611よ縄文

及 び紐線文、162は縄文及び列点文、163は平行沈線、164は 同心円状の紐線文、165は 弧線文、166

は組線文で赤彩。167は楕円文、168は縄文及び平行沈線、169は 内外面ともにミガキで口唇部に沈線、

170は 装飾突起、171は平行沈線及び列点文、173は平行沈線及び紐線文、174～ 176は縄文が施される。

177～ 192は晩期前葉で、177～ 182は波状口縁の深鉢、183は壼の口縁部、185・ 190は 深鉢の体部、

186。 187は波】犬口縁の浅鉢、188'189は浅鉢の口縁部、191は注目土器の口縁部、192は 鉢の口縁部

である。177は三叉文及び円形刺突文、178は入組三叉文、179は縄文及び平行沈線、180は 同心円状

の紐線文、181は縄文及び入組三叉文、182は入組文及び楕円文で縄文地、188は 口縁に二条の帯縄文、

184は縄文地の三叉文、185は縄文及び平行沈線 と入組文、187は 内面に三叉文の浅鉢、188は 条痕 と

内面に凹線文、189は 凹線文 と内面に入組文及び工字文と三叉文、ボタン状只占付 と縄文の組み合わせ、

190は平行沈線 と列点文の組み合わせ及び弧線文 と条痕、192は連結工字状文が施 される。186は縄文

地 の玉抱三叉文で、直径 5.Ommの 穿孔が施されている。1911ま 推定回径 10 8cmで、端部が渦巻 く三叉文

で赤彩が施され、大洞系土器 と判断できる。

198～ 204は 晩期前葉か ら中葉の もので、193～ 202は 深鉢の口縁部である。193・ 194は 平行沈線

間 に列点文を羊歯状文状に施 したもの、193に はボタン状貼付突起がある。195は縄文地の入組文で赤

彩 、196は入組文、197は縄文及び条痕、198・ 201は縄文及び列点文と平行沈線、199は縄文及び沈線、

200は列点文及び入組文、202は縄文及び列点文と入組文、203は平行沈線及び鍵手文と列点文、縄文

の組み合わせ、204は 平行沈線及び列点文の組み合わせ と条痕が施 される。197以外は内面 ミガキで、

195・ 197は 口唇部に連続キザ ミが施されている。
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146～ 149。 205～ 258は晩期中葉で、146は器高 29.2cm、 底径 49cm、 推定口径 29 4cmの深鉢で条痕

が施 される。147・ 148は 深鉢の回縁部で、条痕が施される。149は 深鉢の底部で、推定底径 9 2cm、 底

面籠 目である。211・ 217は鉢の口縁部、212・ 213・ 218・ 219,220。 244。 249は 浅鉢の口縁部、215。

238～ 243は蓋、223は底径 2.Ocmの河ヽ形鉢の底部、224は 壼の回縁部、他は深鉢の口縁部・胴部である。

205は入組文及び縄文、206は縄文及び工字文 と列点文、207は縄文及び入組文 と列点文の組み合わせ、

208は鍵手文及び工字文、2091よ条痕及び列点文 と「フ」字状入組文の組み合わせ、210は縄文及び入

組文か鍵手文と列点文の組み合わせ、211は沈線及び押引列点文、212は縄文及び入組文と口唇部に連

続キザ ミ、213は波状の縄文帯文 と内面に入組文、214・ 222は縄文、215。 236は 平行沈線及び列点文

の組 み合わせ、216は縄文及び平行沈線 と入組文、218は羊歯状文、220。 237は 縄文及び平行沈線 と

列点文の組み合わせ、221・ 229。 231・ 232・ 247・ 251・ 253・ 257は条痕、224は 縄文及び条痕 と顕部

に半環状の貼付文、225は条痕及び同心円状沈線文、227は細条痕及び平行沈線 と列点文、228は横条痕、

233は入組文及び沈線と列点文、縄文、234は平行沈線及び列点文、236は平行沈線及び鍵手文 と列点文、

縄文 の組み合わせ、238は入組文、239は平行沈線、240は縄文及び平行沈線 と鋸歯文の組み合わせ、

248は 凹線文、250は沈線及び列点文の組み合わせ、252・ 254は沈線、258は沈線及び貝占付突起が施 さ

れる。219は 内外面 ミガキで、口唇部に珊瑚状装飾突起、直径 2.Ommの穿孔が 2カ 所に施 される。241

は上 部径 7.Ocmの 蓋で縄文及び鎖状列点文 と中心部に直径 6 0mmの 穿孔が施される。242は上部径 3.3cm

の蓋 で内クト面 ともにミガキで、上部に 3カ 所の舌状突起 とその中心部に直径 5.Omm、 深さ45mmの孔が

施 される。243は上部径 3.6cmの蓋である。217・ 226の 施文はオオバコ及び沈線である。244～ 246は

大洞 系土器 と判断でき、244は縄文・雲形文、245は 縄文及び平行沈線 と列点文の組み合わせ、246は

沈線 及 び羊歯状文が施される。206・ 214・ 216・ 217・ 220・ 233・ 236・ 240・ 241・ 243・ 244・ 249に は

赤彩 が施される。

259～ 266は 晩期中葉か ら後葉で、260・ 263～ 266は深鉢の口縁部、261は 鉢である。259。 261・

265は工宇文、260は縄文、262は 綾杉沈線及び赤彩、263は条痕、264は 条痕及び沈線 と口唇部に絡

状徐 圧痕、266は押引文及び凹線文が施 される。

267～ 275は 深鉢の底部である。267は底径 9 8cm、 268は底径 6.3cm、 269は 推定底径 5.Ocm、 270・

271は底径 6.Ocm、 273は推定底径 8,Ocm、 274は底径 6.2cm、 275は推定底径 7 0cmで、267・ 269～ 271・

273～ 275は底面籠 目、268は底面網 目である。270の底面には部分的に指頭圧痕がある。

276～ 288は 土製品である。276・ 277は土偶で赤彩が施 されている。276は 隆帯に縄文が施 され、

肩音卜か ら腕部の一部 と考えられる。277は三叉文及び縄文が施され、左腕部 と推定される。278～ 280

は有 子し球状土製品である。278は 直径 3.Ocmで 円形、表面 はミガキ及び沈線 による幾何学文が施され、

直径 2.o～ 3.Ommの穿孔 2カ 所及び了Ll力 所が認め られる。279は推定直径 11.Ocmで 円形、表面はミガ

キで 、孔の直径は 5.5mm、 280は 推定直径 7.Ocmで 楕 円形、表面はミガキで、孔の直径は 6,Ommで ある。

281は 盤状土器片、282～ 288は手ごねの上塊で、282に 指圧痕がある①

289。 290は包含層出上の弥生時代の上器で、天王山系土器 と判断される。289・ 290は胴部の一部で、

289は縄文及び鋸歯状刺突文、290は 沈線が施 される。

今 回の調査によって出土 した遺構出土の上器は、138(後期)を除いて晩期中葉を主とする。包含層

出上 の土器については、早期末から前期及び中期中葉の もの も含まれるが、後期後葉から晩期初頭の

人 日市 新保式土器群、晩期前葉の御経塚式土器群、晩期前葉から中葉及び後葉の中屋式・下野式上器

群に 大 別でき、北陸晩期土器様式を基本 とする。特に晩期 中葉の中屋式土器群が主で、遺構出土土器

とも共 通 し、百塚遺跡における縄文時代晩期の生活が想定 される。
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⑥ 中世 。近世遺物

陶磁器 (第 91図 、写真図版 57)

343は珠洲の甕か壺の胴部片である。胴部タト面には叩き痕が、内面には当て具痕が見られる。348は

ロ クロ成形の中世土師器皿である。口縁端部 はやや九みを持って納める。345は肥前系磁器の染め付

け皿である。文様は見込みに牡丹 を配 し、体部外面には草花文が見 られる。346は 産地不明陶器の長

皿 であ り、内面と体部タト面には草花文を配す。

344は肥前系陶器の皿である。見込みは蛇の 目釉はぎとなり、ピンによる重ね焼 き痕 も確認できる。

17世紀後半頃の ものと考えられる。348は越 中瀬戸の九皿である。体部外面上半には釉薬が掛かる。

高 台は尖 らず九みを持って接地する。見込み には印刻は見 られない。17世紀以降と考えられる。350

は肥前系磁器の染め付け椀である。体部外面 には草花文を配 し、均―な透明釉が掛かる。351は 肥前

系 磁器の染め付け椀である。体部外面には蛸唐草文を配 し、縁内には四方欅が見 られる。蛸唐草文な

どか ら 18世紀後半からのものと考えられる。352は 産地不明磁器爛徳利である。体部外面下半には亀

甲 文 を配す。353は越中瀬戸の陶錘片である。347は肥前系陶器 (唐津)の指 り鉢である。口縁端部は

角 方頭状 となり、橋 り目は粗い。18世紀後半～ 19世紀頃の遺物 と考えられる。354は越中瀬戸の福 り

然 である。底部のみの出土であり、見込み部分 には悟 り目は入らない。底部は静止糸切 りとなる。

瓦  (第 92～ 95図 、写真図版 58～ 60)

355～ 379は瓦である。

361～ 363が本瓦で、他は桟瓦である。355～ 360・ 378は軒瓦で、385は 瓦当直径 9,3cm、 356は 瓦

当 直径 8.3cm、 358は 瓦当直径推定 7 8cm、 359は 瓦当直径推定 9.2cm、 360は 瓦当直径 9 1cm、 357は 瓦

当 幅 40cmで 、瓦当文様は 355。 356・ 359・ 360が右巻 き三巴文、358は左巻 き三巴文 と唐草文様、357

1よ花 と立浪である。378は平瓦端で面取 りがあ る。

361～ 363は 凹面に整形痕 (タ タキ痕 )、 361は縁部に吊り紐痕、内面 (凹面)に は剥落痕が見 られ、

釘 穴が 2カ所ある。363は焼 きひずみで反つている。364・ 370。 371は板波状、365は焼 きひずみが大

き く、371に は亥JE「がある。365・ 367・ 369。 370と もに釘穴が 1カ所ある。

372～ 374は英斗瓦、375。 376は棟瓦で、379も 棟用 と想定される。373・ 374に は線刻、375は 刻

E口 と釘穴 2カ 所がある。377は文字瓦で「四」「五ハイ」の箆書き、釘穴 1カ 所がある。

軒瓦は、355～ 357・ 359'360が灰赤の鉄釉 で幕末、358は黒褐の褐色釉で明治以降と想定 される。

361～ 363の 本瓦は、灰赤や赤黒の鉄釉で幕末、軒瓦以外の桟瓦は、377が赤黒の褐色釉で明治以降、

他 は灰赤や暗赤掲の鉄釉で幕末と想定される。

古 銭 (第 95図 )

380～ 383は古銭である。

380～ 382は「寛永通宝」、383は 「元□通宝」である。380・ 381は C区出土、381・ 383は下半部を

欠 損する。

(4)月 結ヽ

qD C区

検 出 した遺構は、方形周溝墓 (SZ24)1基 と周溝内埋葬 1基、土坑 9基を検出 した。その他 ピット

ル(の ものを 13基検出 したが、いずれ も I層 か らの切 り込みと思われる。方形周溝墓 SZ24の 周溝は、

癬翌文土器 を包含 した上によって埋め戻 されていた。包含 される縄文土器は縄文時代早期末か ら前期、

中 期 、後期後半から晩期の上器で、主に晩期の土器が多量に含まれる。この縄文土器を包含する土は
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耕作によって削られてほとんど残っていないⅢ層に由来するものと考えられ、耕地化 |こ ともなって埋

め戻され整地されたものであろう。かつてはШ層を基盤とした縄文時代晩期の遺構が展開していたと

考えられる。SZ24は法仏式期の高杯が出土した、時期は弥生時代後期と考えられる。

② D区

検出した遺構は、方形周溝墓 l基 方墳 1基 これに伴う周溝内埋葬 1基 円形周溝墓 1基 円墳 1

基これに伴う周溝内埋葬 2基・土坑 7基を検出した。縄文時代の土坑 SK50・ 51か らは縄文時代晩期

中葉の上器が出土した。弥生時代の SZ22と SZ25はセット関係にあると考えられる。時期は墳丘の規

模等から弥生時代後期と考える。SZ23は これらを覆うように作られていた古墳時代中期の円墳である。

この円墳の周溝内には埋葬施設 SX■ '12が設けられ、SX12よ り古墳時代後期 (6c中頃)の馬具 (ハ

ミ)が出土した。また、周溝内からは須恵器の堤瓶・郭が出土しておりMT15に 相当すると思われる。

③ E-2区
方形周溝墓 (SZ17・ 19・ 20)3基 と土坑を9基検出した。SZ17と SZ20は 軸を同じにすること、土

器が SZ19よ りもやや古い様オロから、SZ19に先行する同時期の方形周溝墓と考えられる。SZ19は地形

の高まりが墳丘の残欠であることを確認し、 2基の切 りあう主体部を検出した。そのうち第 1主体部

は割竹形木構を採用している。また、SZ24と は同軸で時期についても法仏式期を外れない。また、墳

丘下層からは縄文後期の上坑を確認した。

④まとめ

各調査区で新たに確認した墳墓・古墳の合計は6基 となり、これまでの調査とあわせると30基の墳

墓・古墳が百塚の地で確認されたことになる。

新たな墳墓の前後関係はSZ17▼ SZ20<SZ19<SZ24<SZ22=SZ25<SZ21<SZ23と 考えられる。

土坑は SK40～ 64の 25基を新たに数えた。ほとんどが縄文時代の上坑である、時期は晩期中葉を

中心とする。                                   (中 井)

以下に主要遺構を表にしてまとめとする。
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主要土坑

遺構名 遺構種類 言羊糸口 平面形

規模

出土遺物など 備 考
f亀 草由 短 軸 深 さ

SK50 土 坑 縄 文 精 円 文 22 縄文土器 晩期中葉 深鉢

SK51 土 坑 縄 文 楕 円 1 03 0 12 縄文土器 晩期中葉 深鉢

SK63 土 坑 縄 文 不整形 0 99 0 36 縄文土器 後期 深鉢

SK64 土坑 縄 文 長方形 07 0 12 縄文土器 晩期中葉 深鉢

平成 22年度調査の成果

第 4表 平成 22年度調査区 主要土坑・墳墓一覧表

1 福永伸哉 1985「 弥生時代の木棺墓と社会」『考古学研究』第 32巻第 1号考古学研究会
2 編者注 保存処理に際して、ハミの中ほどに有機質が付着していることが判明した。岡安氏にはハミエダの可能性

もあ ること伝え、やはリハミエダ轡ではないだろうかということで意見が一致している。
3 編者注 腸狭 (逆刺)を藝によって鏃身から切 り出す技法が一般的である。
4 岡安氏を通じ、栃木埋文の内山敏行氏からコメントを頂いた。記して謝意を表します

墳 墓

様年度調査区

遺構名 遺構種類 詳 細
墳丘

規模

規模 (m)
出土遺物 備考

長さ 幅 深 さ

SZ17 方形周溝墓 周溝 10m 16 0 42 弥生土器
削平・主体部不明 SZ20と 同軸

三隅切れ (四 隅切れか ?)弥 生後期後半

SZ19 方形周溝墓 司溝 墳丘 22m 12～ 弥生土器
SZ24と 同軸 割竹形木棺

四隅切れ 法仏・月影 弥生後期後半

SZ20 方形周溝墓 周 溝 9m 1 弥生土器

削平・主体部不明 SZ17と 同軸

四隅切れ 弥生後期後半

SZ21 方 墳 周溝 20m 4 15 穿孔土器
焼成前穿孔 古府クルビ式 古墳時代前期

周溝全周するか (二隅確認)

SX14 周溝内埋葬 埋葬施設 東端未確認

SZ22 方形周溝墓 周溝 6m 04 0 15 弥生土器
主体部 SX13 SZ25と セットか

SZ23が 覆うように存在 弥生終末期中葉

SX13 主体部 埋葬施設 03 弥生土器 SZ22主体部 組み合わせ箱型棺 la式

SZ23 墳墓 (円 墳 ) 周 溝 20m 13 08 須恵器・
周溝内埋葬 (SXll・ 12)

堤瓶・杯 (MT15)古墳時代中期

SXll 周溝内埋葬 埋葬施設 2 55 0.7 0 55 馬 具
周浦底面からの深 さ

長軸断面 台形状、短軸断面方形

SX12 周溝内埋葬 埋葬施設 1.5 07 0 35
周溝底面からの深さ

長軸断面 。短軸断面ともに方形

SZ24 方形周溝墓 周溝
20m
(推定 )

5 l 弥生土器
周溝内埋葬 (SX10)SZ19と 同軸

法仏式期 弥生後期後半

SX10 周溝内埋葬 埋葬施設 18 05 0.2

SZ25 方形周溝墓 周 溝 6m 2 0 15 SZ23に 切られる 月影 Ⅱ式 弥生終末期中葉
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平成 22年度調査の成果

第 65図 出土遺物実測図 (SZ1 7)
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平成 22年度調査の成果
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平成 22年度調査の成果
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第 69図 出上遺物実測図 (SZ24b出土土器 1)
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平成 22年度調査の成果
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平成 22年度調査の成果

第 5表 遺物観察表 (弥生土器・土師器 )

越fL名 器 種
大きさ

( )内 は復元

有段鉢 口縁部径 (20 4cm)
表 にぶい黄橙 (10VR6/4)

痕 灰 白 (10YR3/2) 陰上 砂粒含む
小面に光 沢あ り。 内外 面 ともに ヨヨナ デ 、 ミガ キ

美存10%
ヨ縁部 1/12～ 体部上半

表 浅黄橙 (10YR3/3) 七成 良好

ζ上 砂粒含む

外面は口縁部ヨヨハケ 体部はヨヨ ナナメナデ、ミガ
キ。内面はヨヨ ナナメナデ、ミガキ。摩滅が著しい。

完存20%
]縁 部2/12～ 体部下半

有段と又は
有段杯

口縁部径 (20 4em)
表 灰 白 (10YR8/2)

裏 浅黄 橙 (10YR3/3)

七成 長好

ζ土 砂粒含む
匈外面ともにヨヨナデ、ミガキ 完存5%

ヨ縁部1/12

有段高杯又は
有段器台

口縁部径 (229c出 )

裏 黄褐 (10YR5/6)

七成 良好

争土 砂粒含む

内外 面 に もに光沢 あ リ タテ ‐ナ ナ メ ヨコナブ 、 ミガ 尭存5%
ヨ緑部 1/12

有段高杯又は
有段器台

表 潰黄色 (10YR3/3)

裏 灰 白 (10YR3/2)

毛戒 良好

合上 砂粒少ない
勺外面ともにヨヨナデ、 ミガキ

撲田族器台 受部径 (20 1cm)
表 浅黄橙 (10YR3/3)
奥 浅黄橙 (10YR3/3)

を成 長好
今土 砂粒含む

口縁に二条の擬凹練。三連円形 (ロ エ状)浮女 3単位、直
径16飢。脚部下半～縮部 i半 に円形透孔 3単位、直径10
凱。外面はナナメ タテナデ ミガキ、赤形。内面はヨヨナ
デ、 ミガキ。内外面ともに受部と閉〕部の接合力所にナナ

尭存75%
霊部7/12～脚部裾上半

器 台
表 明黄ig.(10YR7/6)

襲 にぶい黄褐 (10VR″ 4) ζモ 砂粒少なヤ
外反脚。 内外 面に もに光 沢 あ り、 タテ ナナ メ ヨヨナ

デ、 ミガキ。
安々 60%
妥部下半～脚部裾上半

表 漫芸橙 (7 5YR8ノ 6)

羹 橙 (7 5YR7/6)

政

■
良灯
砂粒含む

クト反脚。内外面ともにタテナデ、 ミガキ。脚部 下半～裾部
上半に日形透了し3単位 直径0 9cm。 内外面ともに受部と
JH部 の接合力所にタテ ヨヨハク。

愛存40%
印部～裾部1/12

短頸壷 口縁部径 (14 1血 )

表 にぶい橙 (7 5YR7/4)

築 にぶい黄橙 (10VR6/3)

モ成  良好

合土 砂粒含む
こ立に近い九緑の口縁.内外面ともにナナメ ‐ヨヨンヽケ。

完存70%
ヨ縁部9/12～胴部下半

高ll 口緑部径 (22 2cm)
表 li(5YR7/6)

襲 橙 (5VR7/6) 崎上 砂粒含む

外面はヨヨナデ。こ条の凹線、凹線内に貝殻刑突文を連続
施文。

表存5%
印裾底蔀1/12

表 橙 (5YR7/8) え成 長kT

崎土 砂粒含む
二連円形沈文 6単位。内外面ともに摩滅が著 しい。

装飾五 口緑部径 (21 6cm)
表 橙 (5YR7/8)

宴 橙 (5YR7/8)

焼成 長好

lnA土 砂粒 含む
三連円形沈文 6単 位。内外面ともに摩滅が著 しい。

央存5%
ヨ縁部 1/12

装飾笠 伺縁部径 (22 9cm)
盛 橙 (5YR7/6)

え成 良好

陰土 砂粒含む

口縁下半に一条の採凹線。三連円形沈文。内外面ともに摩
城が著 しい。

亮存5%
ヨ縁部 1/12

有段五
葉 にぶい黄橙 (10YR7/4)

鴛 にぶい黄Ite(loYR7/4) 陰土 砂粒含む
h外 E「 ともにヨヨナデ。

表
=50/O]縁 部 1/12

口縁 部径 (19 8cm)
葉 橙 (5YR6/6)

富  橙  (5YR6/6)

院成 長好
h外 面ともにヨコハケ。外面にスス付着。内面赤彩。

完存5%
]縁 部 1/12

口縁 部径 (174c14)
く に心い黄橙 (10YR6/4)

慾 にぶい貨橙 (10YRO/3)

尭成 良好

蔭土 砂粒含む

外面はヨヨナデ。内面はヨヨナデ ハケメ、ナナメミガ 箕存5%
ヨ縁部 1/12

五又は型 底部径 (3911)
表 橙 (75Yミ 7/6)

雲 橙 (7 5YR7/6) 冶土 砂粒含む "外

面ともにハケ。
費存5%
筆部1/12

壺又は型
常 にぶい黄橙 (10YR7/4)

鴬 1音灰黄 (25Y5/2)

尭成 貞好

台土 砂粒含む
主面平 坦ナデ。外 面 はナ デ。 内面 は タテハ ケ .

費存 10%
筆部 12/12

口縁部径 (31 2cm)
< にぶい黄橙 (10YR7/3)

鴬 明赤褐 (2 5YR5/6)

尭成 良好

"外

面ともにヨコミガキ。内面赤彩。 ]縁 部 1/12

高杯 又は器 台 口縁部径 (239側 )

馬 明赤悟 (5YR6/6)

尭成  長好

台土  砂粒 含む

発存5%
ヨli部 1/12

器 台
明黄褐 (10YR7/6)

橙 (7 5YR7/6)電 台土 砂粒含む
卜面タテミガキ。内面ココナデ。席滅が著しい。

受Ff10%
騨部

章 橙 (7 5YR6/6) 尭成 良好

台上 砂粒含む
阿脚。外面はタテ ミガキ。内面はヨヨ ナナメハク。

％

ぬ

存
部

高杯 又は器台 裾部径 (15 6cm)
く 黄桐 (10VR5/8)

電 明黄掲 (10YR6/6)

売成 長好
用脚。 外面 は タテ ミガキ。 内面 は ヨヨナ デ 、 ミガ キ

兵存10%
居部1/12

器 台
壁 橙 (7 5YR6/6)

モ成 長好

台土 砂粒含む

卜面はタテミガキ。内面はヨコケズ ツ。裾部上半に円形透
tあ り、直径 1 lc口 。

兵存80%
卸部

装飾壷 口縁部径268c皿
監 橙 (7 5VR6/8)
唾  お議 (7 5Yミ 6/8) 台土 砂粒含む

ヨ縁に多粂擬凹線。三連円形 (目 玉状)浮文 5単位、
雨ともにナデ、外面にタテハケ。票部に貼付突帯文。
巨ともに赤彩。藤滅が著 しい。

外

外 葉々 45%
ヨ縁部]2/12～ 体部上半

口縁 部径 (27 3cm)
く 橙 (5YR7/8)
唾 黄橙 (7 5VR7/8)

を成 長好
台土 砂粒含む

ヨ線に多条擬凹線。三連円形浮文の剥落痕推定5単 位、内
1面 ともにナデ。頸部に貼付突帯文。内外面 ともに赤彩。
と滅が著 しい。

虎存25%
ヨ縁部3/12～胴部上半

有段喜 口縁部径13 6cm
藍 浅黄橙 (7 5YR3/6)

え成  長好

台土 砂粒含む

舛面はヨコミガキ、刺突 (多1日 )文あ り。内面はヨコミガ 尭存IO%
ヨ縁部2/12

甚又は甕
驚 浅黄笹 (7 5YR8/6)

藍 浅黄穫 (7 5YR3/6) 台土 砂粒含む

主立に近 い形状。外 面は タテハ ケ。 内面 は ヨヨ ナナ メ 完存10%
]縁部下半

藍 橙 (7 5YR6/6)

む にぶい黄袴 (10YR6/3)

荘成 良好

合土 砂粒含む
外ヽ面ともにナデ。

同部上半及び底部5/12

有段高杯又は
有段器台

口縁部径 (23 9cn)

F‐  れ釜 (5VR6/6)

藍 渋黄橙 (10YR3/4)

を成 良好
卜面はナナメミガキ。内面はコヨナデ、 ミガキ。 財

説
存
縁

右段高杯又は
有段器台

口縁部径 (16 5cm)
藍 浅黄 (25Y7/3)

廷成  長好

台土 砂粒合む
句外面ともにナデ.

葉存5%
ヨ縁部 1/12

長頸壺
篤 lk黄橙 (10YR3/4)

に 浅黄橙 (10YR3/■ ) 砂粒含む

主立 に近 い 口縁。 外 面は 口縁 部 ヨヨナデ 、胴 部 ナナ メ
オ.内面はヨヨ ナナメナデ。摩滅が著しい。

荒存15%
H緑 部下半～,同 部上半

歳 潰黄橙 (10YR3/4) 落成 良好

合上 砂粒含む
勺外面ともにナデ。

壷又は菱 底部径 (49血 )

表 にぷい黄橙 (10YR7/2)

盛 灰 白 (10YR3/2)

を成 長好
卜面はナナ メハ ケ。 内面 はナデ。

猪存3%
箕部1/12

底部穿孔蓋
口縁部径15 1cm
器高240cロ にぶい黄 (25Y6/3)

成

上
良好
砂粒含む

1同 部が横に張 り出し歪みあり。外面はナデ ナナメハケ、
赤形、月阿部下半に黒班。内面は口縁部 ヨコハケ、胴蔀タテ
ナデ、広部ヨコ タテハケ、胴部下半の一部に歪みを補正
するために口縁から棒状工具による押圧痕多数あり。底部
に焼成前の穿予し、直径50e■ 。摩滅が苦しい。

負存95%。
よば完形。

表 にぶい女Fpk(10YR6/3)

裏 にぶい黄橙 (10YR6/3)

毛成 良好

合土 砂粒少なし

葉存5%

表 灰黄桐 (10YR6/2)

襲 浚黄橙 (IOYR8/3)

鵡成 長好

合上 砂粒含む
外面はタテミガキ、赤形。内面はヨヨナデ。

司部上 半

有段鉢
興 にぶい黄橙 (10YR7/3)

彪成  長好

a上  砂粒含む
内外面ともにヨコ タテナデ ミガキ。

虎存20%
]縁部下半～体部上半

有段鉢
表 明黄褐 (10取 6/6)

真 にぶい黄橙 (10YR7/4) 合土 砂粒含む
為外面ともにヨヨナデ、 ミガキ 長存IO%

]縁部下半～体部

表 橙 (7 5YR7/6) 免成 長好

崎上 砂粒含む

庶面は摘み出し状に突出するが中央部が凹む。外面はタテ
ナデ。内面はハケ. ]縁部ツ12

口縁部径 (159℃ m)
葉 にぶい黄惜 (10YRo/4)

鷲 黒 (25Y2/1)

焼成 長好

胎土 砂粒含む
外面は タテハ ケ。 内 面は ヨコ ナナ メナデ  ミガキ。

発存20ne
]縁部2/12～ 体部
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番 号 遺 l■名 器 種 )内 は復 元
色 調 焼成 胎士 器 形 成 形  文様 謝塞 の特徴 宏 存 キ

装飾 霊
表 灰黄 (25Y7/2) 毛成 良好 i連円形浮文、直径05℃ 砲。外面はタテ ココナデ、ミガ

キ。内面はヨヨナデ、ミガキ。
残存2%
口縁部 1/12

口縁部盗 (19 0cm)
表 にぶい貢橙 (10YR6/4)

盛 にボい黄橙 (19YR7/4)

選成  長野

台土 砂粒含む
均外 面 ともに ヨヨナデ 、 ミガ キ。

残存5%
口縁部 1/12

高杯 表 浅黄 (2517/8)
魅成 良好

台土 砂粒少な |

不部の底部分。外面はタテナデ、ミガキ。内面は赤彩。 財
姓

存
部

表 澄 (7 5YR7/6) 茫成  長好 内外面ともにタテ ヨヨナデ ミガキ。上部に黒I。 摩滅
が著しい。

式存30%
即部上半

裾部径 10 acロ
表 状黄橙 (10YR8/4)

裏 にぶい黄悟 (10VR7/4)

茫成  長好

台上  砂粒 少 な し

用脚。外面はナナメナデ  ミガキ。内面はヨヨナデ、ミガ 莞存15%
却部11/12

有段器台 口縁部径 (230m)
表 明赤褐 (25Y5/6)

裏 にぶい黄橙 (10VR7/2) 砂粒含む
れ外面ともにヨヨナデ ミガキ、赤彩。

貫部1/12

器 台 裾部径10 3ct
表 淡黄 (25Y8/3)

要 濃黄 (25Y7/3)

荘成 吏好

合上 I1/粒 含む

開 Hj。 外 面は タテ ナ ナ メナデ 、 ミガキ、赤彩。 内面は タ

テ ヨヨナデ ミガキ。
真450%
垂部下半～裾部11/12

台付主又は
細頸奄

表 明赤4L(25Y6/5) 薙成 長好 口縁最下段に二条の擬凹線。外面はタテナデ  ミガキ 赤
影。内面はヨヨ ナナメハク。

宏存 15ツ ,

口縁部3/12

装飾器台 尖帯部径 (7 ecm)
1こぷい黄橙 (10VR7/4) 台上 砂粒含む

突帯が巡 り、透孔あり。外面はタテ ミガキ。内面はナナ
メ ∋コハク。突粘幅及び突出荷ともにO Sc口 。鳴形透孔
直径 0 7cm。

残存5%
重部下半～脚部上半

有fl蓋 上部径8 2cm
表 渋黄橙 (10YR3/4)

翼 浅黄橙 (10YR3/4)

茫戒 良好

命土 砂粒含む

上面平坦、猫み部に指圧衷 .外面はヨヨ ナナメナデ、
ガキ,内面はヨコナデ、 ミガキ.

残存15%
上部 12′ 12、 裾部2/12

表 浅黄橙 (10YR9/4)

駆 にぶい黄犠 (loYR7/4)

魅成 良好

台上 砂粒含む

外面はヨヨ ナナメナデ、ミガキ。内面はヨコナブ、ミ 蕨存10%
侶部2/12

長頸荘 口縁部径 (18 7cm)
表 浅黄栓 (7 5YR3/4)

襲 にぶ い攪 (7 5WR7/4)

膳成 良好

合土 砂粒含む

/1面 はタテハケ、口IHヨ コハケ。内面はヨコ ナナメ
ケ、 口縁に穿孔途中のような穴、直径0 7cm.

宏存5%
口像部ノ 12

長頚壷 口縁部径 (17 0cm)
裏 灰白 5VR3/2)

花成 良好

台上 砂 r‐含む

ミ
著

テ
が

夕
滅

は
摩

面

。

長策た 口縁部笙11 lcm
表 にぶい橙 (7 5VR6/4)

裏 にがい構 (7 5VR7/4)

薙成 史好 卜面はヨヨ ナナメハケ。内面はナナメハケ ヨヨナデ.

]緑に円形透子し、直径0 5cm。

費存25%
コ縁部1/12～別]部 二半

表 にぶい黄穫 (10YR7/3)

室 灰白 (上 OYR″ 1)

竜成  良好

台土  砂粒 含 む

小面イ■ヨコ ナナメハケ後にタテ ミガキ 内面はヨ 斐存80%
ヨ緑部下半～Л同部

有段鉢

口縁部径 (10 0cm)

F.高 6にm

底部径4 0cm
渋黄橙 (10VR8メ 3)

成
上 砂粒含む Ⅲ面はヨヨナデ タテナブ。内面はヨヨナデ

コr■ tt Hノ 12～ 底部 12/12

擬凹線器台 受都径 (108℃ m)
表 浅黄催 (10VR3/3)

裏 にぶい黄橙 (10VR7/4)

を成 長好

台上 砂粒含む

ヨ縁に二条のlH凹線。外面はタテミガキ,内 面|エ ヨコナ
ボ ハク 外面口隷と内面に赤形

覧存5%
き部1/12

重 又は 高杯
表 灰白 (10VR3/2)

纂 装黄性 (loYR3/3)

を成 長好

台上 砂粒含む
卜面 はナ デ。 内面 はナデ  ミガ キ。摩 滅が者 し

'

篤存5%
ユ縁部2/12

口徹部径 140℃Ю
共 浪黄確 (7 5YRS/4)

芸 浅黄橙 (7 5YR3/4)

を成 良好

台土 砂社含む
卜面 は ヨコ ミガキ ナデ.内面イ主ヨヨ ミ″キ .

篤存10%
]隷部12/12

長頻奎
求 に示い黄橙 (10YR7/1)

裏  こボい黄 (2 5Yk7/4) 台土 砂粒含む
卜面 は タテハ ケ 内 面は ヨヨケズ ツ

見存10%
耳禄部下半～Л同部上半

密 伺縁部径 (H8oJ)
表 II黄橙 (10YR8′ 3)

薬 灰白 (10VR7/1)

茫成 良好

台土 砂れ含む
卜面はナチメハケ。内面はヨヨナデ。麻減が≠ し

篤存5%
]泳部3/12

表 浅黄橙 (10VR3/4)

事 浅費催 (10YR3/4)

荘成  良灯

台土  砂 粒 含 む
常外面ともにナデ。摩滅が著 しい。

猪存5%
」縁部 1/12

ミニ チ ュア 土器

口伝部径 (93℃ m)

器高7 3cm

底部径 (4 4cn)

にぶい黄褐 (10YR5/3) 蕨
土 砂粒 含む

くの宇鉢に近い形状。外面は口縁 M∫ ヨヨナデ、胴部タテナ
オ ハケ、下半に

“

圧戻,内 面は口欲部ヨヨナデ ハケ、
ll部 タテ ナナメクズ ツ。庶面は平lHナ デー

受存75%
,緑部6/12～ 虞部6/12

撰凹線菱

口縁部径160側 ,

器高25 1ol

底部径4 2cn

共 にぷい黄種 (10YR7/4)

裏 にぶい袴 (7 5VR7/4)
成

上
良好
砂W含 む

口縁に 二条の擬凹篠,外面はヨヨ ナナメハケ。内面は 堤存60%
]縁部11/12～ 床部12/12

二 又は霊
夫 潰黄橙 (10VR8′ 4)

茎 浅 黄橙 (10VRS/4)

准成  ミ女子

台土  砂粒 台む

(面は凹みナデ。外面はタテハク.内面は麻激のため不 民々 15%
』音F下 半～底部12/12

五又は褒 底 部径 (2 9cm)
表 灰貢IB(10VR4′ 2)

裏 にボい太桐 (10YR5/3) 台上 砂粒含む

<面は平坦ハケ。外面はナナメ タテハケ、スス付若,内
覇はタテナデ

荒存10%
司音「下半～底部6/12

甚又は褒 底部 径 (5 2cm)
表 にぶい黄褐 (10YR4/2)

薬 灰黄 (10YR4/1)

成

上

良女F

砂粒含む

ま面は平IHナデ 外面はナナメ タテハケ 黒Jt、 スス付
野。内面1よ タテナデ,

婢存20%
J部 下半～底部 10ノ :2

遊又は菱 底部径4 9cⅢ
表 灰黄 (″ 5Y7/2)

葵 灰 (5Y5/1)

荘戒 良好 (面は凹みナデ 外面はタテハク,内面はナデ、ヨヨ ナ 存々15%
司部下半～lk部 12/12

表 R背 灰黄 (2 5YS/2)

室 にぶい美橙 (10VR6/3)

を成 長好

台上 砂粒含む
匈外茜ともにミガキ,

責存5%
部ヽ12/12

と又十よ班 底 部径 6 1cⅢ
去 灰黄禍 (10YR6/2)

裏 とがい黄橙 (101R7′ 4) 台七 砂粒 含む
氏面は平坦ナデ.外面エタテナデ。内面はヨヨナブ

司部下半～底部 12/j2

高杯 又は鉢 口縁 部 径 (23 8cm)
表 橙 (7 5YR7/6)

裏 戊黄橙 (10VR3/3)

花成 長を

台士 砂粒含む
クト面1よ ヨコミガキ。内面はヨコナデ 箕存5%

高 杯
表 明料 (7ら YR5/6)

要 にぶい橙 (75ヽ R6/4)

寇成 良好
外 面 は ミガ キ ?。 内面 はハ ケ ,

葉存5%
,Iy部 下半

表 にぶ い橙 (3VR6/4)

葛 橙 (5YR6/6)

七成  良好

命生 砂 粒 含 む

外面は F.・1減 が著 しくて不明 内面はナナ メハケ。裾・T上 半
1と 円形透子L 直径0 7cm。

篤存50/●

言部3/12

突帯部 径 (12 7cm)
英 橙 (7 5YR7/6) 台土 砂 1立 含む

突帯が巡 り、爪形牽1突 文が施される。外面fよ ミガキ 内面
はハケ。突帯幅 11℃ m、 突出高0 5cm。

k存 5%
目部上半

高イ
表 にパい橙 (7 5VR7/4)

裏 に示い橙 (75ヽ R7/4)

磋成 夷好

台上 砂粒 含む
外面はタテミガキ。内面はタテナデ.庫隙が著しい,

存ヽ80%
W部

器 台
表 浅焚橙 (10YR3/4

英 浅大種 (10YR3/1

を成 良好 外面はタテ ミガキ。内面はヨコナデ ハケ.裾部上半に円
形透子し、直径 1 0cm,

埓存35%

“

部～裾部上半

台付範
(「.m部 )

表 鴻黄 I●
4(10ヤ R3/4

奏 浅美橙 (10YR3/4

に成 長灯

合土 砂粒含む
外面はナナメハク。内面はココナデ。子捏ねn E存 10%

翌底部12/12

無策鉢

「1線 封
`径

12 2cm

器高1 9cm

床者

`径

2 7cm

1こ ボい黄橙 (10VR6/3)
にぶい黄I・

4(10VR6/4)
成
■ 砂粒含む

口縁が内湾。外面はナナメハケ.内面はタテ ミ″キ。底面
もハケ。 口緻 割

'3/12～

l■i部 12/12

無頚FI

口縁部径 (い 4cm)

器高 (6 8cm)

底部径 (6 7em)

浪美橙 (7 5VRS′ 4)

浅黄穫 (751R8/3)
良/tt

砂位含む
n縁 がや や外 反,外 面は タテ ナナ メハ ケ`内 面 は ヨ 残存45%

口像部4/12～ 床部5/12

表 渋貨橙 (10VR3/3)

襲 浅黄橙 (10VRS/9)

生Fk 良好

命■ 秒粒含む

残存10%
口I禁 営「2/12

撲凹線支 口縁 部径 (206c‖ )

葵 暗灰文 (25V5/2) 命上 ψ世含む
口縁十こ三条の振 nfl線  内外面ともヽヨヨナデ。 日縁.F.V12
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番 号 進雑名 器 種 )内 は復元
色 調 焼成 胎上 器形 成形 文様 調整の特徴 備 考

擬凹線整
楽 浅黄裕 (7 6YR3/6)

瑾 澁黄I● (7 5VR3/4)

毛茂 良好
ヨ線に三条の擬凹稼。外面1■ タテハケ。内面はヨヨナデ。

楽存5%
H縁部ツ 12

撲凹線理 口縁部径 (15991)
築 灰 自 (10YR8/2)

薙成 良好

台土 砂粒多ヤ

rl緑 に四条の優凹線。内外面ともにナナメハケ、ヨヨナ 兵存15%
H縁 部5/12～ 1回 部上半

有段箋 口禄 部径 (23 2ea)
表 浅黄橙 (7 5VRS/4) 鵡成 良好

勺外 面 と もに ヨヨ ナナ メハ ケ。摩減 が著 し
'

葉存10%
]縁 部〃 12～ 胴部上半

表 浅黄橙 (10YR3/4)

茎 潰黄橙 (10YR3/4)

を成 良好

合土 砂粒少ない

曰縁に四条の奨凹線。外面はナデ ミガキ。内面はヨヨナ
デ ミガキ ハケ。

彙存40%
ヨ縁部8/12～ 底部5/12

高杯又は器台
奥 にぶい黄橙 OYR7/3) 台土  砂 粒 含 む

■反脚。外面はタテ ミガキ。内面はヨヨナデ、た課あり
葉存5%
]緑 部

高杯又li器台 口縁部径 (26 1ca)
表 にぶい黄橙

裏 にぶい黄橙

10YR6/8)

二OYR6/3)

地成 良好

台上 砂粒含む
外反脚。内外面ともにミガキ.

掟存5%
ヨ縁部 1/12

表 笹 (7 5YR7/6) 花成 長好

合土 砂粒含む

隻存15%
本部下半

石段高杯又は
石段鉢形高14

表 にぶい☆橙 (10YR″ 4)

案 にぶい黄構 (10YR7/4)

毛成  良舛

台主 砂粒含む
'卜
面は ナ ナ メ ミガ キ。 内面は ミ

拡張右段高杯 口縁 都経 309創 |

夫 橙 (7 5YR7/6)

莫 1こ ぶい黄rt(loYR6/3)

廷成 良好

命土 砂狂含 L・

勺外面 ともにヨコ タテ ナナメミガキ
美存40%
]線 部6/12

拡張有段高杯
表 14(5VR7/8) 茫成 良好

れ外 面 ともにナデ ,摩滅 が者 し
戎存5%
不部

表 橙 (7 5YRS/6)

茎 にぶ い☆橙 (10YR6/4)

花成  良好

台土 砂粒 含む

式,5%
留部 1/12

高 llN又 は器 台 格部径 (308側 )

憂 にボい黄 (10VR7/8) 台土 砂1立多い
外面 はナ デ 、 ミガ キ。 内面はナデ

` 居部 1/12

高杯
表 橙 (75了R7/6)

翼 橙 (7 5YR6/6)

花成 ミ好

台上 砂粒含む
/1面 は タテ ミガキ。 内面は ヨヨハク、 タテ ミガキ。

究存10%
叩部

高 林
来 我女 (25Y7/3) 茫成 良好 隅脚。権部上半に穿子L3単位、直径0 6cnす 外面はタテ

ナナメミガキて内面はタテケズリ ヨコハケ ナデ。
尭存50%
不部下+～裾部4/12

高14・ 又は器台
末 に示 い橙 (7 5VR7/4)

襲 にぶ いle(loYR7/1)

荘成 長好

台士 砂粒含む
石段脚。外面はタテ ミガキ.内 面はナナメ ヨヨハケ

紳部上半

n~杯又は器台 裾部径 (lT Oc側 )

芙 にぶい貰橙 (10VR6/4)

裏 にぶい黄橙 (10VR7/4) 台七 砂泣 含む
外反脚.外 面イ主タテ ミガキ。内面 土ヨヨナデ ハク。

美存5%
居部1/12

占杯叉十主器台 掘部径 (17 9ca)
表 にぶい黄 (25V6/3)

楽 浅黄 (25Y″ 3)

走成 長47

台土 砂粒 含む

外反脚。裾部端に三粂の提凹線・外面Iよ ミガキ.凸面はヨ
ヨナデ ハケ‐

央存5%
居.F71/12

表 浅黄 (25Y7/3)

薬 浸受 (25Y7′ 3)

を成 良好

台土 1/粒 含む

外反脚_裾部端に三条の様週lR。 外面はミガキ。内面はヨ
ヨナデ、ハケ。

火存5%
居部 1/12

f_杯 Xは器台 格部径 (23 8al)
表 潰貢橙

薬 浅黄橙 10,R3/4)

を成 良舛

台土 砂位含む
朴反脚。裾部端に三条の援凹線。内外面ともに ミガキ

古杯又は器台
表 浅女橙

■t 決黄推 10YRも /4)

彪成 ミ好

台土 砂粒含む
勺外面ともに磨滅のため不明

贅存20%
即部

高杯
共 峰 (75,R7/6)

薬 P●・ (7 5VR7ノ 6)

走成 良灯

台土 砂れ含む =状
脚 タト面はタテミガキ 内面成ヨヨナデ、ハケ。

存

部

共  にぶ い女 lek(10VR7/3)

嘉  にぶ い黄 lt(10YR7/3)

廷成 良舛

台土 f/粒 含む
外面 は タテ ミガキ_内面 は タテ ク ズ )

存

部

英 に本い黄橙 (10YR7/4) 台t 1/粒 台む
外面はタテ ミガキ 内面はタテケズ )、 ハケ

費存80%

高杯
夫 貨褐 (2 5YS/3)

裏 黄灰 (25Y5/1)

を成 良好

台上 砂位含む
外面 は タテ ミガキ 内面 は タテ ク ズ )、 ヨコハケ。

存

部

表 にぶい橙 (7 5YR7/4) を成 良好 裾部上半に日形透孔、直径06℃mフ 外面はタテ ミガキ、内 曳存40%
猛部 下半～裾部上半

潰黄橙 (7 5VR3/4)
浸黄袴 (10YR3/3)

荘成 良好
台土 砂泣含む

外反脚す脚部 に半に円形透孔4単位 直径0 7cm,外 面は
ナデミガキ、赤彩、内面はナデ タテケズリ。雇滅が著し

尭存75%
轟部～裾部

装飾器常
表 洩黄橙 (7 5VR8/4)

要 浅黄格 (10了良8/3) 台土 砂1立含 r3・

格土貼 り付けに よる装飾突常,外面はナデ、 ミガキ、赤
彩。内面はケズツ。

器 う 据 .f7盗 (16 0cm)
表 にぶい黄橙 (10YR6/4)

英 にボい黄橙 (10YR6/1)

尭成 長灯

台土 砂li台む

frr貨脚。外面はタテミガイー内面はヨヨハケ.樹部上半に
二連透孔、直径0 5cm.

費存20%
居部2/12

有段 1本又は
布段鉢形高杯

共 橙 (7 5YR6/6)

薦 赤協 (2 5YR10/4)

を成 長好

台上 砂粒含む
勺外面ともにヨヨ・ タテナデ、 ミガキ、赤彩。

螺
識

存
縁

進Itクト 有段笠 口縁部径 (22 4cm)
英 橙 (75了RO/5)

廷成  良好

台土 砂粒 少 な い
勺外面 ともにヨヨ タテナデ ミガキ,摩滅が著しサ 残存3%

口縁部 1/12

遺拙外 冶段歳 口縁部終 (20 0cm)
夫 橙 (7 5VR6/6)

薬 橙 (7 5YR6/6) 台土 砂位少ない
勺外面ともにヨコ タテナデ ミガキフ摩滅が著しい。

唆存8%
口縁部 1/12

遺14外 高杯
丈 に示い黄橙 (10ヽR″ 4)

葵 明黄橙 (10VR6/6)

薙成 え好

台土 砂位含む
外面 は タテナデ 、 ミガキ 内面 は ヨヨナデ  ミガキ

賓存5%
不部下半

遺物観察表 (須恵器 )

器 種
大きさ

( )内 は往元
色 調 焼成 胎土 器形 成形 文様 調整の特徴 表存辛 備 考

提 瓶 月阿部幅 (]8 0cn)
表

真
花成 良舛
台土 砂粒含む

扁球状況同部。前面はカキロ調整。背面イエ回転ヘラクズツ。
勺面ナデ.肩部に半環状lL手 2カ 所 (1カ 所の表裏に自然
翡あり)。

主存40%

`部

上半～底部
MT15型 式

口 径 (〕 1 7cm)

器古3 5cm

lt径 (7 4em)

灰
灰

表
築

成

上
良好
砂】i含む

外面EuH転 ナデ 体部下半回転ベラクズツ.内面回転ナデ
完々 50%
]縁 部6/12～底部6/12

遺物観察表 (鉄製品)

器 種 進社名 大きさ  ( )内 は彼元

全長20 0cm、

最大幅 1 lc割 、重さ502g
蓮 /ヽ ミ。鏡板や引手その他の部品Iよ 無 し.蕨手状の端環をわ し、t右 の柄に
夷りを施す .

贅存98%r
コf売形.

鉄 鏃 短崇 長 三 角 形
Ｃｍ

ｇ婢勲
側
比

長

大

全

景

r・・頚長 三狛形。鉄身が組に長く、鏃のフラクが左右(やや異なる,断 面はレ
ンズ状を示す面九で銘は無 し 俺被は関箆被で覚代は鏃身よりも長くて71 貨存98%(

よば完形
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渾物 審死察表 (縄文土器・弥生土器 包含層 )

遺物 観 察表 (縄文土器・遺構 )

番号 器種 元侮
さ

は

き
内

大
ｊ 色調 焼成  胎 土 器形・成形・文様 調整の特徴 残存 時期 遺構名 備 考

深 鉢
表

裏
黄褐 (25Y5/3)
にぶい黄 (,5V6/3) 陰土  砂粒 多 ▼

縄文。内面ミガキ。 口縁部 1/1つ 児期 中葉

深鉢
表  に心 い貢褐 (10YR7/4) 成

十

院

胎
良 好

内外 面 ともに ミガキ。 口縁部1/19 兜翔中葉

際 鉢
表 黒褐 (10YR3/2

専 黒褐 (25Y3/2
以

十 砂 対 少 た ヽ
入組文、縄文、条痕。内面ナ元 兜期中棄

鉢
表

裏

暗灰黄 (25Y5/2)
灰黄 (25Y5/2) 全

好

埒

良

め

成

＋
縄 文。 内面 ミガキ。 陀期 中葉

深f4 口縁部径 (32 4cl)
表  橙 (7 5YR7/6) 成

土

焼

胎

良好

砂粒 多 t
条痕。内面ナデ。 口縁部～体部 兜期中葉

深鉢 口縁 部径 (37 0cll)
夕壁  

“

釜 (7 5YR5/6) 成

十

良好

め対 努 し

縄文、平行沈線、列点文、入組文。内面ミ
ガキ、ナデ^

口縁部～体部下
半

兜期中葉

深 鉢 口縁部径 (lS Ocn)
表 黒褐 (10YR3/1)

嘉 鴻黄 (25Y7/4)
内外面ともに条痕。

口緑部～体部上
半

兜期中業

浅鉢
表

裏

にぶい黄橙

にぶい黄橙

IOV咸 6/4)

10YR7/4)

完成 良好

階土 砂粒含む
沈線。内外面ともにナデ。摩滅が著 しい。 日縁部1/12 兜期 中葉

深鉢
―k にぶい斎褐 10YR5/4) 成

十

良 好
条痕。 内面ナデ。 兜期 中葉

深 鉢
革 にぶい告 reN(loYR6/3)

尭戊  艮好
平行沈線、縄文。内面ナデ。 口縁部1/12 児期 中葉

浅 鉢
表

裏

灰黄褐 (10YR4/2)

にぶい黄橙 (loYR7/3)

え歳 良好
赤彩。条痕。内面 ミガキ。 口縁部 1/12 児期中葉

浅 鉢
表

一築

暗灰黄 (25Y4/2)

暗灰黄 (25Y5/2)

完成 良好

陰土 砂粒 多 ヤ
赤彩。条痕。内面ナデ。 回縁部1/12 兜期 中薬

浅鉢
表  黒 IEl(10YR3/1) 威

十

良 好
赤彩。条痕。内面ナデ。 日縁部 1/12 鬼期中葉

浅 鉢
表

車

にぶい黄褐 (10YR5/3)

灰苦IEI(loYR4/2)
麒
十 砂 f‐ 笏 ャ

赤彩。条痕。内面ナデ。 口縁部1/12 え期中葉

深 鉢
表

裏

にぶい黄褐 (10YR4/3)

に4・ い黄褐 (10YR5/3)

完成 良好

陰上 砂粒多 |
粂痕。 内面ナデ。 え期中葉

深 鉢
表

車

にぶ い黄橙 (10YR6/4) 威

土

良好

砂粒 多 し
条痕.内 面ナブ。 え期 中葉

深鉢
表

募

にぶいズ橙 (10YR6/4)

権挙 (7 5VR6/6Ⅲ

成

十

良 好
条痕。内面ナデ。 回線部 1/12 免期 中葉

深鉢
表 にぶい黄褐 (10YR6/3)

嘉 灰黄 (25Y6/2)
以
十 砂粒ちャ

ヽ外面ともにナデ. え期中葉

深 鉢
表 灰黄褐 (10YR5/2)

裏 黒褐 (10YR3/2)

死成 良好

台土 砂粒多▼
芍外面ともにナデ。 え期中葉

深鉢 底部径 (5 2cm)
表

嘉

にぶい貢橙 10VR7/4) 成

土

長好

砂粒多ヤ
条痕。内面ナデ, 臣部 1/12 え翔 中案

深 鉢 底 部径 (3 8cm)
表 にぶい貢r2

募 にぶい苦袴

10YR6/8,

10YR5/3)

殆成  長好
ミ面網目。 ミ部6/12 え期中葉

深 鉢 口縁部径 (27 4cm)
表 にぶい黄橙 (10YR5/8)

車 構 (7 5YR6/6)

廷成
電文。 内面 ミガキ。 口縁部 1/12 後翔

深 鉢 底部径 5 3cm
表 橙 (5YR6/6)

裏 浅黄 (25Y7/3)

好

対

良

れ

成

十
勺外面ともにナデ。底面籠日。摩滅が著し 体部下半～底部

12/1つ
免期 中葉

深鉢
表 橙 (7 5YR6/6) 成

十

良 好
条痕。内面ナデ。 危期中葉

深 鉢 底部径 (a ocm)
明 褐 (75Y5/6)
に ポ い潜 (75V6/4)

花成  良好
条痕。内面ナデ。 重部ツ 12 え期 中葉

深 鉄
表 にぶい橙 (7 5YR6/4)

喜 にぶい苦構 (loYR7/4)

を戒 良好
電文。 内面ナデ。 口縁部1/12 免期中葉

深 鉢
にぶい黄橙 (10YR5/3)

灰黄褐 (10YR6/2)

を成 良好
勺外面 ともに ミガキ 口縁部 1/12 免期 中楽

浅鉢
灰貢褐 (10YR4/2) 成

十

良 好 沈線 と列点文によるH状工宇文。内面ミガ
キ。

口縁部1/12 兒期 中薬 木根 2

深 鉢
表 灰 貢偽 (10YR4/2) 嗜成  長好

尤線、縄支。内面ナデ。 え期 中葉 木根2

番 号 器 種
大きさ

( )内は復元
色 調 焼成・胎土 器形 成形・文様・調整の特徴 残 存 時 期 出土地点 備 考

深 鉢

曰縁 部径 (29 4cm)

器高,9 2cm

底部径 49c阻

黄傷 (25Y5/8)
にぶい橙 (7 5YR7/4)

成
上

焼
胎

良好
砂粒多し 慕痕。内面 ミガキ、ナデ。

回縁部1/12～底
害[12/12

先期 中葉

深 鉢 口縁 部径 (32 8cm)
灰 自 (10YR3/2)

花釜 (7 5YR7/6)

成

上

院

胎

良好

砂粒 含 む
条痕。内面ナデ。 回縁部 1/19 鬼期 中薬

深 鉢 口縁部径 050c血 )

に小い黄橙 (10YR7/3) 成

■

良 好
勺外面ともに粂痕。

口縁部～体部
g/12 危期中葉

深 鉢 底部径 (9 2cm)
に小い橙 (7 5YR7/3)

にぶ い昔袴 (loYR7/2)

威

十

艮好

砂対 含オ『
ミガキ。内面ナデ。底面縫目。 ミ部5/12 危期 中葉

深 rr
にぶい橙 (7 5YR6/4)

にぶい黄裕 (loYR6/4)

完成  良好
電文。 内面ナデ。 ヨ縁部 1/12 書期末～前期

深 鉢
にぶい黄橙

にぶい黄橙

完成  良好

陰土 繊 lt含 む
亀文。内面ナデ。摩滅が著しセ ヨ縁部 1/12 早期末～前期

深 鉢
褐灰 (10YR4/1) 威

十

良 好
亀文。 内面ナデ。 早期末～前期

深 鉢
表 に小い貢橙 (10VR7/3)

雲 にぶ いき (25Y6/3)

元成  長好
電文。内面 ミガキ。 早期末～前期

深 鉢
橙

裕

黄

黄

い

い

ぶ

ぶ

表

墓

OYR6/4)

合

好

維

良

船

茂

＋
電文。 内面ナデ。 早期末～前期

謬【,本
表 にぶい黄褐

莫 にぶい黄橙

OYR5/3)

OYR7/4)

を成 良好

台土 繊維含む
電文。 内面ナデ。 コ縁部1/12 早期末～前期

深鉢
表 明黄橙 (10YR7/6)

革 に撚い曽搭

`lovR7/

成

十

良浚子
電文。 内面ナデ。 報 部 1/12 早期末～前期

際 鉢
罠 にふい貢橙 を成  長好

,1突文。内面ナデ。 ヨ繊部1/12 早期末～前刻

深 鉢
表

菜

にぶい黄橙 (10YR5/

にぶい贅裕 (lovR6/

成

■

焼

胎

良好
砂T‐合番

Fl突文。内面ナデ。 早期末～前期

動 物 状 共飾 こぶい黄橙 (10YR7/3)
成

上

焼

胎

良好

砂粒含 む
鼻状 、鼻孔。 半鼓竹 管文。 中期 中葉

/主 口土器
浅黄橙 (10YR3/3) 完成  良好

を帯 貼付及び沈線。内面ナデ。 ]縁部下半
後剣後半～晩
期初頭

深 鉢
表 黄灰 (25Y4/1)

革 にぶい告rek(10YR7イ 3)

尭成  長好
電文、経線文。内面ナデ。

後翔 後半～晩

期初頭
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番 号 器 種
元復

さ

は

き

内

大

ｊ 色調 焼成・胎土 器形・成形・文様 調整の特徴 残 存 Π寺期 LH構 第 備考

深 鉢
表

裏

灰黄褐 (10YR5/2)

にぶい黄橙 (10YR7/4)

完成 良好

胎土 砂粒寡い
電文、列点文。 内面ナデ。 口豚部 1/12

後期後半～晩
期初頭

浅 鉢
表 橙 (7 5VR6/6) 戚

土

良好

砂粒多い
平行沈線。内面ナデ。摩滅が著しい。 口縁部1/12

後期後半～晩
期初頭

衆鉢
表 にふ い貢橙 (10YR6/4)

車 曽褐 (25Y5/3)
元成  長好 波状口縁。経線文 (同 心円状)。 内面ミガ

キ.
口縁部 1/12

後期後半～晩
期初頭

深鉢
表

墓

にぶい橙 (7 5YR7/4)

にぶい褐 (7 5YR6/3)

完成 良好
瓜線文。内外面ナデ。 体部上半

後期後半～晩
期初頭

注 目土器
表

一異

明黄褐 (10YR6/6)

橙 (7 5VR6/6)

成

土

良好

砂 l~多い
赤彩。注目、紐線文。内面ナデ

`

口縁部下半～体
部上半

後期後半～晩
期初頭

深 鉢
表

烹

にぶい橙 (7 5VR6/4)

にぶい苦 IIP・ イiOVPS/4】

元成  長好
脅円文。内面ナデ。 兜期

鉢
表

菜

にぶい黄橙

にぶい苦搭

10YR7/4)

10YR6/4)
電文、平行沈練。内面ナ戎 日縁部1/12 後 期

浅 鉢
表

裏

浅黄橙 (7 5YR3/4)

浅黄橙 (10YR8/3)

完成 長好
莉外面ともにミガキ。日唇部に沈線。 口縁部 1/12 児期

浅 鉢
表  にポ い貢橙 (10YR6/4) 成

土

良好

砂粒含む
柴飾突起。 内外 面 ミガキ。 口縁言ヽ 1/

後期後半～晩
期初頭

浅鉢
表  黒 掏 (10YR3/1) 売成  長好

度状口縁。内外面ともにミガキ。 口縁部 1/12
後期後半～晩
期初頭

脚 都 底音Б径  (7 0cm)
表

墓

橙 (7 5YR6/6)

にない黄裕 (loYR7/4)

平行沈線、列点文。内面ナデ。摩滅が著し ミ部～脚部上半
!/12

後期後半～晩
期初頭

台付鉢
表

莫

にぶ い橙 (7 5YR7/4)

掲灰 (7 5YR4/1)

成

上

良好

砂粒多い
平行沈線、経線文。内面ナデ。 岬部 1/12

後期後半～晩
期初頭

深鉢
表 にホ い貢褐 (10YR5/3) 成

十

良 好
電文。 内面ナえ 口縁部 1/12

後期後半～晩
期初頭

深 鉢
長 歳貢橙 (10YR3/4)

華 灰 白 (10YR3/2)
貨状口縁。縄文。内面ナデ。 口縁部 1/12

後期後半～晩

深 体 口縁部径 (18 0cm)
表

墓

にぶい褐 (7 5YR5/3)

灰48c(7 5YR6/2)

完成 良舛
電文。 内面ナデ。 口縁部と/12

後期後半～晩
期初頭

深 鉢
灰褐 (7 5YR4/1)

にぶ い褐 (7 5YR5/4)

成

土

良好

砂粒 多 サ

度状回縁。三叉文、円形刺突文。内面ミガ
キ。

口縁部 1/12 鬼期前 半

深鉢
表 灰自 (10YR3/2)

= 
にぶい苦搭 (iovR7/3】

成

十

良 好
覚状口縁。入組三又文。内面ナデ。 口縁部1/12 免期前半

深 鉢
表 灰黄掲 (10YR4/2)

車 にぶい苦褐 (loYR5/3)

必
十 砂 粒 葬 ラ

夜状口縁。縄文、平行沈線。内面ミガキ。 口縁部1/12 免期前半

深 鉢
表 灰黄 (25Y6/2)
裏 灰白 (10Y8/1)

尭成 良好

台土 砂粒寡ヤ
波状 口縁。組線 文 (同 心円状 )。 内面ナ

口縁部 1/12 免期前半

深 鉢
表 にがい貢橙 10YR7/4) 成

土

良好

砂粒含む
波状回線。縄文、入組三叉文。内面ナデ。 口縁部 1/12 え期前半

深 鉢
表 に示い貢橙 (10YR7/2) 成

十

良好

砂対 先 セ
波状回縁。入組文、精円文、縄文。内面ナ

口縁部 1/12 え期前半

一霊
表 浅黄橙 (10YR8/3)

事 褐灰 (10YR5/1)

以
十 砂粒 努 ャ

二条の帯縄文。内外面ミガキ。 口縁部 1/12 え期前半

深 鉢
にぶい橙 (75Y6/4)

にぶい黄褐 (10YR5/3)

戒

上

良好

砂泣多ヤ
縄 文、三叉文。 内面 ミガキ。 免期前 半

深 鉢
にぶ い煮橙 (10YR6/4, 成

上

良好

砂粒多 |
縄支、―F行沈線、入組文。内面ナデ。 本部上半 え期育釘半

浅 勢
石釜 (7 5VR6/6)
にぶい黄穫 (10YR6/4)

成

上
良好
砂粒多セ

波状口縁。穿孔。縄支、工抱き三叉文。内
外面ミガキ。穿孔直径5 0mm.

コ縁部1/12 え期前半

浅鉢
黒褐 (10Y3/1) 比成  良好

波状口縁。内外面ミガキ。内面に三叉文。 コれ粛著F1/12 危期前半

浅 鉢
にぶ い黄橙 (10YR7/4)

演挙 (7 5Y7/6) 台十 砂 h‐ 多 ャ
条痕。内面に凹線文 ミガキ。 コ縁部1/12 危期前半

浅鉢
灰黄橙 (10YR4/2)
にぶい黄橙 (10YR6/3)

成

土
良好
砂粒多ヤ

凹線文、ミガキ。内面に入組文、正宇文、
三又文、ボタン状貼刊、縄文。

コ縁部 1/1ワ 危翔前半

深 鉢
暗灰黄 (25Y5/2)
灰黄 (25Y6/2)

条痕、平行沈線、列点文、弧森文。内面ミ
ガキ。

危期前半

注 目土器 口縁 部径 (10 8cm)
褐 (10YR4/4)

黒褐 (10YR2/2)

焼成 良好

胎上 砂粒多い
赤彩。端部が渦巻く三叉文。内外面ミカ
キ。大洞系。

コ縁部 1/12 兜期前 半

鉢
にぶい黄橙 (10YR7/4) 成

十

廃

胎

良 好
連結工字状文。内面ミガキ。 コ縁 きヽ 1/12 晩翔前半

深 鉢
にふ い蒙橙 (iOYR7/3)

にぶ い苦搭 (lovR7/3】

死蕨  艮好 平行沈線間に列点文 (羊歯状文状)。 内面
ミガキ^ボタン状貼付突起

`

ヨ縁部1/12
晩期前半～中
葉

深鉢
暗灰黄 (25Y5/2)
浅黄 (25Y7/8)

好

対

良

お

成

■
平行沈線間に列点支 (羊歯状文状)。 内面
ミガキ。

ヨ縁部 1/19
晩期前半～中
葉

深 鉢
灰白 (25Y8/1)

にぶい黄橙 (loYR7/2)

院成 良好

胎土 n~/粒 含む
赤彩。八組文、縄文。内面ミガキ。 曰唇部
に連続キザミ。摩滅が著しい。

口縁部 1/12
晩期前半～中
葉

深鉢
表  に小 い貢橙 OYR7/3) 成

十

焼

胎

良 好
入組文。内面 ミガキ。摩滅が著しい。 口縁部 1/12

晩期前半～中
葉

深 鉢
表  に小い東控

募  にぶ い昔糟

OYR6/3)

OVR6/4)

尭成  良好 文

。

条痕。内面ナデ。 口唇部に連続キザ
口縁部 1/12

晩期前半～中
葉

深rk
表 にぶい美橙

嘉 にぶい黄構

OYR7/3)

OYR7/4)

尭成  良好
電文、列点文、平行沈線。内面ミガキ。 口縁部上/12

晩期前半～中
葉

深 鉢
表

裏

褐 (7 5YR4/4)

料動 (7 5VR4/4)

え成 長好

陰土 砂粒多ヤ
電文、沈線。 内面 ミガキ。 口縁部 1/1つ

晩期前半～中
葉

深鉢
表 にぶ い黄掲 (10γ R5/8) 成

十

良 好
テ!点 文。入組 文 ?。 内面 ミガキ。 口縁部 1/12

晩期前半～中
葉

深 鉢
夭 灰 要 (25Y7/6)
募 灰 苦 (25Y7/2)

成

十

良好
砂締 %↓

電文、平行沈線、列点文。内面ミガキ。摩
戒が著 しい。

口縁部 1/12
晩期前半～中
葉

深鉢 口像部径 (17 0cm)
表

墓

灰黄褐 (10YR5/2)

明黄褐 (loYR6/6)

尭成 良好
台十 砂 l・t%ヤ

電文、列点文、入組 文。 内面 ミガキ, 口縁部2/12
晩期前半～中
葉

ユ突φよ
にぶ い掲 (7 5VR7/3)

にぶ い掲 (7 5YR6/3)

尭成 良好

台土 砂粒含む
平行沈線、鍵手文、ア1点文、縄文。内面ミ
ガキ。

晩期前半～中
葉

深鉢
灰

ゞ

貢

ｒ

表

菫

(2 5Y4/1) 成

十

長 好

「
行沈線、列点文、粂痕。内面ミガキ。

売期前半～中
葉

深 鉢
灰 貢偶 (10YR7/2)

にぶ い苦搭 (lovR7/2)

成

十

良好

秒紡 多 サ
組ヽ文、縄文。内面ナデ。摩滅が著 し, 免期中糞

深鉢
表 灰黄掲 (10YR6/ワ )

革 にぶい黄掲 (loYR6/3)

成

十

斃

治

良好
砂粒ちャ

赤彩。縄文、工宇文、列点文。内面ミガ
キ。

免期中葉

深 鉢
橙 (75Y黒 7/6)

にぶい黄 (25Y6/3)

成

土

焼

胎

良好

砂粒多ヤ
(組文、列点文、縄文。内面ナデ. 免期 中栗

深鉢
にぶ い貢橙 (10YR6/4) 成

十

焼

胎

良 好
楚手文、工字文。内面ナデ。 え期中葉
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番 号 器 種
大きさ

( )内 は複元
色 調 焼成・胎土 器形  成形  文様 調整 の特徴 城存 時 期 遺構名 備考

深鉢
表  にぶい黄褐 (10YR5/3)

菓 明褐 (7 5YR5/6】

暁成 良好

冶十 砂粒多ヤ
ケ1点 文、条痕。 「フJ字状入組文。内面ナ

免翔中葉

深 鉢
表

裏

黒掲 (25Y3/1)

黒褐 (25Y3/1)

成

上

良好

砂粒含む

八組文か鍵状文、列点文、縄文。内面 ミガ
キ .

え期中葉

鉢
表 にぶい東褐 (10YR5/3) 成

十

長好

砂対 多し
沈線、押引列点文、内外面ともミガキ。 日縁部1/12 え朔 中栞

浅 鉢
表 に が い 澄 (7 5YR6/4) 成

＋

良好 入組文、縄文。内面ミガキ。 口唇部に連続
キザ ミ。

口縁部 1/12 死期中葉

浅鉢
表

薬

にぶい黄褐 (10YR5/3)

暗掲 (10VR3/3)

え成 良好
陰土  砂粒 多 ヤ

電文、縄文帯文 (波 状)。 内面に入組文
ミガキ。

口縁部 1/12 え期中葉

深鉢
表

裏

浅黄 (25Y7/3)
にぶい黄 (?5Y6/3)

蕨

十

良 好
卜彩。縄文。内面 ミガキ。 日縁部 1/12 陀期 中葉

蓄
表 灰 美 (25Y6/2)

陰十  砂 粒 多 ャ
平行沈線、列点文。内面 ミガキ。 陀期中葉

深鉢
にぶい黄橙 (10YR7/2)

にぶい黄潜 (loYR6/3)

完成 長好

陰土 砂粒多ヤ
彩。平行虎繰、入組文、縄文。内面 ミカ

兜期 中葉

fII
暗灰黄 (25Y5/2)

暗灰黄 (25Y5/2)

成

土

良タト

砂粒多ヤ
赤彩。ft線 、オオバコ。内面ミガキ。 口縁部V12 陀期中葉

浅tt
猛釜 (2 5YR6/8) 死成  長好

羊歯状文。内面 ミガキ。 口縁 部 1/12 兜期 中葉

浅 鉢
表 灰 貢 偶 (10YR6/2

嘉 灰 苦 褐 (loYR4/2

成

十

艮 好

砂粒少なし
内外面 ミガキ。口唇部に珊瑚状装飾突起。
穿孔 2カ 所、穿孔直径2 0auJ。

口縁部 1/12 鹿期中葉

浅鉢
灰黄褐 (10YR6/2

灰苦褐 (loYR5/ワ

尭成 良好

陰土 砂粒多 |

赤彩。平行洗線 縄文、列点文。内面ミガ
キ。

口縁部 1/12 晩翔中葉

曰縁部径 (32 0cm)
橙

自

天

灰

(10YR3/6)

(10YR8/1)

売Lx 良好
条痕。内面 ミガキ。

口縁部～体部 ■

半6/19
兜翔 中葉

深 鉢
表 褐灰 (10YR4/1 死成  長好

fE文。内面ナデ屯
日縁部 F半～体
部上半

晩期中葉

卜形然 底部径2 0cm
表 に小 い貢偶 (10YR5/8,

募 灰曽格 (loYR4/2)

完成  良好

陰十 砂粒含rf
勺外面 ともにナデ。 ミ部 12/12 晩期 中薬

一霊 口縁部径 (14 0cЫ )

浅黄 (25Y7/3)
濃黄 (25Y7/3)

成

上

焼

胎

良好

砂粒 多ヤ

罵文、条痕。内面ミガキ。顎部に半環状の

七付文。
口縁部3/12 晩期中葉

深鉢
にぶい黄橙 (10YR6/3)

渋黄 (25Y7/3)

成

十

焼

胎

良 好
条痕、沈線文 (同 心円状)。 内面ナデ。 体 部 晩期 中葉

深 鉢
にぶい貢橙 (10YR7/4,

にぶい苦搭 (lovRS/4】
オ オバ ヨ。 沈線 ,内面 ミガキ。 完期中葉

深鉢
灰 (5Y4/1)

刀て (5Y6/1)
焼成 良好

胎土 砂粒多い

痕

ｏ

条

。

細

キ
平行沈線、列点文。内面ミガ 口縁部～体部上

半1/12
危期中葉

滲蕉Fト
濃黄 (25Y7/3)

濃黄 (25Y7/3)

成

上

焼

胎

良好

砂粒 多 い
横条痕。内面ナデ。 口縁部 1/12 免期中葉

νttφ 本
橙 (7 5YR6/6) 焼成  長好

条痕。内両ナデ。 口縁部 1/1ワ 危期 中莱

深 鉢
に示い貢橙 (10YR7/4)

7t苦 (25Y7/3)
死成  艮 奸

オ オバ コ。 内面ナデ  ミガキ。 危期中葉

探鉢
表 にぶい橙 (75Y黒 7/4)

車 にぶ い苦搭 (10YR6/4)

焼成 良好
条痕。内面ナデ. 口縁部 1/12 危期中葉

深 鉢
暗灰黄 (25Y5/2)

にポい黄 (25Y6/3)

成

上

焼

胎

良好

砂粒多い
条痕。内面 ミガキ。 ヨ縁部1/12 免期 中葉

蓋
表 灰黄掲 (,OVR4/2) 尭成  長好 赤彩。入組文、沈線、列点文、I・■文。内面

ミガキ。
居部 1/12 え期中葉

蓋 裾部径 (15 0cm)
浅粛 (25Y7/8,
暗灰苦 (25Y5/2)

死蕨  艮 好 ミガキ、平行沈線、列点文。内面ナデ。摩
威が著 しい。

居部 1/12 免期 中葉

蓋 裾部径 (26 0col)
掲

茜

黄

灰

灰

暗

表

車

(10YR4/2)

(ワ  6Y5/2)

成

上

焼

胎

良好

砂粒合む

ミガキ、平行沈線、鍵手文、列点文、縄
文。内面 ミガキ。

部ヽ～裾部3/12 免期中葉

釜 裾部径 (15 0ca)
表

蔦

黒褐 (101R2/2)

黒 (10YR2/1)

成

上

焼

胎

良好

砂粒多い
赤彩。平行沈線、列点文。内面ミガキ。 居部 1/19 冗期 中葉

蓋 裾部径 (16 0cm)
表 暗灰 蒙 (25Y5/2) 完成  長好 平行沈線、縄文、列点文。内面ミガキ。摩

成が著 しい。
居部 1/19 兒期 中粟

蓋
表  啄 自 (10YR3/2) 莞成 良好

入組 文。 内面ナデ。 免期 中葉

蓋
表 黄灰 (25Y4/1)
嘉 灰黄 (25Y6/2)

成

上

焼

胎

良好

砂粒含む
平行沈線。内面ミガキ ヽ部 免期中葉

蓋
表 灰黄褐 (10YR4/2)

裏 灰黄褐 (10YR5/ワ )

成

上

具好

砂粒多い
卜彩。縄文、平行沈線、鋸歯文。内面ミガ

部ヽ 免期 中葉

蓋 し部径7 0cm
表 暗灰 黄 (25Y5/2, 死成  長灯 卜彩。 ミガキ、縄文、列点文 (鎖 状).内

釘ミガキ。穿孔直径6 01ul。
上部 12/12 免期 中葉

蓋 上部径3 8cm
表  糾動 (7 5YR4/4, 成

十

尭

冶

良好

砂粒少 なヤ

勺外面ともにミガキ。上部に3カ所の音状
k起。子し直径504田、深さ4 5am。

免期 中葉

蓋 上部径 3 6cm
表 浅黄 (25Y7/3)
嘉 にぶい裕 (7 5VR7/4)

莞成 良好

1台 土 砂粒多い
係彩。摩減が著 しい。 L音519/12 免翔中葉

浅 鉢
表

裏

灰黄褐 (10YR5/2)

浅黄橙 (10YR3/3)

成

土

莞

台

良好

砂粒少なヤ
係彩。縄文 (雲 形文).内面ミガキ。大洞 コ縁部 1/12

挽期 中栞
大 ,同Cと

深 鉢
表 黄褐 (10YR5/4) 電成  長好 7イ子沈線、列点文、縄文。内面ミガキ。大 挽剛中粟

大,同BC

深鉢
表 Π帝灰貢 (25Y5/2, た成 良好

を線、羊歯状文。内面ミガキ。大洞系。 コイ及音L1/12
大洞BC

深 鉢
表 にぶい黄褐 (10VR5/3)

嘉 暗灰黄 (ワ 5V4/2)

を成 良好
台土  砂粒 多い

芙痕。内面ナデ。 コ縁部1/12 免期中葉

深 鉢
表 灰 白

裏 灰 白

OYR8/2)

OYR8/1)

成

十

一光

冶

良 好
ミガキ、凹線文。内面ミガキ。 コ縁部1/12 免期中葉

浅鉢
表 にぶ い貢橙 電成  長好

卜彩。外面 ミガキ。内面ナデ。
コ縁郡～底郡
、/12

免期中栗

深鉢
表 にぶ い貢桐 (10YR6/8, 電成 長好

を線 、列点 文。 内面 ミガキ。 ョTkttБ 1/12 免期 中葉

深 鉢
表 橙 0 5YR6/6)

嘉 裕 (7 5YR6/6)

を成 良好
台土  砂粒 多い

柊痕。内面 ミガキ。 コ縁部1/12 免期中葉

深鉢
表

裏

黒褐 (10YR3/1)

灰黄褐 (10VR6/ワ )

成

十

一光

冶

良 好
を繰。内外面とt)に ミガキ。 ヨ縁部 1/12 え期中葉

深 鉢
灰天 (25Y6/2) 成

十

R好
砂 対 努 セ

k痕。内面ミガキ。 コイス言F1/12 免朔 中HIt

深鉢
表 灰 貢 (25V7/2)
嘉 灰苦 (25Y7/2)

莞成 良好
を繰。 内面 ミガキ。摩滅が著 しい

(
コFkttL1/12 免期 中葉

深 鉢
表 渋黄橙 (7 5YR3/6)

東 濃黄檸 (7 5YR3/4)

莞成  良好

佑土 砂粒多し
片デ。内面ミガキ。 口 像 部 ツ 12 え期中葉

深 鉢
にぶい黄褐 (10YR6/4)

黄褐 (25Y5/3)

成

十

一比

恰

長 好
外ヽ面ミガキ。 口縁部1/12 免期 中案
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番 号 器 種 元復

さ

は

き
内

大

， 色 調 焼 成 胎 土 器形 成形 文様・調整の特徴 残 存 時期 遺構名 備 考

深 鉢
資 灰 白 (〔 OyR3/2)

蒸 灰 白 (loYR3/2)

成

上

良好

砂絃 多 ヤ
勺外面ともに条痕。FF滅が者しい。 口縁部 1/12 晩期 中葉

深 鉢
表

裏

にぶい黄褐 (10YR5/3)

灰黄褐 (10YR4/2)

成

上

良好

砂絃 多 ヤ
尤線。内面ミガキ。貼付突起。 口縁部 1/12 晩期中葉

深 鉢
表 にぶい黄橙 (10YR7/8,

車 に撚いき椿
`lovP7/4】

絨  良好 I宇文。内面ミガキ。
晩期中葉～後
半

深鉢
震 仄 天欄 (10YR4/2)

急 にぶい曽搭 (loYR6/3)
好
�

民
れ

必
＋

亀文。 内面 ミガキ。 口縁部1/12
晩効中葉～後
半

鉢
表 明褐 (7 5YR5/6)

墓 橙 (7 5YR6/6)

完成 良好

陰土 砂准方含 む
工字文。内面ナデ。

晩期中葉～後
半

深 鉢
表 濃黄橙 (10YR3/4)

莫 灰黄褐 (10YR6/2)

誠  良好
赤彩。綾杉沈線。内面ナデ。

晩期中薬～後

半

ンk,本
表 にぶい貢橙

条痕。内面ナデ。突起。 口縁部1/12
晩期 中葉～後
半

深鉢
表 にぶい黄橙

車 にぶい苦裕

OYR7/4)

OYR7/4)

え成 良好

陰土 砂絃 含 rF

痕

。

粂
痕

沈線。内面ナデ。口唇部に絡状体圧
口縁 部 ツ 12

晩期中葉～後

探 鉢
表 にぶい黄橙 (10YR7/4)

裏 橙 (7 5YR6/6)

成

土

良好

砂為∠多い
工宇文。内面 ミガキ。 コ縁部 1/1つ

兜期中葉～後
半

深 鉢
表 にぶ い黄橙 (10YR6/4) 絨  良好

押引文。内面 ミガキ。凹線。 コ縁部 1/12
兜期中乗～後
半

深 鉢 底部径9 8cn
表

菫

にぶい貢橙 (10YR7/3) 元成  長ズ子 内外面ナデ。底面籠目。 筆部 12/12

深 鉢 底部径6 3cm
表

嘉

に心い貢橙 (10YR7/3)

にぶいItl(7 5YR7/4'
内外面 ともに ミガキ。底面網 目。 霊部 12/12

深鉢 底部径 (5 0cШ )

表 灰 白 (10YR8/2)

嘉 にポ い歯裕 (10YR6/4)

就  莫好

陰十 砂な二多い
条痕。内面 ミガキ.底面籠目。 筆部 12/12

深 鉢 底部径60側
表 にぶい黄橙 (10VR7/3)

裏 橙 (7 5VR7/6)

成

土

良 好

砂る∠ 多 い

粂痕。内面ナデ。底面籠日、部分的に指頭
押庄。

奎部8/12

深 鉢 底部径 6 0ca
表 浅貢橙 (10YR3/8) え成 良好

内外面ともにミガキ。底面籠日。 筆部10/12

深鉢 底部径 (6 9cm)
表  蒙灰 (25Y5/1)
事  にぶい者 (25Y6/3

内外面 ミガキ。 ミ部2/12

深 鉢 底部径 (8 0cI)
表

嘉

橙 (7 5YR6/6)

にぶい黄縛 (loYR7/4)

尭成 良好

店土 砂溢∠多い
ミガキ。内面ナデ。底面絶日( <部6/12

深鉢 底部径 6 2cm
表

裏

浅黄橙 (10YR8/4)

竃差 (7 5Y7/6)

成

上

良女子

砂権 多い

ミガキ.内 面ナデ.底面縄目。摩滅が著し
筆部 12/19

νR,ト 底部径 (70c阻 )

表 灰黄褐 (10YR5/7)

事  に界い苦潜 (l owP7/3)

尭成  長女子
内外面ナデ。底面籠目。 ミ部3/12

土偶 店灰黄 (25V4/2)
廠

十

具 夕手

砂 組 生 ツ少な い
赤彩。隆帝に縄 文。

言部～腕部の一

土 偶 こぶい黄橙 (10YR7/4)
完成 良好

陰上 砂柱 少 ない
赤彩。三又文及び縄文。 三腕部

有子L球状土製品 直径3 0cm き灰黄 (25V5/2)
成

上
良好
砂在Z少なヤ

円形、表面 ミガキ、沈線 (幾何学文)。 穿
孔 2カ 所、孔 1カ 所。孔直径20～ 30画。

七形

有子L球状土製品 直径 (■ Ocrr) Kテq (2 5V7/2, 祓  良好

陰土 砂 た立 多 い
円形、表面ミガキ。孔直径5 5nta。

有孔球状土製品 直径 (70側 ) て黄褐 (10YR6/2)
成

十

艮 ダ弄
隋円形 表面 ミガキ。孔直径60硼 .

盤状上器片
にぶい貢橙 (10YR6/4)

にぶい善潜 (lowR7/4】

永

十 砂 *サ 多 セ
条痕。

士 塊 党黄 (25Y7/3)
尭成 良好

手ごね 、指圧痕〔

土 塊
尭成 良女子

陰土 砂粒 含む
手ごね。

士塊 旨灰黄 (25Y4/2)
戊

十

良ア弄
手ごね。

上塊 て白 (5Y7/2)
尭成  艮夕子

手ごね。

上塊 音灰黄 (25Y5/2)
尭成 良女子

ごね。

土 塊 完黄橙 (10YR8/3)
尭成 良好

陰土 砂粒 含む
ごね。

ξヒ鬼 完黄 (25Y7/3)
成

十

良 女子
ごね。

変ヌは壺
灰 貢褐 (10YR4/2)

にぶい苦搭 (lowR″4)

成

十

艮 夕子

砂ル を し

健文、鋸歯状刺 突文。内面ナデ。天王 山

系。
本部 h生後期

霊 又は壷
にぶい美褐 (10YR5/3)

にぶい苦格 (loYR7/4)

誠  良好
を線。内面ナデ。天王山系, ふ生後期
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遺物観察表 (石製品)

番 号 器種 一万復
さ
は

き
内

大
＞

器 形 成 形 文様 ・調 整 の特徴 石材 残存率 地 区 備 考

管 玉
最 大長 1 4cn・ 最 大幅 0 23cnl

最 大厚 0 28cn・ 重 量 02g
穿孔直径 1 5null。 凝灰岩 100% E-2区

管 玉

(夫製 品 )

我大長 3 45cm・ 最 大 幅 1 60cm

棄大厚 1 45cnl・ 重 量 146富
孔が未完通である。孔直径5 0alru、 深さ
2 0mm。

蛇紋岩 C区

丸 玉
最大長1 3cn・ 最大幅1 4cm

最大厚0 9cm・ 重量26g 穿孔直径 2 0null。 翡 翠 E-2区

遺物観察表 (石器 )

番号 器 種
肇

幼

さ

内

き

ぅ

大

く 器 形 成 形 文様・調整の特徴 石 材 残存 率 地 区 備 考

磨製 石 斧
最大長 7 0cnl・ 最 大 幅 3 5cn

最大厚 2 2cll・ 重量 856宜
両刃。表裏に被熱あり。 蛇 紋岩 C区

磨裂 石斧
最大長4 6cm・ 最大幅6 5cm

最大厚2 0cn・ 重量738富
両刃。刃部のみで基部を欠損する。 チャー ト C区

磨製石斧
最大長6 1cn。 最大幅5 3ca

最大厚2 1cn・ 重量1119g
両刃で刃部を欠く。基部を欠損する。 凝灰岩 C区

磨製石斧

(未製品)

我大長 12 4cm・ 最 大幅 5 25cm

暑大厚3 0cm・ 重 量 3120質
側面に敲打後の研磨、下部に剥離後の研
磨あり。

安 山岩 C区

磨製 石 斧

r/1、 T_l、

我大長 6 1clll・ 最 大 幅 2 5cnl

髪大厚 1 lcm・ 重 量 240富
両刃。ほぼ完形で丁寧な磨き仕上げ。 チャー ト C区

打製石斧
最大長7 0clu。 最大幅4 0cm

最大厚2 5cn・ 重量937g 分銅形で両刃。半分を欠損する。 安山岩 C区

打製石斧
最大長 14 1clll・ 最 大 幅 H3cn
最大厚 2 5cm。 重 量 4612g 分飼 形。 凝灰角礫岩 C区

打製 石 斧
我大 長 12 3cm・ 最 大 幅 6 5cШ

雫大厚 2 9cm・ 重量 2849宜
分銅形で両刃。刃部を欠損する。 流紋岩 C区

打裂 石斧

(未製 品 )

最大長10 25cm・ 最大幅5 2cn

最大厚 1 95cm。 重量1546富
両刃。未製品。 玄武岩 C区

石 錘
最大長6 0cm。 最大幅6 2clll

最大厚3 6clll・ 重量2196g 両端 を欠 く。 凝灰角礫岩 C区

浮 子
最大長4 45cm。 最大幅3 15cm

最大厚1 7cm・ 重量46g 穿孔あり。直径約0 6cШ 。 軽 石 60% C区

石 刀
我)(傷議4 8cnl。 青薄フ(中目3 7cm

嚢大厚 1 9cm・ 重 量 303宮
基部及び先端部を欠損する。 シル ト岩 C区

石 刀
最大長8 8cm。 最大幅2 35cm

最大厚1 45cm・ 重量391g
片側のみ刃部、背部には沈線。丁寧な磨
き仕上げ。基部を欠損する。

泥岩 30% C区

凹 石
最大長12 1cm。 最大幅5 9cm

最大厚7 2cn・ 重量6712g
表裏 に 2カ 所 の凹み あ り。 砂 岩 8000 C区

凹 石
我大長 10 5cm。 最 大幅 7 6cn

肇大厚 6 0cll・ 重 量 4611質
表に 2カ 所、裏に 1カ 所、側面に 1カ所
の凹みあり。

凝灰 岩 C区

擦切 ?
我大長5 3cn・ 最 大 幅 3 15cn

晟大厚 035m・ 重 量 113富
表面は磨き仕上げで光沢あり。裏面に被
熱。

買岩 20% C区

砥 石
書大長7 95cm・ 最大幅5 3cn

予大厚1 6cn・ 重量1071g
滑 らか で表 裏 に磨 きに よる凹み あ り。 砂 岩 4000 C区

磨製石分

(/よ 型ヽ )

罠大長4 2clu・ 最大幅2 1cn

肇大厚1 0cn・ 重量126g
表裏 ともに丁寧な磨き仕上げ。刃部を欠
損する。

買岩 6500 D区

磨製 石 斧
我大長 9 2cm・ 最 大幅 5 1clll

詩大厚 3 2cn・ 童 量 2384質
両刃。表裏 ともに磨き仕上げ。基部を久
損する。

砂 岩 D区

磨製 石 斧
我大長2 3cm・ 最大幅3 8clll

融大厚0 9cn,重量84q
両刃。表裏 ともに丁寧な磨き仕上げ。刃
部のみ残存する。

花 聞岩 D区

磨製石斧
我大長5 6cm・ 最大幅4 1cn

諸大厚 1 7cn・ 重量594g
表裏ともに磨き仕上げ。刃部を欠損す
る。

チャー ト 5000 D区

打製石斧
我大長 12 4cm・ 最 大 幅 8 7cm

設大厚 25伽・ 重 量 2864g
綾形。刃先に摩耗痕あり。基部を欠損す
る。

砂 岩 80% D区

打製 石斧
妻大長 12 6cm・ 最 大 幅 10 95cm

詩大厚 4 2rlll・ 重畳 6039富
分銅形。基部を欠損する。 安山岩 50% D区

石錘
妻大長9 6cm・ 最大幅8 1cm

融大厚3 3cn・ 重量3647富
表裏 ともに両端を欠いており、一方につ
ぶ し痕あり。

花 聞岩 D区

凹 石
最大長9 8cn・ 最大幅8 2cn

最大厚4 3cm・ 重量5267g
表 に 3カ 所 の 凹み あ り。 花蘭岩 D区

石鏃
最大長3 6cm。 最大幅1 lcm

最大厚0 45cn・ 重量23g 尖頭 形。 安山岩 E-2区

石匙
最大長 4 5cm・ 最 大 幅 5 2cm

最大厚 1 3cm・ 重 量 218富
横形。 珪質頁岩 E-2区

321 磨製石斧
最大長4 6cn。 最大幅2 45cm

最大厚 1 5clll・ 重量208g
表面は磨き仕上げで光沢あり。刃部と基
部を欠損する。

珪質泥岩 E-2区

磨製 石 斧

最大長5 2cm。 最大幅26t‐nl

最大厚 1 7cm・ 重量348g
二次加工品。表面は丁寧に磨き上げて仕
上げている。先に使用していた刃先を破
損部を潰 し転用 したものか ?。 基部を欠
損する。

チャー ト E-2区

磨製石斧 ?
最大長7 4cm・ 最大幅8 7cnl

最大厚2 8cm・ 重量1354g
刃部 及 び基 部 を欠 く 砂 岩 E-2区

磨製石斧
最大長7 1cn・ 最大幅4 9cm

最大厚1 7cm・ 重量1255g
表裏、側面ともに丁寧な磨き仕上げ。基
部を欠損する。

チャー ト E-2区

磨製石斧

(小型・未製品)

最大長5 15clll・ 最大幅2 5cm

最大厚1 lcm・ 重量178g 表裏、側面ともに丁寧な磨き仕上げ。 蛇 紋岩 E-2区

326 打製 石斧
我大長 10 5cal・ 最 大 中畠6 5cm

柔大厚 3 6cm・ 重 量 2750富
分銅形 ?。 挟 り部につぶ し痕あり。 流紋岩 60% E-2区
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打製 石斧
我大長 10 5cm ・ 最 大中昌7 9cn

髪大厚 2 5cm・ 重 量 2868宜
機形。基部を欠損する。 粗粒 砂 岩 E-2区

打製石分
我大長 10 8cIIl・ 最大幅9 1cm

最大厚3 5cm・ 重量3772g
分銅形又は撥形。表面に自然面が残る。
基部を欠損する。

安 山岩 E-2区

打製石斧
最大長 9 5cll'最 大幅 6 3cn

最大厚2 0cm。 重 量 211 lg
短冊形に近い分銅形で偏刃。基部のみで
刃部を欠損する。表面に自然面が残る。

疑灰 岩 5590 E-2区

打製石斧 最大厚3 6cШ ・重量3731g
陵形。厚みがあつて全体的に丸みを帯
び、表面に自然面が残る。側面につぶし
痕あ り。

砂 岩 E-2区

打製石斧
最大長21 4cn・ 最大幅9 7cm

最大厚3 9cn・ 重量9298g
分銅形で偏刃。ほぼ完形で表面に自然面
が残 る。

砂 岩 E-2区

打製石斧
最 大長 9 2cll。 最 大幅 6 5cn

最 大厚 3 0cm。 重 量 1839g
短冊形 ?。 表面に自然面が残る。刃部を
欠損する。

流 紋岩 50% E-2区

石錘
我大長 7 7cn。 最 大幅 6 2cm

詩大厚 30N‐m・ 重 量 2152Я
表裏 ともに両端を欠く 花 筒岩 E-2区

石 錘
罠大長6 7cm・ 最大幅6 0cm

我大厚2 7cm・ 重量1600g
表裏 ともに両端を欠く 花 両岩 E-2区

磨石
設大長121伽 。最大幅7 3cn

衰大厚4 2cm・ 重量6069g 下部 に摩 耗 あ り。 花蘭岩 E-2区

石棒類
読大長 133t‐ Iu・ 最 大幅 5 1clll

詩大厚4 7cm・ 重 量 5100質
表裏、側面ともに磨き仕上げ。底面に磨
り痕あり。

玄武岩 E-2区

石棒類
議大長11 9cll・ 最大幅4 2clll

我大厚4 05cm・ 重量2486富
表裏、側面ともに丁寧な磨き仕上げ。 砂 岩 E-2区

石棒類
最大長5 0cm。 最大幅3 8cm

最大厚305t‐ m・ 重量664g
表裏、側面ともに丁寧な磨き仕上げ。 砂 岩 E-2区

石棒類
最大長5 5cm・ 最大幅3 8cm

最大厚2 5cm・ 重量683g
欠損のため全体器形が不明。表面は丁寧
な磨 き仕上げ。

砂 岩 E-2区

石棒
我大長 4 75cm。 最 大幅 3 3cn

諸大厚 10t‐ m・ 童量 298富
石棒の頭部。片面が剥離。 玄武岩 E-2区

石 刀
最大長8 0cln・ 最大幅2 7cm

最大厚1 8clu・ 重量485富
震裏ともに滑らかで光沢のある磨き仕上
ず。

珪質泥岩 300rJ E-2区

筋砥 石
最大長8 2cn・ 最大幅6 4cm

最大厚2 55cm。 重量2677g
喪面 に二 条 の筋状 の摩耗 あ り。 砂 岩 20% E-2区

遺物観察表 (か わらけ・陶磁器 )

番号 器種
大きさ

()内は復元
色調 焼成・胎土 器形 成形 文様 調整の特徴 残存率 時期 備考

珠Jll

壺又は獲

表 灰 (N6/)

裏 灰 自(5Y7/1)

売成 普通

陰土 砂粒含む

膏都付近 ?。 外面はタタキ。内面はヨヨナデ、当て

具痕。
中世

かわらけ 口縁部径(52釦 )

表 褐灰 (10YR5/1)

裏 灰黄褐 (10YR4/2)

売成 良好

陰土 秒粒含む
付外面ともにヨヨナデ。内面にスス付着。

20%
回縁部5/12

近 世

肥前系磁器
染付皿

日縁部径 10 7cm

器高215卿

底部径6 2cm

表
裏

灰 白(N8/)
灰 白(N8/)

死成 長好

外面は裏文様に唐草文、高台付近に二 HH圏線、高

台内に圏線・銘款。内面は牡丹文。内外面ともに施

紬(透 明釉)。

609る

日縁部6/12～ 底
吉[6/12

明 治

陶器

長皿 ?
器 高(2 3em)

表 貢灰 (25Y6/1,

裏 明褐灰 (7 6YR7/1)
院成 普通 勺外 面ともに文様 、施 THI。 近世

月巴前陶器

皿
底部径6 0cn 無地 浅黄 (25Y7/3) 完成 良好

朴面は施釉(灰釉 )。 内面は蛇の目釉剥ぎ・重ね焼き

良(砂 目)、 施釉(3司 緑釉)。

5%
底部1/12

17世紀後斗

越 中 TH戸

皿
底部径 6 0cm

灰黄褐 (10YR6/2)

にぶい黄橙 (10YR7/3)
完成 良舞 勺外面ともに施釉(鉄 釉)。

10%
底部3/12

近 世

肥前系磁器

染付碗
口縁部径8 8cn

灰 自(5CY3/

灰 白(5GY8/
廃茂 良舞

Ⅲ面は二重圏線、唐車文 ?。 内外面ともに施釉(透

月釉)。

15%
口縁部⊇/1つ

近 世

肥前系磁器

染付碗
コ縁部径 7 8cm

灰白(5GY8/

灰白(5CY8/
焼成 良好

外面は蛸唐草文。内面は口縁に四方欅、二重圏

線。内外面ともに施釉(透 明釉 )。

15%
口縁部1/12

18世紀後斗

磁器

船徳利

灰自(N8/)

灰 白(N8/)
完成 良 217 外面は亀甲花文に下半部に鶴 ?、 施釉(透 明釉 )。 近 世

一声瀬
錘

中
陶

越
煮さ47c凧

克径(4 6cu)

七径(2 4cII)

にぶい黄橙 (10YR6/3)
にぶい赤掲 (5YR5/3)

院成 普通 近 世

唐 津

THF鉢

回縁部径20 6cm
黒褐 (5YR2/1)

黒褐 (5YR2/1)
完成 良好 外面はナデ。内外面ともに施釉(鉄 釉 )。

10%
口縁部1/12

18世紀後半
～19世紀

越中瀬戸

繕鉢
甍部径 10 8cm

灰褐 (7 5YR4/2)

褐 (7 5YR4/3)
完成 普通 勺面に卸し目。

10%
底部3/12

近 世

遺物観察表 (瓦 )

番号 型 式
大きさ

()内は復元
色調 焼成 月台土 器形 成形 文様・調整の特徴 残存率 時期 備考

桟瓦

瓦当 :直径9 3cn

同縁幅■ 5cm

瓦当厚 :2 1cl

疋赤 (2 5YR4/2)
焼成 普通
胎土 砂粒多ヤ 肝瓦・瓦当 三巴文 (右巻き)。 鉄釉。 幕末

桟 瓦

瓦当 :直径8 3cm

同縁幅■ 7cnl

瓦当厚■ 7cD

音赤灰 (2 5YR3/1)
焼成 良好
胎土 砂粒含む

lT瓦 瓦普 三巴文 (右 巻き)。 鉄釉。 幕末

桟 瓦

瓦当 :幅 40c田

同縁幅 :0 6cm

瓦晋厚 :2 0cШ

烹赤(2 5YR4/2)
成
上

焼
胎

普通
砂粒多ヽ 肝瓦 瓦当・花十立浪。鉄釉。 幕末

桟瓦

瓦当 :直径 (7 8cm)

同縁幅■ Ocm

瓦当厚 (1 7cШ )

需褐 (25Y3/1)
蕨
土

焼
胎

長好
砂粒少なし 肝瓦・瓦当 三巳文 (左 巻き)。 唐草文様。褐色釉。 明治以降
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桟 瓦

瓦当 :直径 (9 2cm)

周縁幅■ 5cШ

瓦当厚 ■ 7cn

て赤 (2 5YR4/2)
成

上
普通
砂粒多い 千瓦・瓦当・三巳文 (右巻き)。 鉄紬。 幕 末

桟 瓦

瓦当 :直径91m
周縁幅■ 6cm

瓦当厚 :(2 2cm)

て赤 (2 5YR4/2)
成

土
普通
砂粒多い 千瓦 瓦当 三巴文 (右巻き)。 鉄釉。 幕 末

本 瓦

最大長 :26 8cn

最大幅■3 9cm

最大厚 ■ 7cШ

て赤 (2 5YR5/2)
成

土
普通
砂粒多い

穴2カ 所。内面(凹 面)に 剥落痕あり、凍結によるも
か ?。 凹面整形痕(タタキ痕 )。 縁部に吊り紐痕。
釉。

幕 末

本 瓦

最大長 :7 5cm

最大幅■0 4cm

最大厚 ■ 8cm

烹赤 (2 5YR5/2)
成

上
普通
砂粒多い

町面整形痕(タタキ痕 )。 鉄釉。 幕末

本 瓦

最大長 :22 2cm

最大幅 :6 8cm

最大厚 ■ 5cm

赤黒 (2 5YR2/1)
威

土
普通
砂粒多い えひずみにより反つている。鉄釉。 幕末

浅 瓦

最大長 ■7 0cn

最大幅■o6cn

最大厚 :2 8cШ

え赤(2 5YR4/2)
成

士
普通
砂粒多い 灰波状。鉄釉。 幕末

伐 瓦

最大長 ■7 4cn

最大幅 :23 4cm

最大厚 ■ 7cn

店赤掲 (2 5YR3/2)
成

土
良好
砂粒含む

丁穴 1カ所。焼きひずみ大きい。鉄釉。 幕末

桟瓦

最大長 23 2cm

最大幅■6 3ed

最大厚 ■ 7cm

砦赤褐 (2 5YR3/2)
成

上
良好
砂粒含む

吹釉 (褐色釉含まれる)。 幕末

伐瓦

最大長 24 6ca

最大幅■6 4em

最大厚 2 1cn

曽赤褐 (2 5YR3/2)
成

土
普通
砂粒多ヤ

丁六 1カ所。鉄釉。 幕末

桟 瓦

最大長■4 1cm

最大幅■0 5cШ

最大厚■ 9cm

え赤 (2 5YR4/2)
成

土
普通
砂粒多ヤ 鉄采由。 幕末

桟 瓦

最大長 :6 5eal

最大幅 :7 1cm

最大厚■ 9c阻

凋赤褐 (2 5YR5/6)
成

上
普通
砂粒多い

釘穴 1カ 所。鉄紬。 幕末

桟 瓦

最大長 :305c皿

最大幅 :27 0cШ

最大厚 :2 1cЩ

疋赤 (2 5YR4/2)
成

上
普通
砂粒多ヤ 釘穴 1カ所。鉄釉。 幕末

桟 瓦

駿大長 :20 9cm

最大幅■9 4cm

晟大厚 :2 1cll

ヒ赤褐(2 5YR3/2)
威

土
普通
砂粒多ヤ 刻印あり。鉄釉。 幕末

4え瓦

最大長■1 0on

最大幅 :12 2cn

最大厚 ■ 9cm

こぶい褐 (2 5VR4/4)
成

上
普通
砂粒多 |

東斗瓦。鉄釉。 幕末

桟 瓦

髯大長 :9 5cn

融大幅■0 5cm

衰大厚 1 9cm

天赤 (2 5YR4/2)
成

上
普通
砂粒多ヤ 奥半瓦。線刻あり。鉄釉。 幕 末

桟 瓦

大長 ■1 0cm

大幅 9 8cm

大厚 ■ 8cm

又赤 (2 5YR4/2) 多
通
粒

普
砂

成
土 災斗瓦。線刻あり。鉄釉。 幕末

桟 瓦

大長■9 6cm

大幅 :24 0cm

大厚 :2 0cШ

音赤褐 (2 5YR3/3)
成

上
普通
砂粒多セ 凍瓦.釘 穴2カ 所。刻印あり。鉄釉。 幕末

桟 瓦

大長■0 1cn

大幅 :10 4cШ

大厚 :2 0cm

音赤褐 (2 5VR3/2)
成

上
普通
砂粒多い 凍瓦。鉄釉。剥離力所にも鉄釉あり。 幕 末

桟 瓦

大長■3 3cm

大幅■4 5cm

大厚 :1 9cm

ボ黒(75R2/1)
成

上
良好
砂粒少なヤ

「四J「 エハイ」文宇瓦。釘穴 1カ所。褐色釉。 明治以降

桟 瓦

大長 :9 5cn

大幅 6 5cn

大厚 ■ 7cm

烹赤(2 5YR4/2)
成

上
良好
砂粒含む

野瓦、平冗

'吊

(面 取りあり)。 鉄釉。 藤末

桟 瓦

大長 9 6ed

大幅 :9 0cm

大厚■ 9cm

音赤灰 (2 5YR3/1)
成
上

暁
胎

具好
砂粒含む

東用 ?。 鉄釉。 幕末

遺物観 察表 (古銭)

番 号 種別
大きさ

()内 は復元
文字・文様 残存率 時期 備考

寛永 通宝 王径 2 2cm 表 寛永通蜜 裏 近世 C区

寛永通宝 王径2 2cm 表 寛永通安 裏 近 世 C区

寛永 通宝 宣径 22o坦 表 寛永通費 裏 近世

元図通 主 直径2 2cm 表 元国通費 築 近 世 模鋳銭
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測量合成図 ,等高線図

第 3節 測量図合成・等高線図

醤               慧               覆               晉B―

第96図 平成 17～ 22年度調査区等高線図合成図 (平成20年度調査区は除く)
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測量合成図・等高線図

第97図  平成 17～ 22年度調査区等高線図合成図 (南東から)

θ
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測量合成図・等高線図

(C・ DoE区 )南等高線図 (南東から)

-151-

第 98図 平成 21,22年度調査区



測量合成図・等高線図

第 99図  SZ16。 17・ 19。 20。 21等高線図 (南東から)

第 100図 SZ09・ 10。 11・ 12等高線図 (南東から)
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第 101図 平成 21・ 22年度調査区 (CoDoE-1。 E-2地 区)遺構全体図

100m
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自然科学分析

第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節 百塚遺跡周辺の地形地質について
株式会社アーキジオ

1.地形地質概要

百塚遺跡の位置する台地は、呉羽山丘陵の北東端に位置 してお り、その東側斜面はやや西寄 りに曲

流する神通川本流に接 している。富山平野との境界部は比高 10m程 の急斜面 (段丘崖)と なっている。

しか しなが ら、この台地を西に進むと明瞭な地形の遷換線がないまま沖積平野に移行する。これは、

呉羽山丘陵の一部 として傾動隆起 しながら形成されてきたためと考えられる。すなわち、北東 一南西

方向に延びる呉羽山丘陵の東側斜面はほとんど崖状の急斜面であるが、西側斜面は緩い勾配で西に向

かって下 り沖積平野に移行 している。

呉羽山丘陵のこのような傾動隆起は、地質学的にも明瞭である。図 1に示すように、丘陵東側斜面

の最下部には、約 115万年前 (第四紀更新世前期)の砂泥互層からなる海成層 (西富山砂泥互層)が

あり、順次新しい地層が重なって丘陵の頂部にはかなり風化 した「 くさり礫」からなる呉羽山礫層が

分布 している。そして、丘陵の基礎部分をなる古い地層ほど北西方向への傾きが大きく、上位にある

新しい地層ほど緩 く傾いていることが明らかにされている。また、呉羽山丘陵の東方平野部の地下には、

「呉羽山断層」がほぼ丘陵の延びの方向と一致する方向に走っており、東落ちの活断層であることが明

らかにされている。

図 1の地質図では百塚付近は、主に安山岩質の粗粒砂からなる北代砂層が分布するように表現され

ている。しかし、今回の露頭観察の結果ではそれに相当する砂層は確認されず、より新しい時代の友

坂段丘礫層 (第 四紀更新世後期)に相当すると考えられる礫層とそれを覆うかなり厚いシルト層から

なっていることが明らかになった。

□
□
□

沖犠層

境呼新扇獣地椰層
〔微宇〔ど海披薦度 )

友坂腱丘串層

1と ft積)H

呉 羽火幹 洛語

幹 泰屋申・砂 掘H層

桃 色荘炊港層

兵 羽 山韓層

基農寺 T」l層

安聾銃砂 据互層

澪石雪獲腹着磨

西富 山砂 罷互層

くnn〉

::

ユ益

□
圏
園
■
題
一
田

i       l

二鞘拝娘紳層石
0204060m

図 1 呉羽山丘陵の地質図及び新呉羽山 トンネルの模式断面図 (藤井・阪本 1961)
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2.露頭観察結果

今回は、調査地南部で道路ノリ面掘削が行われている箇所の地質観察を行った。その詳細は、図 2

に示 したとおりである。以下本図に基づいて観察結果を記述する。なお、この図はノリ面そのものの

展開図であり、実際のノリ面は一割勾配であって、鉛直断面を表したものではない。また、スケッチ

部の台地地表標高は、15m前後であり、わずかに北西方向に傾斜している。

図に示すように、最下部に厚さ4m十 の礫層 (Gl)があり、その上面をところどころ細礫の混じる

薄い粗砂層 (Sa)が被っている。この粗砂層の上位には厚いシル ト層が地表付近まで続いているが、

その基底部はかなり砂質であり、部分的に粗砂層と指交するところも観られる。このシル ト層は、色

の違いから不明瞭ながら4層 に区分できるが、地質学的には2層 に区分されるようであり、ここでは

仮に上位層を第 1シ ル ト層、下位層を第 2シ ル ト層と呼ぶことにした。すなわち、下部の第 2シ ル ト

層 (Si(1),Si(21,Sx3))は 上部ほど細粒となる傾向にあり、最上部はやや粘土質であって赤色風化してい

ることから、色の違いは風化作用によるものであり、一連の堆積物と考えられる。最上位の第 1シ ル

ト層 (Si(4))は 、下位の第 2シ ル ト層 (Si(31)と の境界が不鮮明であり、これも一連の堆積物である

ようにも見える。しかし、本層は地表付近でクロボクに被われており赤色風化の形跡が無いことから

第 2シル ト層との間には時間間隙があるものと推定される。なお、スケッチ部の中央やや南寄りに廃

棄物を埋めた穴の跡が観られる。 (写真集参照)

層序および各層の地質状況については、表-1に まとめたとおりである。

表-1 スケッチ部の地質層序と層相

地層名 記号 色調 層厚 記  事

第 1シル ト層 Si(4) 黄土 lm±
Si(3)層 との境界は不明瞭だが、幾分粗粒.上部 30～

50cmのクロボク層で被われている

第 2シ ル ト層

Si(3) 茶掲
K/1ax

2.5m

不淘汰だが下部は砂質であり、上部は粘土質となる.

堆積後に赤色風化を受けている 稀に細礫や火山灰片

が混入する.Si(2)ま で植物根が入っている。

Si(2) 淡褐

Si(1) 灰

粗砂層 Sa 責土 0.5Hl
不淘汰で細礫混入 ルーズで透水性大.第 2シ ル ト層

と一部指交関係にあ り、漸移的である。

礫  層 Gl 雑 4m+
礫径 2～ 20cm程度だが φ maX=40cm。 円磨度高い.

少量の砂混 じる。礫質は花商岩類・閃緑岩・斑岩 。安

山岩・軟質な角閑石石英安山岩

3.各地層の成因 。生成年代等について

前述のように、本地域の地層は既往の資料では北代砂層が分布するものと推定されていた。しかし

ながら、実際には段丘礫層とこれを被うシル ト層から構成されていることが明らかになった。また、

段丘礫層の上面は、スケッチ図からも明らかなように、現在の地表面よりも幾分急な勾配で海側に傾

いていることがわかるが、レベル測量の結果では、西方に向かっても同様であることを確認した。こ

のことは、この礫層の形成する埋没段丘面が過去に何度も傾動したことを示すものと考えられる。さ

らに段丘礫層を被うシル ト層は顕著な赤色風化が認められるが、これはこの地域がかつて熱帯性の気

候を経験 したことを示すものである。これらの状況や台地面の高さ等から、この段丘礫層を被うシル

ト層の生成期は最終氷期後期よりは前に遡ると考えられる。そして、段丘礫層はおそらく友坂段丘に

相当するものであって、少なくとも5万年以前と推定される (こ の考えは藤井昭二富山大名誉教授か
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らご指導いただいた)。 なお、北代砂層はこの友坂段丘礫層 よりさらに古い時代の堆積物であるとされ

ている。

段丘礫層を被う第 2シ ル ト層は、水中堆積を示すような構造が観られず、不淘汰でところどころ細

礫や岩片が含まれるが、下部ほど粒子が粗 くなる傾向がある。これらの状況から、かなり含水量が多

く泥淳化 した状態の多量の上砂が地上を流下し、当時のわずかな窪みに比較的短期間に堆積 したもの

であろうと推定される。また、赤色土を被う第 1シ ル ト層も同様な成因と考えられるが、赤色風化の

形跡がないことから、これは最終氷期後期のものである可能性が高い。

最上位には厚さ30～ 50cm程度のクロボク層があるが、最近の研究によると、日本海側に観られる

クロボク層は、約 8000年 ～ 1000年前に形成されたものであることがわかっている。また、このクロ

ボク層の中には、必ず微粒炭が含まれている。このことから、古代人が火を使い、草木の燃焼炭が粉

塵となって堆積 し、そこに腐植が吸着したものがクロボク上であるとする説が有力である。すなわち、

縄文人が原始的な焼き畑農法を行うために、野焼き。山焼きを行った可能性が指摘されている (山 野井 ,

1997)。

地質時代等の解釈については藤井昭二富山大学名誉教授 にご指導頂いた。ここに記 して謝意を表す

しだいである。

引用文献

藤井昭二 (2000):「大地の記憶」富山の自然史.桂書房

山野井徹 (1997):ク ロボク土の成因に関する新しい説。新潟応用地質研究会誌,Vol.49,9-20.
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写真-1 段丘礫層とこれを被うシル ト層
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写真-2 粗砂層 (Sa)と 第 2

シル ト層が指交する。

写真-3 第 2シル ト層中に含

まれる火山灰層の破片

“努“
」
一
“

■
Ｈ
■
ａ
■
田
■

」mの クロボク屈て被われている

岩 安山岩 軟質な角閃石石薬安

"岩図2 調査地南道路工事ノリ面展開図

-158-



自然科学分析

第 2節 百塚遺跡の自然科学分析 (1)一 E-1・ F地区の試料から一

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

平成 21年度百塚遺跡発掘調査区 (以下、H21百塚遺跡)は、これまでに行われた平成 19年度調査

百塚遺跡A地区 (以下、H19百琢遺跡A地区)お よび平成 20年度調査百塚遺跡 B地区 (以下、H20

百塚遺跡B地区)の南側に位置する。

H21百塚遺跡の調査区は、E-1区 とF区 に分かれ、E-1区 では弥生時代終末とされる周溝墓や

中・近世の上坑など多数の遺構が検出されている。E-1区 の現地表面の標高は約 13～ 16mと され

てお り、平成 20年 度までの調査区よリー段高い地形上にある。 F区はE-1区 よりも北西方に約

150m離れた平坦面上にあ り、現地表面の標高は約 10mである。 F区の位置は、地形的にはこれまで

の調査区と同一の平坦面上にあり、E-1区 よりも最大で 6mも 低い。国土地理院 2005年発行の 2万

5千分の 1土地条件図「富山」では、E-1区 とF区 との間には、ほぼ東北東 ―西南西方向に走る活断

層が描かれてお り、E-1区 はその活断層に向かって下がる携曲崖の崖上にあり、F区は崖下にある。

すなわちE-1区 とF区の標高差は、段丘崖ではなく断層崖として示されている。

本報告では、 F区の上層断面で確認された層序について、重鉱物組成および火山ガラス比を明らか

にすることにより、段丘の離水年代およびこれまでの調査区で氾濫堆積物 とされた堆積層との対比を

行った。また、放射‖生炭素年代測定による遺構の年代や古植生、弥生時代後期～古墳時代初頭の墳丘

墓の主体部を埋積する堆積物の理化学性、遺構出土骨および S X 03か ら出上 した骨壷内の骨の埋納状

況や出土骨の同定を目的として自然科学分析調査を実施 した。

第 1項 火山灰分析

1.試料

試料は、H21百塚遺跡のF区南壁に確認された堆積層より採取された土壊である。 F区南壁の堆積

層は、上位よりI～Ⅳ層までの基本層序が設定されてお り、I層が現表土、Ⅱ層が近代遺物包含層の黒

褐色シル ト、Ⅲ a層が縄文時代後期終末遺物包含層のにぶい責褐色シル ト、Ⅲ b層が縄文時代後期前

葉遺物包含層の黒褐色シル ト、Ⅳ層が縄文遺構検出面のにぶい黄色土とされている。

試料採取地点の堆積層は、現地表から深さ約 1.6mを 測る。I層 は表上の Ia層 と撹乱層の Ib層 に細

分され、厚 さは両層合わせて約 40cmを 測る。下位のⅡ層は厚 さ20～ 30cm、 Ⅲ層は厚 さ50～ 60cmを

測る。Ⅲ層は上部のⅢ a層 と下部のⅢ b層 に細分され、Ⅲ a層が厚 さ約 30cm、 Ⅲ b層が厚さ20～ 30

cmほ どである。Ⅳ層も上部のⅣ a層 と下部のⅣ b層 に細分され、Ⅳ a層が厚さ約 10cmを 測 り、Ⅳ b層

は基底が確認されていない。

分析試料は、Ⅱ層から① E、 Ⅲ層上部 と下部からそれぞれ② Eと ③ E、 Ⅳ a層 から④ E、 Ⅳ b層か

ら⑤ E、 Va層から⑥ E、 Vb層から⑦ Eの計 7点が採取されている。試料の観察とその採取層位から、

Ⅲ層は有機物の少ない掲色を呈する砂混 じりのシル ト質な土壌、Ⅳ a層およびⅣ b層 は黒褐色を呈す

るシル ト質の土壊いわゆる黒ボク土とみられ、Vb層は黄掲色を呈する粘土質の上壌いわゆるローム、

Va層 は暗褐色を呈するやや有機質でやや粘土質な土壌すなわち黒ボク土層からローム層への漸移層

に相当すると言える。本分析では、③ E～⑦ Eま での土壌試料 5点 を対象に重鉱物・火山ガラス比分

析を行った。
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2.分析方法

(1)重鉱物組成分析

試料約 40gに 水を加え超音波洗浄装置により分散、250メ ッシュの分析舗を用いて水洗 し、粒径

1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、舗別し、得られた粒径 1/4mm-1/8mmの砂分をポリタン

グステン酸ナトリウム (比重約 2,96に 調整)に より重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて 250粒 に達

するまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光

沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不

可能な粒子は「その他」とする。

(2)火山ガラス比・屈折率測定

試料を重液分離した軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を求める。火

山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の 3タ イプに分類した。各型の形態は、バブ

ル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであ

り、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。また、

火山ガラスにおける「その他」とは、軽鉱物分における火山ガラス以外の粒子 (石英や長石類などの

鉱物粒子および風化変質粒など)である。さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定すること

により、テフラを特定するための指標とする。屈折率の測定は、古澤 (1995)の MttIOTを 使用した

温度変化法を用いた。

Ⅲ層

Ⅳa層

Ⅳb層

Va層

Vb層

厖勿 斜方輝石        匝コ バブル型火山ガラス

《∝ 単斜輝石        匡翼 中間型火山ガラス

匡翌 角閃石         藍曇 軽石型火山ガラス

匡曇酸化角閃石       麗藝その他

歴麗緑レン石

■■不透明鉱物

踵鰯その他

図 1.F区南壁の重鉱物組成および火山ガラス比

表 1.F区南壁の重鉱物・火山ガラス比分析結果

③

④

⑤

⑥

⑦

０

％

重鉱物組成 火山ガラス比

増
名

添
料
番
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斜
方
輝
石
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斜

輝

石

角
閃

石

酸
化
角

閃

石

角
閃

石
族

里
＾
千
否
母

緑

レ
ン
石

不
透

明
鉱

物

そ

の
他

含
計

バ
ブ

ル
型
火
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ガ
ラ
ス

中
間
型
火

山
ガ

ラ

ス

軽

石
型
火

山
ガ

ラ

ス

そ

の
他

〈
回
ユ劇

Ⅲ 層 ③ E 4 107 1   7 l 0 8 250 4 0 0 250

Ⅳa層 豆DR 3 85 1  21 0 0 1 250 0 0

Ⅳb層 C)E 2 0 1 4 3 0 0 235 250

Va層 ≪勃E 4 0 0 0 2 250 l 7 209

Vb層 ⑦ E 0 7 0 0 3 2 250 0 9 182 250
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1505[屈折率] 1505[屈 折率]

1405   1500   1505[屈 折率] 1495   1500   1505〔 屈折率]

図 2.火山ガラスの屈折率
3.結果

重鉱物・火山ガラス比結果を表 1、 図1に示す。重鉱物組成は、全試料ともに斜方輝石と角閃石 (少

量の酸化角閃石を伴う)を主体とし、少量の不透明鉱物と微量の単斜輝石および緑廉石を含む組成で

ある。量比を詳細に見れば、Ⅲ層 ③Eと Vb層 ⑦Eでは角閃石の方が斜方輝石よりも多く、Ⅳa層

④E～ Va層 ⑥Eま では、角閃石よりも斜方輝石の方が若干多い。

火山ガラス比では、最も下位のVb層 ⑦Eに 20数°/o程度の無色透明バブル型火山ガラスが含まれ

るが、上位の試料ほどそれが少なくなる傾向を示し、Ⅲ層 ③Eでは極微量含む程度である。なお、各

試料には軽石型火山ガラスも微量認められるが、バブル型火山ガラスと同様に上位ほど減少する傾向

を示す。

屈折率の測定は、Vb層 ⑦ E、 Ⅳb層 ⑤ E、 Ⅳa層 ④ E、 Ⅲ層 ③Eの 5試料に含まれるバブル型

火山ガラスを対象にした。測定結果を図2に示す。いずれの試料も、nl.4981.501の レンジ内にあり、

特にnl.499-1.500に 集中する傾向が明瞭である。

4.考察

富山平野における重鉱物組成と火山ガラス比による層序対比は、呉羽丘陵の南西方に広がる境野新

扇状地に立地する遺跡等で調査事例がある (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,2003)。 境野新扇状地は、

更新世に形成された段丘化した扇状地であり、前述した2万 5千分の 1土地条件図では、百塚遺跡の

位置する段丘と同じ「下位面」に区分されている。したがって、その表層に形成された土壌からなる

層序は、百塚遺跡におけるそれとの対比が可能である。

［個
数
］

［個
数
］

［個
数
］
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境野新扇状地上の層序は、現表上下位に厚 さ数 10cm程度の黒ボク土層があり、厚 さ 10～ 20cmほ

どの漸移層を挟んで、褐色のローム層に至る。ただし、F区南壁における HI層 に相茎する褐色土層は

認められていない。パリノ・サーヴェイ株式会社 (2003)の調査結果では、池多東遺跡や北押川 C遺

跡において扇状地表層の砂礫層までの断面が作成されてお り、それらの柱状図からは境野新扇状地に

おけるローム層の厚さは概ね 50cm程度 と見ることができる。百塚遺跡の位置する段丘上での上壊の

形成条件は、境野新扇状地とそれほど大 きく変わらないと考えられるから、 F区南壁でも段丘礫層の

上位に形成されたローム層の厚さは同程度と考えて良い。その場合、⑦ Eが採取された層位はローム

層の最上部に相当し、今回確認された重鉱物組成と火山ガラス比は、百塚遺跡の位置する段丘におけ

るローム層最上部以上の層位についてとなる。

境野新扇状地におけるローム層最上部以上の層位では、層序対比指標として、姶良Tn火山灰 (A

T:町田 。新井 ,1976)の 降灰層準が得られている。火山ガラス比分析の結果から、境野新扇状地では、

黒ボク土層からローム層への漸移層にその降灰層準が推定されているところが多い。今回の分析結果

では、Vb層に比較的多量の火山ガラスが検出されたが、この火山ガラスは、その形態と屈折率から、

ほぼ確実にATに由来すると考えられる。また、火山ガラス比と屈折率測定の結果から、ATの火山

ガラスがその上位のVa層からⅣ a層 まで上位に向かって減少しながら再堆積を繰 り返している状況

が把握された。このように特定のテフラが土壌中に混交して産出する場合は、テフラ最濃集部の下限

がそのテフラの降灰層準にほぼ一致すると考えられている (早津 ,1988)。 今回の分析では、Vb層 よ

り下位のATの火山ガラスの産状が不明なことから、最濃集部の下限の特定は困難である。ただし、

境野新扇状地では、漸移層にATの降灰層準が推定されることを考慮すれば、F区南壁でも⑦ Eの採

取されたローム層最上部のVb層付近にATの降灰層準が存在する可能性がある。この場合、百塚遺

跡の位置する段丘は、ATの降灰よりもかなり以前に離水 し、表層ではローム層の形成が始まってい

たことを示しており、立川面相当とする2万 5千分の 1土地条件図の区分とも整合する。パリノ・サ

ーヴェイ株式会社 (2009)で は、F区の北側に近接するH19百塚遺跡A地区のテフラ概査により大T

の存在とその降灰層準を推定し、段丘対比を検討したが、今回の分析では、その推定を補強すること

ができたと言える。

境野新扇状地上のローム層および黒ボク土層の重鉱物組成は、斜方輝石と角閃石を主体とし、少量

の不透明鉱物を伴い、微量の単斜輝石や緑廉石等を含むという組成が確認されている。この組成は、

F区南壁のVb層以上の重鉱物組成とほぼ同様である。このことは、境野新扇状地と百塚遺跡の段丘

の両地形における土壌の母材となった風成塵が同様の由来を持つことを示している。しかし、境野新

扇状地上の調査事例では、重鉱物組成には斜方輝石と角閑石の量比において層位による違いが認めら

れたが、その違いが異なる地点間で共通した層位にあるという傾向は見出せていない。すなわち、現

時点では重鉱物組成による詳細な層序の対比はできず、百塚遺跡におけるローム層最上部以上の層位

においても、重鉱物組成の違いと層位との対応関係は不明である。

H19百塚遺跡A地区とH20百塚遺跡B地区 (富 山市教育委員会 ,2009)は 、ともにF区 よりも北狽I

に位置するが、地形的にはF区 と同様の撓曲崖下の平坦面上に位置する。これらの調査区で確認され

た層序は、F区 と同様であり、現表上下に黒ボク土層、そしてその下位に掲色土層を挟んで黒ボク土

層があり、漸移層、ローム層となる。パリノ・サーヴェイ株式会社 (2009)で は、H20百塚遺跡B地

区の堆積層について、軟X写真による微細構造観察から、黒ボク土層に挟まれた掲色土層は河川の氾

濫堆積物であるとした。F区南壁のⅢ層は、その層相と層位および包含される遺物から、氾濫堆積物
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の褐色土層に対比される。上述したように、撓曲崖下の百塚遺跡の位置する段丘も立川面相当である

ことがほぼ確実とされたことから、立川面相当の段丘が、縄文時代後期終末頃になって、再び氾濫堆

積物に覆われるような沖積低地に近い地形となったことが推定される。

このような地形変化は、急激な地盤変動によるものと考えられ、活断層と撓曲崖はその変動の結果

形成された地形であると考えられる。パリノ・サーヴェイ株式会社 (2009)で も述べたように、縄文

時代後期終末頃という時期は、吉岡ほか (2007)が推定する呉羽山断層帯の最新活動期にも整合 して

いる。今後も、百塚遺跡の位置する撓曲崖下の段丘において、同様の黒ボク土層に挟まれた掲色土層

を確認することにより、その成因や形成年代が絞られることになれば、活断層の活動を具体的に示す

堆積物として貴重な資料になることが期待される。

第2項 遺構の年代と炭化材の樹種

1.試料

試料は、SK31、 SX03、 SK05、 SZ07、 SZ10aの各遺構より出上した炭化材 5ッ点である。SK31は、炉

跡とされる遺構であり、焼土塊内より縄文土器 (後期終末の八日市新保式)が出土している。SX03お
よび SX05は 、中・近世の上娠墓である。SZ07は、弥生時代終末～古墳時代初頭の石組の主体部を有

する埋葬施設、SZ10は 4隅陸橋の方形周溝墓の主体部 (SZ10a)で ある。

放射性炭素年代測定に供した炭化材は、SK81が炭化材混じりの暗褐色土より抽出した約 5mm角程

度の破片、SX03が多数の炭化材中より抽出した残存径 2cm程度の破片、SK05が炭化材混 じり暗掲

色土より抽出した残存径 lcm程度の破片、SZ07が多数の炭化材中より抽出した約 lcm角 の破片、

SZ10aが板状 (板 目)を呈する lcm× lcm× 0.5cm程度の破片である。

これらの炭化材試料については、試料の履歴の検討を目的として、この他にSX08出 土炭化材 (径

約 8mmの芯持丸木)と ともに樹種同定を実施 した。同定結果は、表 2お よび工_3。 (2)を参照さ

れたい。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

試料に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つものが付着 している場合、ピンセット、超音波洗浄

などにより物理的に除去する。その後 HCと による炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等

アルカリ可溶成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う (酸・

アルカリ・酸処理)。 試料をバイコール管に入れ、 lgの酸化銅 (II)と 銀箔 (硫化物を除去するため)

を加えて、管内を真空にして封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時 間)で加熱する。液体窒素と液体

窒素 +エ タノールの温度差を利用し、真空ラインにて C02を精製する。真空ラインにてバイコール管

に精製した C02と 鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で 10時間以上

加熱 し、グラファイトを生成する。

化学処理後のグラフアイト・鉄粉混合試料を内径 lmmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオ

ン源に装着 し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとしたHC AMS専 用装置(NEC
Pelletron 9SDH 2)を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供

されるシュウ酸 (HOX_II)と バックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に 13c/12cの 測

定も行うため、この値を用いてδ ЮCを算出する。
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放射性炭素 の半減期 は LIBBYの 半減期 5,568年 を使用 す る。測定年代 は 1,950年 を基点 と し

た年代 (BP)で あ り、誤差 は標準偏差 (One Sigma680/O)に 相 当す る年代 であ る。暦年較正 は、

RttDIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0(Copyrigilt 1986 2010 M Stuiver and

P」 Reimer)を 用い、誤差 として標準偏差 (One sigma)を 用いる。

暦年較正 とは、大気中の 14c濃度が一定で半減期が 5,568年 として算出された年代値に対 し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14c濃度の変動、及び半減期の違い (HCの半減期 5,730

±40年)を較正することである。暦年較正は、CALIB 6.0のマニュアルにしたがい、 1年単位まで表

された同位体効果の補正を行った年代値および北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。暦

年較正結果は、 σ・2σ (σ は統計的に真の値が 68%、 2σ は真の値が 950/0の 確率で存在する範囲)の

値 を示す。表中の相対比は、 σ、2σ の範囲をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存在す

る確率を相対的に示 したものである。

(2)樹種同定

試料 を自然乾燥 させた後、木口 (横断面)。 柾 目 (放射断面)。 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面

を作製 し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡 を用いて木材組織の種類や配列を観察 し、その特徴 を

現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較 して種類を同定す

る。

木材組織の名称や特徴は島地・伊東 (1982)や Wheeler他 (1998)を 、日本産木材の組織配列は、

林 (1991)や 伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

各遺構から出土 した炭化材の同位体効果による補正を行った浪1定年代 (補正年代)は、SK31 h 17

炭化 材 が 2,950± 30yrBP、 SX03 炭化材 が 320± 20yrBP、  SX05 炭化材 が 2,960± 30yrBP、 SZ07

S8炭 化材が 4,550± 30yrBP、 SZ10抒 ⑥ 炭化材が 190± 20yrBPを 示す (表 2)。

これ らの補正年代に基づ く暦年較正結果 (測 定誤差 σ)は、SK31 m 17炭化材が calBCl,

252-calBCl,122、 SX03炭化材が calADl,521-calADl,686、 SX05炭化材 が calBCl,254-calBCl,129、 SZ07

S-8炭化材が calBC3,363-calBC3,126、 SZ10a ⑥ 炭化材が calADl,664-calADl,951で ある (表 3)。

(2)樹種同定

SX08出土戊化材 1点は落葉広葉樹のクリ、放射性炭素年代測定試料に供した炭化材 5点は、落葉広

葉樹 3分類群 (ク マシデ属イヌシデ節、クリ、シナノキ属)に 同定された (表 2)。 以下に、各分類群

の解剖学的特徴等を記す。

・クマシデ属イヌシデ節 ∽
“

subgen,Eutth胚 )カ バノキ科

散子L材で、道管は単独または2-4個が放射方向に複合 して散在する。道管は単穿了Lを 有し、壁子しは

対列状～交互状に配列する。放射組織は異性、 1-3細胞幅、 1-40細胞高のものと集合放射組織とが

ある。

・ ク リ (め 立 盟 錫 餌 餌 β″ Sieb.et Zucc)ブ ナ 科 ク リ 属

乗了し材で、孔圏部は3-4列、子L圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しなが ら火炎状に配列する。

道管 は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。

・シナ ノキ属 (究物 )シ ナノキ科

故了し材で、道管は単独 または 2-6個が複合 して散在 し、年輪界付近で管径を漸減 させる。道管の分
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表 2.放射性炭素年代沢1定結果

試 料
樹 種

補正年代

(yrBP)

δ13C

(%O)

測定年代

(yrBP)

測定機 関
Code No.遺構名/サ ンプル名 性 状

SK31  No 17  炭 炭化材 ク リ 2,950=L 30 -22 31Ξ上0 56 2,900=L 30 IAAA― 0 505

SX03       炭 炭化材 シナノキ属 320=二  20 -25 1lΞ上0 40 320=二  20 IAAA― 0 506

SX05       炭 炭化材 ク リ 2,960=L 30 -26 65=上 0 56 2,990=L 30 IAAA― 0

3Z07     S-8 炭化材 ク リ 4,550=二  30 -25 96=上 0.56 4,570Ξ L 30 IAAA― 0

SZ10     aqぅ 炭化材 ク リ 190三二 20 -23.22三上0.53 160=L 20 IAハよ― 0

自然科学分析

表 3.暦年較正結果

試料名
絹 止 年 代

(暦年較正用)

r、ァィRpゝ

暦年較正年代 (cal) オロ対歩ヒ
測定機関
Code No

SK31 No17炭
(炭化材 )

2,946=L 26

252  -  ca

213  -  ca

BC  l,241

BC  1 122

BP  3,202  -  3,191

8P  3,163  -  3,072

0 088

0 912
IAAA-101505

2σ
BC

BC

260  -  ca

105  -  ca

BC  l,108

BC  と,055

BP  3,210  -  3,058

BP  3,055  -  3,005

0 878

0 122

SX03 ″衆
(炭化材 )

319=L 23

AD

AD

AD

521  -  ca

581  -  ca

620  -  ca

AD  l,578

AD  l,591

AD  1 686

BP    429  -    372

BP    369  -    359

BP    330  -    314

0 698

0 102

0 200 IAAA-101506

2。
AD

AD

490

611

AD  l,603

AD  l,644

BP    460  -    347

BP    339  -    306

0 786

0 214

3X05 ウそ
(炭化材)

2,958=L 27

BC

BC

254  -  ca

214  -  ca

BC  l,238

BC  l 129

BP  3,204  -  3,188

BP  3,164  -  3,079

0 149

0_851

IAAA-101507

2σ

BC

BC

BC

288  -  ca

269  -  ca

104  -  ca

BC  l,284

BC  l,109

BC  l.056

BP  3,238  -  3,234

BP  3,219  -  3,059

BP  3,054  -  3,006

0,005

0 930

0 065

3Z07 S-8

(炭化材 )

4,550三二 29

BC

BC

BC

363  -  ca

214  -  ca

156  - ca

BC  3,331

BC  3,185

BC  3,126

BP  5,313  -  5,281

BP  5,164  -  5,135

BP  5,106  -  5,076

0 402

0 315

0 283

IAAA-101508368  - ca

296  - ca

275  -  ca

239  -  ca

BC  3,309

BC  3,284

BC  8,265

BC  3.104

BP  5,318  -  5,259

BP  5,246  -  5,234

BP  5,225  -  5,215

8P  5,189  -  5,054

0 346

0 017

0 017

0 620

〕Z10 a⑥
(炭化材)

191三L 23

664  -  ca

739  -  ca

763  -  ca

791  -  ca

938  -  ca

AD  l,681

AD  l,743

AD  l,788

AD  l,802

AD  l、 951

BP    286  -    269

8P    211  -    207

BP    187  -    162

BP    159  -    148

8P     12  -  -    1

0 247

0 044

0.361

0 140

0 208
IAAA-101509

2σ

657  - ca

733  -  ca

928  - ca

AD  l,684

AD  l,807

AD  l,952

BP    293  -    266

BP    217  -    143

BP     22  -  -    2

0 222

0 587

0 191

布密度は高い。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認め られる。放射

組織 は同性、 1-4細胞幅、 1-30細胞高。

4.考察

(1)年代

放射性炭素年代測定対象 とされた遺構のうち、SK31は発掘調査所見によれ1餅鼠文時代後期終末に比

定 される土器が出土 している。同遺構から出上 した炭化材の暦年代範囲は、c∬BCl,252-calBCl,122(3,202

～ 3,072calBP)を 示 し、小林編 (2008)の 付表に示 された縄文時代の時期区分に対応 した年代観に従

えば、ほぼ後期終末～晩期初頭頃に相当する。炭化材から得 られた年代は、共伴 した土器の年代 と整

合 してお り、遺構の年代観を示唆 している可能性が高い。

SZ07お よび SZ10は 、ともに弥生時代終末頃とされる墳丘墓 とされる。各遺構から出土 した炭化材

の暦年代範囲は、SZ07が縄文時代中期頃、SZ10が近世以降であ り、ともに発掘調査所見 と大 きく異

なる結果を示 した。
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中・近世の上坑墓 とされる SX03お よび SX05では、SX03炭化材が近世初頭頃、SX05戊化材が上

述 した Sk31出土炭化材 とほぼ同様の縄文時代後期終末頃の暦年代範囲を示 した。後述するように、

SX03では越中瀬戸焼の埋甕が出上 していることから、同遺構から出土 した炭化材の暦年代範囲は、遺

構の年代を反映 している可能性がある。

(2)木材利用

放射性炭素年代測定に供 した炭化材 と SX08出 土炭化材の 6点には、イヌシデ節、クリ、シナノキ

属の 3分類群が認められた。いずれも山地や丘陵地に生育する落葉高木であ り、シナノキ属は谷沿い

によく生育する。また、各分類群の木材の材質についてみると、クリとイヌシデ節は重硬で強度が高 く、

シナノキ属は、軽軟で加工は容易であるが、保存性は低い。

各遺構から出土 した炭化材は、SK31と SX03で は出土遺物 と整合すると考えられる暦年代範囲が得

られた一方、この他の遺構では発掘調査所見 と大 きく異なる年代が示された。そのため、本項では炭

化材が示 した時期に相当する富山市域における調査事夕」を概観する。

SZ07、 SK31、 SX05か ら出上 した炭化材は、縄文時代中期および縄文時代後期終末頃の暦年代範囲

を示 した。富山市内では、開ケ丘狐谷Ш遺跡の縄文時代中期 とされる竪穴住居跡から出土 した炭化材 (パ

リノ・サーヴェイ株式会社 ,2004)や 、向野池遺跡の縄文時代後・晩期の土坑やピットから出土 した炭

化材 (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,2001)等にクリが確認 されてお り、当該期には建築部材や燃料材

等 にクリ材が利用されていたことが明らかとされている。

一方、SX03お よび SZ10の炭化材は、近世初頭および近世以降の暦年代範囲を示 した。 SX03の炭

化材はシナノキ属、SZ10aは イヌシデ節であ り、上記 した縄文時代の年代を示 した炭化材 と異なる分

類群からなるという特徴が窺える。富山県内では、当該期の試料にイヌシデ節やシナノキ属が確認 さ

れた事夕Jは確認できないが、今回の分析結果から遺跡周辺での分布や木材利用が推定される。

第 3項 微化石分析

1.試料

試料は、SZ07お よび SZ10の 主体部を埋積する堆積物 (以下、覆土)よ り採取 された土壌である。

以下に、各遺構 より採取 された試料の概要を記す。

(1)SZ07
SZ07の主体部は、平面が主軸をほぼ南北 とする長方形を呈 し、検出面から遺構基底までは深さ最大

で約 70cmを 測 り、主体部覆土は黒色 を呈するシル ト質の上壊いわゆる黒ボク上を主体 とする。土壌

試料は、主体部南北方向の覆土断面 (南側)か ら5点 (試料番号 1～ 5)、 東西方向の覆土断面 (西側 )

か ら2点 (試料番号 6、 7)が採取されている。これ らの うち、土壊試料の採取位置は、試料番号 1、

2お よび 6が遺構基底のほぼ直上、試料番号 3と 7が基底 より約 20cm上 位、試料番号 4が同 30cm

ほ ど上位、試料番号 5が同 50cmほ ど上位の地点に相当する。

本分析では、上記 した試料のほか、覆土中より採取 された土壌試料 2点 (試料番号 8、 36)の計 9

点 を分析に供 した。

(2)SZ1 0a

SZ10aの 主体部は、平面が主軸を東西 とする長方形 を呈 し、検出面より遺構基底 までは深さ最大で

約 50cmを 測 り、覆土は SZ07と 同様に黒色を呈するシル ト質の土壌いわゆる黒ボク上を主体 とする。

土 壌試料は、覆土上部に相当する主体部西側 (試料番号 1)、 同中央部の北側 と南側 (試料呑号 2、 3)

よ り計 3点が採取 されている。

本分析では、上記 した試料 3点を分析に供 した。
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2.分析方法

(1)珪藻分析

試料 を湿重で 7g前後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法 (4時 間放置)の順に物理・

化学処理 を施 して、珪藻化石 を濃集する。検鏡 に道する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下

し乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学

顕微鏡で油浸 600倍あるいは 1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿っ

て走査 し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に 200個体以上同定 。計数する (化石の少ない試料

は この限 りではないが、全 面 を走査 す る )。 種 の 同定 は、原 口ほか (1998)、 Krammer(1992)、

Krammer&Lange Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、 渡辺ほか (2005)、 小林ほか (2006)な どを参

照 し、分類基準は、Round,Crawford&Mann(1990)に 従 う。なお、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳

沢 (2000)に 従 う。

同定結果は、中心類 (Centric diatom軒 広義のコア ミケイソウ綱 Cosdnodiscophyceae)と 羽状類

(Pennate diatoms)に 分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類 (Araphid pennate diatoms広 義のオビケイ

ソウ綱 Fragilariophyceae)と 有縦溝羽状珪藻類 (Raphid pennate diatom軒 広義のクサ リケイソウ綱

BacillariOphyceae)に 分ける。また、有縦溝類 は、単縦溝類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短

縦溝類に細分する。

各種類の生態性は、Vos&de Wolf(1993)を 参考 とするほか、塩分濃度に対する区分は Lowe(1974)

に従い、真塩性種 (海水生種 )、 中塩性種 (汽水生種 )、 貧塩性種 (淡水生種)に類別する。また、貧

塩性種についてはさらに細か く生態区分 し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能につ

いて も示す。そして、産出個体数 100個体以上の試料については、産出率 20%以上の種類について主

要珪藻化石群集の層位分布図を作成するほか、淡水生種の生態性についても 100個体以上の試料 につ

いて図示する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安 として、完形殻の出現率を求める。

堆積環境の解析にあた り、淡水生種 (貧塩性種)に ついては安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤・

堀内 (1991)、 汚濁耐性については渡辺ほか (2005)の 環境指標種 を参考 とする。

(2)花粉分析

試料約 10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛,比重 23)に よる有機物

の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施 して花粉を濃集する。残澄をグリ

セ リンで封入 してプレパ ラー トを作成 し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現

する全ての種類について同定・計数する。同定は、当社保有の現生標本や島倉 (1972)、 中村 (1980)

等を参考にする。

結果は同定・計数結果の一覧表、及び花粉化石群集の層位分布図として表示する。図表中で複数の

種類 を「 ―」で結んだものは、種類間の区別が困難なものを示す。図中の木本花粉は木本花粉総数を、

草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉 を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出

し図示する。なお、木本花粉総数が 100個体未満の試料は、統計的に扱 うと結果が歪曲する恐れがあ

るため、出現 した種類 を「十Jで表示するに留めている。
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(3)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム
,

比重 25)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体 を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下

で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に出来 した植物珪酸体 (以

下、短細胞珪酸体)お よび葉身機動細胞に由来 した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体)を 、近藤 (2010)

の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された植物珪酸体の種類 と個数の一覧表で示す。また、植物珪酸体の産状の層位的変

化か ら稲作の可能性や古植生について検討するために、出現率の層位的変化を図示する。出現率は、

短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

なお、本分析では、各分類群の含量の測定 も試みた。分析の際に分析試料の乾燥重量、プレパ ラー

ト作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパラー トの数や検鏡 した面積を正確に計量 し、堆積物

lgあ た りの植物珪酸体含量 (同定 した数を堆積物 lgあた りの個数に換算)を求める。この結果は、

植物珪酸体含量の一覧表で示す。各分類群の含量は 100単位 として表示 し、100個体未満は「 <100」

と表示する。合計は、各分類群の丸めない数字を合計 した後、100単位 として表示する。 また、各試

料の植物珪酸体含量を図示する。

3.結果

(1)珪藻分析

結果を表 4、 図 3に示す。珪藻化石の産出頻度は全般的に少なく、SZ07試料番号 7で堆積環境 を検

討する上で有意な量の珪藻化石が産出したが、この他の SZ07試料番号 2、 3、 36は無化石、それ以

外の試料は 1～ 46個体 と少ない。SZ07試料番号 7の完形殻の出現率は、約 600/Oと 化石の保存状態が

比較的良好である。産出分類群数は、合計で 18属 24分類群である。以下に、各遺構の珪藻化石群集

の特徴 を述べる。

1)SZ07

化石が産出 した試料番号 7は、陸上のコケや土壌表面など多少の湿 り気を保持 した好気的環境 に耐

性のある陸生珪藻が全体の約 90°/。以上を占める。主要種は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻

A群の川隻焔町 βわ力gr27、 水域にも陸域にも生息する陸生珪藻B群の肋 盈utaria∂6・/笏鉗ん催
"が それ

ぞ れ約 200/Oと 多 産 し、 陸生 珪 藻 A群の 3試Onθる ん協肋 β、L′巨coFa 27汐 むβ、2加 F25・所彦 β万甲 力ゑっ6、 陸

生 産 藻 B群 の 規arr977θる 肋 ″∂β、月力盟五Mia∂′わ3弾itaカ フヮr.θ五ゆ 汐ιβ等 を伴 う。

試料番号 1、 4～ 6、 8は、珪藻化石の産出が少な く、産出した種 も陸生珪藻に限られる傾向がある。

2)SZ10a

試料 番号 1～ 3は 、化石 の産 出が少 な く、産 出す る種 は上伊しicOla r7肋力、Nei饂 益 in閉、

兌力2工訴iaわorettis等の陸生珪藻に限られる傾向がある。
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(2)花粉分析

結果を表 5、 図 4に示す。いずれの試料 も花粉化石の産出状況が悪 く、定量解析に有効な個体数が

確認されたのは SZ07試料番号 6のみである。以下、各遺構の産状を述べる。

1)SZ07

試料番号 6か らは、かろうじて定量解析に有効な個体数が得 られたが、花粉化石の保存状態は不良

であ り、花粉外膜が破損 し、溶解の影響を受けているものが多い。花粉化石群集は、木本花粉ではマ

ツ属、スギ属が多産 し、ハ ンノキ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属

―ケヤキ属等を伴う。草本花粉ではイネ科が多 く産出し、ナデシコ科、アブラナ科、ヨモギ属、タン

ポポ亜科等が認められる。

試料呑号 6を 除 く8試料は、木本花粉ではマツ属、スギ属、ハンノキ属、コナラ亜属、アカガシ亜属、

エレ属 ―ケヤキ属、 トチノキ属等が、草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、クワ科、ヨモギ属、キ

ク亜科、タンポポ亜科等が、わずかに検出される。

2)SZ10a
3試料はいずれも花粉化石の産状が悪 く、定量解析に有効な個体数は得られなかった。検出された

花粉化石は、木本花粉ではマツ属、スギ属、コナラ亜属、ニレ属 ―ケヤキ属、 トチノキ属等が、草本

花粉ではイネ科、ヨモギ属、タンポポ亜科等が、わずかに検出される。
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図 3.主要珪藻化石群集の層位分布
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表 4.珪藻分析結果 (1)
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表 4.珪藻分析結果 (2)

[環境指標種群]

K:中 ～下流性河川指標種 (安藤,1990)、 S:好 汚濁性種,U

陸生珪藻 (RA:A群 ,RB:B群 ,RI:未区分、伊藤・堀内,1991)

広域適応性種,1:好清水性種 (Asai and Watanabe,1995)、 R

Ogh―Meh i 淡/1C一 汽7k生
Ogh hil i貧塩好塩性種
Ogh ind i貧塩不定性種
Ogh hob:貧塩嫌塩性種

al―bi  : ξ尋ラFル

al il i好 アルカリ性種
ind i pH不 定性種

ac il i好 酸性種
ac bi :真 酸性種

l ph i好 [L水性種
ind i流水不定性種
rph i好流水性種
r bi :真流水性種
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(3)植物産酸体分析

結果を表 6、 図 5に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるが、保存状態が悪 く、表面に多数

の小子L(溶食痕)が認められる。以下に、各遺構の産状を述べる。

1)SZ07

試料番号 1～ 8、 36の植物珪酸体含量は約 2,100～ 14,700個 /gと 試料間で多寡があるが、検出さ

れる分類群は類似する。概 して、クマザサ属を含むタケ亜科の含量が高 く、ススキ属やヨシ属が 100

個 /g未満～約 400個 /g程度検出される。試料呑号 6、 7では栽培植物のイネ属の葉部に形成される

短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が検出される。その含量は、試料番号 6では短細胞珪酸体が約 600個

/g、 機動細胞珪酸体が約 300個 /g、 試料番号 7で は短細胞建酸体が約 600個 /g、 機動細胞珪酸TFkが

約 100個 /gである。また、試料呑号 6では籾殻に形成される穎珪酸体や葉部の短細胞列 も検出される。

2)SZ10a

試料呑号 1～ 3の植物珪酸体含量は約 3,700～ 7,400個 /gであ り、SZ07のそれと比較 して全体的に

含量が低い。ただし、検出される分類群は類似 し、クマザサ属を含むタケ亜科の含量が高 く、ススキ

属やヨシ属、イチゴツナギ亜科が検出される。試料番号 2で は、イネ属の機動細胞珪酸体 も検出され、

その含量は 100個 /g未満である。

4.考察

SZ07お よび SZ10aの 主体部覆土を対象とした珪藻分析結果、堆積環境を検討するのに有意な数量の

珪藻化石が産出したのは SZ07試料番号 7のみであり、他の試料は無化石、あるいは化石の産出が少

なかった。これらの試料から検出された珪藻化石は、陸上の好気的環境に生息する陸生珪藻が大部分

を占める状況から、陸上の好気的環境で形成された土壊 (い わゆる黒ボク土)に 由来すると考えられる。

前述 したように調査区は、神通川の沖積低地よりも一段高い立川面相当の段丘上にあることから、表

層は黒ボク上によって覆われていたと考えられ、陸生珪藻が生育する好気的環境であったことが推定

される。

また、上述 した試料の花粉分析結果では、珪藻分析結果 と同様にいずれの試料 も化石の保存状態が

悪 く、花粉外膜が破損・溶解 しているものが多 く認められた。一般的に花粉やシダ類胞子は、腐蝕に

対する抵抗性が種類によって異なり、落葉広葉樹に由来する花粉 よりも針葉樹に由来する花粉やシダ

類胞子の方が酸化に対する抵抗性が高いとされている (中村 ,196盈 徳永・山内 ,1971,三 宅 。中越 ,1998

など)。 また、花粉が常に酸化状態に置かれている場所では、花粉は酸化や土壌微生物によつて分解・

消失するとされている。遺跡の立地や珪藻化石群集の特徴等から、得 られた花粉化石群集は経年変化

による分解・消失の影響を受けており、分解に強い花粉が選択的に多 く残されている可能性がある。

花粉化石が検出された SZ07試料呑号 6は、木本花粉ではマツ属、スギ属が多産 した。マツ属のう

ち亜属まで同定できたものの多 くはマツ属複維管束亜属であつた。マツ属複維管束亜属 (い わゆるニ

ヨウマツ類)は生育の適応範囲が広 く、尾根筋や湿地周辺、海岸砂丘上など他の広葉樹の生育に不適

な立地にも生育が可能であり、極端な陽樹であることから二次林の代表的な種類 とされる。
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図 4.花粉化石群集の層位分布
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表 5.花粉分析結果

公 14●癬

1｀不イヒ粉

モ ミ属
マツ属単維管束亜属
マン属複維管束亜属
マツ属 (不明 )

スギ属

イチイ科―イヌガヤ科―とノキ科

クル ミ属

カバノキ属
ノヽンノキ属

ブナ属
ヨナラ属 ヨナラ亜属
ヨナラ属アカガン亜属

ク リ属

シイ属
エ レ属―ケヤキ属
エ ノキ属―ムクノキ属

アカメガシフ属

トチノキ属

ウヨギ科
ガマズミ属

2

4

革本花粉

イネ科

カヤツリグサ科

クフ科

アカザ科

ナデシコ科

アブラナ科
マメ科

アリノトウグサ属
ヨモギ属

キク亜科

タンポポ亜科

1      2      2      -      -     28      7

-一 ― ― -1-

1--1122
1-― ― -1-

シダ類胞子

12      8      8     11     10     51     17     20     1 8

含 計

本本花粉

革本花粉

不明花粉

シダ類胞子

4 19

1
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図 5.植物産酸体含量
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数を示す。●○出 00raた 未満を示す。

表 6.植物産酸体含量 (1)

丼箱群 2

イネ科薬部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科 クマザサ属

タケ亜稗
ヨン属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明

―       ―       ―       ―       -     600     600       -       ―

1,500    1,000    1,000      800      400      300      500      200      300

4,400   4,300   3,800   3,700   3,000   3,300   8,300   1,300   2,000
-    〈IOO       ―       ―       ―       ―    〈100       -    く100

400      100      100        -     〈100      200        -        ―        ―

1,900    1,600    2,OO0    1,700    1,900    2,000    3,000      200      600

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科クマザサ属

タク亜科

ヨシ属

―        ―        ―        ―        -      300      100      400        -

2,OO0    1,200      700    1,100      600      600    1,000        -      500

1,500    2,100    1,100    1,400      600      300      100        -      100

2,900    2,300    2 100    3 600    2 400    1 600    2 200      200    2 000

合  計

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科業身機動細胞珪酸体

8,200    7,100    6,300    6,200    5,300    6,500    7,900    1,600    2,900

6,500    5,600    3,900    6,200    3,700    2,900    3,SO0      500    2,600

4 700   12 700   10 700   12 400    9 000    0 300   11 500    2 100    5 600

珪化組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細腕ケ‖

表 6.植物珪酸体含量 (2)

斜績群

ネ科業部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科 クマザサ属

タケ亜科

ヨン属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明

300      100      300

2,300      700    1,300
-    (100       -

ネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科クマザサ属

タケ重科

ヨシ属

―    〈IOO       ―

1,000      800      300

200     200    (100

含  計

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

4,300    2,100    2,300

3,100    2,500    1,300

7 400   4 600   3 700

珪化組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細Л旬ケ‖
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スギ属は、人工林では山腹斜面下に出現 し、水分・養分の供給が十分で、水はけの良い土壌で最 もよ

く生育するとされている。この他に検出された分類群では、冷温帯性落葉広葉樹林の構成種であ

るブナ属やコナラ亜属、暖温帯性常緑広葉樹林の構成種である常緑広葉樹のコナラ属アカガシ亜属、

河畔や適湿地等を好む落葉高木のハ ンノキ属、ニレ属 ―ケヤキ属、伐採地や林縁等に生育する分類群

を含むアカメガシワ属、ウコギ科は、周辺の丘陵や段丘、沖積地に分布 した森林および林縁の植生を

反映 していると考えられる。

草本類では、イネ科が多 く産出し、ナデシコ科、アブラナ科、キク亜科、タンポポ亜科等の開けた

明るい場所 を好む人里植物を含む分類群が認め られた。これらは、主体部覆上の由来と考えられる段

丘表層の草本植生を反映 していると考えられる。 また、植物珪酸体分析結果では、クマザサ属や含む

タケ亜科 をはじめとして、ヨシ属、ススキ属、イテ ゴツナギ亜科等が確認された。タケ亜科の植物珪

酸体 は他のイネ科 と比較 して風化に強 く、また生産量が多い (近藤 ,1982:杉 山・藤原,1986)こ とか ら、

他の種類 よりも残留 しやすいとされる。また、タケ亜科は、開けた空間に先駆的に入 り込んで群落を

作る ことが多い。なお、H19百塚遺跡A地 区では、 V層 に認められた焼土とみられる褐色土に伴 う炭

化材 と、Ⅵ層の上壌を対象に分析調査が実施 されている。その結果、炭化材がコナラ属アカガシ亜属

に同定 されⅥ層土壊ではクマザサ属 を含むタケ亜科が優 占する群集組成が確認されている (パ リノ・

サー ヴェイ株式会社 ,2009)。

また、szo7試料番号 6、 7や SZ10a試料番号 2では、わずかであるが栽培植物のイネ属の業部お

よび籾殻に由来する植物珪酸体が検出されたことか ら、覆土中にはイネの植物体の存在が窺える。特に、

SZ07試料番号 6、 7は主体部覆上下部に相当することか ら、人為的な埋納 も考えられ、発掘調査所見

による評価 ・検討が望まれる。

第 4項 土壌理化学分析

1.試料

試 料 は、上述 した「第 3項 微化石分析」に供 された SZ07お よび SZ10aの主体部覆土 より採取 さ

れた土壌 12点 と、さらに SZ10aよ り採取された土壌試料 3点 (試料番号 7、 14、 26)の計 15点である。

2.分 析方法

リ ン酸含量は硝酸・過塩素酸分解 ―バナ ドモ リブデン酸比色法、カルシウム含量は硝酸・過塩素酸

分解 ―原子吸光法、腐植含量はチューリン法 (土壌標準分析・測定法委員会 ,1986)でそれぞれ行った。

以下 に各項 目の操作工程を示す。

1)分 析試料の調製

試 料 を風乾後、土塊を軽 く崩 して 2mmの 舗でふるい分けをする。この飾通過試料を風乾細土試料

とし、分析 に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕 し、0.5mm舗 を全通させ、粉砕土試料

を作 成 する。風乾細土試料については、105℃ で 4時間乾燥 し、分析試料水分を求める。

2)リ ン酸、カルシウム含量

粉 砕土試料 ■00gを ケルダール分解フラスコに秤量 し、はじめに硝酸 (HN03)約 5 mlを 加えて加

熱分 解する。放冷後、過塩素酸 (HC104)約 10mlを 加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で

1001nlに 定容 してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取 し、リン酸発色液を加えて分光光度計によ

リリ ン酸 (P205)濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原

子吸 光光度計によリカルシウム (CaO)濃度を測定する。これら測定値と加熟減量法で求めた水分量
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か ら乾土あた りのリン酸含量 (P205mg/g)と カルシウム含量 (CaOmg/g)を 求める。

3)腐植含量

粉砕土試料 0010～ 0.100gを 100ml三 角 フラスコに正確 に秤 りとり、04Nク ロム酸・硫酸混液

10mlを正確 に加え、約 200℃ の砂浴上で正確 に 5分間煮沸する。冷却後、020/Oフ ェニルアントラエル

酸液を指示薬に 0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分

量か ら乾土あた りの有機災素量 (OrttC乾 土%)を求める。これに 1.724を 乗 じて腐植含量 (%)を算

出する。

3.結果

分析結果を表 7に示す。以下に、各遺構について述べる。

1)SZ07

腐植含量は、黒褐色を呈する試料番号 1と 6でそれぞれ 5,430/O、 5730/O、 黒色を呈する他の試料では

6.430/O～ 9%と 若干高 く、土色に相応する腐植含量 を示す。 リン酸含量は試料番号 6を 除き 1.72mg/g

～ 1.92mノgであ り、腐植含量 に相応 し微増する傾向にあるが、ほぼ一定の値である。試料番号 6の

リ ン酸含量は、本遺構で最大値の 202mg/gで ある。カルシウム含量は 0.63mg/g～ 1.09mノgと ほぼ

一 定の値を示す。

2)szloa

腐植含量は、試料番号 1、 2、 3、 7、 14で 9,720/0～ 11.52%と 比較的高い値を示すが、試料番号 26

で は 7.48%と やや低い。 リン酸含量は、1,77mg/g～ 2.62mg/gと 腐植含量に相応 し増加する傾向にある。

カ ルシウム含量は 0.70mg/g～ ■51mg/gの 範囲にあり、腐植や リン酸含量の傾向とは異なり、ほぼ一

疋 である。

4.考 察

土壊中に普通に含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量については、い くつかの報告事例があるが

(BOwen,1983;Bolt・ Bruggenwert,1980;ナ |1崎 ほか ,1991,天 野ほか ,1991)、 これ らの事例か ら推定 さ

れ る天然賦存量の上限は約 3.OP205mg/g程 度である。また、人為的な影響 (化学肥料の施用など)を

受 けた黒ボク上の既耕地では5.5P205mg/g(サ |1崎 ほか,1991)と いう報告例があり、当社におけるこれ

までの分析調査事例では骨片などの痕跡が認められる土壌では6.OP205mg/gを 越える場合が多い。一

方 、カルシウムの天然賦存量は普通 1～ 50CaOmノ g(藤貫 ,1979)と いわれ、含量幅がリン酸よりも

大 きい傾向にある。なお、土壊中に含まれるリン酸の給源としては、遺体の埋納や生活廃水の投棄な

ど人為的な影響を除けば、土壌腐植の元となる植物遺体などが主なものである。そのため、土壌中の

リ ン酸含量と腐植含量は類似 した推移を示す傾向がある。すなわち、腐植含量が高いほどリン酸含量

も高 くなる。

SZ07お よび SZ10aの 各主体部か ら採取 された試料は、いずれ も天然賦存量の上限である約

3.oP205mg/gを 上回るリン酸は検出されず、また、腐植含量とリン酸含量は概ね正の相関を示 した。

こ の結果から、今回の調査試料ではリン酸の富化を明らかとすることは困難である。また、カルシウ

ム 含量においても、顕著な変化が確認されないため、遺体成分の残留についても言及することはでき

な い。

今 回の土壌理化学分析結果では、天然賦存量を上回るリン酸やカルシウム含量の値は確認できなか

つ た 。
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表 7.土壌理化学分析結果

遺構名
料
号

試
番

土 性 土 色
腐植含量

r%Ⅲ

P205

(m質 /買 )

Ca0

(m質/富 )

3Z07

l 10YR3/1   月肇布島 5 43 1 75

2 SiCL 10YR2/1   月亀 1,72 0,74

3 10YR2/1   黒 1,78

4 10YR2/1   ;R

5 SiL 10YR2/1   ξR

6 10YR3/1 黒褐 5 78 0.96

7 10YR2/1   弓亀 8 65 0 84

8 10YR2/2   写肇

10YR2/3   〒ヨ 7 74 1 76

SZ10a

1 SiL OYRl 里
＾

11.52 2 62

2 OYRl 里
＾

11 22 2.47

3 SiL 里 10.17 2,35 51

7 里
ヽ

9,72

OYRl 里 10 86

2.5Y2/1   月ヽ 1 77

土色 :マ ンセル表色系に準 じた新版標準土色帖 ( 水 産 技 術 会 議 監 修 ,1967)に よ る

土性 :土壌調査ハン ドブック (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の 野外土性による。
Siし :シル ト質壌土 (粘±0～ 15%、 シル ト45～ 100%、 砂0～ 55%)、 SiCL:シ ル ト質埴壌土 (粘±15～ 25%、

シァレト45～ 85%、 砂0～ 40%)

なお、前述 した微化石分析の結果では、SZ07試料番号 6、 7等で他の試料 と保存状態が異なる状況

や栽培植物のイネの植物珪酸体が検出された。当該試料の土壌の理化学性についてみると、試料番号

6で はリン酸含量が他の試料 と同程度かやや高い一方、腐埴含量は試料中で低い値に相当する。本遺

跡 では、SZ10aに おいて 2.62P205mg/gと い う値が確認 されているため、SZ07試料番号 6に おけるリ

ン酸含量程度では、遺体成分によるリン酸の富化 を支持することは難 しいが、理化学性の異なる試料

として注 目される。今回の分析調査では、覆土中の土壌試料のみを対象 としているため、今後、本遺

跡 の堆積層や主体部の基底を構成する堆積層等 を対照試料 とした比較による評価、検討 も必要と考え

られる。

第 5項 骨同定

1.試料

試料 は、中近世の土墳墓 とされる 3基の上坑 (SX01、 SK01、 SK13)か ら出土 した骨 と、同じ中近

世 の土坑 (SX03)か ら出土 した埋甕 (越 中瀬戸焼の骨壼)の埋納骨からなる。今回の分析では、SX03

埋 甕 については、骨の埋納状況の調査および同定を合せて実施 している。そのため、本項では、SX03

埋 甕の調査 とその他の遺構出土骨の同定について、それぞれ分けて報告する。

(1)SX01、 SK01、 SK13出土骨の同定

1)試料

試料 は、中 。近世の上坑墓 とされる 3基の土坑から出土 した骨である。いずれ も細片化 した状態に

あ る。

2)分 析方法

試料 を肉眼で観察 し、その形態的特徴か ら、種 と部位の同定を行う。

3)結 果および考察

結果 を表 8に示す。SX01は、白色を呈 した破片で表面に微細なひび割れが生 じるなど、焼骨の特徴

を残す。本試料は、火葬されたヒ トの破片で、左上腕骨、肋骨、四肢骨、肋骨 /四肢骨などが確認さ

れ る。大 きさからみて成人に達 していたと考えられる。
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表 8.骨 同定結果

遺構名 種 類 部位 左 右 部分 数量 被熟 備 考

SX01 ヒ ト 上腕骨 左 破片 1 ○

日力骨 破 片 2 O

四肢骨 破 片 ○

肋骨/四 肢骨 破片 34 ○

不 明 破 片 69 C

残 澄 38.7富

SK01 獣類 四肢骨 破片 1 ×

残 潜 30.3宣

SK13 獣類 四肢骨 破 片

SK01お よび SK13は、獣類の四肢骨である。いずれも破片であり、種類は不明である。また、SX01

試料に認められた焼骨の特徴は認められない。SK01お よび SK13の 出土骨は、骨体部の破片 しか残存

しておらず、形質のみでヒトと判断することは困難である。発掘調査所見から、土墳墓 とされている

ことから、出土骨がヒトであるとすれば、焼骨の特徴が認められないことから、土葬の可能性がある。

(2)SX03埋甕

1)骨の埋納状況

a.言式米斗

試料は、SX03か ら出上 した越中瀬戸焼の埋甕である。埋奏は、土坑内に正置された状態で出土 して

お り、周辺からは径 10～ 20cmを 測る円～亜円状礫が出土 している。

調査試料 とされた埋奏は、内部中位付近に (黄 )褐色の上壌に混 じって埋納骨 とみられる骨および

歯牙等が確認され、口縁～胴部の破損部分の観察では、内部にも骨が充填 している可能性が示唆された。

本分析では、埋甕内における骨の埋納方法や副葬品の有無、埋納骨の性別や年齢等の検討が 目的とさ

れたことから、ここでは、①埋納骨の埋納状況の調査、②埋納骨の同定、という順で調査および分析

を進めた。以下に、調査工程を記す。

b.調査方法

。事前調査

調査前状況をデジタルカメラで記録 した後、内部の埋納骨の状況および金属遺物等の有無について

X線撮影装置により確認する。

・記録および骨片の取上げ

埋甕内に埋積する土壌を除去 しながら、埋納骨を検出する。検出状況を平面図に記録 した後、さらに、

任意の点からの高さを計測する。記録および計測が完了 した骨は、配を付 して取上げる。恥 を付 して

取上げる埋納骨は、 lcm四方以上の大きさの破片および特徴的な部位を基本とし、部位の同定が困難

とみられる骨体および細片は状態を考慮 し、任意の面の「一括」 として取上げている。また、上記 し

た埋甕を埋積する土壌は、任意の面の「排土」 として保管 し、骨の細片 と微細片を含む土壌 とに選別

する。

・データ作成

b.で作成 した記録 (平面図)お よび計測値を基に、平面および垂直の位置データを整理 し、埋納骨

の垂直分布図を作成する。さらに、後述する取上げ配を付 した埋納骨の同定結果と対照 し、特定の部

位についての垂直分布図を作成する。
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韓
士
叫
等
一
練
一
●
●
・

図 6.SX03埋甕 調査前状況 (上段 :状況写真、下段 :X線透過写真 )
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1面 検出状況

4面 検出状況
*赤塗は骨集中下部の検出状況を示す。

6面 検出状況

図 7.SX03埋甕 埋納骨検出状況 (1～ 6面 )

2面 検出状況

検出状況
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7面 棟出状況

9面 検出状況

8面 検出状況

図 8,SX03埋甕 埋納骨検出状況 (7～ 9面、垂直分布図 )
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図 9.SX03埋甕 埋納骨の主要部位垂直分布図

c.結果

埋奏の調査前状況およびX線写真を図 6、 埋納骨の検出状況 (平面図 ;1～ 9面)を 図 7'8、 垂直

分布図を図 8・ 9に示す。また、陥を付 して取上げた埋納骨 (陥 1～ 640)の 一覧および位置データを

各試料の同定結果とともに表 9に示す。

2)骨同定

a.言式料

試料は、骨董内よりNoを 付して取上げた埋納骨 640点 (陥 1～ 640)と 、各面よリー括として取上

げた骨片、さらに排土試料より抽出した骨片である。

b.分析方法

試料を肉眼で観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定を行う。

c.結果

SX03埋甕出土骨の同定結果を表 9、 発掘調査時にSX03内 より出上した骨の同定結果を表 10、 同一

括および土壊 (排土)試料の骨片の同定結果を表 11、 部位別数量表を表 12、 検出された歯牙の歯式を

表 13に示す。

1歯牙垂直分布 2.頭蓋垂直分布

3.椎骨垂直分布 4.下肢垂直分布
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SX03埋甕出土骨は、いずれも白～黒色を呈する破片であり、表面に微細なひび割れが生じるなど焼

骨の特徴を残す。同定の結果、前頭骨、左右頭頂骨、後頭骨、側頭骨、右頬骨～上顎骨、左右上顎骨、

左右下顎骨、歯牙、第 1頚椎、第 2頚椎、頚椎、胸椎、腰椎、肋骨、右鎖骨、左右肩甲骨、左上腕骨、

右尺骨、左月状骨、中手骨、第 1指基節骨、左寛骨、寛骨、大腿骨、大腿骨 /涯骨、勝骨、右距骨、

舟状骨、右内側楔状骨、右中間楔状骨、左右外側楔状骨、中足骨、第 1趾基節骨、末節骨などが確認

される。

d.考察

SX03埋甕の埋納骨は、火葬された人骨である。被葬者は、外後頭骨隆起が発達することから男性と

推定される。年齢は、矢状縫合の内側が閉じており、また外側も一部閉じかけていることから、熟年 (40

～ 59歳程度)に達しているとみられ、さらに腰椎に加齢に伴う棘状の骨増殖がみられることから老齢

(60歳以上)の可能性もある。なお、右鎖骨胸骨端は、通常と異なる形質を示し、骨増殖が確認され

たことから、生前に鎖骨を骨折していたと考えられる。

次に、埋甕内の埋納骨の分布状況についてみると、埋甕中位では比較的細片が多いことから、密度

が高い。一方、下位は比較的大型の破片が多く、密度は中部に比較して疎である (図 8)。 また、埋納

方法を検討するため、部位が特定できた試料が多い歯牙、頭蓋、椎骨、および下肢 (寛骨を含む)の

分布状況を垂直分布図に示した (図 9)。 歯牙は、骨重中位 (1面および 1面付近)よ り集中して検出

されるという特徴が認められた。一方、頭蓋、椎骨、下肢は、いずれも骨重の中～下位より検出され

ており、特定の層位 (位置)への埋納を示唆することはできない。以上の状況から、埋甕内への火葬

骨の埋納は、火葬後に残った骨のうち比較的大型の破片を納めた後、これより小さな破片を納めたと

推定される。また、1面で歯牙が多く検出されたこと、骨壷上部に微細な破片が多かったことから、

頭蓋に相当する部位や細片も丁寧に拾われ埋納されたことが推定される。
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表 9.SX03埋甕内出土骨同定結果 (3)

取上NO 面数
位 置

部位 左 右 部分 備 考
X

Z 12.2 2.1 不 明 1展

Z 13.8 Z.Z 不 明

14.5 2.8 B/1骨 /四 肢骨 吸 片

11 2 骨 破 片

2 13.5 32 」力 /四 fII官 電片

2 104 イヽ
「

片

2 2.2 /四 月支肯 阪 庁

2 月力 こ片

2 11.5 2.7 骨

2 6.2 四 Hk‐ 甘 白反

5.8 2.5 不 明 伯圧

,b Z8 不 明 阪 ナ

も ll 2.1 肋骨 /四 肢骨 跛

2 89 20 破

2 2 /甲 足 官 近位 端 欠

2 37 2.4 」 破 片

2 1.9 硬 片

2 3.5 2 何]Zナ

2 2.3 4ヽ rHR

Z 2.5 27 不 明 破

2

2 10. 1 2 下 明 破 片

2 12.3 18 不 明 破 片

2 134 ⌒ 破 片

2 11 7 肯 (第 1趾 r) 破 戸

2 108 2.1 小

2 149 管

2 14.8 1.7 ljJ′守
17.6 2.0 日力甘 四肢 甘 積

2 16.0 Z 孔 四 骨 破 片

2 16.3 不 明 破 戸

19.0 令 破 片

61 2 15.5 令 破 片

2 11.8 22 小 | 破 片

2 100 27 /FN I

2 122 不 |

108 2.0 不 明

2 10 不 明 破

も 0 2.1 不 明 破 片

2 7.1 小 I 破 片

2 /四 月支官 破 片

2 8.4 27 月力 /1」 月支肯 硬 戸

2 /四 疲 肯 仮 戸

2 6.3 3 1 利受

2 3.1 丞 Π骨/甲節肯 綬

74 Z b.6 31 不 明 破

2 不 明 跛 片

2 周力 /四 月支骨 破

2 遇力 破 片

2 3.1 上 ■年平 r だ衆 ン市 r

2 7ミ | 〔テ「

2

2 13.9 2.5 不 明 硬

Z 6.4 2.7 毅蓋骨 破

上 こギ言' 右 11-Ml音Б

2 11,7 Z.3 四 説 破

2 17.0 2.2 破 片

2 2.2 2.3 片

2 18.5 2.3 万く| 〔片

3 19.2 肋

3 19.8 1.4 肋 骨 四肢 肯 白屈ザ

3 3 周力骨 /四 肢 骨 破

3 Zυ .υ l 四 骨 破

3 介 破

3 Z3 も 1.8 イヽ : 破 片

-186-



自然科学分析

表 9.SX03埋甕内出土骨同定結果 (4)

取上NO 面数
一立

部位 左 右 部分 備 考

3 24.1 りヽ] 片

3 23.2 明 庁

3 216 ]力 骨 /四 月支肯 〔ブ=「

3 22 2 不 明 1利受

3 21.1 0 肋骨 /四 版 肯

199 3 21,7 肋 骨 卸マサ

200 4.l 9.4 1四思剖寺 彫更ナ

6 Z H三今 破 片

3.1 2.2 J力 破

破 片

3 2.7 破 片

3 2.7 」月支肯 〔片

3 2.1 硬 片

207 3 2_2 何受′

208 3 9。 3 1.7 畏蓋骨 側藍

209 3 2.0 肋 肯 破

2 0 Zυ .b 1.5 上腕 骨 左 蓮イ立端

2 1 Zυ .V 不 明 破

2 2 19.4 10 5 J力 破 片

2 3 12. 1 破 片

2 4 3 127 1201 /甲 足 肯 向 欠

2 5 13 2 1191 、りH 硬 片

2 6 3 15 0 119 明 側受

2 7 3 14,7 12.6 助 骨

2 Ь 12.2 不 明 破

2 9 14 不 明 破

220 13.と 不 明 破

152 11.1 預 蓋 肯 破 片

222 3 132 ⌒ 明 III戸

3 124 11.91 明 硬 片

3 11.81 明 利受

225 3 1,3 12. 1 助骨 /四 版 肯 利琵

3 8.7 11.7 助 肯 恢

助骨 /四 肢 骨 破

227 ll.b 不 明 破

228 も。2 上Z.Z 小 明 破 片

r.u 12.3 小 明 破 片

3 12.0 ]引F, 破 片

3 8.5 11.8 明 白月匿ナ

232 3 10.3 11.2 明

233 3 7.3 11.1 肋 肯

5.4 11.9 不 明 破

b.U 中足骨 近イ立端 片

b 切 官 破 片

237 6.3 小 明 破 片

3 小 明 破 片

11.3 小 明 硬 片

240 3 5.2 H/J

241 3 13.0 不 明

242 12.9 不 明 破

う.U 1.r 4ヽ り可 破

244 も.り 1 足 猥 官 破 片

245 6.1 11.9 小 明 破 片

246 3 6.6 11.5 小 明 破 庁

247 3 4.7 13.0 H力 牛幸/四 月支牛幸 白月庭ナ

248 3 明

249 3 2.5 不 明

2.4 不 明 阿更ナ

惟 → 破

252 ・ ソ E 破 片

253 1.4 四 ′管 破 片

3 100 11.6 歯 オ 破 片

255 11.81思根 貸 (丹状 骨 ) 硬 片

3 122 12.4 明

257 3 11.9 11.9 不 明
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表 9.SX03埋甕内出土骨同定結果 (5)

取上No 面数
イ05二

都位 左 右 部分 備 考
X

12 3 小 明

3 0.1 甲 手 肯 /甲 岸 肯 端

3 2.7 6 不 明 破 片

3 0 肋骨 /四肢 肯 破 片

3 5 四肢 骨 破 片

3 12. 1 1 不 明 Fl‐

264 lZ.b 6 小 朔 庁

も.も U 小 明 I硬庁

8.4 I利受

7.4 13.0 小 明

椎 肯

3 5.2 四 周支肯

3 0 H力 骨 /四肢 骨 1破
3 0,7 9 不 明 1破

272 3 3.1 6 不 明

273 3 0 不 明 庁

13. ,b 甲 芋 官 /甲 足 官 端

小 Iイじ尾
5.4 4 一叫

一
IT〕支

万く弓

277 3 3 不

3 5.1 不 破 片

279 3 9 不 明 破 片

3 8 不 明 破 戸

3 Z 4 4ヽ し日 I仮庁

4 不 明 I仮片

I利受

小 明

285 3 4.7 0 椎 肯
.r

3 6.4 0 月力骨 I破片
3 4 不 明 1破片

288 3 3 不 明 1破片
289 3 5.4 lZ.υ 不 明 I仮片

290 b 9 小 I仮片

6.7 4 一瞬 /四 月支官 I利配

8 担力官 /四 辰 肯

3 10.9 月力肯 /四 周支骨

3 61 8 不 明 破 片

3 20 4 1 肋 肯 破 片

296 3 21.0 9 不 明 破 片

297 3 8 不 FIl 〔斤

0 4ヽ | こデ「
8 1 10 7 助骨/四肢骨

3 12.9 小 明

3 9 月力肯

3 8 不 明 破 方

3 4 不 明 破 片

3 2.1 12. 5 四肢 骨 破 片

3 17.8 5 不 明 阪 戸

306 4 とυ.6 0 甲 子/匡P女亡ギ許 正端

4 184 10.8 小 I I刊受′

4 16.4 4 頭 許 肯 I利受

4 18 6
0 4 20 2 肯 破 片

3 1 4 169 不 明 破 片

3 2 4 15,4 助骨 /四肢 骨 破 片

3 3 146 114 不 明 斤

も 4 4 13.2 b 4ヽ り日 〔デ「

3 5 11.9 10.5 ↑ 〔デ「

3 6 lZ.2 10.1 四 肯 I板片

4 13.8 10 2 旭力 四 月支骨

8 4 14.3 10. 3 不

9 4 13 1 吻骨 /四 lJt骨 1破片
4 140 H.1 示 明 1破片

321 103 10.8 不 明 I破片
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表 9.SX03埋甕内出土骨同定結果 (6)

取上配 面数
イア管

部位 左 右 分
二
立
口 備 考

X Y

322 4 不 明 〔庁

323 4 頭 蓋骨 [ナr

324 4 6b J力 牛許/四 月支牛了

325 4 ll.b 小 明

4 1 1 月力肯

4 椎 管 片

4 07 月力骨 破 片

4 10 暴 師 骨 セ片

4 0 下 明 て戸

4 不 明 片

332 4 ]力 骨 片

333 4 1 1

4 0.8 J力

335 4 も.U も.υ J力

4 b V.6
4 υ も 吸 片

4 58 /Fh 吸 片

4 85 8.7 不 片

340 4 9.2 不 明 戸

4 10.8 不 明 庁

4 2.0 107 不 明 庁

4 104 周力官

4 孔02 小 明

4 8.7 周力肯 /四
346 4 5.5 周力肯 /凹 破 片

4 四 月支骨 破 片

4 不 吻 片

4 24 肋骨 /四肢肯 戸

4 29 0.5 肋骨 /四肢骨 庁

4 4ヽ 1

352 4 6.3 υ.b 4ヽ
「

353 4 3.5 ]ギヤ/把倒

4 1.1 ]ギア/四
4 四 月支肯 破 片

356 4 05 不 吻 破 片

4 不 明 販 斤

4 不 明 I戸

4 8,7 10.2 助 骨 庁

360 82 日力官

4 も.V 襲 蓋 官

362 Zυ .υ 小 明

4 小 明 破 万

364 ZU.υ 不 明 破 片

365 不 明 破 片

21,9 lt骨 臣や本

4 10,9 10.5 四肢骨 :)」「

368 4 10.υ ⌒ 明

1 110 臣官

106 」 膜 片

4 14.6 104 吸 片

14.5 95 四 月支 正片

373 6.0 刈版 骨 牧 片

6 10. 1 騒節 骨 (第 1趾 ) ま|ま

375 1 10.3 不 明 片

376 4 103 4ヽ

377 4 8 104 体

378 4 10 2 H力 牛計/四 月支十了 片

379 4 3.4 10.2 小 明 破 片

10.0 ⌒ 明 破 片

4 116 匹I肢骨 破 片

382 4 15.5 100 四肢肯 〔ノ¬「
4 17.1 10.8 大腿 骨

4 16.2 四 正官

385 lυ .b υ.4 四 正官

lυ  2 Ц力 /四 辰 肯
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表 9.sxo3埋甕内出土骨同定結果 (7)

取上配 面数 部位 左 右 部分 備 考
X Y

387 4 21.0 切 肯 /四 硬 管

4 19.5 8 1 小 明

4 19.9 暴 師 骨 /中 師 肯 端 欠

21.4 87 不明

5 23.6 8.1 中手骨 /中足肯 端

く明 破 片

392 5 ZZ.b も . 不 明 破 片

393 22 2 8.4 四 版 官 片

394 21,7 8.1 小 戸

20 2 8,7 ytt r

164 今

397 139 11.1 冒

5 148 10.4 不

124 10.3 不 明

400 145 11.01肋骨 灰 片

401 b 134 97 肋骨 /四肢 骨 破 片

402 15. 1 υ.ユ 4ヽ IHD

403 153 υ.υ 狽 壷 斤 頭 骨 ?

404 18.8 901 頭
405 10.6 9,81 不 明

406 112 足根 官 (甲 間楔 状官 )

407 108
408 7.9 107 宙 4寸フT
409 11.3 功骨/四 肢骨 破 片

4 0 b 10.4 100 功骨/四 肢骨 破 片

4 1 破 片

4 2 3.t 108 戸

4 3 ・ も 108 全貞
=臣4 4 109 小 明

4 5 110 ]力

4 3.1 19

4 7 108 隆骨

4 5.6 11.0 lyJ骨 跛 方

4 b [.υ lUも コヽリロ 破 方

420 10.0 小 明

421 b。 も ジ υ ]ノ」偏

422 小

423 ユ自ξ零

424 寸力骨 四 月支肯

425 6.7 小 明

426 不 明 跛 片

427 107 不 明 破 方

428 9,31頭蓋骨

429 10.7 ジ 31
430 12.[ 9,41 明

431 11.6 明

432 9 1 明

433 10.9 否 明

434 12.5 功骨 /四版 骨 跛 片

435 b 89 切骨 破 片

436 10. 1 岱 け

437 11.3 も VI 片

438 14.2 10.21 片

439 13.7 931
440 139 ユ自弓再

441 17.3 預蓋

442 16.7 9,7 四肢 肯 破 片

443 9.5 下 明 破 片

444 1 旺 官

445 168 も も 小

446 18.2 今

447 19,3 四

448 148
4 193 υ.

450 19,7 不 明 破
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表 9.sxo3埋甕内出土骨同定結果 (8)

取上配 面数 部位 左 右 部分 備 考
X

5 20.7 暴 師 骨 よほ完存
5 22_6 不 明 片

5 8.1 毅 椎 戸

5 8.1 頚 椎

455 5 四 版 官 1 械

b υ。も 4E
5 11 2 官 1創疑

5 106
"F

1利受

459 5 9,1 小 | 狛度

460 四 販

461 5 破

462 5 100 瓦 甘 左 片

463 5 10.5 大腿 骨刑至骨 斤

5 6.3 10.3 不 明 片

465 5 r3 H力官 /四 版 官 1仮 片

466 b 10.4 小 明 1利配

467 5 10.5 頭 蓋 肯 1利配

468 5 04 10,3 小 明 1利藍

469 5 小 明 硬

470 5 47 力乍 /四肢 骨 破

471 5 16.3 破

四肢肯 斤

472 5 不 明 戸

473 5 8.3 切 官 片

474 b υ.b Ь.2 ⌒ 明 何受

4/ 5 卜数 肯 右 師

476 6 υ.Z 刀官 利藍

477 6 2 力肯 /四 辰 肯 翻笠

478 6 椎 管 破

479 6 9 不 明 破

480 6 122 不 明 収 戸

481 6 15,0 不 明 〔ブ=「

482 6 と34 四 版 官 Eテ「

483 6 l

484 6 17 [ 四 何受サ

485 6 18.[ 四

486 6 18.2 7.5 破 片

487 6 21.0 示 破 片

488 6 18.7 コ肢 骨 片

6 16.4 6.7 勃骨 /四 肢骨 片

6 15.3 も Z 4ヽ リロ 片

491 6 上υ.U 月力〒慧/1」 鳳文偏 [プ
」
「

492 6 b 衆 損日偏

493 6 12.3 も.Z 月刀衛 硬 片

494 6 100 四 硬 肯 破 片

495 6 示 明 跛 片

496 6 功骨 助骨頭 付 近

497 6 8.1 不 引 仮 片

498 6 J力甘 板 片

499 6 υ . J力零 硬 片

500 6 υ J力肯 村 庁

b01 6 υ.b 8,7 明 硬 片

502 6 71 明 吸 片

503 6 椎 骨 唯 体

504 6 椎 骨 隆 体 棘 骨増 殖若 干 有 り
505 6 側頭 骨 rgfT不普∫

4ヽ り可 硬 片

506 6 四 月支 仮

507 6 ラ代こ月よ 一漂
508 r.b 小 | ね屈

509 r.t」 小 明 灰汗

5 0 9 8.1 嗅蓋ギ 破片

1 胸 椎 破片

5 2 1 預蓋骨 収 片

0 3 4 r8 4ヽ リロ 硬 片
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表 9。 SX03埋甕内出土骨同定結果 (9)

取上 Nα 面数 音馬位 左 右 部 分 備 考
Y

5 4 6 13. 1 tり司

5 5 6 17 7 8.8 下 明

5 6 19,1 78 小 明

b 7 6 21 6 7.5 下 明

b 6 lb.6 不 明

5 9 6 16.| 0:顕 蓋 官 破 片

6 17. 1 太 】 訴 破 片

四 打支 破 片

6 も.3 上 嘲 工官 官 顕

522 6 呆 釣 1褐 ) 際イ昼豆二端

523 6 4 〔デ「

524 6 7.8 歯 琴 肯

525 6 77 不 明

526 6 1.6 不 明

527 6 2.4 四肢 牛 励支ナ

6 1.4 角と刑睫午 (内側 楔 状骨 ) 右 破

6 0.2 破

6 9,7 小 明 〔片

6 12 4 小 | 〔ナ「

532 6 8.5 〔片

533 6 123 8.6
534 6 6.3 不 明

535 6 r3 不 明

b36 6 6.] 惟 骨 小桐ヒイ

O Z 不 明 破

r.b 破 片

6 υ.Z 四 月支 破 片

540 6 10.1 電力官 硬 庁

541 6 7 9 1531全自刑臣 仮 片

542 6 椎 骨

543 6 15.5 不 明

6 13. 1 7.9 不 明

b45 r.o 四 月潔 吸

546 7 四 月】E 吸

547 7 Z 4ヽ 呵 牧 片

548 7 b /4＼ FHE 1仮戸

549 7 13.0 lNL 突 越

椎

550 7 11.8 7.0 不 明

181 6.3 不 明

552 7 6.3 7.4 不 明 破

7 も 嚇羽貝 左 右 破 矢 ′まレ

7 10.1 四 月支 片

555 7 20.0 小 明 戸

556 7 20.4 肋 肯 /四 版 肯 片

557 7 8.7 /fh明

558 7 5 2 1だ胸十計
559 芸

車
7 21.b 5.0 頭 蓋

7 不 明 破 片

562 7 1.8 小 明 片

7 小 明 片

564 7 小 IHD 庁

565 7 6.7
566 7 7,7 621椎
567 5.2 6.7 不 明

568 7 .4 第 1中足 骨
(r

破 )

7 5.2 6.も 丞 Rロ /中節 骨 両端 λ

570 7 υ.υ 四 月支 片

7 10.5 6.7 四 月受 片

572 9.2 呈貞ヨ罠

573 7 7.7 不

574 7 3.3 椎 肯

575 7.6 不 明

576 7 6. 81肩 甲肯 右
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表 9.SX03埋甕内出土骨同定結果 (10)

取上No 面数
一土

部位 左 右 部 分 備 考

577 7 8 1 70 月力骨 破 片

7 75 数 椎 は は う琶イ子

7 6.1 6.2 不 明 庁

7 丞節 骨 /中 節 骨 「イlr男考欠

7 Z 6.5 月をと 官 娼 姫 石 り

l O υ 四 月文 片

583 7 3.7 足 (L巨ギ表) 石 ほ ほ う〒7〒

7 l.0 小 破

585 7 19 四 破

586 7 22 53 不 破

7 36 70 不 吋 破 片

7 四 肢 破 片

7 5,7 月力をキ`F [片

590 7 5.7 頭 蓋骨 E片

7 6 υ ヒ」」 片

592 り.b 娯 硬 片

7 小 恢

8 21.1 破

8 21.1 3.7 椎 破

596 8 19,9 言/大腿 肯 i斤イすす需片

不 明 庁

不 明 〔ブ¬「

顕 蓋骨 〔テ「

4.b 4｀ 硬 片

600 72 小 泊度片

月13 /四 月支骨 れ屈片

官 跛 片

不 破 方

2.5 52 寛骨
・
F

尺 肯 石 二】希ナ〒

月力骨

頭 蓋骨 1利受

b.b r.υ 四 月文冨 1利受

11,7 b.U η
｀

1幻旺

0 14,0 吸 損

1 16.8 肯 吸 片

2 18.6 不 | 片

3 154 不 明 戸

4 14.3 上顎骨 圧 片

5 10 6 4ヽ IHD 硬 片

6 上b.∪ b.3
6 12.7 k

8 四

9 6.3 後 外後頭骨 隆起発 達
620 10. 1 下 左Pl～右 側

鎖 肯 官 増 姫 石

622 8 17.2 椎 骨

623 8 20 1 2.2 不 明

9 19 1
625 υ 16 1 大

626 17.9 上 /亦こ月J受
′
肯

627 15.8
628 14.1 不

629 3.ユ 寛 骨

630 11.9 2.6 不 朝

631 9 10.5 不 明

632 9 も.b も.U 「 テ貝

633 υ 4 1 /f

634 9 イヽ 1

635 イ＼:

1.3 ― 
「

考目官

637 9 8 側頭 肯
638 9 1,1 一削 言

639 9 上腕 骨

640 9 1 小
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表 10.SX03埋 甕内出土骨骨同定結果 (発掘調査時取上分

表 11.SX03埋甕内出土骨骨同定結果 (埋納骨調査時一括・土壊試料分

.SX

試料名 都位 左 右 部 分 数 量 備 考

人骨①

頭蓋骨

肋骨/四肢骨

不明

破片

破片

牧片

也炭化材3点有

2.4質

人骨②
上顎中切歯
四肢骨

肋骨/四肢骨
禾 田

左 歯冠部片

破片

破片

破片 15.4富

SX03
試料名 部位 左 右 部 分 数 量 備考

骨壺 1面

一括 婿
硼

牧片
彼片

2

9.3g

排 土 不明 牧片 25.2g

残 澄 272 8質

骨壺2面

一括 不 明 牧片 6.8g

排 土 不 明 牧片

鳶 溶 50 9質

骨壺3面

一括 骨

明

肋

不

牧片
荻片

1

排 土 下明

残 港 132 9宣

骨壷4面

一括 助骨/四肢骨

不明
餅
餅

6

８ｇ
排 土 不 明 技片

残 溶 36.7質

予壺5面

一括 不 明 荻片 3.6g

排土 不 明 牧片 0.2g
蒋 溶 09.65R

骨壺6面

一括 肋骨

肋骨/四肢骨

不明

片

片

片

破

破

椛 20 2富

排 土 不明 威片

残 潜 09,7宜

骨壺7面

一括 肋骨/四肢骨

不明

破片

破片

2

2.18

排 土 不 明 破 片

鳶 潜 95。 1宮

骨壺8/9面

8・ 9面一括 不 明 破 片

8面排土

9面排土 刺
刺一

麟
勝一

5,4g

2.lg

8面残澄

9面残港

125.24g

35 9質

表 13.SX03埋 甕出土人骨の歯式

右 左

M3 M2 Ml C 11 Ml M2 M3

上 顎 × × □ □ □ □ ○ □ ○ □ × × ×

下 顎 □ ◎ □ × × × × □ □ × × × ×

:切歯、C:犬 歯、P:小

◎ :植立、○ :遊離歯牙、□ :歯槽開放、 ×:歯槽破損、一 :歯槽吸収
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表 12.SX03埋甕 埋納骨部位別数量表
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図版 1重鉱物・火山ガラス

1 重鉱物 (F区南壁Ⅲ層;③ E)

l�だ
ヽ
一

咀

驚

岳風坐

生 HS

自然科学分析

3 重鉱物 (F区南壁Vb層 ;⑦ E)        4 ATの 火|

Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石 Ho:角閃石 Oxhoi酸化角閃石 Op:不透明鉱物 .

0.5mm

一咤
Hi迎

順
Ｌ
臣
一

Ｏｐ
」

み

■峙〆
2 重鉱物 (F区南壁Va層 ;⑥ E)

Hは

4 ATの火山ガラス(F区南壁Vb層 ;⑦ E)
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図版 2炭化材

自然科学分析

200 μ m:a

200 μ m:b,c
1ク マシデ属イヌシデ節 (SZ10a;⑥ )

2.ク リ(SX08;炭 )

3.シナ ノキ属 (SX03)

a:木 口,b:柾 目,ci板 目
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図版 3珪 藻化石 ・植物珪酸体

10μ m

ー

(1-11)

1.Pr/P″クみ万,うOκθ′rs Ehrenberg(SZ07;7)

3.L″と,cο肋 櫂クチJθα(Kuctz.)D G Mann(SZ10a;1)
5 Pr77η ク肋′J,dε力οe堆′プ9r'Iくrammcr(SZ07;7)

7 Cα′ο7P¢ね,?Ψ力√肋 Bock(SZ07;8)

9D,α ttθ∫/TPな じο夢多′ソαじ9,Kuctzing(SZ07;7)

11.,V,カク胸α″ブηクη Hustcdt(SZ07;6)
13.ク マザサ属短細胞珪酸体 (SZ07;2)

15イ ネ属機動細胞珪酸体 (SZ07;6)

17ク マザサ属機動細胞珪酸体 (SZ07,2)

50 μ m 50μ m

(15-18)(12-14)

2 Fr9/Tr76ε ttα ,JTPPカテ鉢憂 (Eh■ )Grunow(SZ07;4)
4 StαクЮ71θ ねοう√Prs,Lagcrstcdt(SZ10a;1)

6.Orr/Tοd)紹 胞39α α々(Rおh)OfMCγa(SZ07,4)

8,Cα′ο″9ね 妙 ,′JIP,Hustedt(SZ07;7)

10,PJηηクカ万α∫クうcr7P力αtt V証 ¢′′″ど7c・
'KFaSSke(SZ07,7)

12.イ ネ属短細胞列 (SZ07;6)

14.ス スキ属短細胞珪酸体 (SZ07;1)

16.イ チゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (SZ07;1)

18.イ ネ属穎珪酸体 (SZ07;6)
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図版 4花粉化石

¨ 鯵

げ

静

か

lib ⅢⅢ
警
・
斡電戸

� 撒 9

騒
生
〆

淳
磁

が貯

1マ ツ属 (SZ07;6)

3ス ギ属 (SZ07;6)

5ニ レ属―ケヤキ属 (SZ07;6)
7ナデシコ科 (SZ07;6)
9プ レパラー ト内の状況 (SZ07,3)

Hプ レパラー ト内の状況 (SZ10a,1)

2ブナ属 (SZ07;6)

4コナラ属コナラ亜属 (SZ07,6)

6イ ネ科 (SZ07,6)

8タ ンポポ亜科 (SZ07;6)

10プ レパラー ト内の状況 (SZ0716)

12プ レパラー ト内の状況 (SZ10a;7)

諄
更
軽轟

ガ

軍

… r

l譲

議

9等

善

が

コ
韓

50 μ m

HLは   12

50μ m

ーや-12)
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図版 5出 土骨

愁
欝

内
Ⅷ

ポ
イ

‐６ａ

摩

一

1ヒ ト左右頭頂骨 (SX03埋 麦内 ;616)

3ヒ ト頭蓋骨 (SX03埋 甕内 ;403)

5ヒ ト右前頭骨 (SX03埋 甕内 ;638)

7.ヒ ト右側頭骨 (SX03埋甕内 ;637)

9,ヒ ト右上顎骨 (SX03埋 甕内 ,183)

11.ヒ ト下顎骨 (SX03埋甕内;620)

13ヒ ト第2頚椎 (SX03埋甕内 ;549)

15.ヒ ト胸椎 (SX03埋甕内 ;610)

17.ヒ ト右肩甲骨 (SX03埋 甕内 ;576)

19,ヒ ト右鎖骨 (SX03埋甕内 ;621)

21,ヒ ト左寛骨 (SX03埋甕内;462)

23ヒ ト大艦骨 (SX03埋甕内;617)

25ヒ ト基節骨 (第 1趾)(SX03埋 甕内;374)

27ヒ ト基節骨 (SX03埋甕内 ;492)

蟻
魁

□誓 5cm 響

2.ヒ ト左右頭頂骨 (SX03埋甕内;553)

4.ヒ ト後頭骨 (SX03埋 甕内;619)

6.ヒ ト右頬骨～上顎骨 (SX03埋甕内;636)

8ヒ ト左上顎骨 (SX03埋 甕内;614)

10ヒ ト右下顎骨 (SX03埋 甕内;475)

12.ヒ ト左下顎骨 (SX03埋 甕内;632)

14ヒ ト頚椎 (SX03埋 甕内;578)

16ヒ ト腰椎 (SX03埋 甕内;581)

18ヒ ト左肩甲骨 (SX03埋 甕内;408)

20ヒ ト右尺骨 (SX03埋甕内 ;605)

22.ヒ ト大腿骨 (SX03埋 甕内 ,625)

24ヒ ト右足根骨 (と巨骨)(SX03埋 甕内 ,583)

26ヒ ト基節骨 (SX03埋 甕内 ;451)

28ヒ ト左上腕骨 (SX01)
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第 3節 百塚遺跡の自然科学分析 (2)一 C・ DoE-2地 区の試料から一

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

百塚遺跡は、挟義の富山平野の西縁に分布する呉羽丘陵北部の平坦面上に立地する。同遺跡は、平

成 17年度より継続的に発掘調査が行われており、弥生時代後期～古墳時代前期の多数の墳墓が確認さ

れてぃる。また、これらの発掘調査に伴う自然科学分析調査では、呉羽丘陵表層の堆積層の層序対比、

遺構の年代、墳丘墓主体部の上壌の理化学性等が検討されている。

今回の百塚遺跡の発掘調査区は、H21年度百塚遺跡調査区の北と東の拡張区と、同調査区北側およ

び牛 ヶ首榊社南側の 3箇所からなる。これらの各調査区の調査の結果、これまでに検出された墳丘墓

の拡がりや新たな墳丘墓が確認されたほか、縄文時代晩期の円形土坑等も確認されている。

本報告では、平成 22年度の百塚遺跡の各調査区で確認された遺構の年代、および遺構から出土 した

炭化材や骨の種類等の検討を目的として、自然科学分析調査を実施した。

1.放射性炭素年代測定

(1)試料

試料は、百塚遺跡 D区・E-2区の土坑から出土 した土器の付着炭化物 3点 (試料呑号 3～ 5)と 、

土坑や方形周溝墓等から出上した炭化材 5点 (試料呑号 6～ 10)の計 8点である。以下に、測定に供

した試料の概要を記す。

①土器付着炭化物 (試料番号 3～ 5)

各試料の観察では、試料番号 3(HZ D SK52取上番号 13)の土器片は土器外面全体に炭化物の付着

が認められ、試料番号 4(HZ―D SK51取上番号 18-7)の土器口縁部破片は口唇部および土器外面の口

縁菩るにかけて炭化物が薄く付着する。試料番号 5(HZ D SX13取 上呑号 36)の上器片は土器外面に付

着 した土壌中に局所的に炭化物が付着する。測定に供 した試料は、試料番号 3が土器外面の一部より

采取 した炭化物、試料番号 4が口唇部および口縁部の一部から採取した炭化物、試料番号 5が土器外

面 に確認された炭化物全量である。

②炭 化材 (試料番号 6～ 10)

各 試料の観察では、多数の炭化材片からなる試料 (試料呑号 6、 8、 9)と 、炭化物 (炭化材)混 じ

り土 壌の試料 (試料呑号 7、 10)が確認された。前者は、容器に炭化材片を並べ、肉眼による観察で

形】犬や樹種が異なると判断される炭化材を分別し、さらに状態の良好な炭化材を測定試料としている。

後者 は、土壌を容器に広げ、肉眼観察により炭化材を回収 し、状態の良好な炭化材を測定試料 として

い る。なお、これらの測定試料は、試料の履歴 (由来)に 関わる情報を得るため、合せて樹種同定を

実施 してぃる。

浪J定 に供 した試料は、試料番号 6(HZ D SK51取 上番号 57)が柾目 (放射断面)約 1.2cm、 板 目 (接

線 断 面)約 0.8cmの 炭化材、試料香号 7(HZ D SK52取上番号 59)が柾目約 lcm、 板目約 1.5cmの 炭

化 ラ財、試料番号 8(HZ E 2 SK56取上番号 18)が柾 目約 0.8cm、 板 目約 lcmの 炭化材、試料番号 9

(HZ―E-2 SZ19取 上番号 67-② )が半径約 35cmの半裁～ミカン割状を呈する炭化材、試料香号 10(HZ
D sK63取上番号 84)が約 lcm角 の炭化材である。
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(2)分析方法

試料に土壊や根等の目的物 と異なる年代を持つ ものが付着 している場合、ピンセット、超音波洗浄

等により物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等ア

ルカリ可溶成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成 した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う (酸・

アルカリ・酸処理)。 試料をバイコール管に入れ、lgの 酸化銅 (II)と 銀箔 (硫化物 を除去するため)

を加えて、管内を真空にして封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時 間)で加熱する。旗体窒素と液体

窒素 +エ タノールの温度差を利用 し、真空ラインにて C02を精製する。真空ラインにてバイコール管

に精製 した C02と 鉄・水素を投入 し封 じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で 10時間以上

加熱 し、グラフアイ トを生成する。

化学処理後のグラフアイ ト・鉄粉混合試料 を内径 lmmの孔にプレス して、タンデム加速器のイオ

ン源に装着 し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとしたμC AMS専用装置(NEC

Pelletron 9SDH-2)を 使用する。AMS測 定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供

されるシュウ酸 (HOX II)と バ ックグラウン ド試料の測定 も行 う。また、測定中同時に博C/ワCの測

定 も行 うため、この値を用いて δ ECを 算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBYの半減期 5,568年 を使用する。測定年代は 1,950年 を基点とした年代

(BP)で あ り、 誤 差 は標 準 偏 差 (One Sigma68%)に 相 当 す る年 代 で あ る。 暦 年 較 正 は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRA� I CALIB REV60(Copyright 1986-2010ふ 江Stuiver and

P」 Reimer)を用い、誤差 として標準偏差 (One Sigma)を 用いる。

暦年較正 とは、大気中の コC濃度が一定で半減期が 5,568年 として算出された年代値に対 し、過去の

宇 宙線強度や地球磁場の変動による大気中の HC濃度の変動、及び半減期の違い (HCの 半減期 5,730

± 40年)を較正することである。暦年較正は、CALIB 60の マニュアルにしたがい、1年単位まで表

された同位体効果の補正を行った年代値および北半球の大気中災素に由来する較正曲線を用いる。暦

年較正結果は、σ・2σ (σ は統計的に真の値が 68%、 2σ は真の値が 950/Oの 確率で存在する範囲)の

値 を示す。表中の相対比は、 σ、2σ の範囲をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存在す

る確率を相対的に示 したものである。

(3)結果

① 放射性炭素年代測定

土器付着炭化物および遺構出土炭化材の同位体効果による補正 を行った測定年代 (補正年代)は、

D tt SK52取 上番号 13(試料番号 3)が 2,760± 30yrBP、 D tt SK51取上番号 18-7(試料番号 4)が

2,760± 30yrBP、 D tt SX13取上番号 86(試料番号 5)が 2,900± 30yrBP、 D tt SK51取上呑号 57(試

料 香号 6)が 2,690± 30yrBP、 D tt SK52取上番号 59(試料番号 7)が 2,730± 30yrBP、 E-2区 SK56

取 上呑号 18(試料番号 8)が 2,740± 30yrBP、 E-2区 SZ19取 上番号 67-② (試料番号 9)が 120±

20yrBP、 E2区 SK63取上番号 84(試料番号 10)が 3,070± 30yrBPである (表 1)。

これらの補正年代に基 /D‐
‐
く暦年較正結果 (測 定誤差 σ)は、D tt SK52取上番号 13が calBC968-

calBC846、 D tt SK51取 上番号 18-7が calBC926 calBC844、 D tt SX13取 上呑号 36が calBCl,127-

calBCl,030、 D tt SK51取 上 番号 57が calBC892-calBC809、 D tt SK52取 上番号 59が calBC899-

calBC840、 E-2区 SK56取上番号 18が calBC901-calBC840、 E-2区 SZ19取上番号 67-②が calADl,689-

calADl,925、 E2区 SK63取上番号 84が calBCl,390-calBCl,313で ある。
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表 1.放射性炭素年代測定結果および暦 ※ HZは百塚遺跡の略号

試料名
補正年代
(yrBP)

δ13C(%O)
補正年代

(暦年較正用 )

(vrBP)
暦年較正年代 (cal) 相対比

測定機関
Code No

試料番号3 HZ D
SK52取上番号 13

(土器付着炭化物)

2,760三L30 -22 80=L0 54 2,763=二 25

BC    968

BC    930

BC    878

BC

BC

BC

0 041

0 590

0 369
IAAA-103502

2o BC    976  - ca BC    834 1 000

言式料番号4 HZ D
SK51取上番 号 187
(土器付着炭化物 )

2,760二上30 -27 67二と0 32 2,759=L25

926  - ca

880  - ca

BC    890

BC    844

0 545

0 455
IAAA-103508

2σ
BC    975

8C    945

BC    952

BC    832

0 090

0 910

試料番号5 HZ D
SX13取上番号36
(上器付着炭化物)

2.900ΞL 30 -22 45=Lo 36 2,902こ L25

127

032

BC

BC

0 998

0 007

IAAA-10350電BC

BC

BC

207  - ca

195  - ca

134  - ca

203

141

007

0 004

0 142

0 854

試料番号6 HZ D
SK51取上番号57
(炭 化材)

2,690こと30 25 77こ L0 41 2,691三二27

BC

BC

892  -  ca

845  -  ca

BC

BC

878

809

0 211

0 789 IAAA-103505

BC    898  -  ca BC    805 1 000
試料沓号7 HZ D
SK52取 上番号59
(炭 化籾う

2,730± 30 -26 06三Lo 58 2,733± 26
BC    899  -  ca BC    840 1 000

IAAA-10350C
BC    924  - c9 1 000

試 料番号8 HZ E 2
SK56取 上番 号18

(炭化材)

2,740三L30 -34 22三 二〇 2,735=と 28

BC    840 1 000

IAAA-103507BC    967  - ca

BC    929  - ca

BC    964

BC   816

0 005

0 995

試料瑠ξテン9 HZ E-2
SZ19取上番号67-②
(ちそ化籾)

120三L20 -24 32三L0 37 118± 21

AD

AD

AD

AD

AD

689  - ca

719  -  ca

810  -  ca

832  -  ca

913  - ca

707

730

825

885

925

0 156

0 094

0 124

0 516

0 109
IAAA-103508

AD

AD

AD

AD

AD

682  - ca

758  -  ca

803  - ca

903  -  ca

951  -  ca

737

761

895

936

953

0 289

0 004

0 552

0 147

0 008

試 料 番号 10 HZ E 2
SK63取上番 号84
(炭 化材 )

3,070=L30 -28 05=L0 48 3,067三L26

1 000

IAAA-10350〔BC

BC

409  - ca

284  - ca

287

268

0 948

0 052

(4)考察

土器付着戊化物および炭化材の放射性炭素年代測定結果に基づ く暦年較正結果によれば、D区 。E-2

区の土坑等の土器付着炭化物や出土炭化材の暦年代 と、SZ19出土炭化材の暦年代に区分 される。この

うち、D区 ・E-2区の各遺構についてみると、SK51と SK52は 、試料の性状にかかわらず暦年代が概

ね一致する。SK56も 概ね同様の暦年代を示すことから、これらの上坑は同時期の遺構の可能性がある。

また、上記した土坑 3基 よりも古い暦年代を示 した SX13と SK63は 、約 200年程の差があることから、

それぞれ異なる時期の遺構の可能性がある。なお、土器付着炭化物や炭化材が示 した暦年代について、

小本木 (2009)に 示された北陸地方の縄文時代後期から弥生時代後期までの暦年代を参考とすると、

SK51・ SK52,SK56は縄文時代晩期中頃、SX13が縄文時代晩期前葉頃、SK63が縄文時代後期末頃と

考 え られる。

一方、E2区 SZ19は、発掘調査所見によれば、二隅に陸橋を有する方形周溝墓であり、周溝内から

は弥生土器が出土している。同遺構の墳頂から出土 した炭化材は、近世および近世以降の暦年代を示

した。したがって、出土炭化材は、遺構の時期を反映する試料とは考え難 く、後世の撹乱による混入

等 の異なる履歴が想定される。
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2.炭化材同定

(1)試料

試料は、放射性炭素年代測定に供 した炭化材 より分割 した 5点 と、複数の炭化材片が確認された試

料番号 6～ 8よ り抽出 した炭化材 4点の計 9点である。各試料の詳細は、結果 とともに表 2に示す。

(2)分析方法

試料 を自然乾燥 させた後、木口 (横断面 )・ 柾 目 (放射断面 )・ 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面

を作製 し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡 を用いて木材組織の種類や配列 を観察 し、その特徴 を

現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較 して種類を同定す

る。

なお、本材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 (2006)を 参

考にする。また、 日本産木材の組織配列は、林 (1991)や伊東 (1995、 1996、 1997、 1998、 1999)を

参考にする。

(3)結果

同定結果を表 2に示す。炭化材は、針葉樹 1分類群 (ス ギ)と 広葉樹 2分類群 (ブナ属、クリ)に

同定された。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・スギ (3rypr9pθ′ヵ 拷紗9/7/Op(L.f.)D.Don)スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管 と樹脂細胞で構成 される。仮道管の早材部か ら晩材部への移行はやや急で、晩

材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認め られる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔はスギ型で、1分野に2-4個 。放射組織は単列、1-10細胞高。

・ブナ属 Υ発翻→ ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に23個が複合 して散在 し、年輪界付近で径を減ずる。道管

の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有 し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組

織はほぼ同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・クリ (Casrp/7θβ Crena力 Sieb.et Zucc.)ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 34列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1-15細胞高。

(4)考察

各遺構から出土した炭化材には、針葉樹のスギ、落葉広葉樹のブナ属とクリの 3分類群が認められた。

これらの確認された分類群のうち、スギは富山県内では扇状地扇端部の湧水付近に生育する事例が確

表 2.樹種同定結果

番 号 遺跡名 地区名 遺構名 取上番号 層位
試料
NO

形状 樹 種

6 百 塚 D SK51
CWl 破片 ク i *

CW2 破片 ク リ

7 百 塚 D SK52
CWl 破片 ク リ

CW2 破片 ク リ

8 百 塚 E-2 SK56 18抜

CWl 破片 ク 1 *

CW2 破 片 ス ギ

CW3 破片 ク リ

9 百 塚 E-2 SZ19 57② 噴頂精査 CWl 半裁状 ブナ属   *
百 塚 E-2 SK63 84 CWl 破片 ク 1

*技射 1/Hf炭 素 年 代
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認されている。ブナ属は山地の冷温帯落葉広葉樹林を構成するブナが含まれ、クリは二次林や山地の

落葉広葉樹林中に生育する。また、木材の材質についてみると、スギは軽軟で割裂性が高く、加工が

容易である。一方、クリは重硬で強度や耐朽性が高く、加工はやや困難であり、ブナ属も重硬で強度

が高い部類に入るが、加工は容易であり、保存性は低いとされる。

上述した各試料の暦年代を参考として樹種構成をみると、縄文時代後期末から晩期中頃の暦年代を

示した炭化材は、クリを主体として、スギが混じるという組成を示した。本遺跡では、縄文時代後期

終末に比定される土器が出土 した炉跡 とみられる土坑 (SK31)出 土炭化材にクリ (calBCl,252-

calBCl,122)が確認されている。また、富山市内の過去の調査事例では、向野池遺跡の縄文時代後～

晩期の土坑から出上した炭化材 l点 にクリが確認されており (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,2001a)、

当該期の上坑等の出土炭化材にクリが多く認められるという傾向が指摘できる。クリは、二次林に普

通に生育することから、周辺の山野より容易に入手できたと考えられるが、出土炭化材にクリが多い

点は注目される。なお、クリ材の用途については、炭化材の出土状況や検出された土坑の考古学的検

証による機能や性格等と合せた検討が望まれる。

一方、 SZ19出土炭化材は、上記 した土坑試料と状態が異なり、半裁状 (半径約 3.5cm)を 呈し、

一部に出土後の破損とは異なる加工痕とみられる痕跡が確認された。本来の形状の推定は困難である

が、加工材あるいは廃材等が火を受けて炭化 した資料の可能性がある。なお、富山市域の江戸時代の

資料にブナ属が確認された事例をみると、漆器椀や皿に多 く、この他に少数であるが国にも確認され

ている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,2001,汐 見・岡田,2001,株式会社吉田生物研究所,2003,

2006a,2006拉 財団法人元興寺文化財研究所,200&富 山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,2005)。

3.骨同定

(1)試料

試料は、試料番号 1(HZ C P8取上番号 50)と 試料番号 2(HZ―C SK46取上呑号 83)の 2試料である。

これらの試料には、土壌が付着 した状態の複数の骨片が認められ、極めて細片化 した骨片 も含まれる。

(2)分析方法

各試料より骨を抽出し、付着した土壌を筆や竹串等を用いて除去する。自然乾燥後、試料を肉眼お

よびルーペで観察し、その形態的特徴から、種類および部位の特定を行う。

(3)結果および考察

2試料から検出された骨は、白色を呈し、表面に細かなひび割れが生じており、焼骨の特徴を示す。

試料番号 1(HZ―C P8取上香号 50)に は、小型獣類の肋骨 /四肢骨片 2点 と部位不明破片 3点が認め

られた。また、試料番号 2(HZ―C SK46取上番号 83)に は、獣類の四肢骨片 1点 と微細片 (2.7g)が

認められた。いずれの試料も種の特定の根拠となる形質が認められなかったため、詳細な検討に至ら

ないが、いずれも焼骨であったことから火熱を受けた状況が示唆される。
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富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,2005,中 名 V・ Ⅵ 遺跡、砂子田 I遺跡発掘調査報告 一公害防除特別土地

改良事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 IV一  第一分冊 富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第 26集 ,294p

Wheettr E A,Bass P and Gasson P E(編 ),1998,広葉樹材の識別 IAWAに よる光学顕微鏡的特徴 リス ト 伊東隆夫・

藤井智之・佐伯 浩 (日 本語版監修 ),海青社,122p[Wheeler E A,Bass P and Gasson P E(1989江 AWA Lね t of

Microscopic Features for Hardwood ldentincation]

財団法人元興寺文化財研究所,2003,樹種鑑定報告書 中名 I・ V遺跡発掘調査報告 ―公害防除特別土地改良事業に伴う

埋蔵文化財発掘報告 H― ,富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第 18集,富山県文化振興財団埋蔵文化財調査

事務所,431-454

図版 2出土骨

1小型獣類 肋骨/四肢骨 (HttC

3.種類・部位不明破片 (HZ C P8

5,種類・部位不明破片 (HZ C P8

P8 50,1)

50;1)

50,1)

4                  5

2cm

2小型獣類 肋骨 /四肢骨 (HZ C P8 50,1)

4.種類・部位不明破片 (HZ C P8 50;1)
6.獣類 四肢骨 (HZ C SK46 83,2)
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図版 1 炭化材

1 スギ (|IZ― E-2 SK56 18:8 Cl12)

2ブナ属 (HZ E 2 SZ19 67② ,9 CWl)

3 ク リ (HZ―D SK51 57:6 CW2)

a:木 :1,b:イ引:日 ,c:オ反日

日■■■■■■■■■日E200μ  m:2-3a

200/1m:la,2-3b,c

100た をmilb,c
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第 4節 百塚遺跡 7号墳 (SZ07)出土鉄鏃の金属学的調査 。保存処理

」FEテクノリサーチ株式会社

千葉分析・材料事業部

埋蔵文化財調査研究室

1.経過概略説明

SZ07出上の鉄鏃について、試料の X線透過写真を撮影 して錆の状態を確認 した後に、試料の端部

から金属分析用試料採を採取 し顕微鏡観察を行ったが、銹化が激 しくメタル試料の分析調査は断念 し

た。保存処理作業は、泥や錆等を除去 した後に、純水中に静置 して脱塩を行ない、その後に真空で樹

脂含浸を行い、乾燥後にシリカゲルと共にハイパ ックを装填 して梱包 した。

2.事前調査

(1)外観写真撮影

外観写真はmm単位まであるスケールを同時写 しこみ撮影 した。

撮影装置   ニコンF601マイクロニッコール 55mm

使用フイルム フジフィルム IS0100

(2)X線透過写真撮影

装置

電圧・電流

焦点 。フイルム間距離

露出時間

使用フイルム

現像条件

伽理学電機製 RF250EGS-2
110⌒レ160Kvp・ 5Hb生

800mm

O.2´-0.5min

フジX線フイルム ♯50

28℃  5min

3.顕微鏡組織観察

試料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)する。顕微鏡で観

察 しながら代表的な断面組織を拡大 して写真撮影 し、顕微鏡組織および介在物 (不純物、非金属鉱物 )

の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則 として 10o倍、及び 400倍で撮

影を行う。必要に応 じてマクロ観察 も行う。

鏃の外観写真を写真 1に示した。酸化土砂に覆われ茶褐色を呈しており、後端部2カ 所のうち片方

は鋭利な状態にあるが、他方は折れたように丸味を帯びている。鏃の表面には瘤状の組織が多数観察

され、先端部には 20mm大 、他には5～ 10mm大 の組織も多数観察される。鏃のX線透過写真を写真 3

に示した。黒く見える密度の高い部分は、写真 3の左側、右上、左下側の3ケ 所に見られるが、分析

試料として採取した写真右下の先端部は灰白色で密度が低部分である。採取した試料の切断面写真を

写真 3に示したが、試料の厚み約2mm程度のうち、中央部の 0.5mm程度の部分は銹化により空洞

化している。周辺の灰白色に見える組織も写真 6に示すマクロ組織、及び、写真 4～ 5に示すミクロ

組織観察から、メタルの銹化が進んだ気泡の多い組織であることが明らかで、鉄の金属結晶組織は観

察されていない。
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4.保存処理

(1)ク リーニング

エアブラシ・筆等を用いて外観写真を参考にしながら、付着土砂・銹瘤・汚れなどの除去を行い、

ミニルーターによる錆落としを行なった。

(2)脱塩処理・乾燥処理

脱塩の基本操作は、遺物総重量の 5倍量の純水に浸漬させながら、室温下で、定期的に純水 を交

換 し、吸光光度計で脱塩処理水の塩化物イオン (Cl )濃度の測定を行い脱塩の進行を確認 した。

吸光光度法 ;(吸光光度計 ,島津製作所 UV 160 A)検液約 100mlを ろ過 し、ろ液 20mlを 100ml

メスフラスコ 2個 に分液 した。1個はブランク対象液用 とした。残った方に (1+2)硝 酸、2%硝酸

銀溶液 lmlを 加え一定容量 とし、15分放置後、直ちに波長 390nmに おける吸光度を浪1定 し、塩化

物イオン (Cl )濃度を求めた。

(3)樹脂含浸

アクリル樹脂 (パ ラロイ ドB-72)の 15%キ シレン溶液を用い真空含浸装置内で 30mmHgに減

圧 して概ね 24時間樹脂含浸させた。この作業を 2回行った。なお、遺物の強度を得るため樹脂濃度

を大 きくしたので、多少のてか りは発生せざるを得なかった

(4)部分彩色・補彩・保存処理

樹脂含浸後、アクリル顔料を用い微小な樹脂補填部の古色 (色合わせ)お よび艶消 し行なった後、

乾燥器にて 60℃ で乾燥 し、発銹の有無、仕上が り状況の不具合等の確認を行なった。その後、シリ

カゲルと共にハイパックに収め、発送に備えた。

5.終わりに

本来、樹脂含浸処理を行っても樹脂は残存金属の中までは浸透せず、銹化部 との間に樹脂被膜を形

成 して空気中の酸素による酸化・発銹 を阻止 して遅らせる目的で実施するものである。樹脂含浸処理

を完全に行ったとしても、その後の保管状況 (例 えば、温度差の激 しいところに展示・保管 した り、

湿気の多い室内での観察などの繰 り返 し)に よって、遺物そのものが膨張・収縮 を繰 り返 して厳密な

意味での気密性が損なわれ、透過性の強い水分子や腐食性のあるガス等により再び銹化が始まること

も十分注意 しなければならない。

保存処理前の外観 (実大 )
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写真 2 X線透過写真

2∞ mm/div

写真3 分析試料の外観 と切断面写真

試料採取部

ゴ
中

-210-



自然科学分析

1島∴甲

�
　

一オ■

:韓 i til工   ■Ⅲ Ⅲ Ⅲ

Ⅲ姿:イ■
〔
●

|■こ諄|

・ィ1 盪
唆

写真 6 採取試料断面のマクロ写真
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第 5節 富山市百塚遺跡出土ガラス河ヽ玉の科学分析報告

金沢学院大学 中村晋也

1.分析試料

分析対象 とした試料は、百塚遺跡の方形周溝墓 (SZ10)主体部から出土 した表 1に示すガラス小玉

110点 である。そのうち、分析No 46、 73、 108、 109、 110の 5点 は小玉 と思われる破片であ り、製品

としての寸法 (径、高、孔径)は不明である。

また、ガラスの色調については、透過光線や反射光線など観察時の状況により異なって見え、その

表現 も各人各様である。さらに、同一な色調でも、厚み、風化の度合い、内部の気泡の量などによっ

ても異なって見える。そこで、今回は主 として透過光線による肉眼観察により分類 し、透明感があ り

淡い青色と判定 したものを「淡青色」、透明感があ り淡い緑色 と判定 したものを「淡緑色Jと した。

2.蛍光X線分析

2-1.使 用機器と測定条件

分析装置にはエネルギー分散型微小部蛍光 X線分析装置 SEA5230(SII NanoTechnologs/社 製 )、 X
線発生部の管球 ターゲットは Mo(モ リブデン)を 使用 し、定性分析 を中心に行 った。測定条件は、

励起電圧 45kVと 15kVの 2条件、測定時間は 420秒 (有効時間約 300秒 )、 照射径は 1.8mm、 試料室内

の雰囲気は真空である。

測定に先立って、試料表面の上壌等付着物 を除去するため、エタノールを使用 してクリーニングを

行った。また、破片試料 5点 を除 く完形の 105点 については、1点当たり異なる 2箇所を測定 した。

2-2.分 析結果

定性分析の結果、全ての試料において、アルミニウム (Al)、 ケイ素 (Si)、 カリウム (K)、 チタン (Ti)、

鉄 (Fe)、 銅 (Cu)、 ルビジウム (Rb)、 ジルコニウム (Zr)、 スズ (Sn)、 鉛 (Pb)が検出された。ま

た、一部不顕著な検出のものも含めて 65点 の試料ではマグネシウム (Mg)が、109点の試料ではカ

ルシウム (Ca)が、62点 の試料ではマ ンガン (Mn)が、64点 の試料ではス トロンチウム (Sr)が認

められ、それらの含有の可能性を示唆 した。

一部の試料で検出されたその他の元素 も含めて、分析結果の一覧を表 2に示す。なお、表中の「○」

で示 されるものは、45kV、 15kVい ずれかの測定条件で顕者な検出が認められたことを、同様に「△」

で示 されているものは検出強度が小 さく、バ ックグランドノイズや隣接するピークの影響を受け不顕

著な検出となったが、その含有の可能性があると判断できたことを示 している。

また、45kV測定時の蛍光X線強度を基に、フアンダメンタルパラメータ法 (FP法)に より簡易的

に半定量値を求めた。ただし、Mg、 Srについては、同条件の測定においては検出限界以下であるも

のが大半を占めたため FP法による計算対象 とはしていない。

破片試料を除 く105点から得 られた半定量結果を表 3に示す。ただし、CaOについては 45kV測 定

において顕著な検出が認められた 36点 の平均値である。また、MnO、 Rb20、 Zr02については、FP
法により算出された半定量値が概ね 010/O以 下であ り、極微量成分であると推定されたため表中には示

してしヽない。
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Si02 K20 A1203 Ti02 CaO CuO Fe O Sn02 PbO
平 拍 1百 rエマ 詈  、A′ 科 ｀ 6791 1072 1628 035 028 067

± lσ 229 043 004 013

３

３
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表 3 FP法による半定量平均値

なお、ここで示す組成値 (wt%)については、標準試料を用いていないデータであるため誤差が大

きく、対象としたガラス試料の化学組成を正確に表 しているものではなく、1つの「目安値」として

取り扱っていることに注意されたい。

特に、Aめ03においては、肥塚が多くの標準試料を用いて「弥生時代の遺跡出上のカリガラスの平

均組成」で示 している「270/O」 と比べても著しく異なり、その信憑性は極めて低いと考える (肥琢 :

1997a)。

考察

1.ガラス材質の推定

古代ガラスの材質分類においては、使用されている融剤の種類から「鉛珪酸塩ガラス」と「アルカ

リ珪酸塩ガラス」に大別されるのが一般的である。そのうち、弥生時代の遺跡から出土するガラス資

料については、鉛バリウムガラス、鉛ガラス、カリガラス、ソーダ石灰ガラスの 4種の材質のものが

存在することが指摘されている (山崎 :1987、 富沢 :2003、 他多数)。

定性分析結果からは、全試料についてPb(鉛)の検出が確認された。しかし、全分析箇所から検出

された45kV測定時の Pb(Lβ )の蛍光X線強度は平均で「119,069cps」 であり、これまでに中村が、

鉛バリウムガラスと推定した下開発茶臼山 9号墳 (能美市)出土の青紺色小玉の同条件における強度

が「823.580cps」 (中村 :2004)、 鉛ガラスと推定した大友西遺跡 (金沢市)出土の透明 /赤色着色の小

玉の同条件における強度が「1066.474cps」 (中村 :2006a)と 比較すると、百塚遺跡のガラス河ヽ玉の Pb

の強度値は著しく小さい。

また、肥塚は弥生時代の遺跡から出土した鉛バリウムガラスは、かなりのバラツキはあるが PbOを

「30～ 50%」 含有 していることを指摘 している (肥塚 :1997b)。 一方、百塚遺跡出上のガラス小玉の

PbOの半定量値は平均「067%」 となり、前述のように目安値であることを考慮したとしても、これ

は鉛珪酸塩ガラスの含有量としては少なすぎる。

以上のことから、百塚遺跡出土のガラス小玉は鉛珪酸塩ガラスではないと考える。

次に、アルカリ珪酸塩ガラスのうちNa(ナ トリウム)を融剤とするソーダ石灰ガラスについては、

日本においては 3世紀後半からの流通が指摘されているので (肥塚 :1995b)、 対象としたガラスが出

土した方形周溝墓の時期を弥生時代終末期と位置付けるならば、そこに存在する可能性はある。

また、中村がこれまでの分析においてソーダ石灰ガラスと推定してきた試料では、

① 15kV測定において、Naを顕著に検出できる場合がある。

② 45kV測定において、Cl(塩素)、 Ca(カ ルシウム)、 Sr(ス トロンチウム)の顕考な検出がある。

③ 15kV測定において、K(Kα )の蛍光X線強度値は「86.336cps」 (神谷内古墳群 17号墳出土淡

青色小玉破片)、 「134.949cps」 (下福増遺跡出土淡青色小玉)である (中村 :2006b)。

といった′点が、定性分析における特徴として明らかになっている。

しかし、百塚遺跡出土ガラス小玉の定性分析においては、

① 15kV測定において、Naの顕著な検出が認められたものはない。

② 45kV測定において、CIの顕著な検出が認められたものはない。同じく、Ca、 Srに ついても顕著

な検出が認められたものは少なく、図 1で示すように明らかにソーダ石灰ガラスとはスペクトル

が異なる。
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③ 15kV測定におけるK(Kα )の蛍光X線強度の平均値は「312 179cps」 と、前述の値と比して大

きい。

と、ソーダ石灰ガラスが示す特徴とは異なる点が多く、ソーダ石灰ガラスの可能性もないと考える。

図 1 励起電圧 45kV測定における蛍光 X線定性分析スベク トル

(左図 :百塚遺跡出土淡青色小玉 :分析hl)
(右図 :下福増遺跡出土淡青色小玉 :ソ ーダ石灰ガラス)

そこで、今回分析 を行った百塚遺跡出土の小玉 (破片を除 く105点 )の半定量値 と、同条件で過去

に分析 を行った金沢市内の遺跡から出土 したカリガラスと推定 した小玉 (4遣跡 13点)の半定量値を

比較 してみる (表 4)。

表 4 百塚遺跡出土小玉の半定量値 (上段)と 金沢市内の遺跡から出土 したカリガラスの半定量値 (下段 )

Si02 K20 AIク Oa TiOク CaO CuO Fe O Sn02 PbO
平均値 (半定量 :wt%) 6883 1029 1523 053 026 065

± lσ 009 042 003

再度断ってお くが、表 4で示す半定量値は、同条件で蛍光 X線定性分析 した結果を、標準試料を用

いずに同機において FP法により算出した値であり、1つの「目安値」 として取 り扱っている。

各酸化物における半定量値は若干の相違は認められるものの、概ねその傾向は一致すると判断でき

る。また、統計には入れていないが、5点の破片についてもバラツキはあるものの同様の傾向を示 した。

さらに、過去の石川県内出上のカリガラスの分析から、それらのうち淡青色～淡青緑色～緑色の色

調を示すものの特徴として、定性分析において Rb(ル ビジウム)と Zr(ジルコニウム)がセットで

顕著に検出されることを指摘 している (中村 :2006c)。 地球上のルビジウム元素は主にカリウム鉱物

に含まれており、自然界ではルビジウムは植物によって吸収され、部分的にカリウムと置き換わる性

SiOク Kク O AIク On Ti02 CaO CuO Fe O Sn02 PbO
平均値 (半 庫昌 :wtOO) 6791 1072 1623 029 067

± lσ 229 033
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質がある (桜井 :2009)。 つまり、カリガラス製作に使用 されるカリ原料が、カリ硝石 (KN03)や植

物灰 と仮定 した場合には (肥塚 :2003)、 いずれもそこにルビジウムを含有 している可能性は高 く、そ

れが溶融後のカリガラス中にも含有するため、ソーダ石灰ガラスではほとんど検出されない (あ るい

は検出限界以下)ル ビジウムが、カリガラスの分析においては特徴 としてあらわれる可能性がある。

ただし、Zrがセット関係で検出される原因については、現段階では明らかでない。

それを踏まえて、百塚遺跡出土の淡青色ないし淡緑色のガラス小玉の分析結果を見てみると、全点

において図 1(左図)で示すようにRb及び Zrの顕者な検出が認められており、前述のカリガラスの

特徴 と一致する。

以上の結果から、百塚遺跡出土のガラス小玉 (破片を含む)の材質的分類としては、「カリガラス」

であると推定する。

3-2.着 色剤の推定

百塚遺跡出土のガラス小玉は、透過光による肉眼観察により101点が透明感のある「淡青色」 (図 2)、

4点 (いずれも破片)が透明感のある「淡緑色」と判断した (図 3)。

図2 分析随 1 淡青色ガラス小玉 図3 分析血 73 淡緑色ガラス玉 (破片)

カリガラスではCu2+は 青色を、Fe2+は緑～青緑色を与えると言われており、「青色～淡青色透明な

い し半透明ガラスは、CuOを ほぼ 10/O前 後含有 し、Fe203は それより少ない傾向を示す。」 (月巴塚 :

1997c)と 報告されている。百塚遺跡出土ガラス小玉全点の定性分析結果からも、Cuの顕者な検出が

確認されており、表 3に示した半定量分析の結果も、目安値なので数値の一致はみないものの、その

傾向としては肥塚の指摘と差盾はない。以上のことから、これらの着色剤として「鋼の関与」が推定

できる。

なお、4点の破片が図 9で示すように淡緑色を示す要因としては、前述のように Fe2+の 関与が想定

されるが、本分析における定性分析強度値や半定量値からは、両者の差異を示すような結果は得られ

ておらず不明である。

以上のように、銅による着色が推定された百塚遺跡出土のガラス資料からは、例外なくSn(ス ズ)

とPb(鉛)が検出されている。また、金沢市内から出土した銅着色と推定される淡青色 /淡青緑色の

カリガラス (4遺跡 :13点)に おいても同様であった (中村 :2006d)。 これは、他遺跡でコバル トに

より青色ないし紺色に着色されたと推定 したカリガラスでは見られない事実であり、着色原料の銅に

由来 して含有されている可能性を示唆する。
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そこで、本分析による半定量値を使用し、CuOと SnO、 Pboの関係を図4と 図 5に散布図で示 した。

その結果、Cuoと 両者の間には正の相関が成り立っていることがわかり、スズや鉛が含有する要因は

着色剤として銅を添加することに伴う不純物であると推定できる。

洵
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図4 百塚遺跡出土ガラス玉に含有する SnOと CuOの関係
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図5 百塚遺跡出土ガラス玉に含有する PbOと CuOの関係

4.内部気泡の頭微鏡観察と製作技法の推定

古代ガラスの製作技法には、「管切り法」、「巻き付け法」、「鋳型法」が考えられる。

管切 り法は、鈴状に熔けたガラスを吹きガラス的に引き延ばし管状ガラスを作製し、それを裁断し

て玉とする技法である。よって、内部の気泡は、ガラス玉の孔と平行方向へ伸びたり列を形成するこ

ととなる (朝比奈・小田 :1954)。 また、管状ガラスを加熱して軟らかくした状態で台などに押 しつけ

ながら裁断したと仮定した場合、ガラス玉の胴側面には押 し付けられた時に生じた平坦面が残る場合

が想定される。

巻き付け法は、飴状に熔けたガラスを芯棒に巻き付け、再加熱しながら芯棒を回し球状に整形 して

いく技法である。この場合、内部の気泡列はガラス玉の孔に対 して同心円を描くように、伸びたり列

を形成することとなる。

鋳型法は、破砕 したガラス片を鋳型 (「たこ焼き型鋳型」)に入れ、孔とする中心に芯棒を立てて加

熱熔融する技法である。鋳型法で作製されたガラス小玉では、表面に破砕されたガラス片が完全に熔

融せずに観察される場合があり、内部には多量の空隙や気泡が散在する (肥塚 :2002)。
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このように、一般的に古代ガラスには多くの気泡が含まれており、加熱して粘度の低い状態でガラ

スを引つ張ると、気泡はその方向に細 く伸びたり、列を形成 した状態で冷却後のガラス内に残る。つ

まり、これらの気泡の形状等を観察することにより、その成形法を推定することができる。

そこで、百塚遺跡出土ガラス小玉の内部気泡の状態を、生物顕微鏡 (OLYMPUS BX50)に よって

透過光により観察 した。その結果、小玉の胴狽1面側からの観察が可能であった試料の大半において、

図 6で示すような孔と平行方向へ伸びる気泡列や、図 7で示すような孔と平行方向を長辺とする楕円

形の気泡を確認した。これらは、熔融した飴状ガラスが孔 と平行方向へ引っ張られたことを示す もの

と考える。

さらに、破片を除いた試料の大半では、ガラス管の裁断時に押し付けられたことにより生じたと推

察される胴側の平坦面や子Lの扁平を確認した (図 8、 9)。

以上の結果から、百塚遺跡出土小玉は、「管切り法」により製作されたと推定する。

図6 分析血 1ガラス小玉の気泡列 図 7 分析血 68ガラス小玉の楕円形気泡

図 3 分析血 33 図 9  分析血 87
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5。 まとめ

富山市の百塚遺跡出土ガラス小玉 (破片を含む)については、

①ガラス材質は、アルカリ珪酸塩ガラスのうち「カリガラス」である。

②透過光による肉眼観察で淡青色、淡緑色としたガラス色調の着色剤は、主として「銅」によるも

のである。

③製作技法は、熔融したガラスを引き延ばしてガラス管とした後、台となるものに押 しつけながら

裁断して製作する「管切 り法」によるものである。

以上の 3点が推定された。
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第 6節  百塚遺跡 SZ19出上の赤色顔料について 一 蛍光 X線分析の結果から一

坂口諒子

はじめに

古来より赤色は、神聖な色として埋葬儀礼や土器などの彩色に使用されてきた。これら赤色顔料の

種類には「朱 (HgS・ 辰砂 )」 、「ベンガラ (α
‐Fe203・ 赤鉄鉱)」 、「鉛丹 (Pb304・ 四三酸化鉛 )」 の

3種類が挙げられる。縄文・弥生・古墳時代において、北部九州を除く他の列島各地で「朱」の使用

が活発化し始めるのは、弥生時代中期末～後期初頭である (北条 1998)。

今回、百塚遺跡 19号墳第 2主体部で木棺の痕跡とともに、その内外に赤色顔料が確認された。ここ

では、採取した赤色顔料の主成分元素の検出を目的として、蛍光 X線分析を行ったので、その結果を

報告する。

1.試料

第 2主体部木権内、およびその周辺から採取した赤色顔料が集合した微小塊 6点、赤色顔料を含ま

ない微小土塊 2点の計 8点を試料とした。測定箇所は赤色および土壌部分とし、より正確なデータを

得るため凹凸が少ない部分で測定を行った (写真 1)。

Nol木棺内赤色顔料 木棺内赤色顔料

木棺内赤色顔料

No.7不相円主壊        No.8木 相外周辺土壊      写真 1 分析試料

2.分析方法

分析には、エネルギー分散型微小部蛍光 X線分析装置 (SII Nano Technology(株 )製 :金沢学院

大学所有)を使用 し、定性分析を行った。X線発生部の管球ターゲットはMo(モ リブデン)である。

測定条件は、管電圧は 15kVと 45kVの 2条件に設定し、電流は管電圧 15kVの場合は832～ 1000 μ A、

45kVの場合は 40～ 76μ A(いずれも分析器の自動設定)。 測定時間はいずれも300秒 とし、照射径

は 1.8mm、 試料室内の雰囲気は真空である。

No.3木棺内赤色顔料

No.5木棺外周辺赤色顔料 No.6木棺外周辺赤色顔料

No.7木棺内土壊 No.8木棺外周辺土壌
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3.結果

今回分析 を行った結果、赤色顔料部分および土壌部分から検出された元素種に大 きな相違は認めら

れなかった。また、赤色顔料の主成分 となる水銀 (Hglと 鉄 (Fe)が 、すべての試料から検出された (図 1、

2)。 そこで、赤色部分 と土壌部分の水銀 (Hg)と 鉄 (Foの検出強度に着 目し、比較を行った。その結果、

赤色顔料部分から検出された水銀 (Hg)の検出強度は、土壌部分から検出された水銀 (Hg)の検出強度

より明らかに大 きく、このことか ら、赤色顔料は水銀 (Hg)を 主成分 とする「朱」であることが推定

される(表 1)。 また、今回分析 を行った赤色顔料微小塊は、多少の土砂や粘土が混 じった状態であっ

たと考えられる。さらに、赤色顔料部分 より土壊部分の鉄 (Fe)の検出強度が大 きいため、赤色顔料

部分から検出された鉄 (Fe)イよ、土壊の影響を受けたと考えられる。ただし、X線回折等による結晶

構造の確認などは行っていないため、化合物種の同定までは至っていない。

表 1 赤色顔料部分と土壌部分を比較 した分析結果

元 素 元素 名
A:検出強度

(赤色顔料部分 )(cps)
B:検出強度

(土 壌部分 )(cps)
検 出強度差
[A― B](cps)

Al アルミニウム 9.415 23.342 -13927

P/r素 20.147 53.977 -3383

K カリウム 8.278 22.938 -1466

Ca カルシウム 5.196 9,106 -391

Ti チタン 8.448 2586 -174± 2

Fe 鉄 112.089 576.804 -464.715

As ヒ素 25.921 14.018 11.903

Rb ァレビジウム 14,983 32.434 -17.451

ストロンチウム 50.944 31.768 19.177

H質 7K℃晨 819.043 25.805 793.239

4.ま とめ

以上の結果から、今回分析 した赤色顔料は、すべて朱であると推定した。

県内では百塚遺跡と同年代の遺跡で、木棺内で発見された赤色顔料の分析報告はなく、古墳時代に

入ると板屋谷内BoC古墳群 (高岡市 )で、埋葬施設 (墓坑底 )に赤色土 (顔料 )の堆積などがみられる

ようになる。

県外では、小羽山墳墓群 (福井県 )や七ッ塚墳墓群 (石川県 )な どが挙げられ、棺内などに朱の使用

が認められる。また、西念・南新保遺跡Ⅳ (石川県 )では、方形周溝墓の溝からベンガラが確認されて

いる。

福井県小羽山墳墓群では、朱を精製する石杵などが墳頂部に置かれ、ガラス玉と赤色顔料を共に棺

内に撤き散らす「首長埋葬儀礼」がみられる。この行為は、同時期の越地方でも小羽山墳丘墓群でし

か認められない。百塚遺跡では、棺内に朱を撤いたのか、遺骸自身に施されていたものかを断定する

ことは出来ず、ガラス玉など他の副葬品を確認するにも至らなかった。また、単次葬墓など首長墓と

認識し得る要素が少ないため、首長墓である可能性は低い。しかし、ベンガラに比べ産地が限られ、

入手が困難である朱が使用されていることから、地域を治める邑長または邑長関係者が埋葬された可

能性が高いと考えられる。

また、朱の産地は主に三重県「丹生鉱山」、奈良県「大和水銀鉱山」、徳島県「由岐鉱山」などが挙

げられる。その特徴としては、丹生鉱山や由岐鉱山は、鉛 (Pb)を ほとんど検出せず、ヒ素 (As)が

検出される。今回の分析では、産地を推定するうえで重要なヒ素 (As)を 検出し、鉛 (Pb)が検出さ

れなかったことから、両鉱山で産出される朱の鉱石 (辰砂 )を 用いた可能性が考えられる。しかし、丹

生鉱山はヒ素 (As)や亜鉛 (Zn)、 アンチモン(Sb)を 多量に含むが、百塚遺跡の朱は、ヒ素 いs)を多

量に含んでいるとは言い難 く、亜鉛 (Zn)ゃ アンチモン(Sb)が検出されなかったことから、更なる検討
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が必要である。また、大和水銀鉱山は、ヒ素 (As)イよ検出されるものの、鉛 (Pb)や カルシウム (Ca)、

鉄 (Fe)、 マンガン (Mg)の含有量の割合が非常に大きいという点から、産出地の可能性は低いと考

えられる。しかし、どれだけ多量に元素が含有 しているから特定の鉱山産であると線引きできるか明

確になっていないため、今回の分析では朱の産地を特定するには至らなかった。

今後、朱に含まれるイオウ同位体比を分析することで、日本産の朱か中国産の朱か分別することが

可能ではあるが、産地の異なる朱を混和 したり、人造朱を使用した場合、イオウ同位体比分析だけで

は正確な判断は困難である。朱の産地を推定するには、蛍光 X線分析のほかに電子顕微鏡による粒度

の観察やX線回折分析、イオウ同位体比分析を併せた、さらなる分析・検討が必要になる。

そして、それらを明らかにし、データを蓄積することで、弥生時代の人々の共通の埋葬儀礼の伝わ

り方や思想、交流の解明の手がかりが得られるのではないだろうか。

おわりに

本報告にあたり、金沢学院大学美術文化学部文化財学科の中村晋也准教授には、分析機器の使用な

らびに、多くのご教示を頂きました。ここに記 して、厚く御礼申し上げます。

(富 山市教育委員会 埋蔵文化財センター 嘱託)
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第 7節 百塚遺跡方形周溝墓 SZ19出土の赤色顔料について

九州国立博物館 博物館科学課 志賀智史

1.は じめに

富山県富山市百塚・松ノ木にある百塚遺跡から出土 した方形周溝墓 SZ19に認められる赤色顔料に

ついて、その種類を知るために分析調査をおこなった。方形周溝墓には 2基の主体部があり、両主体

部とも床面が赤色であった。墳墓の時期は、周溝内から出土 した土器が法仏式であることから、弥生

時代後期後半と考えられている。

現在までの調査によって弥生時代～古墳時代の赤色顔料は、水銀を主成分 とする「朱」 (HgS,鉱物

名称 :辰砂/Cinnabar)と 、赤色の酸化鉄に発色の要因がある「ベンガラ」 (α ―Fe203,鉱物名 :赤鉄鉱

/Hematite等 )の二種類が知られている。

2.調査方法

調査資料は主体部毎に取 り上げられて持ち込まれた。堆積土に赤色物が大量に混 じった状態である。

出上位置は床面一括であ り、遣構内での分布状況は不明である。発掘区外には約半分の未発掘部分が

残っている。

調査は、最初に目視 と実体顕微鏡 (7110倍)に よる観察を行い、赤色顔料の有無や遺存状況を確

認 した。赤色顔料の可能性が高い赤色物が認められた資料については、生物顕微鏡観察 (50-400倍 )

と蛍光X線分析を行い、これらの結果を総合的に判断して赤色顔料の種類を判別 した。対象が極微量

である場合、また正確性 を増すために、電子顕微鏡観察、SEM―EDS分析、顕微ラマン分光分析、X
線回折 も行った。資料の一部は樹脂包埋後、切断、研磨 して赤色顔料粒子の断面観察を行うとともに

上記分析機器を用いた調査 も行った。以上の調査については、報告者が九州国立博物館に設置された

機器を用いて行った。頁数の関係で調査方法は省略するが、詳 しくは筆者の下記参考文献を参照され

たい。

朱を同定 した資料については、朱の構成元素の一つである硫責 (S)の同位体比を測定 し、その産地

を推定 した。測定方法は Baso4の生成までは関他 (2008)の方法に従い、これ以降の前処理は、質量

分析計とオンラインで繁がっている元素分析計 (Euro Vectortt Euro EA)を 、測定は、連続フロー

型質量分析計 (Iso Primett lso Prime)で 行った。測定は財団法人九州環境管理協会に伝頼 した。

3.調査結果のまとめと考察

調査結果を表 1、 2に示す。特徴的な写真や図を図 1～ 12に示す。特記すべ き事項を以下に記す。

(1)出土赤色顔料の種類と遺存状況

第 1主体部と第 2主体部の両主体部で朱とベンガラが認められた。両資料 とも実体顕微鏡観察では

朱だけに見え、ベンガラがある場合に通常よく認められるベンガラ小塊 (多 くは直径 lmm以 上)が
全 く確認されなかった (図 1,4)。 しか し、生物顕微鏡観察で数本のパイプ状のベンガラ粒子を確認 し

た (図 3,6)。

          表 1 赤色顔料の分析結果一覧

主体部

調査方法 各分析結果

赤色顔料の

種類
備考

頸微鏡

鞘
鰈

K線ロ

折 マ ン

顕微鏡

(実体・生物)

既
綸

線

折

Ｘ

回
霞徽ラマン

実体 生物 電子

第 1主体部 O ○ O O O O 朱 ,ベ ンガラ 辰砂 辰砂 ,赤鉄鉱 米 .ベ ンガラ (P 朱>>ベ ンガラ (P)

第 2主体部 O O O O O ○ 朱 .ベンガラ (P) Fe,Hg 辰砂 辰砂 ,赤鉄鉱 朱 ,ベ ンガラ 朱>>ベ ンガラ (P)

※蛍光 X線分析結果は EDAX社製 EAGLE Ⅲ XXL(測 定径約 100 μ m)に よる。
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このパイプ】犬のベンガラ粒子については極微量であることから、念のためより詳 しい調査を行った。

電子顕微鏡観察でパイプ状の粒子を確認 し (図 9)、 同一箇所の SEM―EDS分析で鉄を検出した。プレ

パラー ト中の同粒子の顕微ラマン分光分析では赤鉄鉱を同定 した (図 10)。 これらの結果は生物顕微

鏡での観察結果 と矛盾 しない。なお、断面資料の電子顕微鏡観察でもパイプ状のベンガラ粒子は認め

られたが、分散 してお り、それだけで凝集する状況は観察できなかった。

以上のことから、両主体部で使用された赤色顔料は、朱とベンガラであつたと考えられる。ベンガ

ラは直径約 lμ mのパイプ状の粒子を含んでいた。量的には朱が主体で、ベンガラは極微量であつた。

これら量の差は後述するように、主体部床面において朱が特に分布する箇所 (遺骸の頭胸部か)のみ

からサンプリングが行われていた可能性が考えられる。

(2)弥生時代後期～古墳時代前期の赤色顔料

弥生時代後期～古墳時代の墳墓主体部における赤色顔料の使用方法は、次の 3つ に分類されている

(本田 1995,1999)。 a類 :床面から朱だけが出土するもので、埋葬施設の床面あるいは遺骸から朱だけ

が検出され、朱は遺骸自身に施されていたものと推定される。b類 :朱 とベンガラが出土するもので、

埋葬施設の内面にベンガラを塗布し、床面にもベンガラを塗布あるいは散布した状態にa類の遺骸を

納めたものと推定される。c類 :ベ ンガラだけが出土するもので、埋葬施設内面にベンガラだけを塗

布したものあるいは床面からベンガラだけが出土するものである。

弥生時代後期ではa類は近畿地方と中国地方、山陰地方に多く、b類は北部九州のみで認められる。

b類は弥生時代中期中頃の北部九州で出現、後期に同地域内で盛行、前方後円墳出現と共に西日本に

広がったと考えられている。

このような赤色顔料の使用方法の調査は、主体部毎に頭部、腹部、脚部というように最低 3カ所か

ら資料をサンプリングすることにより明らかにされたものである。同じようにサンプリングされてい

ない例でも朱とベンガラが一つの主体部から出土する場合は、通常 b類 を想定する。この二種類を混

ぜて使用されたと考えられる事例が今のところ認められないことにもよる。今回調査を行った墳墓の

両主体部でもb類 と推定されよう。ベンガラが微量であることから、遺骸頭胸部付近から採取された

資料であった可能性がある。

本墳墓の時期は共伴土器から弥生時代後期後半と考えられており、従来考えられてきたb類の拡散

時期を考えると若干古い時期のようである。ただし、上記の 3つ の類型化の基礎資料となったのは北

部九州を中心とする資料であり、北部九州以外での赤色顔料使用方法の変遷は明らかではない部分も

多い。

たとえば、調査事例の多い北部九州でさえ、北九州市城野遺跡 1号方形周溝墓 (庄 内式並行期)か

ら埋葬施設にピンク色の朱、頭部に紫色の朱というように一つの主体部で朱を使い分けた例 (志賀

2011)、 福岡県嘉麻市沖出古墳 (古墳時代前期後半)の ように竪穴式石室内面にベンガラ、石棺内面に

は朱を塗布した例 (志賀 2008a)がある。近畿地方の神戸市西求女塚古墳 (古墳時代前期前半)の よ

うに竪穴式石室内面全面にベンガラを塗布した後、全面に朱を塗布している例 (志賀他 2004)な ども

含め、埋葬施設に使用された朱の存在が明らかになりつつあり、a類の細分や分類基準の見直しが追

られている。このことから、b類が予想よりも早く拡散していた可能性、b類の出自と起源、 2種類の

朱の使い分けの起源、朱とベンガラを混ぜて使用する方法の存否なども含めて今後検討する必要があ

ろう。山陰・北陸地方は、朱を多用する墳墓が多いと言われているが、その実態はまだまだ不明な部

分が多く目が離せない地域である。

(3)朱と随伴鉱物

第 1・ 2主体部から出上した朱を多く含む小塊を切断、研磨して断面を電子顕微鏡 (反射電子像 )
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図2第 1主体部の朱(側射光200倍 )
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図6第 2主体部のベンガラ(PX透過光800倍 )

朱に混じつて数本のパイプ状ベンガラ粒子(写真中

央)が認められた。

辰砂粒子の中に亜鉛を含む鉱物が共存している

(図 H左下写真に対応)。

図4第 2主体部の赤

殆どが朱。

I I . I I

図5第 2主体部の朱(側射光200倍 )

o            盗5μ m
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で観察 したところ、粒子の中に辰砂 (以下、朱の鉱物学的所見を述べる場合は「辰砂」を用いる)以
外の鉱物を取 り込んでいる辰砂粒子を確認 した (図 7,8,11)。 この辰砂以外の鉱物は辰砂の母岩の一部

や随伴鉱物 と考えられる。このような粒子は全体の 10/0に も満たないようである。

組成の異なる部位毎にSEM―EDS分析と顕微ラマン分光分析を行った (図 11,12)。 第 1主体部では、

方安鉱 lSenarmOntite,Sb203](図 11・ 12② )、 石英 [Quartz,Si02](同 ③)、 閑亜鉛鉱 [Sphalerite,ZnS]P(同

④)に、第 2主体部では、石英 ?と 閃亜鉛鉱に同定ないしは推定される。方安鉱と閃亜鉛鉱については、

SEM―EDS分析でそれぞれアンチモンの酸化物、亜鉛の硫化物を検出し、一部について上記鉱物を同

定したに過ぎず、ラマンスペクトルが得られないものや、ライブラリーに完全に合致しないスペクト

ルを持つものも認められた。

これまで朱の産地同定の一手法として、含有微量元素の測定が行われることがあった。しかし、出

土朱は必ず埋蔵環境による汚染 (包含層や地下水、金属器等の副葬品の銹・錆の影響)を受けるため、

どの元素が朱に含まれていたのか測定結果だけから判断することができないことが多い。今回行った

調査手法では朱粒子自体に別の鉱物が共存 しており、汚染を考える必要がない。ただし、このような

粒子の量は少ない。

筆者はこれまで同様な方法により墳墓 4主体部について同様な調査を行っている (志賀 2011,2012)。

まだまだ資料は少ないが、現段階ではアンチモンの酸化物や亜鉛の硫化物と共存する朱 (本遺跡の第

1主体部)、 アンチモンの酸化物が無く亜鉛の硫化物と共存する朱 (同第 2主体部)の二種類に分けら

れるのではないかと考えている。この違いは、次に述べる硫黄同位体比分析の結果でも有意な差とな

つて現れており、意味のある分類であるのかもしれない。

(4)朱の硫黄同位体比分析について

辰砂を構成する硫責の同位体比 (δ 34S)を測定し、朱の産地を推定する研究は、南等により進め

られている (南他 2004,2008)。 日本の辰砂鉱山は主に北海道と西南日本に分布し、特に後者は中央構

造線沿いに集中している。中央構造線沿いの著名な鉱山の同位体比は、三重県丹生鉱山産が 8.88士

2.69%。 、奈良県大和水銀鉱山が 3.13± 3.47%。 、奈良県神生鉱山が-2.96± 3.14%。、徳島県水井鉱山が

-3.63± 4.47%。 であり、多くがマイナスの値を示す。一方、中国の著名な辰砂鉱山が集中する貴州省・

湖南省の各鉱山では凡そ +12～ +27%。であり、大きくプラスの値を示す。ただし、両国とも例外的な

値を出す鉱山資料も知られている。巨視的に見れば弥生時代の朱は大きくプラスの値を示し、古墳時

代の朱はマイナスを示すものが多いこととから、朱が古墳時代の開始と前後する時期に中国産から日

本産に大きく転換することが明らかになっている (Minalni,T2005)。 今回、念のため日本と中国の代

表的な辰砂鉱山2資料の測定も行ったが、得られたデータは南等が公表した数値の偏差に収まるため、

南等の研究成果を援用し今回の測定結果を検討する。

表2 朱に含まれる硫黄の同位体比分析結果一覧   百琢遺跡 SZ19の硫責同位体比は、第 1主体

部が-0,9%。 、第 2主体部が +17.1%。であった (表

2)。 第 1主体部の朱は日本産である可能性が高

く、その中でも丹生鉱山付近の辰砂ではない可

能性がある。第 2主体部の朱は中国産である可

能性が高い。遺構の切 り合い関係から、第 1主

体部→第 2主体部の構築が考えられており、使

用された朱が日本産→中国産へと変化している

ことが↓旨摘できる。

中国貴州省銅仁 万山鉱山

(テストサンプル)

奈良県 大和水銀鉱山

(テストサンプル)
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図9第 1主体
部パイプ状ベ

ンガラ粒子
(電子顕微鏡 ,

二次電子)

Hematte(α ―Fe203)

[R060190,785nm]
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図10両主体部ベ

ンガラの顕微ラマン

スペクトメレ図

各一本のパイプ状
の粒子を測定。赤

鉄鉱を検出。微粒
の朱も付着してお

り、辰砂のピークも
一緒に検出された。

図11第 1主体部朱粒子断面

の電子顕微鏡写真(反 射電子 )

とSEM― EDSスペクトル図

辰砂粒子の中にアンチモン

(Sb)の酸化物、珪素(Si)の 酸化

物、亜鉛 (Zn)の 硫化物がそれ

ぞれ共存している。左上写真は

図71こ 、左下写真は図Sに対応

する◎

図12朱粒子断面の顕微ラマンス
ペクトル図

アンチモンの酸化物や亜鉛の硫化

物は、スペクトルが得られないもの

やライブラリに完全に合致しない

ピークを持つものも多いが、一部で

方安鉱≧閃亜鉛鉱を同定した。④
のピークの位置は、ライブラリに合

致するが、高さの比率が異なるた

め、純度が異なる可能性が考えら

れる。①―③は第1主体部で、①③
は図1l①③と同じ箇所、②は図H
②と同成分別粒子を測定。④は第
2主体部で、図1l④ と同成分別粒

子を沢J定。

Cinn● ba(HgS)

①p85nml

２μ ｍ
一

石英

Quaiz(S,203)

[R040031,532nm]

閃亜鉛鉱

Sphalerite(ZnS)

[R060005,532nm]
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北陸地域での硫黄同位体比の測定事例は非常に少ないが、山陰地方では弥生時代終末に中国産から

日本産への大きな変化が見受けられる (南 2006)。 一方、北部九州では弥生時代後期～古墳時代前期

にかけて継続して中国産を使用している (今津他 2006)。 今回の2資料の測定だけで言及できる部分

は少ないが、今後当地での測定事例の増加が望まれる。

(5)ベンガラについて

ベンガラは直径約 lμ mのパイプ】犬の粒子を含むもの (ベ ンガラ (P))と 、この粒子を含まないも

の (ベ ンガラ (非 P))に細分されることが一般的である。

ベンガラ (P)に含まれているパイプ状の粒子については、湖沼に住む鉄細菌を焼成して得られたも

のであることが解っており (岡 田 1997)、 原料の採取された環境がある程度推定できる。このベンガ

ラは縄文時代以来、日本列島で普通的に使用されていたベンガラである。一方、ベンガラ (非 P)に

ついては、残り物を纏めたもののように思えるかもしれないが、弥生時代～古墳時代の北部九州では

顕者に使用されているなど地域性が認められることも判明している (志賀 2008b,2010)。 北部九州周辺

にその産地があった可能性が指摘できる。

富山県内の墳墓出土ベンガラの調査事例は非常に少ないものの、今回の調査でベンガラ (P)であつ

たことは、今後当地で使用されたベンガラの変遷を考えるにあたって、大変興味深い。

※本研究は株式会社アーキジオと九州国立博物館との受託研究として実施された。
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第 8節 百塚遺跡出土須恵器の蛍光 X線分析

胎土分析研究会 三辻利一

第 1項 百塚 15号墳 (SZ15)出土須恵器

1.は じめに

粘土は岩石が風化 して、生成 した粘土鉱物の集合体である。 したがって、粘土の原材料は岩石 とい

うことになる。そうすると、粘土鉱物は岩石が完全に溶解 した真正溶液から再結晶 したものではなく、

コロイ ド溶液 (コ ロイ ド粒子は岩石中に含 まれていた鉱物粒子)か ら再結晶 したものであれば、粘土

の化学特性はもとの岩石が支配 しているはずである。他方、製品土器は粘土を素材 として作 られたも

のであるから、土器胎上の化学特性 も素材粘土が支配 しているはずであ り、全体 としてみれば、製品

土器の化学特性は原材料の岩石が支配 していることになる。こうした考え方が土器胎上の化学特性が

生産地の後背地を構成する地質に関連するという考え方に繁がる。そうであれば、この考え方に基づ

いて、蛍光 X線分析法による元素分析によって、製品土器の生産地を求めることができる。

この考え方は実験データによって実証されなければならない。その場合、分析対象を粘土から出発

すると、自然界における粘上の不均質性、土器製作時における水簸や混和剤を混入するかどうかの問題、

粘土の焼成時における土器の科学特性に変動があるかどうかなどの面倒な諸問題を解決しなければな

らなくなる。筆書は出来上がった製品である土器を分析することから研究を出発させた。その場合に

は生産地である窯跡から出土する土器製品 (た とえ破片であっても)が窯跡としてまとまり、一定の

化学特性をもつのかどうかを確かめてお くことが必要である。そのためにはどうしても、生産地であ

る窯跡出土土器を大量に分析 してお くことが必要である。うまい具合に須恵器の窯跡は全国各地に残

つてお り、しかもそこには分析対象となる、大量の須恵器破片が埋蔵されていた。土器の産地問題の

基礎研究を進める上に、これほどの好条件を揃えた土器は他にない。全国各地の窯 (群)跡出土土器

を大量に分析することによって、生産地ごとに化学特性はまとまるのかどうか、さらに、各地の生産

地間で地域差がみとめられるのか、どの元素が地域差を有効に表す元素であるのかといった基本的に

重要な問題が解決できる。もう一つの重要な問題は各生産地間を相互識別する全国共通のメジャーを

作 ることができることである。もし、土器が全国的に広範囲にわたって伝播するものとすれば、各地

の土器を相互識別できる全国共通のメジャーは不可欠である、考古学的な土器型式でも全国共通のメ

ジヤーが出来上がってない現在、胎土分析にそれが期待されるのは当然である。これがこの研究に対

する筆者の基本的な考え方である。ただ、このことを実行するためには、全国各地から大量の窯跡出

土須恵器を集めて、分析 しなければならない。筆者はこの研究を開始した当初 (筆者は京都大学原子

炉 を使用 して須恵器の放射化分析をしていた)、 完全自動式の蛍光 X線分析装置が市販されはじめた

のである。以来 30年間にわたって、筆者は 3台の完全自動式蛍光 X線分析装置を駆使し、10万点を

超 える全国各地の土器を分析することができた。その結果、母岩を構成する主成分鉱物である長石類

に含 まれる K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素が有効に地域差を表すことが実証された。通常、地域差は K Ca、

Rb_Srの両分布図上で目に見える形で示される。土器のように、地域差が小さいものの地域差はまず、

図の上で地域差を表示 しておくことは、その後の研究を推進する上には大きな役割を果たすことにな

つた。これが筆者の土器の産地問題の研究に対する基本的な考え方である。この考え方に基づいて、

本報告では百塚 15号墳出土須恵器の分析結果について報告する。
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2.分析法

須恵器片試料は表面を研磨 して、100メ ッシュ以下に粉砕 された。粉末試料は高圧をかけてプレス し、

内径 20mm、 厚 さ5mmの錠剤試料を作成 し、蛍光 X線分析用試料 とした。

蛍光 X線分析 には理学電機製 RIX2100(波 長分散型)を 使用 した。この装置には TAP、 Ge、 LiF

の 3枚の分光結晶 と、ガスフロー比例計数管、シンチ レーシ ョンカウンターの二つの検出器が附属 し

てお り、これらはコンピュータの制御によって自動的に交換 される。このような機能をもった装置で

ないと、大量の土器試料について、Na～ Srま での元素は測定できない。分析元素は Na、 K、 Ca、 Fe、

Rb、 Srの 6元素である。使用 X線管球は Rh管球 (出 力 3.OkW)で あ り、使用条件は 50k V、 50m

Aである。この条件で土器中の微量元素 Rb、 Srを 測定することができる。

3.分析結果

分析値は表 1に まとめられている。全分析値は同 じ日に測定された岩石標準試料 」Glの各元素の蛍

光 X線強度をつかって標準化された値で表示 されている。通常の検量線法 も、」Glに よる標準化法 も

分析の基本的な考え方は同じであるが、検量線法では複数の標準試料をつかって検量線を作成するの

に対 して、」G-1に よる標準化法は JG l、 1点 を標準試料 としてつかい、直線は原点を通ると仮定 して

作成された

検量線をつかう。検量線は毎日作成する訳ではないが、」G-1に よる標準化法をつかう場合には、毎 日、

」Glの各元素の分析値は波1定 し、その恒常性が確認 される。このため、通常の検量線法を使 うよりも

」G-1に よる標準化法のほうが、土器試料 を長期間にわたって測定する上にははるかに便利であ り、長

石系 4因子をつかったデータ解析にはとりわけ有効である。この表の分析値に基ずいて分布図は作成

された。

5世紀代には和泉陶邑に 100基 を超える須恵器窯跡が発見 されているが、地方窯は限られた地域 に 1

～ 3基程度の窯跡が発見されているに過 ぎない。そのため、地元窯 と陶邑群間の 2群間判別分析で須

恵器の産地問題が決着する場合が多い。6世紀代には依然 として、陶邑には 100基 を越える窯跡が発

見 されているが、地方では少数ではあるが、発見されている須恵器窯が増えてくる。北陸地方で も富

山県氷見市には園カンデ窯、石川県には小松市にニツ梨殿様窯、羽昨市に柳田ウワノ 1号窯、福井県

美浜町には興道寺窯が発見されている。今回分析 した百塚 15号墳の須恵器の分析結果は氷見市園カン

デ窯、石川県の柳田ウワノ窯の須恵器に対応 させてみた。

図 1に は百塚 15号墳出土古式須恵器の K―Ca、 Rb―Srの両分布図を示 してある。この図には比較の

ために、陶邑領域 と地元、氷見市の園カンデ窯の須恵器の分布領域を示 してある。図 1か ら、今回分

析 した 6点の須恵器はまとまって分布 してお り、長石系因子から見る限 り、同じ生産地の製品である

可能性 を示唆 している。そ して、その分布は陶邑領域内にあっても、氷見領域からは少 しはずれるこ

とがわかる。地元、氷見の園カンデ窯の製品ではないと判断された。

図 2に は、石川県羽昨市の 6世紀の窯跡である柳田ウワノ l号窯の須恵器に対比 してある。今回分

析 した百塚 15号墳出土の 6点の須恵器はいずれも、柳田ウワノ領域によく対応することが分かる。陶

邑領域 よりもむしろ、柳田ウワノ領域に対応すると考えた方が道切であると判断された。また、Fe、

Na因子でも、柳田ウワノ窯の須恵器によく対応 した。この結果、今回分析 した 6点の須恵器は石川県

羽昨市の柳田ウワノ窯の製品である可能性が高いと判断された。なお、石川県小松市のニツ梨殿様窯

の須恵器の分布領域は陶邑領域の下半分の領域に重なって分布 し、福井県美浜町の興道寺窯の須恵器

は陶邑領域の左上に分布する。そのため、今回分析 した試料はニツ梨殿様窯、興道寺窯の製品の分布
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領域には対応 しない。

これまでに富山市婦中町の富崎遺跡から石川県小松市のニツ梨殿様窯の製品が 3点、陶邑産須恵器

とともに検出されてお り、今回はまた、羽昨市の柳田ウワノ窯の製品が百塚 15号墳から検出されたこ

ともあり、今度、石川県の 6世紀代の古式須恵器が北陸地方に広がっている可能性がでてきた。北陸

地方の 6世紀代の須恵器の生産と供給を考察する上に、新 しい研究課題がでてきた訳である。今後の

研究の進展が期待される。

試 料 番号 器 種 K Ca Fe Rb Sr Na
SZ15-8 不」 0.543 0.120 2.50 0.612 0.376 0.198

SZ15-10 不 力 0.525 0.123 2.39 0.636 0.397 0.213

SZ15-9( 不」 0.567 0.144 2.31 0.628 0.423 0.251

SZ15-9(′ Jヽ タ 不」 0.538 0。 122 2.39 0.619 0.428 0211
SZ15-7 不」 0.592 0.143 2.18 0.677 0.432 0.270

表 1 百塚 15号墳出土須恵器の分析データ

Rb

α 5

０

　

　

・
。

Rb

Q5

α 5 Cc

OO Q5     1.O
Sr

図 1 園カンデ窯への対応

Sr

図2 柳田ウワノ1号窯への対応

・ 百塚 15号墳出土須恵器
・ 百塚 15号墳出土須恵器

・柳田ウワノ窯出土須恵器
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第 2項 百塚 23号墳 (SZ23)出土須恵器

1.は じめに

古墳時代 には和泉陶邑に 100基以上の須恵器窯跡が発見されているにも関わらず、地方では限られ

た地域に、数基程度の須恵器窯跡が発見されているに過 ぎない。須恵器生産は大 きく、和泉陶邑に偏

つていた訳である。 したがって、古墳時代の須恵器の生産 。供給問題は陶邑製品が全国各地の古墳へ

どのように供給 されていたのか、地方窯の製品は窯周辺の古墳や、窯跡が所在する周辺地域の古墳に

どのように供給 されていたのかが問題 となる。これまでの研究では、陶邑製品は全国各地の古墳から

検出されているが、地方窯の製品は窯周辺の古墳か らしか検出されておらず、畿内の古墳からは検出

されていない。北陸地方では 5世紀代の須恵器窯跡は発見されていないが、古墳か らは陶邑製品が検

出されている。 6世紀代に入ると、能登半島西部付け根の石川県羽昨市に柳田ウワノ 1号窯跡、石川

県小松市にニツ梨殿様窯跡、富山県氷見市の薗カンデ窯跡が発見されている。これらの地方窯の製品

が どのように、周辺の地域の遺跡に供給 されていたのかは、まだ、データ集積の段階にある。本報告

では百塚 23号墳か ら出土 した須恵器の蛍光 X線分析のデータを、百塚 15号墳出土須恵器の分析デー

タと比較 し、その産地問題を考察 した。

2.分析法

試料片は表面を研磨 してのち、100メ ッシュ以下に粉砕 した。粉末試料は塩化 ビニル製 リングを枠

にして、高圧 をかけてプレスし、錠剤試料を作成 して、蛍光 X線分析を行った。

理学電機 RIX2100(波長分散型)の装置で蛍光 X線分析を行った。比較的大 きなピークを示す、K、

Ca、 Fe、 Rb、 Srの他に、Naも 測定 した。Tiな どピークは小 さいため、ルーチン分析には不適当と判

断 し、測定 しなかった。また、粘土鉱物の骨格 を構成する主成分元素の Siと Alは地域差 を示す元素

としては不適当と判断し、測定 しなかった。特に、K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素は各地の窯跡出土須恵器

の蛍光 X線分析スペク トルの比較から、地域差を示す有効元素であることが研究の初期の段階で発見

されてお り、地域差を示す有効元素 として選択 された。そのため、地域差は通常 K Ca、 Rb Srの両分

布図上で表 される。

蛍光 X線分析は相対分析である。そのため、比較のために、標準試料を必要 とする。 日本地質調査

所が全国各地の研究機関に配布 している岩石標準試料の中から、JG l(」 G la)を 選択 し、標準試料 と

した。そのため、分析値は」G-1(JG la)に よる標準化値で表示 されることになった。

3.分析結果

百塚 23号墳から出土 した 1′点の須恵器の分析データは表 2に示 してある。この須恵器の両分布図は

図 3に示 されている。この図には比較のため、前項で分析 した百塚 15号墳から出土 した須恵器 もプロ

ットしてある。ほぼ、同 じ領域に分布 していることが分かる。さらに、Fe、 Na因子でも類似 してお り、

これ らの須恵器は同じ生産地の製品である可能性がある。また、比較対照のため、両図には陶邑領域

―と柳田ウワノ 1号窯領域 を示 してある。柳田ウワノ 1号窯の須恵器の両分布図は図 4に示 してある。
|こ れらを包含するようにして、柳田領域を描いてある。この領域が図 3で も描かれている。そうすると、

百塚 23号墳および、百塚 15号墳出土須恵器は両分布図でほぼ、柳田領域によく対応することが分かる。

ただ、この対応は定性的であるので、柳田群に帰属するかどうかは、判別分析にかける必要がある。

須恵器の産地推定には 2群間判別分析法が適用 される。通常、地元産の製品か、それとも、外部地

―域か らの搬入品かをとう判別分析 となる。古墳時代 には地方では少数の窯跡 しか発見 されていない。

-234-



自然科学分析

それに対 して、和泉陶邑には 100基 を越える窯跡が発見されている。したがって、まず、地元製品か、

陶邑からの搬入品かをとう2群間判別分析が適用される。ついで、近隣の地方窯間の判別分析も行わ

れる。

そのため、まず、和泉陶邑群 と柳田群の須恵器の相互識別が検討された。両群間の判別図は図 5に

示されている。両軸にとった D2(陶 邑)、 D2(柳 田)はそれぞれ、陶邑群と柳田群の重心か らのマハ

ラノビス汎距離の二乗値であ り、K、 Ca、 Rb、 Srの分析値 をつかって、両群の全試料について計算 さ

れた。両群への帰属のための必要条件はホテ リングの T2検定によって決められる。この検定につか

われるホテリングの T2式は母集団の試料数 と使用因子数、それに、個々の試料の母集回の重心から

のマハ ラノビスの汎距離の二乗値「D2(X)」 の関数 となっている。通常、K、 Ca、 Fe、 Rb、 Srの 4

因子を使用するので、因子数は 4である。ただ、母集団の試料数は陶邑群のように大量の試料が分析

できる場合 もあれば、柳田群のように、少量の試料 しか分析出来ない場合 もある。 したがって、必要

条件 も母集団の試料数によって変わることになる。ホテリングの T2式にしたがって、50/O危険率の F

分布表か ら、自由度 (因子数、試料数―因子数)の確率を読み出して、計算すると、母集団の試料数

が 50～ 100程度では D2(X)<10が 必要条件 となるが、試料数が 10程度ではD2(X)<20程 度ま

で広がる。 (X)は母集団名である。そのため、図 5では、D2(陶 邑)=10、 D2(柳 田)=20の とこ

ろに境界線 を引いてある。図 5を みると、D2(陶 邑)<10の 領域に、陶邑群の試料の殆 どが分布 し

てお り、また、D2(柳田)<20の 領域に柳田群の全試料が分布 していることが分かる。他方、両母

集回の試料は K Ca、 Rb―Srの 両分布図で、互いに、相手群の重心から一定の距離の範囲内に分布する

ので、図 5か ら、十分条件 として、陶邑群の試料集団については、D2(柳 田)-4～ 300、 柳田群の

試料集団については、D2(陶 邑)-2～ 10で あることが分かる。この結果、図 5で、陶邑群の試料

集団が分布する領域は D2(陶 邑)<10、 D2(柳田)=4～ 300で あ り、柳田群の試料集団の分布す

る領域は D2(柳田)<20、 D2(陶 邑)=2～ 10であることが分かる。この図から両群の試料が重複

して分布する領域があることも分かる。重複領域 として示 してある。この判別図の上に、百塚 23号墳、

百塚 15号墳の須恵器をプロットしたのが、図 6である。すべての試料が柳田群、陶邑群への帰属条件

を満足 しているので、帰属 を判定することは難 しい。そこで、柳田ウワノ 1号窯出土の須恵器をこの

判別図上にプロットした。そうすると、百塚 15号墳の 4点の須恵器は柳田ウワノ 1号窯の須恵器 と同

じ領域に分布 し、柳田ウワノ 1号窯の製品である可能性が大 きいことを示 している。他方、百塚 15号

墳の 2点の須恵器 と百塚 23号墳の 1点 の須恵器は柳 田ウワノ l号窯の須恵器や、4点の百塚 15号墳

の須恵器 とは少 し離れて、重複領域の右下部分 に分布 していることが分かる。これら3点の須恵器は

柳田群 よりも、陶邑群へ帰属する可能性が高い と判断された。また、表 2に も掲載 してあるように、

D2(陶 邑)の値が D2(柳 田)D2(ニツ梨)の値 よりも小 さい。このことは陶邑群の重心への距離が

近いことを意味する。この結果、百塚 23号墳出上の 1点の須恵器は陶邑製品である可能性が高いと判

断された。土器型式でも再検討することが必要である。念のため、地元、氷見市の菌カンデ窯の須恵

器 を判別図上 にプロットした結果を図 7に示 してある。多 くの試料は不明領域「D2(陶 邑)>10、

D2(柳田)>10」 に分布 してお り、百塚 15号墳や百塚 23号墳から出上 した須恵器の胎土 とは異なる

ことを示 している。このことは百塚 15号墳や百塚 23号墳出土須恵器の中には薗カンデ窯の製品は含

まれていないことを示す。さらに、石川県小松市のニツ梨殿様窯の須恵器の判別図を図 8に示 してある。

陶邑領域か ら不明領域にかけて分布 してお り、百塚 15号墳 と百琢 23号墳出土須恵器の胎土 とは異な

ることは明らかである。この結果、百塚 23号墳 出上の 1点の須恵器は陶邑産の須恵器である可能性が

高い と判断された。この結果は土器型式などの考古学的条件でも再検討することによって、考古学側
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にも受け入れられるであろう。土器の生産と供給問題の研究には、今後、胎土分析 と考古学の上器型

式が必要である。膨大な量の土器遺物を発掘 した現在、土器の生産と供給問題の研究は日本考古学に

とつて、将来的にも、重要な研究課題となるであろう。

表 2 百塚 23号墳出土須恵器の分析データ
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図 5 陶邑群間と柳田群間の相互識別 (K,Ca,Rb,Sr)
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図 6 百塚 15。 23号墳出土須恵器の化学特性 (K,Ca,Rb,Sr)
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I

ぼ
(陶 邑 )

図 7 園カンデ窯出土須恵器の化学特性 (K,Ca,Rb,Sr)

図 8 ニッ梨殿様窯出土須恵器の化学特性 (K,Ca,Rb,Sr)
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第 9節 百塚遺跡および富山城本丸跡出土瓦の蛍光 X線分析

胎土分析研究会 三辻利―

1.は じめに

5世紀代に朝鮮半島から導入された新技術で作 られた須恵器の窯跡は全国各地で見つけられている。

これ らの窯跡か ら出土 した須恵器胎土は K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素が有効に地域差を示すことが実証

されて以来、これら4因子を中心に須恵器の生産 と供給の関係を再現する道が開かれてきた。地域差

は通常、K―Ca、 Rb Srの 両分布図上で表示 される。この両分布図上で、日本列島の地質の基盤を構成

する花筒岩類 も地域差 を示すことも実証されている。花筒岩類 を構成する主成分鉱物は長石類、石英、

鉄化合物 (雲母、角閃石など)である。この中で最 も多 く含 まれている鉱物が長石類である。長石類

には Caを多 く含む斜長石類 とKを多 く含むカリ長石類があ り、Caと Kは逆相関の関係があることも

実証 されている。さらに、微量元素 Rbと Srはそれぞれ、主成分元素 Kと Caに正の相関性があるこ

とも実証 されている。 したがって、花南岩類は Rb―Sr分布図上で も逆相関の関係をもつことになる。

この結果、花商岩類の地域差の原因は長石類にあることが分かつた。岩石が風化され、溶解 した溶液

中か ら粘土鉱物が再結晶する。粘土鉱物の集合体が粘土であ り、土器の素材 となる。窯跡出土須恵器

の地域差は母岩の長石類に原因があると考えられている。こうして、窯跡出土須恵器にみられる地域

差の原因は地質であ り、人工的なものではないことが明らかにされている。

富山平野の後背地を構成する岩石は同じ系統の花筒岩類であるが、窯跡群出土須恵器には微妙な地

域差があることも実証 されている。この原因は自然界における不均質性であると考えられている。 こ

の地域差を利用すれば、富山県内の遺跡から出土する須恵器は県内のどの窯跡群の製品であるかを追

跡する研究 も可能である。胎土分析の結果に考古学的な土器型式などの情報 も加えれば、県内の須恵

器の生産 と供給問題の研究 も可能である。さらに、長石系因子や Fe、 Na因子 もつかって、土師器な

どの軟質土器の生産 と供給問題の研究へ と発展 させることが出来る。今回は須恵器 と同様、朝鮮半島

か ら導入された技術で作 られた瓦の胎土分析 を試みた。富山城本丸跡出土の江戸時代の瓦の蛍光 X線

分析の結果について報告する。

2.分析法

瓦片資料は表面 を研磨 して付着物 を除去 したのち、 タングステンカーバイ ト製乳鉢の中で、100メ

ッシュ以下に粉砕 された。粉末試料は塩化 ビニル製 リングを枠 にして高圧 をかけてプレス し、内径

20mm、 厚 さ5mmの錠剤試料を作成 し、蛍光 X線分析用の試料 とした。

蛍光 X線分析には理学電機製 RIX2100(波 長分散型)を 使用 した。使用 X線管球は Rh管球 (出力

30k W)で あ り、使用条件は 50 k V、 50m Aである。この条件で土器胎土中の微量元素 Rb、 Srが

有効に測定できる。3枚の分光結晶は TAP、 Ge、 LiFで あ り、検出器はガスフロー比例計数管 とシン

テ レーションカウンターである。これらの分光結晶や検出器はコンピュータの制御によつて、自動的

に交換 される。また、この装置には 50試料が同時に搭載で きる自動試料交換器が連結されてお り、完

全 自動分析が可能な装置である。土器の胎土分析のように、膨大な数の試料の分析が必要な研究には、

このようなタイプの蛍光 X線分析装置が必要である。

蛍光 X線分析は相対分析であるので、測定 された蛍光 X線強度は標準試料 との比較が必要である。

土器の胎土分析 に最 も有効な標準試料は日本地質調査所が配布 している岩石標準試料 」G-1(JG― la)で
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ある。分析値 は」Gl(JG―la)の 各元素の蛍光 X線強度で標準化 された値で表示 された。 %表示や

ppFrl表示が必要な場合には、標準化値に」Gl(JG-la)の 分析値 を乗ずればよい。 しか し、データ解

析には標準化値 を使用するほうが便利であるので、通常、」G-1(JG-la)の 標準化値を使用 している。

3.分析結果

表 1に は富山城本丸跡出土瓦の分析データが まとめ られている。全分析値は同日に測定 された岩石

標準試料 JG-laに よる標準化値で表示 されている。 この結果はまず、K―Ca、 Rb―Srの両分布図上にプ

ロッ トされた。図 1に は慶長期瓦の両分布図を示 してある。分析値はよくまとまって分布 してお り、

その殆 どを包含するようにして、本丸瓦領域 を長方形で描いてある。この領域は定性的にしか、領域

を示 さないが、他の生産地の瓦の胎土 と比較する上には便利であるので、必ず、比較対照のために描

くことにしている。図 1に は、今回分析 した百塚遺跡出土の瓦の領域 と、以前に分析 した富山城千歳

瓦の分布領域 を比較のために描いてある。それぞれ、分布領域がずれてお り、同じ胎上の瓦ではない

ことを明示 している。別場所で作 られた瓦であると考えられる。 しか し、百塚瓦 と千歳瓦の分布領域

は近接 しているところから、ほぼ、同じ地域内で作 られた瓦 とみられる。例えば、製作時期が違うため、

同 じ地域内の別場所で採取 された粘土を素材 として製作 した瓦である可能性が考えられる。 しか も、

その産地は富山市周辺の窯跡出土須恵器の分布領域 とほぼ、重なることから、富山市周辺で製作 され

た瓦 とみ られる。これに対 して、本丸瓦領域はずれてお り、富山市周辺で製作 された瓦ではない可能

性がある。その産地はまだ、特定できていないが、外部地域から運び込まれた瓦である可能性 もある。

また、本丸跡出土瓦でも、平瓦 と九瓦は本丸瓦領域内でも少 しずれて分布 してお り、同 じ地域内の別

場所で採取 した粘土を素材 として作 られた瓦である。平瓦 と丸瓦は別々に作っていたことを示 している。

図 2に は本丸跡出上の江戸中期～後期 と推定 される瓦の両分布図を示 してある。本九瓦領域内でも

左狽上部分に偏って分布 しているところから、製作時代がずれているため、同じ地域内の少 しずれた場

所で採取 された粘土が素材 となったとみられる。図 1と 図 2か ら、富山城本九跡出土瓦は慶長期 も江

戸時代中期～後期 も、同じ地域内で製作 された瓦であると考えられる。

表 2に は、百塚遺跡出土瓦の分析データをまとめてある。百塚遺跡出土瓦の両争〉布IJを 図 3に示す。

よくまとまって分布 しており、同じ生産地の製品である。これらを包含するようにして、百塚瓦領域

を描いてある。また、補助資料の瓦の分析結果は図 4に示してある。図 3で描いた百塚領域内に分布

してお り、補助資料も含めて、百塚遺跡出土瓦は同じ生産地で製作された瓦である。しかし、百塚領

域は千歳領域 とは微妙にずれているところから、同じ粘土を素材とした訳ではないことが分かる。製

作時期が異なるため、素材粘上の採取場所が同じ地域内でも、微妙にずれていることを示唆している。

便宜的に描かれた百塚領域と千歳領域は近接 してお り、同じ地域内で採取された粘土が素材となった

可能性が高い。両分布図での分布位置が富山市周辺の窯跡出土須恵器の分析領域にほぼ、重なること

から、富山市周辺で製作された瓦であると推定される。
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資利番号 時期 種 類 K Ca Fe Rb Sr Na

1 慶長期 丸瓦 0645 0310 86 0620 C1649 l1259

0637 0279 82 0614 C1642 α233

0597 0308 84 0622 0658 α260

0636 0274 80 0588 C1681 0228

5 0628 0300 82 0622 0716 0247

6 0617 0285 0586 C1660 0251

7 0592 0292 0652 l1712 0251

0627 0285 出 0 6CXl C1614 C1229

9 0581 0260 0632 C1640 l1236

0633 0337 90 0578 0729 C1240

1 0610 0289 0599 0637 0220

0613 0296 76 0607 C1704 C1255

平 百 0623 0257 80 0654 0568 l1229

0612 0264 0596 l1587 C1219

0618 0220 0622 l1535 l1209

0558 0230 0626 C1538 C1228

0619 0189 0595 lJ 464 0181

0563 0251 89 0 6CX3 C1588 0223
0565 0218 〔〕 B 0588 0510 α211

2Cl 0616 0246 0638 C1568 C1212

0560 0235 0 66Cl α539 0227

0562 0218 0627 C1535 0220
0561 0237 0602 0555 α226

24 0578 0264 0619 lJ 564 0236
0575 0271 94 06研 C1586 0228

0629 0245 0627 0570 0212
0614 0269 0591 C1614 0235

0626 0215 83 061 0534 0203

江戸中～後期 平瓦 0572 0159 0685 C1585 0232

3Cl 0574 0193 0639 l1608 0241

0620 0189 0691 C1588 C1250

0589 0231 0650 α6114 0267
0593 0190 58 0688 C1560 0243

34 0583 0171 0675 α591 0222

0603 0246 89 0636 C1594 0224
0591 0193 68 0678 0540 0249
0573 0162 0662 α550 0245

0622 0226 90 0637 l1563 0208
0611 0148 49 0720 0498 0192

40 0596 0156 幻 0712 0550 0244
0597 0254 98 0643 C1580 0215

42 0582 0228 2Cl 0653 Q595 0257
43 0595 0266 92 0633 α579 C1231

黎 0 6CJ8 0201 64 υ′
"

α594 0267

第 1表 富山城本丸瓦の分析データ

試 料 番 号 種 類 分類 K Ca Rb Na

1 須 恵 器 0532 0132 252 0730 0229
2 瓦 桟瓦1類 0581 0099 198 0725 0344 0148
3 0589 0115 187 0372 0160
4 8 0578 0081 206 0721 0318 0127

5 本 瓦 0577 0095 0697 0367 0152
6 7 0554 0097 212 0660 0332 0130
7 桟瓦2類 0554 0104 174 0678 0167

8 0576 0101 193 0668 0374 0151

9 0578 0098 195 0706 0381 0152
瓦 0580 0098 202 0698 0157

1 0576 0108 196 0672 0144
2 0548 0074 198 0664 0311 0126

3 0605 0109 140 0708 0442 0225
0595 0083 203 0740 0362 0136

5 0584 0082 196 0735 0353 0138
0568 0076 0678 0329 0124

第 2表 百塚遺跡出土須恵器 。瓦の分析データ
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第V章 考古学的分析

第 1節 百塚遺跡の縄文土器および周辺地形形成過程について 酒井重洋

第 1項 縄文土器の様相

平成 21・ 22年度の調査では、縄文時代早期 末から前期、中期、後期、晩期の各時代の遺物が断続的

に出土 している。

1.縄文時代早期末～前期、中期の様相

早期末から前期にかけての遺物は、胎上に繊維 を含み、連続爪形文や八形刺突文などを施す もので

ある。ほとんどSZ19の墳丘の盛土により残 った包含層あるいは、近辺の墳墓周溝内に他の時代の遺

物 と混在 し流れ込んだ状態での出上であ り、 同期の遺構は確認されない。当遺跡では、新たに確認さ

れた時代の遺物である。

また、中葉の蜆ヶ森式がわずかに見 られる。中期中葉に属する動物を模倣 した突起部分が 1例ある。

2.縄文時代後期以降の様相

牛 ケ首神社の 100mほ ど西側の道路改良調査区 F地区では、後期初頭の気屋式土器 (第 44図 207)

の底部が見 られ、いずれも摩滅が少ないことか ら近辺に集落等が存在する可能性が高いと考えられる。

この調査区は約 60だ と調査区は狭いが、西に向かって落ちる谷が確認されてお り、遺跡の西限とも考

えられる。 しか し、現状では谷部はすでに埋 没 して確認されないことから近世にはすでに、現況に近

い地形になっていたと考えられる。この状況 は、他調査区でも同様で、近世の開墾後、これまでの畑

作 により表土の流失、窪地 (谷 )への堆積 は激 しく、現状の南北にゆるく傾斜する起伏のない平坦地が

続いてヤヽる。

調査区では、後期後半 (八 日市新保式期 )か ら晩期末 (下野正式期 )ま でほとんど絶え間なく遺物が

見 られるが、遺構は晩期中葉中屋 Ⅱ・Ⅲ式の上坑が 5基である。E-1地 区の 1基は、方形の廃土坑

で礫や土器片が出土 している。D地区の 2基は円形の径約 lm、 深さ0.38mと 1.lmの掘 り方を持つ土

坑である。 しか し、すでに遺構検出面まで削平 を受けてお り包含層は存在 しない。また、牛ケ首神社

南狽1の C区では黒色土層が約 70cmの厚 さで堆積 しているが、墳丘墓造成時にすでに削平を受けている。

E-2地 区方形周溝墓 SZ19,21例では、墳墓造成時には盛上部分に包含層が残 された状態であった。

しか し、C地区では墳丘の盛土、包含層が確 認で きないことから、その後の削平により消滅 し、遺物

を含 む黒色土が新たに堆積 したと考えられる。そのため、縄文時代の多 くの遺物は、墳丘の周溝から

弥生土器、土師器 と混在 して出土 している。現存する I・ I層 に近世遺物が混在する状況からもこの

ことが裏イ寸イナらヤtよ う。

後期後半の土器を見ると第 77図 160は 、注 口土器の頚部で縦に長い瘤が貼 り付けられる新潟県下の

瘤付土器の仲間で工～Ⅲ段階の例である。第 77図 1611よ 、楕円文様の接合部に三叉文を施す瘤付土器

文様 をモチーフとした在地的な土器で、富山県東部に多 く見 られる。類例は、朝 日町境 貪遺跡、黒部

市風野遺跡、魚津市石垣遺跡などにある。後期末～晩期の土器。第 44図 203は 、八 日市新保工式の台

付 波状口縁深鉢。胴部 と口縁部が LRの縄文 となり、胴部は 5条の沈線が施されている。沈線は一般

的 に波頂部か波頂間に同調させて縦沈線や楔状の寸断文を施すことが多いが、この例では見 られない。

また、「出」字状の波頂部文様は、文様の右 と左で異なり、左の「()J状の囲い文には横沈線が欠落 し

てお り、あまり類例を見ない。第 78図 181,182は波状口縁深鉢で波頂部の左右の文様が比対称に施さ

れ る例で、御経塚Ⅱ式。類例は、富山市岩瀬天神遺跡 (富 山市 2003)な どに見られ、県東部に多い。
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第 78図 191は、大洞 B2式の注口土器で、模倣あるいは搬入品。また、大洞 BC式段階の例で、羊

歯状文が施 される第 81図 246と 胴部破片の 245がある。244は 大洞 Cl式期の浅鉢で雲形文が施 され

る例である。第 82図 260は 、斜め「S」 字状の沈線文間の地文を交互に擦 り消す、鉢 (無顎壺)で主

体 となる土器ではないが下野 I式に見 られる。類例は、境 A遺跡、上市町九山 A遺跡、石川県御経塚

遺跡 (野 々市町 2003)な どにある。第 82図 264は 口縁部が緩 く折れ、外反する条痕深鉢で、2条の沈

線、平 らな口縁上部に絡条体圧痕 を施す。絡条体圧痕を持つ例では、古 く下野 I式古段階。また、縦

条痕 となることが一般的である。北陸西部では、絡条体圧痕は用いられず、中屋式から続 くヘラによ

る刻みや押圧 により小波状 とす る ものが一般的である。下野 Ⅱ式では、浮線文系工字文 を持つ鉢

261,262,265、 口縁部の断面を三角に作 り、押引 き貝殻文を施す深鉢 266がある。出土遺物 を見ると今

回の調査では、中屋式期の遺物が最 も充実 している。「 く」の字口縁深鉢、浅鉢、有文精製土器、蓋、

大洞式系模倣品または松入品などである。次いで御経琢式、八 日市新保式、下野式期の順に遺物が見

られる。

第 2項 遺跡周辺の地形形成過程について

この遺跡の立地する地形の形成過程については、百塚遺跡 A・ B地区のⅥ層土壌の放射性炭素の分

析 により形成開始年代は、暦年で約 7,000年 前以前 と推定されている「富山市教育委員会 2009」。

また、Ⅳ層下半からは、縄文晩期後半の遺物出土することから、上層部分はそれ以降に堆積 した土

層 とされている。今回の調査では、SZ19の墳丘盛土からは、縄文早期末から前期初頭の佐波・極楽寺

式の遺物が検出されている。これ らの遺物の放射性炭素年代測定の結果を同年代の石川県三引遺跡例

(小熊 2008)で 見ると、中・新段階で BP6,500～ 6,100年 の暦年代が得られている。このように見ると、

Ⅵ層の形成開始からそれほど間をおかずに人々の生活が開始されている。

さらに、包含層が残るSZ19では神通川の氾濫などによる影響は受けておらず、台地が形成された後、

人々が生活を始めた早期末から前期初め以降には大きな氾濫などは無かったのではないだろうか。台

地は現標高で約 10m、 川流路面からの比高差約 5m～ 7mであり、河口付近の開口部である。このよ

うな氾濫を受けたとすれば、かなりの痕跡が残されているはずである。

一方、呉羽断層の最新活動期が縄文後期終末期であったとされ、急激な地盤変動により現在の地形

が形成されたとしているが、約 7,000年前以前に形成され始めたとされるⅥ層などに影響が現れない

ことが不自然である。むしろ台地形成時の台地上の広い窪地・谷部 (浅い池状の地形)な どに比較的

流れやすいシル ト砂質土、黒ボク土層が二次的に水堆積 したと見るほうが妥当性があるのではないか。
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第 2節 埋葬施設 SZ07の石組構造

朝田 要

はじめに

平成 21年度に実施 した E-1地 区の調査 において、弥生時代終末期から古墳時代後期初頭の周溝

墓や古墳 を 19基検出した。中で も県内初の検 出例である墓羨内に石組構造をもつ埋葬施設 SZ07や、

110点 もの弥生時代のカリガラス製ガラス小玉 を副葬品とする四隅切れ方形周溝墓 SZ10、 構築関係に

関連性が うかがえる中部高地系円形周溝墓 (SZ09、 SZll)と 四隅切れ方形周溝墓 (SZ10、 SZ14)等

がみ られたことは、百塚遺跡の特徴 を示す と同時に、地域や歴史の中における百琢遺跡の重要性 を位

置づけるものとして非常に興味深い。

ここでは埋葬施設 SZ07の石組構造に着 目し、検討する。第一に、石組構造のもつ特性について触れ、

構造的特徴 と構築方法および出土遺物の特色 について述べる。第二に、越中周辺地域における類似の

構造 をもつ遺構 を抽出し、各遺構 とそれが属す る遺跡の特色 との比較を行ったうえで、弥生終末期の

墓制における位置づけについて考察する。第二 に、百琢遺跡 。百塚住吉遺跡の周溝墓や古墳の特徴お

よびその中での SZ07の位置付けについて考察する。なお調査報告では、副葬品の可能性が高い白江

式の有段小型壷が出土 したことか らSZ07の 時期は弥生終末期であると判断 したが、この時期の埋葬

施設に石組を持つ事例が県内にないことか ら、特殊な様相をもつものとした。

1.埋葬施設の構造と出土遺物

(1)墓娠

E-1地 区の最南端に位置 し、四隅切れ方形周溝墓の周溝 SZ08cの南約 8mに位置する墓媛である。

厚 さ 15cm程度の薄い表土直下の地山で検出されてお り、墳丘部及び周溝は存在 したとしても後世の削

平等 により残存 していない。墓竣の平面形は隅丸長方形である。墓媛上面における規模は現状で長さ

2.98m、 幅 102m、 底面における規模は長 さ 286m、 幅 0,98mを測る。深 さは 0,8mを測るが、遺構

上位が後世の削平 を受けている可能性が高い。墓娠壁は垂直に近い角度で掘 り込まれてお り、床面は

ほぼ平坦である。底面の木棺推定位置に黒色のシミ状の痕跡があり、完掘すると長径 1.4m、 短径 0.5m、

深 さ 0.05mを 測る浅い長楕円形状の窪みとなる。主軸は N-12° ―Eに とる。これにより弥生中期以

来の頭位を西向きにとる方形周溝墓等の埋葬施設の統一規格が崩壊する月影 I期以降に築造されたと

考えられ、出土遺物の時期 と整合する。

(2)内部構造と構築過程

北半の床面全体および墓娠の内周壁面に沿って、ほとんどが楕円形を呈する人頭大の河原石 72点が、

3～ 4段に組むものである。河原石 という構築材は現在の神通川やや上流の河川敷でみられるもので

あ り、神通川を整備する近代以前には百塚近辺でもみられた可能性が高い。

SZ07の石組構造は、竪穴式石惇【の類型分類 に当てはめるとA群 (短小型)a類 (垂直積み)の非石

蓋に属 している。SZ07を木存卜や竪穴式石梅卜の流れでみてみると、時系列的には木存卜が弥生時代終末期

に姿 を消 し、竪穴式石存卜に移行する過程の中に位置づけられる。また、両者 をつなぐ事例 としてホケ

ノ山古墳 (奈良県)の「石囲い木梅【」があげられる。

石組の構成は主 として墓墳内の南北でパ ターンおよび密度が大 きく異なる。北側は平面的に隙間な

く敦 き詰められ、南側は中心部分に構 を設置するスペースを空けて墓壊壁に沿って垂直方向に組まれ

る。 また組石の残存状況は①造営時の状態で残存 しているもの、②棺の腐朽 に伴い上位に組 まれた石
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等の重みによって中心方向にずれ落ちたと考えられるもの、③納棺後に木棺の蓋部分の重しとして使

用 した可能性がある石が木棺部の腐朽に伴い落下したもの、の 3種に分類できる (図 1)。 内部構造を

復元するため、崩落した可能性が高い石②③を除去、①から推定幅を出す。次に長軸方向で木棺を固

定していたと想定できる南端部の組石 (石 65)お よび中央北側の組石 (石 53)を基準とし、推定長を

出す⑤以上から、木棺部分の棺外法の計測長は約 145m、 幅約 055mを測ると考えられる。また棺の

長軸に沿って東西壁面に組まれた石が木棺を固定する役割を果たしていたと考えられることから、木

棺の高さは 0.4～ 0.5m程度であったと推定できる。

木棺の木質は残存していなかったが、短軸の上層断面に直立する分層線 (土層4-11間 )が側板痕

跡と考えられることから箱型木棺の可能性が指摘できる。組石構造からはH型の木構の可能性が否定

されることから、棺は棺底面が平坦で長側板が木口板の内側に納まる構造の組合式の箱形木棺であった

と考える。また木棺腐朽時の覆土落ち込みに伴う緩やかな楕円を呈する窪みが観察できたことから、棺

設置に先立って墓墳底面に平面展開する北側の組石の高さまで置き土を施した可能性は低いと考える。

墓墳の規模と比較すると推定される木棺規模が小さい。単純に比較はできないが、これは配石され

た箱型木棺が採用されている福井県の太田山墳墓群 1号墓の規格、長軸 1.6m× 短軸 0.55m× 深さ 0.3

～ 0.4mと ほぼ同一である。木棺規模から、SZ07の 被葬者が成人であった場合、屈葬であった可能性

が高い。

構築方法と埋葬順序は、南端の組石が丁寧に構築されていること (石 34、 35等)から、①まず南端

部分下位の石組を構築したのち桔を設置し、②その長軸に沿って粘質の裏込め土で固定しながら墓墳

内周に沿って下位から石組を構築する。③石を半裁することで作 りだした平坦面を木棺北端部に当て

たのち、墓坑内の北狽1に 裏込め土で固定しつつ平面的に石を組む。こうして構築した北側のスペース

に副葬品を安置した後、周囲から土を入れて埋め戻 したと考える。また、本棺蓋部を固定するために

使用 したと考えられる石材 (1)があり、木棺腐朽後に沈み込んだと考えられる。また棺部の北側の石

組 (24)の下には炭が多く混 じる黒色土があり、墓墳内祭祀が行われた可能性が指摘できる。

(3)出土遺物

SZ07か らは有段小型壼 (1)、 鉄鏃 (2)が出土した。 lは小型有段壼である。時期は弥生終末期

の白江式のものである。出土状況から遺構の時期の判断基準とした。 2は鉄鏃である。無茎腸狭長五

角形式鉄鏃で、鏃身部で直径 7 15cm× 幅 30cm× 厚さ0 2cmを測る。無茎鉄鏃は弥生時代後期から古墳

時代中期まで、北部九州や丹後地方を中心に出土事例がある。 2と 形式や規格が類似するものは、京

都丹後地方の三坂神社墳墓群 (弥生時代後期/1世紀)、 福島県会津大塚古墳 (4世紀後半)、 福井県

天神山古墳 (5世紀)な どでみられる。長期間にわたり使用、流通 していたと考えられ、遺構の時期

を決める要因となりえない。

いずれも試掘調査に伴う出土であるため出上位置や埋納状況等の詳細は不明である。試掘担当者か

ら、 2は SZ07内北寄り、遺構検出面から深さ約40cmの覆土中から出上し、 1は北側石組の直上から、

崩落 した周 りの石に潰されたような状況で出土したとの所見を得た。したがって、 1は副葬品の可能

性が高 く、鉄鏃は埋葬後に混入 した可能性も考慮される。一方で、 1の 出土状況からは、北側の石組

が副葬品の埋納に先んじて行なわれたと考えられる。
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2.越中周辺地域の類例

(1)越中 。越後

藤塚古墳 :富 山県立山町に位置する。古墳時代後期の円墳で墳丘部は直径約 20m、 高さ 3.8mを測る。

石室は長さ東西 2.4m、 南北 1.4mを 測る竪穴式石室で白岩川の河原石を用いる。周壁高さ 50cm 2段

床に約 13cm× 10cmの石が一面に敷き詰め られる。南北方向に並んで木棺の上に載せ られていたと考え

られる 40× 22cmの 石 3個がある。副葬品は鏡 1面、鉄剣 1、 鉄槍 2、 鉄槍 2、 水銀朱 (直径 12cm厚

さ3mmの 円状・石室中央)である。

斎 ノ神古墳 :富 山県上市町に位置する。古墳時代後期 (7世紀前半)の 円墳で、墳丘部は長楕円形

を呈 し、長径 16m、 短径 9.4mを測る。石室は長さ7m、 幅約 lm、 深さ lmを波Iり 、玄室には長さ

50cm前 後の積石 と、入口付近に 25cm程度の片間花筒岩の 4段長手積みで床に小礫 を敷 き詰める。玄室

を中心に自然石の天丼石 (袖無型 )がある。

清水堂南遺跡 :富 山県富山市水橋の平野部に位置する。四隅切れ方形周溝墓 1基のほか、円形周溝

墓 l基がある。また土坑からはガラス小玉 1点が出土 した。

下佐野遺跡 :富 山県高岡市の台地上に位置する。 4基以上の方形周溝墓、古墳のほか、円形周溝墓

が 1基検出された。ガラス小玉が 5点出上 している。

吹上遺跡 :新潟県上越市の平野部の微高地、標高約 25mに位置する。弥生時代中期後葉 と後期末～

終末期の遺跡である。周溝墓は 11基以上検出され、うち 1基が円形周溝墓である。

(2)加賀・能登

七野墳墓群 :石川県津幡町の丘陵上、標高約 60mに位置する。弥生時代終末期の墓域である。 7基

以上 の墳墓が検出された。 1号墓の埋葬施設は 11基 を数え、第 2埋葬は長さ23mを測る。副葬品と

してガラス小玉 2点が出土 している。 6号墓の第 1主体は長さ26m、 幅 lm、 深 さ0.3mを 、第 2主

体 は長 さ 21m、 幅 0.8m、 深さ0,15mを 測る。第 1主体は箱形木棺で、副葬品として勾玉 1点のほか、

ガラス小玉 80点が出土 している。

中沼 C遺跡 :石川県かほく市の砂丘上、標高約 22～ 25mに位置する。弥生時代後期後半から古墳

時代 後期 までの集落・墓域である。方形周溝墓が 3基以上、円形周溝墓が 2基以上存在する。 2号墓

の専有面積は 8.9m× 86mを測 り、墓娠は長軸を東西にとり、長径 275m、 幅 ■3m、 深さ0.2～ 03

mを 測 る。墓娠からはガラス小玉 112点が東端付近で出土 した。 S K 17は内部に石組施設を持つ土娠

墓 で ある。長径 3.73m、 短径 175m、 深 さ0.2～ 0.3mを 測る。墓娠内東端部に人頭大の河原石 17個

による配石施設をもつ。須恵器 3点、土師器 2点、位鉄製品 (刀子)が出土 した。

辰 口下開発茶臼山古墳群 i石川県能美群辰口町の丘陵上に位置する。古墳時代後期前半 (6世紀 )

の墓 域である。17基 の古墳が検出され、 うち 14基の調査が行われた。16号墳は円墳で、長径 8,Om、

短径 7.6m、 溝底か らの高さは約 0.6mを 測 る。主体部 として木棺直葬の埋葬施設が検出され、長 さ

3.21m、 幅 ■28～ ■38m、 深さ0.45mを 測 る。0,35m下がつたところで段がつ き、短辺の断面が浅い

皿状 を呈する。主体部の長軸は東西方向であ り、東側から粘上で固定された 9個の河原石が検出された。

副葬 品は 2組の須恵器杯・蓋 (MT15-TK47)で 、中央やや西寄 りからまとまって出土 した。

(3)越 前 。若狭

太 田山墳墓群 :福井県福井市の丘陵上に位置する。平野との比高差は約 40mである。弥生時代中期

中葉 ～後期末の墓域がある。81基以上の存在が確認され、うち 12基が調査された。1号墓は中期中葉

の方 形周溝墓である。規模は辺長 19m× 17m、 高さ 15～ 3mを測る。墓娠は長さ 2.3m、 幅 15m、
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深さ0.2～ 034mを 測る。募壊内には長さ 1,6m、 幅 0.55m、 深さ03～ 0.4mの箱形木棺が安置され、

その北東および南西角は礫によりIィ 字状に固定される (配石木棺 )。

片山鳥越墳墓群 :福井県福井市の丘陵上に位置する。平野 との比高差は 15～ 20mで ある。弥生時

代終末期の墓域があ り、10基以上の墳墓の存在が確認 された。 5号墓は終末期初頭の四隅切れ方形周

溝墓である。規模は辺長 165m× 145m、 高さ■9～ 2.5mを 測る。複数埋葬であ り、第 1埋葬は長

さ3.6m、 幅 2.2m、 深 さ 0.9m、 第 2埋葬は長 さ2.7m、 幅 ■4m、 深さ06mを 波Iる 。第 1埋葬内に

は長さ2m、 幅 05mの箱形木棺が、第 2埋葬内には長 さ 2m、 幅 06mの I形箱形木棺が安置される。

また第 1埋葬の木棺は、周囲に礫が巡 らされる礫囲み木棺である。

原目山墳墓群 i福井県福井市の丘陵上に位置する。平野 との比高差は約 50mで ある。弥生時代終末

期中葉の墓域である。 5基が調査 された。1号墓は方形で、辺長 25m× 20m、 高さ4mを 測る。墓

壊は長 さ4m× 幅 25mを波1る 。棺裏込に河原石 を断続的に詰め込む①副葬品には鉄刀 2、 碧玉管王

323、 ガラス小玉 728等がある。 2号墓 も方形で、規模は辺長 30～ 35m、 高さ5mを測る。複数埋葬

で総数は 5基である。第 1埋葬は、墓壊規模が 506m× 3.3mを 測る。二段墓墳内壊部に角礫を配する。

副葬品は鉄剣 とガラス小玉 11である。第 2埋葬は、墓壊規模が 3× 225mを 測る。棺裏込に角礫 をコ

字配置する。副葬品は鉄刀 2、 ガラス小玉 38である。

中山古墳群 :2号墳は標高 52.2mに位置する。古墳時代初頭の円墳で、直径約 24m、 高さ4.6mを

測る。埋葬施設は不整円形で、直径 5.lm、 短径 1～ 15mを測る。墓娠は全長 305m× 短径 0.45～

065mを測 り、墓娠内の長軸両端に石組をもつ。副葬品として鏃や土師器壼が出土 した。

兎越山古墳群 :15号墳は古墳前期前葉の円墳で、直径 12m、 高さ lmを測る。地山を削平 し構築

してお り、墓娠内両端には角礫が配置される。

鼓山古墳群 :陪塚は標高 29mに位置する。 5世紀末～ 6世紀初頭の円墳で、直径 13m、 高さ lm

を測る。埋葬施設は墳頂下 15mに 位置 し、長 さ4m、 幅 O.6mを 測る。 墓墳内両端に凝灰岩質角礫

が配される。木棺は箱式木棺で副葬品は鏡・剣である。

三ツ禿第 7号墳 :三 ツ禿第 7号墳は直径約 85mを測 る円墳で、第 1埋葬施設は人頭大の自然石 に

よる東西 4× 南北 2阻の石組を内部にもつ。石の大 きさは径 01～ 0.4mで 、注物 tよ 石村1の外側か
')出

上 した。墓娠内の東側から須恵器片が 1点、西側から鉄鏃片 1片が出土 した。

3.百塚遺跡・百塚住吉遺跡の周溝墓や古墳の特徴とその中での位置づけについて

百塚遺跡、百塚住吉遺跡は弥生後期から古墳後期 までを中心 とする墓域であ り、約 8,000�の調査の

なかで合計 30基の周溝墓、古墳が検出された。内訳は方形周溝墓 13基、円形周溝墓 5基、方墳 3基、

円墳 3基、前方後円墳 2基、前方後方墳 3基、墳形不明 1基である。そのほとんどの墳丘部は削平 さ

れてお り、墳丘部に存在 した埋葬施設 も残存 しない。こうしたなかで主体部 として検出されたものは

墳丘部が確認で きた E-2地 区の SZ19及 び小結で論 じた当地区の SZ10、 それに当埋葬施設 SZ07の

みである。SZ07は全調査区の最南端、最 も地形的に高い東崖際に位置 してお り、当調査区内における

地形的な傾向を墓制研究の事例に当てはめると、古相 ・高位・孤立等の特徴を示 している。副葬品の

弥生有段壼から古相は除外できること、同時期の越中に類例のない先進的な墓制を採用 していること

か ら、SZ07の 被葬者像 として、外来の特殊な権能者であった可能性が考えうる。もちろん墳丘部が削

平 されている墳墓群に同様の埋葬施設が採用されていた可能性、SZ07以南に墓域が続仲する可能性 は

否定できず、その場合はより普遍的な墓制であったと考えられる。
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まとめ

百塚の西側は平野部に向かって緩やかに傾斜 し、東の崖下約 100mには神通川が流れている。神通

川水系には当遺跡の川上 20kmに 四隅突出型墳丘墓を擁する杉谷A遺跡や杉谷古墳群など、多数の弥生

後期から古墳時代後期初頭の墳丘墓群やそれを営んだ集落群の遺跡が存在する。日本海を行 き来 した

当時の人々にとって神通川をさかのぼり最初に到着する段丘状の地形が当遺跡周辺であ り、この地は

日本海及び河川が重要な移動手段であると同時に水系が文化圏の 1単位であった弥生時代、神通川水

系の集落群にとって山陰や近畿北部、遠 くは信濃川や阿武隈川を通 して信州や東北 と交流を結ぶ地政

学的に重要な位置を占めていたと考える。当遺構の属する弥生時代終末期は、土器に代表される北陸

東部の文化が信州や関東、東北に拡散 した時期の直後であり、百塚遺跡には時期的にそれほど差異が

みられない多様な墳丘が混在 している。

越中で先駆的な事例であり、以東の日本海側に事例がみられない石組構造をもつ埋葬施設の存在は、

大量のガラス小玉を副葬する SZ10や水銀朱がみられた SZ19の埋葬施設と同様、百塚にさまざまな外

来の要素が併存 していた可能性を示唆するものである。SZ07の石組構造は、瀬戸内東部に起源をもつ

とされ、より先進的な埋葬構造である竪穴式石移【と技術的な共通性がみられ、東進する過程や採用さ

れた当地における変化を経つつも百塚遺跡で採用された 1つの変容形態であると考える。一方、普遍

性の高い素材である河原石や礫 を利用する埋葬構造は古墳時代には百塚遺跡の周辺地域でも一定量散

見できるが、それを木淳卜や竪穴式石誓卜に段階のものを採用 した墳墓は、北陸では木帯卜と礫を併用する

福井県片山鳥越 5号墳第 1埋葬の 1例のみである (表 1-12)① 百塚遺跡で採用された SZ07は、ただ

木棺を固定する目的ではなく墓娠内における明確な空間構造の概念をもって一定水準の技術 と労力で

構築されている。このことは被葬者の地位の高さを示唆するとともに、このような埋葬施設が築かれ

た百塚の地が他地域 との交流や地域内で重要な地位を占めていたことを示す 1つの事例であるといえ

るだろう。

引用・参考文献

石川県辰口町教育委員会 1982 F辰 口下開発茶臼山古墳群 石川県能美利
`辰

口町下開発茶日山古墳群発掘調査報

告』

石川県高松町教育委員会 1987『高松町中沼 C遺跡 ヤ民間土砂採取事業関係 ―埋蔵文化財発掘調査報告書』

一i頼和夫 福永信哉 北條芳隆編 2011『墳墓構造と葬送祭祀』古墳時代の考古学 3 同成社

大野英子 2007『王塚・千坊山遺跡群一富山平野の弥生墳丘墓と遺跡群―』 日本の遺跡 18 同成社

杉山秀宏「古墳時代の鉄鏃」2003 千賀久編 F考古資料大観 7』

富山市教育委員会 2009『富山市百塚住吉遺跡 百塚住吉 B遺跡 百塚遺跡 発掘調査報告書 ―主要地方道富山八尾線

道路改良事業に伴う発掘調査幸R告』

富山市教育委員会 1975『富山市杉谷 (A・ GoH)遺 跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2000『富山市清水堂南遺跡発掘調査報告書』

福井市立郷土歴史博物館小羽山墳墓群研究会 2010『小羽山墳墓群の研究 越地方における弥生墳丘墓の研究
―研究編 ―

J

福井県教育委員会 1992『福井県史 資料編 13考古』

福井県鯖江市教育委員会 2009F方形周溝墓の埋葬原理 I』 ―史跡王山古墳群環境整備工事完成記念考古学研究フ

ォーラム記録集

福井県鯖江市教育委員会 2010『方形周溝墓の埋葬原理Ⅱ』―史跡王山古墳群環境整備工事完成記念考古学研究フ

ォーラム記録集

福井県鯖江市教育委員会 2011『考古学フォーラム記録集「日本海狽1の 弥生墓制J』

福井県鯖江市教育委員会 1973『天神山古墳群』

-249-



考古学的分析

ｔ

と

ヽ

〓

■

　

　

一

想定される棺の形状

図l SZ07埋葬施設石組構造と棺部復元推定図

-250-



藤 評
2中沼 C

浄

碧

‐

‐

ジ

Ｆ

と

一）　　　　　　一）　　　　　一一

一サ一　　　　一）　　　　一）

図 2 石材 を利用 した埋葬施設の事例

-251-

関連遺跡地図

3下開発茶自山



Ψ
砕

鞘
蠅

I
れ

即
■

…

畔

百
塚

百
塚

住
百

言
山

県
富

山
市

体
生

～
古

墳
集

富
、
古

墳
い
生
後
期

～
古
墳
初
頭

守
墳
後
期

鉄
鏃

白
江

式
壺

(ほ
ぼ

完
形

)

方
形

周
溝

墓
円
形

周
落

墓
方

墳
円
境

前
方

後
円

境
前
方

後
日

形
墳

丘
墓

要
高

20
睛

台
地

上

富
山

県
富

山
市

藤
域

“

生
終
末
～
古
墳
初
頭

At
t 
I類

10
(―

辺
約

コ
m)
割

竹
形

木
糟

78
/9
11
～

13
/+
1'
(―

辺
5～

6m
)0
害

〕竹
形

木
棺

,7
組

合
式

木
槽

At
t 
I類

(南
東

～
北

西
方

向
に
並

ぶ
)周

溝
帽

2～
25
m深

き
09
～

群ヽ
I類

:ガ
ラ
ス
小

玉
(
'3
,0
,7
)、

銅
鏃

1(
,O
)、

刀
子

石
槍

,(
,7
)

ケ
形
同
溝
墓
10
円

形
周
溝
墓

i、
主
猿
墓

2
杉
谷
二

腹
南

西
縁

辺
部

平
坦

面

At
t 
H類
 
江
a頚

3(
―

辺
約
コ

m)
割

竹
形
木
糟

(深
さ
約
10
cm
)4
5

(―
辺

It
S～

6m
)組

合
式
木
棺

(深
さ
約

60
～
00
cm
)H
b類

2(
―

辺
約

9m
)6
(ヽ

辺
約
10
5m
)

At
t 
Ц
頚

Ⅱ
a類

(0
～
5/
南

東
～
北

西
方

向
)3
北

側
に
平

行
し
て

土
坑

2(
方

形
周

濤
墓

周
蒲

の
可

能
性

が
高

い
)Ⅱ

b類
(2
6東

西
方

向
)

At
t 
H 
a娠

:ガ
ラ
ス
小

工
(9
)、

素
環

頭
大

刀
1(
3)
、

不
明
鉄

製
品

1(
3)
第

3

号
周

溝
(東

溝
底

部
)壼

形
■

器
(胴

ま
わ

り
約

50
cm
)i
 H
b類

:ガ
ラ
ス
小
エ

(2
)素

環
頭

大
刀

(長
さ
4
5c
m/
2)
土

需
棺

(四
溝
/6
)

ヒ
西

30
mこ

杉
谷

4号
古

境
(四

隅
突

出
形
古

墳
/―

辺
約
20
m)
/東

方
約

10
0m
に

杉
谷

7号
墳

E墳
丘

方
形

台
状

墳
)

主
体

部
i地

山
を
二

段
に
掘

り
込

ん
で
構

築
周

溝
i南

北
径
65
m 
X
東

西
径

;形
月

溝
基
A群

口
b類

6号
西
al
遺

跡
の
縁

辺
部

(南
へ

の
傾

斜
地

杉
)同

斎
幅

約
03
m 
X深

さ
03
mの

U字
状

の
溝

(南
ta
lが

進
切

れ
る

)

北
側

に
標

示
石
(?
)/
古

it
i師

器
(周

溝
内

,

群ヽ
と
切

り
合

う
,4
新

I口
不

明
15
A群

が
新

し
い

(隅
丸

方
形

状
)

6A
群

の
議

に
張

り
床

(A
群

よ
り
新

し
tつ

】 群
!ガ

ラ
ス

小
工

(,
コ

バ
ル

ト
ブ

ル
ー
/,
4東

脂
底

面
)

雪
水

営
南

営
山

県
富

山
市

長
落

墓
域

小
生

後
期

ガ
ラ
ス
′ ト
ニ

;形
周

溝
墓

、
日
形

局
溝

(墓
)、

清

ド
佐

野
言
山

貝
高

岡
市

R落
墓
域

年
生

後
期

F野

口
山

商
言
山

県
射

水
市

;墳
初

期
(現

在
の

月
景

奸
相

～
白
江

式
期

)

主
居

跡
0日

形
周

潜
(直

径
,0
数

mを
瀕
1る

幅
,～

2m
、

深
ざ
lm
程

の
U字

状
環

状
溝
/住

居
と
反

対
側

1西
)

ヒ
高

iO
～
15
m射

水
丘

陵
前

縁
海

抜
20
～

Om
の

平
坦

な
台

地

言
山

県
射

水
市

黛
落

墓
域

年
生

後
期

方
77
/周

溝
墓
4主

坑
0(
木

回
の

掘
り
込

み
確

認
)

I陵

斤
潟

県
上

越
市

体
生

後
鶏

～
終

末
期

～
12
号

6m
以

下
(後

期
以
降

)
方
形

墓
0円

形
墓

1
中
積

平
野

に
存

す
る
徴

高
地
/標

高
約
26
m

に
落

墓
域

小
生

終
末

期
前

半
!号

墓
89
×

8S
m

デ
ラ
ス

小
工

11
2(
2号

墓
)

子
丼

山
6号

墓
百
川

県
能

美
市

薦
墓

群
体
生

終
末

期
【
茎

弐
鉄

鏃

ご
ツ
塚

三
川

県
金

沢
市

蔚
蓋

群
ふ
生
後
期
末
～
終
末
期

峡
鏃

方
形

占
川

県
津

軽
町

I号
室

:一
辺
,5
5m
2m
埋

葬
施

設
1,
基

6号
第

1墓
嫉
26

雪
型

木
棺

(6
号

第
1)

ガ
ラ
ス
小

工
2(
1号

第
2)

鉄
鏃

(1
号

第
7)
ガ

ラ
ス
小

玉
90
(6
号

第
1)

方
形

フ
基

以
上

雪
田
経

塚
山

S川
県
七

尾
市

麓
墓

群
体
生

終
末

鶏
ガ
ラ
ス
小
玉

a(
第

3)

く
和

山
古

壊
番

言
丼

県
福

井
市

世
紀

～
7世

紀
ま
径

S2
m×

高
さ
75
m第

1埋
葬

施
設

i長
軸

フ
m×

幅
36
ぃ

の
掘

方
の

中
にヽ
、
長
軸

48
m×

幅
lm

の
墓
璃

7基
(日

壌
声
た

は
前

方
後

円
墳

)
己
羽

山
右

岸

巳
越

山
古

壊
.I
I

冨
井

県
福

井
市

宣
径

12
m×

高
さ
lm

と山
を
削
平
し
、
両
端
に
角
礫
を
配
置
し
た
埋
葬
施
設

鉄
父
1×

2
¬
墳

24
基

以
上

(6
基

調
査

)
奉
抜

約
SO
mの

丘
陵

南
の

山
裾

を
狐

川
が

西
缶
、
西

約
2k
mに

口
野

川
が

北
流

支
山

古
猿

藩
冨
井

県
福

丼
市

世
紀

末
～

5世
紀

初
頭

+1
0m
 X
高

さ
im
埋

葬
施

設
!壊

頂
下

,5
m、

長
さ
4n
×

幅
06
m

旨
式

木
棺

(推
定
)両

端
に
凝

灰
岩

質
角

礫
が

積
ま
れ

る
白
銅

製
傷

a・
・
3t
×

1察
J
x

音
塚

を
伴

う
前

方
後

円
墳

首
長

45
0ぉ

、
海

抜
29
mの

南
JЫ

こ
延

び
る
瓢

箪
レ
の
独

立
小

丘
陵

の
北

端

百
山

墳
墓

群
富
井

県
か

ほ
く
市

薦
茎

群
小
生

後
期

後
菜

～
終

末
閉
前

菜

キ
山
鳥
越
墳
墓
群

菖
井

県
福

丼
市

質
墓

群
体
生

終
末

期
号
i,
65
m 
X,
45
m,
9～

25
m

号
第

■
箱

型
木

植
(礫

回
み

木
植

)
小

型
鉄

剣

卜
羽

山
昌
丼

県
福

丼
市

盛
墓

群
資
期

末
(2
6号

墓
)～

終
に
期

初
頭

(9
0号

墓
)

G号
墓

27
×
20
52
8～

ie
m第

3墓
壌

26
×

08
～

13
03
m、

 
割

兵
系

木
棺

23
×

06
m 
30
号

墓
26
2×

21
8m
コ

15
～
2 
9S
m墓

躾
ia
×
3m
10
0m
箱

形
木

棺
32
2X
09
～

10
2m
 t
t0
7m

鉄
鏃

(2
6号

霞
)ガ

ラ
ス
管

玉
iO
(3
0号

墓
)

26
号

墓
i四

隅
突

出
  
30
号

墓
!四

隅
突

出

く
口
山
墳
墓
群

菖
丼

県
福

井
市

礎
墓

群
爪
生

後
期

訳
目
山

墳
墓

群
菖
キ

県
福

井
市

舞
蔓

群
小
生

終
末

期
中
葉

号
25
m×

20
m“

m墓
療

4×
25
m2
号

第 「
30
～
35
m5
m墓

壊
営
i 
tt
Sm
×

33
m婁

痰
第
23
×

22
5m

号
墓

颯
:棺

の
票

込
め

に
河

原
石
を
断

続
的

に
詰

め
る

2号
第

十
二

壁
墓

嫉
室
嫉

内
側

に
宿

上
を
霞

っ
て
い
た
可

能
性

の
あ
る
角

礫
2号

宮
2墓

璃
棺

裏
込

め
に
角

礫
を
コ
字

配
置

号
!鉄

刀
2ガ

ラ
ス

小
三
72
a碧

工
管

玉
32
3鉄

鏃

号
第

■
鉄

剣
■

ガ
ラ
ス

小
工
1'
2号

第
2鉄

刀
槍

先
鉄

鏃
2銅

鏃

包
ガ

ラ
ス

小
玉

38
;形

5基
以

上

棗
墓

群
デ
ラ
ス

小
工

04
(方

形
周

湛
墓

ST
Oi
tt
SX
07
)

表
1 

越
中
及

び
そ
の

周
辺

地
域

の
事

例

蝶 叶 報 Ｂ ⇒ 鍬

ぶ
つ

q 壁や



考古学的分析

第 3節  SZ19主 体部の調査 ―古墳時代主体部構造との比較から一

中井英策

はじめに

SZ19の調査は、周溝らしきものが前年度の表土掘削で見つかつていたが、墳丘とされていたマウン

ドの方向や形状が土塁にも見える上、試掘確認調査でマウンドを断ち割った状況でも、主体部が確認

できないままであった。調査に際しては、古墳としての調査をするべきか、土塁等のマウンドとして

調査 をすべ きか決定 しないまま調査に臨むこと

になった。改めて、墳丘および墓娠の調査経過

を記 して、記録を補い主体部構造について考察

を加えてみたい。

1.墳丘の調査

調査計画 調査着手時にはマウンドの裾には前

年度の排土が敷 き均 されてお り、この排土を除

去することから作業を開始 した。表土が露出 し

たところでレーザーによる現況測量を実施 した

現況測量で作成された図面では、マウンドは南

側斜面が東西方向にカットされていることがわ

かる。東側の調査区外は藪になってお り、前年

度で周溝 らしい溝のプランが確認されていなけ

れば、墳形や規模等はまったくわからない状況

であった。

測量後、埋め戻されていたマウンド断ち割 り

の再精査 を行った。その結果、自然堆積層 と認

(.

められるクロボク層以上で、わずかに地山由来 ・
の土粒が多 く含まれる層を認めることができた

これを墓壊の埋土であると仮定して、古墳とし

て調査 を実施する計画を立てた。現況測量図のとお り、墳丘は土取 りによって大 きく変形をしてお り、

大 きな切 り株 も残存するなかで本来の墳丘盛土の残存状況を確認することから作業を開始 した。

通常であれば墳丘上の平坦面範囲に墳頂 トレンチを設定するべ きであるが、顕著な平坦面を認める

ことがで きないことから、墳丘セクションを設定 して墳丘全体の表層の除去を開始 した。セクシヨン

の設定は、検出済の周溝の中央から周溝軸に直交するラインを墳丘に引き出 し、周溝 a・ 周溝 bそれ

ぞれからのラインが交わる点を墳丘の中心 とした。

墳丘の土は周溝掘削の排上を盛って墳丘が作 られていることが前提である限 り、地山のブロック土

とⅢ層の混合上であることは必然的なことであ り、断ち割 りの観察でもⅢ層の直上にこれを認める。

よって、除去すべ き土はⅡ層と同じ育成状況を現す、地山のブロックが認められないほど攪拌 (耕作 )

された土を対象にした。作業は地山のブロックが認められよく締まっている層か、真っ黒なやや粘 り

のあるクロボクが検出されたところで掘削を停止するようにした。この作業を終了 した状態が写真 1

である。この時点で地山ブロックを多 く含む墓娠が写真 2の ように周囲より明るく確認できた。

墓壊 墓墳の輪郭が確認できたところで、軸方向縦断と横断にアゼを設定 して墓墳の掘削を開始 した。

墓娠埋土は中粒ほどの地山ブロックを含む。墓娠が掘削される側の墳丘に盛 られた土は、比較的角ば

ａ
Ｆ
た

写真 l Ⅱ層除去後墳丘 (西 から)
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SZ19調査着手前墳丘等高線図 (周溝検出線を追加 )

写真 3 墓娠内上部堆積状況 (東西→ E) 写真 4 墓墳内上部堆積状況 (縦断→ S)
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った大 きな地山ブロックを含む土である。

墓墳の底面は墳丘断ち割 りに表れるⅢ層の

上面 より下がる場所が確認できる。このこ

とから墓媛はⅢ層を切 り込んでいると理解

できる。

墓壊の底面で、今 までの埋土 より地山ブ

ロックの粒がはっきりと見え、地山の割合

が増える土で埋められた掘 り込みを確認 し

た。 (写真 3)こ の掘 り込みは墓媛の西南辺

と同方向に伸びることから、棺の痕跡 また

は棺の設置に関係する掘 り込みと判断 して

このラインの精査に努めた。 しか し、墓墳

の北西底辺か ら南側 に約 2m離れたところ

でⅢ層 を掘 り込むラインは九 くおさま り、

当初推定 していた小口部分には届かず、な

ぜ短いのか悩む結果 となった。墓媛の大 き

さから推定 した棺の小口部分には地山のブ

ロックが希薄で、前述の棺痕跡のラインも

途切れる状態である。形状 も方形を推定 し

ていたが、九 く収 まって違和感があった。

このため見直 しの意味 も含めて再精査 を行

い記録写真を撮ることにした。九 くなる部

分 を観察するとブロックが細か くなり、 日

立たな くなっていることに気が付いた。そ

の範囲を区切ると円形にな り、さらに トレンチ壁部分では上から切 り込まれていることが確認できた。

このことから、小口部分は攪舌とされていると判断 した。北西部に攪乱が入ることが明らかになったこ

とから、墓墳の北西辺 を再検討すると最初に見えていたラインは第 2主体の墓媛のラインの可能性 も

あることがわか り、第 1主体部の墓墳 と第 2主体部の墓墳の切 りあいが攪乱によって見えていなかっ

た可能性が出てきた。

しか し、墓娠の底面の状況に荒れや段付 きが見 られなかったことや第 2主体部の底面が第 1主体部

の底面に及ばない状況を考えると、おおよその掘方は トレース していると判断した。

(Ш 層・Ⅳ層の混合土 )

Ⅲ層

面 (E層下面 ) 墳丘土・Ⅲ層を用いた整地層 (Ⅱ 層相当)

周溝内自然堆積土

百塚遺跡 基本層序概念図 (第 45図再掲 )

写真 5 墓壊 2段目検出状況

写真 6 棺小口攪乱検出状況

墳丘盛土
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このように墳丘の盛土と墓墳の埋土そして攪乱上の判別が難しいことから墓墳埋上の範囲を確定し

つつ、棺床部分の精査はⅢ層上面で行うことにした。

墳丘積土と構築時の地表面であるⅢ層は明瞭に色が異なる。このことは古墳を作った人にも心理的

に働いているのか墓墳の掘削はほぼⅢ層上面で止まり、掘削時に荒れた面を敷きならす作業をしてい

るようにも思える。墓疲の 1段 目の掘削深度はここまでである。2段 目の平面プランは小口部分を攪

乱されているが、幅が lm弱 を測 り、墓墳の軸と同じ方向に0.3mほ ど掘り下げる。断面の観察からは

0,3mほ ど掘 り下げたあと半分ほど上を戻し、敷き均 していることが確認できた。小日の攪乱にはわず

かに段が確認でき、小口の終わる部分を確認できた。

墓墳の底に見られた地山土とⅢ層土の混合は棺を設置するための下準備として考えてよいだろう。

比較的柔らかいⅢ層に構を直接置くことを嫌って地山を混合 したのか、あるいは意図的に混合上で構

床を形成したのかを明らかにすることはできなかった。

埋葬施設の配置復元 結果的に主体部が残存する部分が狭小であったために平面的な情報はほとんど

得られないに等 しい調査であった。調査の結果をもとに墳丘上の墓墳の配置について、復元案を2例

あげる。

案 1は第 1主体部、第 2主体部ともに同方向の軸を持った場合の復元柔である。当初の墓娠検出に

誤りがない場合にはこの案の可能性が高い。しかし、第 1主体部の北西に不自然な空間が空く。

SZ19主体部配置復元案 2

境頂部
14m

SZ1 9主体部配置復元案 1

脚准

第1主体部

蜘輸

写真7 墓墳 2段目検出状況

-256-



考古学的分析

案 2は第 2主体部が第 1主体部の北に直

交するものである。墓壊の配置にやや偏 り

があるように思われるが、墓媛内部の配置

にシンメトリックなものをこだわるとこの

配置の可能性が高い。現地には未調査の部

分が保存されている、いずれ明らかになる

であろう。今後の調査に期待 したい。

調査の結果明らかになった主体部の構造

は興味深いものとなった。それは割竹形木

棺に類する木棺を使っていることである。

また棺床に類似する構造や浅 く弱いほりこ

みだが 2段に掘 り込まれた墓娠等、割竹形

木棺を採用した多くの古墳時代の古墳内部主体構造と差違がないことがあげられる。それはそのまま

弥生時代の墓としては異質のものであり、古墳時代の工の墓に見られる大規模な主体部構造への移行

を予感させる。葬送儀礼の変化する様を表わしているといってよいだろう。

2.考察

古墳時代の主体部構造と比較 このことを念頭におき、分類研究の進んでいる古墳の埋葬施設との比

較をして、各工程の有無、変化を考えてみたい。

古墳時代前期の埋葬主体は竪穴式石室を代表として構築手順の完成を見ることができ、中期以降に

内部施設の合理化が進む。言い換えると工程の省略と省力が進むことで構造と規模の変遷から理解で

きる。ここで留意したいのは、小林行雄が「粘土移卜は竪穴式石室の構を覆う石積みを省略して粘土に

置き換えたもの」と指摘 したとおり、各工程は一致するものの利用する材料が異なるものが見られる

ことである。素材の変化、置き換えは古墳の構築に限らず行われていたと考えるのが妥当であろう。

例を挙げると、粘土痔卜の礫床は棺床構築の基礎になる第 1段階 (礫床 1)と 棺床周囲を棺床と同じ高

さまで充填する第 2段階礫床 (礫床 2)小口周 りを充填する第 3段階礫床 (礫床 3)の 3段階に分け

られる。これらの各段階に全 く同じ材料を用いるものもあれば、京都府園部垣内古墳のように棺床を

設置する礫床には円礫を用い、棺床の周囲を充填する第 2段階の礫床には角礫を用いるが材料の不足

からか未完成に終わり、棺床の高さに揃えるには土を用いることが確認されたものもある。また、大

阪府豊中市大塚古墳や京都府城陽市芝ヶ原 11号墳のように礫床 3のみ、礫を用いるものがある。この

ように同一の構築過程をとりながら、用いた材が異なるためにまったく異質の構造に見えるものがあ

方形周溝墓 主体部 古墳 (竪穴式石室) 主体部模式図 (都出比呂志 19Ы から)

SZ19第 1主体部
模式図

SZ22主体部 (SX13)

模式図

SAl]凹三t-2

SB型式 1

方形周溝墓主体部と古墳主体部の模式図による比較

SAl聖巴三t-1

SB」置it-2

写真 8 第 2主体部断面 赤色顔料検出状況
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写真 9 2段墓墳状況 (南側墓壊セクション) 写真 10 2段目落込み部 (棺床 )

ら

＼

墳丘復元実

0                            10m

S=1/200
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る。反対に同じ用材を用いたために、目的が違う2種の工程を分離できないこともあり注意を要する。

比較の対象とする古墳時代の石室下部構造は、前期古墳の編年を考える上で重要となった。その構

造の分類として、都出比呂志はこれらの下部構造を基本的に3類に分け、墓墳底に直接棺床を作るも

のをA、 墓崚底に厚 く礫を敷きその上に棺床を作るものをB、 墓娠底をU字断面に掘り窪めて粘土を

張 り付け構床とするものをCと して、A・ Bは概ね古 くCの形をとるものが新しいものであるとした。

また、構造が粘土郭と共通であることから石室の下部構造をSA・ SB oSC、 粘土郭をNA・ NB・ NC
と使い分けた。ここでは工程の理解に援用する関係上、共通する構造を表す A・ B・ Cの みの表記と

する。

工程 1(墓媛の掘削)墓墳は短軸 55m。 長軸 9mの 長方形の 2段墓墳を掘る。一段目は現況から約 1

mの ところまで掘られ 0.5mほ どのテラスを西側に設ける。2段 目は約 0.2mの深さとなる。

排水施設についてはこれを確認していない。そもそも排水施設の発達は墓壊の巨大化による岩盤質

の地山掘 り込みが原因とする見方があり、積土中で墓娠が収まる中期の古墳においては、礫を詰めた

穴により上中への拡散を図るようになる。SZ19に限っていえば地盤は排水性もよくその必要性はない。

墓墳が巨大化する以前で、排水施設の未発生の段階といえよう。

工程 2(棺の設置)棺を設置する場所の部分をさらに03m掘 り返し、再び均す。

第一主体部の棺床構造は一見Cの形態をとるが、棺の縁近くまで収まるような溝に納められたもの

ではない。むしろ地均 し以外の意図を読みとれる地山土の混合を行ったフラットな墓墳底に安置され、

棺と墓娠底の間にできた三角の空間に充填された⑤層が目立つ。この構造は大の構造に見られる棺床

の形態や機能に近 く、棺設置前の整地は椿井大塚古墳に見られるような板石の設置に見られるような

行為に置き換えることができる。すなわち、SZ19の構の設置基礎構造はA-1型式と同じ機能および

目的があったものと考えたい。また単純に構を安置するだけなら溝へのはめ込みで目的を果たせるこ

とから、意識的に平坦面上に構を固定した状況を作 り出すため⑤層のような土による安定を図つたと

思われ、これが棺床へと独立していくものと考える。

工程 3(棺の被覆)石室・粘土存卜では構を被覆する粘土層を確認できるものが通常である。古墳時代

の箱式石棺でも粘土によって隙間の充填などが行われているのは広 くみられることである。SZ19にお

いては工程的に該当する⑥層がこれに相当する層と検討 してみた。しかし、粘性に乏しい土質である

ことから、構を巻 くような作業は不可能と考える。このことからSZ19で は棺の密閉は確認できない。

同時に後述する開構状況を維持していると言い換えられる。

工程 4(埋戻 し)SZ19での 2段墓墳は明瞭ではないが、テラスに相当する③層の上面を覆い、棺身の

縁まで埋め戻 している。棺の構造的な問題もあるが、弥生時代から続 く作 りつけの組み合わせ木棺で

は棺の縁までの埋め戻 しが一般的と考えられる。古墳時代では、 2段墓娠は粘土彬卜において一般的に

見られ、テラスまでの埋め戻 し高さが粘土で被覆 した棺の上端が隠れる高さと一致する。すなわち密

閉された棺を覆い、かつ墓媛底をフラットにする作業である。石室の構築でもこの高さにおいて作業

の中断を確認できることから、構を埋め戻 して墓壊底をフラットにする作業を 1工程として区切るこ

とが出来る。この工程段階で覆屋の検討をするものもあり、葬送儀礼に備えた構造としてみることが

出来る。SZ19で は⑦層がこの作業工程に該当する。SZ19で は、割竹形構造の木構を採用 しながら、

棺の蓋が開けられる状況で祭祀の段階を迎えることに葬送儀礼の決定的な差違を感じられて興味深い。

工程 5(埋戻 し2)墓墳が埋め戻されて墳頂部がフラットになるまでの作業としておく。古墳の調査

において、埋葬の前後する主体部がきれいに一辺を共有 して検出される例を経験 したことがある。今

回の SZ19の調査においても第 1主体部と第 2主体部の掘 り方が北西辺において一致している可能性

を考えた。埋戻 しが完了した時点で短期間は墓媛の輪郭が残るようなマーキング、あるいは方形壇が

-259-



考古学的分析

作 られていたと積極的に考えてみたい。

まとめ 以上各工程の作業を比較 しながら、掘削から埋め戻 しまでの工程を追いかけてみた。

古墳規模の違いもあ り、各工程にかける労力に違いはあるものの、各作業に共通 した意識を見いだ

せることを構造から確認できた。 しか し、重要な葬送儀礼の段階が含 まれる可能性がある工程 4にお

いては、棺が見える状態が SZ19で あ り、古墳時代には棺が覆い隠された状況であることを再確認 した。

おわりに

到 り抜 き式木棺の導入が外部か らの影響であるのか、個の集団の自発的発展を示すのかを明らかに

するのは困難であるが、弥生時代終末期には特殊な埋葬施設をもつ墳墓が北陸地方において増えると

いう指摘があ り、同時に時代 を遡 り、弥生時代後期の事例 も見 られることが明らかになりつつある。

百塚遺跡 と比較すべ き王塚・千坊山遺跡の墳墓群にも様々な墳形が混在するなど葬制に一貫性を見る

ことはむずか しい。この祖先祭祀の混乱を、この時代の背景である「魏志倭人伝」に記された「倭国

が乱れて相功伐すること歴年」 という史実 と重ね、「卑弥呼」 というシャーマンの擁立による混乱から

の回復する結果を、集落間の「祭 りごとJの統一による集国の平均化 と読み替えることができるのか

もしれない。また、工程 4で再確認 した弥生時代 と古墳時代の葬制の違いでは、屍 と対峙 し喪失感が

漂 う葬制に人間臭 さを感 じ、死者 を覆い隠して祭祀者を中心に行われる葬制に権力移譲のパフォーマ

ンスを感 じる。最後に弥生時代から古墳時代を概観 して思ったことを書 き留めてお く。

個人の社会的存在が大 きくなるにつれ、葬送儀礼が権力移譲のための政治的イベ ントに変化するこ

とは明らかである。血縁から発生 した個の集団において、祖先祭祀が集団に帰属する確認作業であっ

たと仮定すると、首長の移譲において祭祀が伝統に照 らして正 しく行われたか、否かは集団のアイデ

ンティティに関する重要なことであったと考えられる。自らを首長に推 し、新たに集団の長となるには、

従来の慣習を変えて自らの出自とともに構成員に示す必要があったと考える。このような小グループ

が洵汰・吸収 されて、より大 きな共同体へ と発展するときに個の集回の独 自性を強調することは集団

間の融和 を阻害することにほかならない。上位の共同体に帰属することによる安定が望まれる時代に

は、個の集団は共同体への帰属 とアイデンティティの証明として、祖先祭祀の形態を模すことが共同

体への帰属をうなが し、集回の同化 。平均を進めたと考える。またその祭祀が正統であることを証明

するものは共同体が管理 していたのであろう。共同体の意に添わず、正統な祭祀を執 り行えない集団は、

一員 として認められず、消滅・吸収 されたことも考えられる。この証明こそが中央から配られた示威

具であったと考えたい。これを構成員に示威 し、葬送儀礼を執 り行 うことが後継者の必須になる時代

へ と変化 したのではないだろうか。 i
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告第1冊

北野耕平 1964「駒ヶ谷宮山古墳」前掲書

田中勝弘 1973「前期古墳の竪穴式石室構造について」『史想』第16号

都出比呂志 1981「埴輪編年と前期古墳の新古J[工稜の比較研究』京都大学文学部考古学研究室 1981

豊中市教育委員会 1987「摂津豊中 :大塚古墳」『豊中市文化財調査報告』20

金関 恕「前方後円墳の起源J防焉馬台国から倭の五王へ』豊中市制施行50周年記念・歴史と文化シンポジウム
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森 浩一ほか 1973『園部垣内古墳調査概報』同志社大学文学部考古学調査記録 第1号

中井英策 1989「八幡市ヒル塚古墳の発掘調査」『京都府埋蔵文化財情報』第33号

伊藤雅文2008励日賀・能登の弥生墳墓から前方後円墳へ」『「婦負のクニ」成立のころ』富山市教育委員会

i京都府芝ヶ原古墳では墓娠範囲上面に礫を確認している。土器が混 じり、最終祭祀に関連するものとされている。
五金関氏は卑弥呼による祭祀権の中央集約を説く。
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第 4節 SZ15出土須恵器について

鹿島昌也

はじめに            |
SZ15は E-1区に位置する。直径 12mの 円形を呈し、平成 21年 11月 に周溝から古墳時代後期 (大

阪陶邑編年 TK47～ MT15型式)の須恵器が 4点 (杯蓋 2点、杯身 2点)出土したことから同時期の

円墳であることが判明した。出土 した須恵器を観察したところ薄手で丁寧に作られ、暗褐色の鉄分や

海綿骨針を多く含む特徴がみられた。この須恵器の産地を推定するため、同時期に近隣で操業されて

いる窯資料を実見 し、比較検討を試みることとした。北陸地方では若狭の興道寺窯、越前の鎌谷窯、

能登の羽昨窯・鳥屋窯、加賀のニッ梨窯、越中の園カンデ窯が初期に操業が開始された須恵器窯とし

て知られる。それらの中から海綿骨針を含む海成粘上が使用された可能性のある越中と能登の窯資料

を実見 した。あわせて、須恵器の胎土について理化学的分析による裏付けを得るため、三辻利一氏に

須恵器の蛍光X線分析を行っていただいた。分析にあたっては、大阪大谷大学の協力を得た。

1.富山市日本海文化研究所との調査

富山市日本海文化研究所では、平成 20年度から3年間「古代における越中国と能登地域」をテーマ

に両地域の関係を探るゼミナール学習会で一般市民の受講生を交えた調査を行っていた。同研究所を

兼務する筆者と学習会の「遺跡班」メンバーは、平成 22年 2月 に富山県氷見市 (園 カンデ窯)、 石川

県羽昨市 (柳田ウワノ窯)、 同中能登町 (鳥屋深沢窯)の古墳時代後期の須恵器窯資料の実見および、

百塚 SZ15出 土須恵器との比較検討を行った。

①富山県氷見市園カンデ窯

二上山丘陵から北に広がる台地の北端部、仏生寺川右岸に位置する。氷見市教育委員会が所蔵する

コンテナ l箱の表採資料に杯蓋、杯身、す り鉢、直口壼、甕などがある。焼き歪みや焼き膨れ、溶着

した資料もあり、窯の存在を裏付けている。胎土に海綿骨針が含まれ、海成粘上を使用 していたとみ

られる。大阪陶邑編年との射比では、MT15型式に最も近く、6世紀前半の操業が推測され、富山県

内最古に位置付けられる窯跡である。

百塚 SZ15出 土須恵器との比較を行ったところ、胎土に海綿骨針が含まれ、海成粘土の使用が認め

られた。杯身の口径も1lcm前 後で、口縁端部に段を有するなどの特徴は共通する。その一方、園カン

デ窯の製品は砂粒が多く、胎土が粗い、杯身底部がやや厚いなどの相違点が看取された。よって、実

見結果、百塚遺跡の製品は園カンデ窯産ではないとの結論に至った。

②石川県羽昨市柳田ウワノ 1号窯

邑知潟に面する眉丈台地の西部、西出川によって形成された開析谷中に位置する。近隣には前方後

円墳を含む柳田ウワノ古墳群が所在する。羽昨市教育委員会が所蔵する窯資料は表採資料であるが時

期の異なる製品が含まれ、複数基の存在が推測されている。20点ほどの破片資料には杯・高杯・広口壼・

甕がある。大阪陶邑編年ではT K 47型式に比定される。杯蓋 。身は全体的に丁寧かつシャープなつく

りで、胎土に海綿骨針を含み、暗褐色の鉄分 を多 く含む特徴 もみられ、焼 き締まり具合なども百琢

SZ15号出土須恵器と共通する。両遺跡の資料を並べて比較すると胎土や色調など外見上の特徴は同一

窯で焼成された製品ではないかと推察された。

③石川県鹿島郡中能登町深沢 5号窯

邑知地溝帯に面する丘陵部に位置 し、能登地域最大の窯跡群鳥屋窯跡群の南端部に所在する。当窯

跡資料は (財 )石川県埋蔵文化財センターおよび宝達志水町に各々収蔵され、学習会では、宝達志水町

の資料を実見した。鳥屋窯跡群の須恵器は鉄分が少なく石英粒が多 く入る特徴が知られているが、近
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年望月精司氏の研究によって、初期の須恵器に緻密な胎土 を呈 し、砂粒が殆 ど入 らない精巧で良質に

製作 されたものがあることが指摘 された。 しか し、鉄分が少な く海綿骨針が入 らない点など、百塚

SZ15出土須恵器とは外観上異なる製品であるとの結論に至った。

2.蛍光 X線による胎上分析結果

以上の実見結果を受けて、百塚 SZ15出土須恵器は羽昨市柳田ウワノ 1号窯で生産された製品が、供

給 された可能性が高 くなった。このことについて、理化学的な裏付けを得るために、須恵器胎土か ら

産地推定を試みてお られる三辻利一氏に蛍光 X線による分析 を依頼 した。結果は本報告の第Ⅳ章第 8

節に掲載 した。分析では三辻氏が過去に分析 を行った氷見市園カンデ窯、小松市ニ ッ梨窯、羽昨市柳

田ウワノ窯、大阪陶邑窯 との分析データの比較検討 を行っていただいた。その結果、羽昨市柳田ウワ

ノ 1号窯の領域によく対応することが半J明 し、同窯の製品である可能性が高いとの判断が示された。

3.考察

実見による観察お よび蛍光 X線分析の結果 を受けて、羽昨市柳田ウワノ 1号窯から直線にして約

42km離れた富山市百塚遺跡の SZ15に 須恵器の製品が運ばれていた可能性が濃厚 となった。SZ15出

土須恵器は、周溝の底部付近から出土 し、古墳に供献 されたと推淑1さ れる。

当時の須恵器は、陶邑周辺で集中的に生産され、各地の古墳などからも出土する。北陸においては、

先述 した地域に在地窯が出現する。百塚 SZ15に は越中において園カンデ窯が採業を始めた時期に、よ

り遠方である能登の柳田ウワノ 1号窯の製品が持ち込まれていた。

能登地域においては、鹿島郡域の鳥屋窯 と羽昨郡域の柳田窯が成立 していた。初期の須恵器は鳥屋

窯の方が製品価値が高 く、流通の様相が活発であったことが指摘 されている(望月 2010)。 そのような中、

羽昨窯産の製品を越中に運ぶには、邑知地溝帯を通って七尾湾か ら富山湾を経由し神通川を通るルー

トと陸路でいわゆる志於路 を越え射水郡域 を通って逗ばれるルー トが推測される。前者は、鳥屋窯が

ある鹿島郡内を横切ることとなる。一方、後者では越中に入ると二上丘陵か ら西山丘陵にかけて多 く

の古墳が築造され、身寸水郡域の有力な在地勢力の支配下を通ることとなる。

帰負郡域の北端 を拠点 としていた勢力が百塚 SZ15の被葬者への祭祀を執 り行 うにあたつて、大阪

陶邑産の製品や隣接する射水地域にある園カンデ窯ではな く、あえて能登地域の流通の少ない柳田ウ

ワノ 1号窯の製品を持ち込んだ背景には、百塚 SZ15の被葬者 と柳田ウワノ 1号窯を経営 していた羽

昨郡の在地勢力 とが何 らかの強い関係を持っていたことが推測 される。そこに、血縁や姻戚関係 もし

くは在地勢力同志の同盟関係を見出すことができるのではないか。

いわゆる「遠交近攻」の理念が働 き、隣接する射水地域の園カンデ窯産ではなく、遠方の柳田ウワ

ノ 1号窯産をあえて入手する必要があったことも推測 される。一方で、各々の窯の操業時期の僅かな

時間差による製品の需要 と供給の関係のためとも考えられる。地方における出現期窯の製品の広域流

通については、まだ未解明な点が多い。今後の課題 としたい。

参考文献

石川県立埋蔵文化財センター1982「 V柳田ウワノ1号窯跡J『柳田タンワリ1号窯跡』

羽昨市教育委員会 1992『眉丈台地の追跡群』

北河美智子・砺波千恵子・針山康雄・森喜美ほか 2011「 古代における越中国と能登地域―神社 と遺跡から古代を探る」『富山市

日本海文化研究所所報』第 46号 富山市日本海文化研究所

氷見市 2002『氷見市史 7』 資料編五 考古

望月精司 2010「 能登地域における在地窯出現期の様相」『石川考古学研究会々誌』第 53号 石川考古学会
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凡例
▲窯跡

●須恵器出土遣跡

(越中)と越中・能登の須恵器窯 (北河ほか2011に加筆)

主な追跡名

N0 遺 跡 名

1 稲積川口遺跡

阿尾島尾 A遺跡

イヨダノヤマ古墳群

朝 日長山古墳

万尾遺跡

下老子笹 )十 1遺跡

7 石名田木舟遺跡

桜町遺跡

岩瀬天神遺跡

百塚遺跡

11 鵜坂 I遺跡

12 砂子田 正遺跡

ヽ

ヽ

羽昨市歴史民俗資料館にて資料調査 上は柳田ウワノ 1号窯、下は百塚遺跡出土須恵器
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第 5節 百塚遺跡出土の近世瓦について

古川知明

はじめに

百塚遺跡からは、牛ケ首神社境内の南隣接地 C区 と、そこから南西に約 140m離れた E-1地区SX02

の2か所において近世期とみられる瓦が出土した。ここでは、その瓦の特徴について、胎上分析の結

果を踏まえ、富山城瓦との比較から検討する。

1 百塚遺跡出土瓦と富山城出土瓦の特徴

百塚遺跡から出上した瓦には、燻し瓦と赤瓦がある。燻し瓦は本瓦の九瓦である。SX02か ら1点の

み出上した。赤瓦は本瓦と桟瓦に大別される。本瓦には九瓦、桟瓦には巴唐草軒瓦 (小 巴文十唐草文)

がある。赤瓦にはこのほか平瓦・伏間瓦があるが、これは桟瓦に属するものであろう。本瓦は九瓦 1

点で、他は桟瓦とみられる。平瓦・伏間瓦には本瓦が含まれるかもしれないが判断できない。

富山城においては、これまで燻し瓦と赤瓦が採集や発掘調査で出上している。富山藩期においては、

燻し瓦は本瓦の 2期 と桟瓦の3期 に細別されている。この後幕末の4期に千歳御殿正門 (以後「千歳門」

という)の赤瓦がある。

SX02出上の燻し瓦 (156)イよ、富山城 2期の本瓦に類似する。富山城では九瓦凹面に布目痕を残 し、

その上から板の小口面で叩く整形技法がとられるものが本丸鉄門石垣から出上しているが、SX02出土

の燻し瓦はこれと同じ技法である。

赤瓦のうち本瓦の九瓦 (写真 1)を富山城千歳門の九瓦 (写真 2)と諸属性について比較する。

規格では、富山城瓦長 28.5cm、 頭幅 15.2cmに対 し、百塚瓦長 27cm、 頭幅 (推定)14cmで ある。

玉縁部では、先端幅が富山城瓦では 9,6cm、 百塚瓦では約 4cmであり、百塚瓦がかなり狭 く絞った形

状となっている。玉縁高さはほぼ同寸である。釉薬はいずれも鉄釉で、百塚瓦は光沢がほとんどなく、

富山城瓦は光沢が強い。発色は富山城瓦が明るく赤みが強く、濃淡が表れている。百塚瓦は全体にく

すんだ褐色である。凹面の整形は、いずれも板小口によるタタキが行われる。板は20cm以上の長さ

が復元され、タタキ痕の深さは、富山城瓦は深 く、百塚瓦は浅い。タタキ痕のないところには、富山

城瓦では布 目痕、百塚瓦では指頭圧痕のみが残る。端面は、凹面側 2分の 1を 削 り取って面取する。

富山城瓦は端面幅 ■2cm、 面取幅 12cmで端面外側を九 くする。百塚瓦は端面幅 1.Ocm、 面取幅最大

2.4cmで面取が大きい。玉縁部では、富山城瓦は玉縁上端のみ削 りにより面取 し、百琢瓦は玉縁周囲

全体を面取する。胎土は近似する。

以上を整理すると、九瓦において、百塚瓦は、富山城瓦よリー回り小さく、釉薬も赤色の発色の悪

い褐色釉薬が使

われている。製

作技法において

も面取や叩 き等

の基本的整形手

法は同 じである

が、細部に違い

が見 られ、概 し

て百塚瓦は丁寧

さに欠ける。
写真 1 百塚遺跡丸瓦凹面 (部分 ) 写真 2 富山城丸瓦凹面 (部分 )
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次 に、桟瓦 (357)の うち

軒平部の文様を比較する。富

山城瓦は硬質の燻 し瓦である

が、百塚瓦 と同じ構成である。

中心飾 りは半円形の 5弁構成

の菊花文で、左右に中心側で

巻 く立浪文 (波濤文)を対称
写真 3 軒平部文様の比較 (左 :百塚、右 :富山城)

に描 く (写真 3)。 各文様の表現は、百塚瓦では細 く平滑でないが、富山城瓦では幅広 く滑らかで断面

が半円形になるという相違がある。百塚瓦の範型は、菊花文中の傷や木目の存在から木型と考えられる。

一方、接合関係は確認していないが、共伴 して出土した瓦当がすべて三巴文であることから、菊花文

+立浪文の百塚瓦の軒丸部の瓦当文様は三巴文と推定される。富山城瓦の軒丸部瓦当文様は富山藩前

田家家紋丁子梅鉢文である。以上を整理すると、桟瓦は、百塚瓦は富山城瓦と軒平部の文様構成を同

じくするものの、細部表現が異なりやや粗い作 りであり、また軒丸部瓦当文様が三巴文で富山城瓦と

大きく異なるといえる。

2 胎土分析からみた百塚遺跡出土瓦

胎上分析の結果、百塚瓦のうち赤瓦は、本瓦・桟瓦ともに同一産地の粘土を用いた可能性が高いと

された。本瓦の比較対象とした富山城千歳門赤瓦の産地分析では、百塚瓦とは同一でないが近接 した

産地が推定された。この差異について、報告者の三辻利一氏は年代差も考慮できるとしている。

前項で明らかになった百塚瓦と富山城瓦の差異は、規格のほか製作技術における細部の違いが認め

られた。富山城千歳門瓦は嘉永 2(1849)年 製作であることが判明しているが、百塚瓦の年代は明確

でない。したがってこの両者の差異が三辻氏のいうように年代差であるか、製作地あるいは瓦工人の

差であるかについては、ここではまだ結論を出せない。

3 史料からみた瓦窯場

『町吟味所御触留』の嘉永 7年 3月 条「山岸村焼出瓦に使用奨励申触書」 (『富山県史』史料編V近世

下 874号文書)は、山岸村で焼いている瓦が完成するので、町中にも使用について奨励する旨の触書

である。富山城千歳門瓦は嘉永 2年製であり、これより5年後に出された触書である。城下町におい

てはこの時期桟瓦の使用が始まっているため、この触書でいう山岸村産瓦は桟瓦の可能性が高い。こ

の瓦が燻 し瓦と赤瓦のいずれかは不明である。城下町主要部の数回にわたる発掘調査では燻し瓦・赤

瓦のいずれも出土しており、どちらかであるかを判断するのは困難である。この山岸村の位置は、百

塚遺跡の東側、段丘崖直下に広がっていた集落であり、集落の東側にはすぐ神通川が迫っていた。し

たがって瓦工房は神通川と段丘崖の間に設けられていたと考えられる。燻瓦の場合一般的には達磨窯

と呼ぶ平地式窯で焼成 した。この窯は長さ4～ 5mの小型の窯で、中央に高い焼成部があり、その両

側に燃焼口が設けられる。江戸では隅田川縁で今戸焼の陶器窯と並んで達磨窯による瓦窯が操業され

た。河畔に築くのは、薪材等原料の供給や製品の出荷を、大量に運搬できる川舟で行うためと推定し

ている (藤原 2001)。 富山において達磨窯の存在はこれまで確認されていない。一方、赤瓦は連房式

登窯等で焼成されたとみられる。加賀藩域になるが、登窯・胴窯を主体とする越中瀬戸では、これま

での表面採集等で赤瓦・燻 し瓦が少数ではあるが確認されている。また、延宝 7(1679)年 金沢城本

丸用瓦として越中瀬戸から3万枚の瓦が納入された記録がある (安田 1988)。 金沢城において越中瀬

戸瓦の同定は行われていないが、このような記録からも越中瀬戸の登窯・胴窯で瓦が焼かれていたこ

とがわかる。以上のことから類推すれば、登窯・胴窯等によって焼成された百塚遺跡の赤瓦は、山岸

-265-



考古学的分析

村で焼かれた可能性が高い。その窯は、山岸村のうち、

百塚遺跡寄 りの段丘崖の傾斜地を利用 して構築 された

と思われる。明治 44年地形図には高台の崖下に小 さな

平場があ り、地籍図で もその地 目が他 と異なる雑種地

で、ここが候補地の一つ といえる。現在は道路下 とな

ってお り確認で きない。一方、富山城瓦のうち硬質の

燻 し瓦 も、百塚瓦の うち同型式のものと類似 し、山岸

村窯場あるいは近傍の窯場で焼成 されたとみ られる。

この窯は達磨窯の可能性があるが、これまでこの型式

の窯が確認 されていないことを考えると、登窯・胴窯

等を一時的に転用 した可能性 もある。

なおここに窯場 を想定 した場合、富山城下町へは神

通川の舟運を利用 し運搬されたと思われる (図 1)。

4瓦窯場「山岸村」の粘土採掘地

瓦用粘土採掘地については、窯場付近の川成粘土 と

推定 される。百塚遺跡か ら北側に広がる河岸段丘は、

旧神通川扇状地であ り、粘土層の生成が顕考な地域で

ある。百塚の西部、旧針原新村の通称椿林 (現富山市

八 ヶ山付近)に、美濃国 (岐阜県)か ら陶工沢井与平

が来て「針原焼」 を開き、富山藩主墓所長岡御廟所門

の御用瓦のほか火消壺・甕類を焼いたという (長 岡の

郷土史編 さん会 1966)。 窯型式は不明だが、火消壺の

存在か ら燻 し製品の製作が行われていたとみられ、瓦

も燻 し瓦 と推定 される。長岡御廟所内には燻 し瓦が散

見でき、これが針原焼の瓦の可能性がある。

椿林付近の粘土は「針原粘土」 と呼ばれ、その後 も

使用 されたが、正確 な採掘地は不明である。地籍図に

よると、椿林の北、針原新村北部には宇「土取場」が

存在 し、ここで も基底部に良質な粘上が存在する。こ

こが粘土採掘場の有力候補地となろう。

発掘調査では、El地区から大型土坑 SX02が検出さ

れた。全体は楕円形 をなすが、内部の掘 り方は、土坑

下部に露出する灰色粘土 と掲色粘土を円形に掘 り窪め

た小土坑の連続であ り、粘土採土坑の特徴 と一致する。

この粘土採掘坑で瓦用粘上が取得された可能性がある。

なお、百塚瓦が牛 ケ首神社境内隣接地から出土 した理由として、牛ケ首神社拝殿・本殿の瓦 として

葺かれた可能性 を指摘 してお く。 (富山市教育委員会 埋蔵文化財センター 所長 )

参考文献

安田良栄 1988「 越中瀬戸四百年の変遷」『越中瀬戸 発祥四百年記念誌』

藤原 学 2001『達磨窯の研究」学生社

長岡の郷土史編さん会 1966『長岡の郷土史』

図 1 山岸村窯場から富山城下町への運搬
ルー ト復元図

図2 山岸村周辺の粘土採掘地推定地

写真 4 SX02内 部の円形掘削痕の連続
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第 6節  E-1地 区の中 。近世墓

朝田 要

はじめに

百塚遺跡の中心は弥生～古墳時代の墳墓群であることは論を待たない。その一方で中世から近世の

墓墳も複数検出されたことは、中。近世においても墓域として利用されていたことを証明しており、“百

塚"と いう地名が持つ墓域としての意味合いを補強するものとして興味深い。ここではまず、中世か

ら近世の土墳墓を抽出し、その特徴や配置から推察できるグループ構造を述べる。次に、県内初例で

ある越中瀬戸の蔵骨器セットが出上した土墳墓 SX03に注目し、近世墓制のなかで捉えてみたい。

1.E-1地 区の中近世の上境墓 (図 1-1・ 表)

E-1地 区の調査では中 。近世墓の可能性のある土坑を 17基検出した。うち5基が火葬墓、12基

が土葬墓である。それらを墓媛として蓋然性の高いものからA～ Dの 4段階に分類した (図 1-1)。

Aが 3基 (SX03・ SK04・ SK12)、 Bが 1基 (SX01)、 Cが 3基 (SK01・ SK13・ SK22)、 Dがその他

で 10基 となる。これらを軸方向および位置関係から①～⑥に分けた。①はSX03(火葬)と SZ13b内

の撹乱の2基である。いずれも越中瀬戸の蔵骨器セットが出上した。近世墓である。②はSX01(火葬)、

SK22、 SK01(土葬)の 3基である。SK01は④からの南北軸上に位置するため同一の集団により埋葬

された可能性がある。SX01は埋葬場所における焼骨の痕跡が残る。③はSK12(火葬)、 SK13の 2基

である。南北軸から25° 西へ傾く。SK12は副葬後の年代から15世紀以降の埋葬である。①～⑥はほ

ぼ南北軸上に並ぶ。③ SK04(火 葬)は副葬銭の年代から11世紀以降の埋葬である。以上から、⑥→

④⑤ SK01→③→①②という時期の変遷が確認でき、軸方向の変化および火葬・土葬の同一時期の併

用が確認できた。越中における中世墓の様相については島田美佐子氏がまとめられ、15世紀には浄土

真宗の伝播・普及に伴い火葬が一般化し、火葬場とそれに隣接する墓域が形成されることが指摘され

ている。

2.SX03出上の蔵骨器 (図 1-1～ 3)

SX03は E-1地 区中央やや北、東側の崖寄 りに位置する。平面形は不整円形で最大径 083m、 深

さ027mを測る。17世紀以降の墓墳である。上層は竹の根による撹乱により壊されるため、上部構造

は不明である。中央に、越中瀬戸の壼 (第 38図 159)を正位に設置する (図 1-2)。 被熱して表面

に煤が付着した河原石を3点用いて壼の底部を固定していた。壼は蔵骨器として使用されたもので、

内部には火葬骨が手足を先に、頭蓋骨や歯が最後に納められる。その上に正位で納めた越中瀬戸の皿 (第

38図 157)イよ、副葬品または内蓋である。また壼の回縁部には越中瀬戸の悟鉢 (第 38図 158)を 逆位

にかぶせて外蓋とした可能性が高い。自然科学分析の結果から、被葬者は熟年である可能性が最も高い。

蔵骨器として越中瀬戸の重が利用された事例は、富山県内では魚津市印田中世墓や南砺市 (旧福光町)

松寺永福寺カロウト墓 (医王山)で確認されているが、越中瀬戸の壼と橋鉢のセット利用はみられず、

今回が初の事例である可能性が高い。近世における甕や壷を利用した蔵骨器は常滑焼、加賀焼などで

普遍的にみられるが、壼 (蔵骨容器)と 悟鉢 (外蓋)の セット利用の事例は確認できなかった。壼と

悟鉢のセット利用は、火葬の普及する中世から北陸でみられる特徴的な蔵骨器としての使用法で、上

市町黒川上山古墓群や南砺市 (旧福光町)香城寺惣堂遺跡南墳墓群 (医王山)な どで珠洲の事例が確

認されている。 1で述べた浄土真宗の広がりや火葬の普及と同時期に生じた珠洲の流通の拡大が、珠

》H壼の蔵骨器への利用や悟鉢の蓋への転用を促したと考える。こうした中世の珠洲にはじまる重に納

め悟鉢で蓋をする納骨方法が、近世まで器種を変えつつ継続した事例が SX03である。
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まとめ

E-1地 区で検出した中 。近世の墓墳群は、百塚が墓域として近世まで認識・利用されてきたこと

を証明するものである。また今回の調査ではじめて、近世における越中瀬戸の壼と悟鉢の蔵骨器とし

てのセット利用が確認できた。火葬の普及に伴って中世で始まった珠洲の壺と橋鉢のセット利用が、

時代の変遷や器種の変更を経つつも、地域の墓制的特徴として中世から近世にかけて連綿と継続して

きた証左となりえるのではないか。

参考・引用文献
魚津市教育委員会 1981『 富山県魚津市 印田近世墓 ―発掘調査報告書―』
上市町教育委員会 2005『 冨山県上市町 黒)道跡群発掘調査報告書 黒川 L山古塞群 黒川塚跡東遺跡 伝承 真興寺跡 日枝神社裏遺跡 円念寺山遺跡』
上市町教育委員会 2009『 史跡上市黒り|1遺跡群保存管理計画策定報告書』
財団法人 石川県埋蔵文化財センター 1999 田村昌宏・滝川重徳「九泉」Ⅱ『石川県埋蔵文化財情報』
島田美佐子    1997「 中世越中国の墓・墓地J『中・近世の北陸 考古学が語る社会史』北陸中世土器研究会編 桂書房
富山県福光町医王山文化調査委員会 1993『 医王山文化調査報告書 医王は語る』福光町
官田進-     1997「 越中瀬戸の変遷と分布」『中・近世の北陸 考古学が語る社会史』北陸中世土器研究会編 桂書房

表 E-1地 区 中近世の墓壌一覧

出土状況         図1-3 SX03出 土蔵骨器(越中瀬戸壺・福鉢・皿)

E-1地 区 中 。近世の墓墳 と蔵骨器図 1

遺構 1 葬法 1蔵骨器・冨1葬品 1納骨1 時期

SK22   ‐   1中世土師器(皿 )|‐   115C

葬 i鍋銭(永楽通宝)1火葬骨115C以 降
＼ ＼

OA!火 葬 骨 副 葬 品 出■ ■壌 墓            
＼＼

鋒

鰻 BI火 葬 骨 出 土土 療 墓                          
｀`

ヽ
＼

＼＼

r,C:未火葬骨または蔵骨器副葬品(?)出 上土嬢

D:埋土 検出状況から墓療の可能性のある上壌                 ン/

〔
=Ξ

)想定グループと軸方向

①～⑤単位グループ

0           ■300(中 ・近世の墓壌 )

図刊一珂 E-1地区 中近世の墓境分布図

ヽ
Ａ
‐―
ヽ
ｆ
井
―
、
　
　
　
Ａ
一

|:20(平 面 断面図 )

越中瀬戸 (壺  橘鉢・llll)

図司-2E一 刊地区 SX03蔵 骨器出土状況
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第Ⅵ章 総括

第 1節 縄文時代の様相

遺構はE-1区 で縄文時代後期の上坑が 1基、E-2区 においては土坑が 4基検出された。 F区の

層序からは地形形成の過程をうかがい知ることができる。縄文後期後葉～晩期の遺物を含むⅢ a層 (責

掲色土)が旧河川など自然流路の堆積土である可能性が指摘 され (第Ⅳ章第 2節 )、 その下層の縄文後

期遺物包含層Ⅳ層 (黒褐色土)を 覆っていることから、当地区の旧地形が氾濫堆積物に覆われる沖積

低地であったと考えられる。その後に発生 した呉羽山断層帯の急激な地殻変動によって、活断層 と招

曲崖が形成され、現在の呉羽丘陵を形成する段丘崖 と東側に神通川が流れる富山平野の境界が形成さ

れたとの自然科学分析結果が得 られた。 しか し、遺跡から出土する遺物は早期末～晩期 まであ り、遺

物包含層などからは、河川の氾濫などによる痕跡は認められず、今後検討を要する。

D区および E-2区 の墳丘が残存 した SZ21お よび SZ19の墳丘盛土の下層にⅢ層 (黒色土 )、 その

下層にⅣ層 (責褐色土)が検出された。C区の SZ24の周溝内からは、多数の縄文土器や石器が混入 し

て出土 していることから墳墓が形成 された時期には、縄文時代の遺物包含層より上部に生活面が形成

されていたことが推測される。

出土 した遺物は、縄文時代後期後半～晩期末を中心 として、早期末から前期、中期、後期、晩期の

ものもみられる。その特徴については、酒井重洋氏に第Ⅳ章第 1節にまとめていただいた。

特に C,D区 からの出土量が際立ち、平成 21・ 22年度調査区では出土遺物の約 8～ 9割が縄文時代の

遺物を占める。D区北端では北に向って急に傾斜する地形がみられた。この傾斜する地形は平成 21年

度調査区の F区に続 く東西方向の谷地形 と推測される。この小支谷の南側に土坑などの縄文期の遺構

を確認 したが、調査地は弥生時代後期以降墓域 として利用される際に整地などがなされため、その様

相は不明である。

第 2節 弥生時代後期～古墳時代前期の墳墓・古墳の変遷

平成 17年度から22年度にかけての発掘調査で計 30基の墳墓・古墳を発掘 した。また、発掘はされ

ていないが、人ヶ山遺跡内古墳を含めたこの墳墓・古墳群を「百塚古墳群」と称することとする。

発掘 された 30基のうち、後期古墳 に位置づけられる 2基 を除 く28基 は弥生時代後期～古墳時代前

期に順次築造された。今回、本発掘調査が行われた県道予定地の隣接する地区における試掘調査などで、

周溝 と推測される溝跡が確認されてお り、調査地周辺にも複数基の墳墓の存在がうかがわれる。その

一方で段丘縁辺から西へ離れると遺構はなくなり、段丘崖縁辺部に沿って弓形に墓域が広がっていた。

まず弥生時代後期後半に調査地の南寄 りの比較的標高の高い場所 を選んで、二隅あるいは三隅切れ

方形周溝墓の百塚 SZ17、 百塚 SZ20が築造 され、ほぼ同時期に調査 された方形周溝墓の中で最大の規

模 を測る百塚 SZ19が築造される。百塚 SZ19は 深い周溝を掘 り、旧表上の上に墳丘盛土 を造成 し、2

基の埋葬施設を有する。木棺には朱が使用され、撹乱を受けているが覆土中からは管玉 も 1点出上 した。

周溝底部近 くからは、供献用 とみ られる国縁部に三連円形浮文を付す大型の装飾壼が出土 し、葬送儀

礼が執 り行われていたことを物語る。主体部構造には割竹形木棺に類する木棺が使用 され、大規模な

主体部構造への移行を予感させる。

注 目されるのは、2基の埋葬施設か らみつかった赤色顔料である (第 Ⅳ章第 7節 )。 第 1主体、第 2

主体か らいずれも朱を主体 として極微量のベ ンガラが検出された。 また、イオウ同位体分析の結果、

第 1主体部は日本国内産、第 2主体部は中国産の朱が用いられていたことが判明 した。遺構の切 り合

いか ら第 1主体部→第 2主体部の構築順が確認 されている。当時、墳墓に用いられる赤色顔料は、弥
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生時代から古墳時代になると中国産から国産へ転換することが明らかになっている。百塚 S Z 19の 国

内産から中国産への変化が何 を物語るのだろうか。山陰地方では弥生時代終末期に中国産から日本産

への大 きな変化が見受けられるようである。今後、北陸周辺における同様の赤色顔料分析の蓄積を待

って検討が期待 される。

方形周溝墓はその後、百塚 SZ19の 周辺で切 り合 う事無 く、後期後半～終末期にかけて順次築造 さ

れる。時期 を経るに連れて規模が小 さくなる傾向がある。これは、射水市南太閤山 I遺跡や布 目沢北

遺跡、上市町飯坂遺跡の方形周溝墓群の様相に類する。

弥生時代終末期には方形周溝墓 と対になるようにして築かれる円形周溝墓の存在が注視 される。百

塚 SZ10(方形)と 百塚 SZ09(円 形 )、 百塚 SZ25(方 形)と 百塚 SZ22(円 形 )、 百塚 SZ14(方形)と

百塚 SZ■ (円 形 )、 SZ08(方形)と SZ18(円形)が該当する。百塚 SZ09。 11,18は 直径がほぼ同規

模で、近い時期に築造されていたと推測 される。百塚 SZ10と SZ09に は僅かながら前後関係を見出せ

るようであるが、覆土の状態などからも殆 ど時期差がなく築造されていたとみられる。同規模の円形

墓は射水市中山中遺跡や高岡市常国遺跡にみ られ、群集墳的な様相を呈する。百塚の円形周溝墓は周

溝幅が狭 く浅い。出土する土器 も砕片のみで、須恵器片など古墳後期にまで下る時期の遺物が出土 し

ないことか ら、いずれも弥生時代の円形周溝墓 とした。このような方形周溝墓 と円形周溝墓が同じ墓

域で近接 して検出される例は、富山市杉谷 A遺跡 6号方形周溝墓 と円形周溝墓および同市清水堂南遺

跡の方形周溝墓 と円形周溝墓が挙げられる。いずれ も終末期前葉に属 し、 1対のみが存在する。杉谷

A遺跡では、方形周溝墓群からやや離れた位置に所在する。このような例は、婦負地域以東の特徴的

な墓制のあ り方と言えよう。

弥生時代終末期になると方形周溝墓の規模は縮小するが、埋葬施設の構造や副葬品にその特徴を示

すようになる。百塚 SZ10の 主体部からは 110点 ものガラス小玉が出上 し、北陸では終末期中葉の福

井県原 目山墳墓群 1号墓で 728点 と傑出 して多 く、終末期前葉の石川県中沼 C遺跡第 2号方形周溝墓

から 112点、新潟県山元遺跡の 70点が挙げられ、西に多 く東に向かうほど少なくなる傾向がある。当

時稀少であったガラス小玉をまとまって入手で きた有力者は、現在のところそれぞれの地域で 1例程

度に限 られ、先取性のある被葬者同士の情報の共有があったのだろうか。百琢 SZ10の ガラス小玉は

科学分析の結果、全てカリガラスであ り、管切 り技法で製作 されことが判明した。同一素材から同一

の技法で製作 される製品をまとまった数入手 していた。今後、ガラス小玉の分析が進むことで、素材

や製作技法観点からもその生産 。流通過程の解明につながることを期待 したい。

また、百塚 SZ10は 、その主体部構造にも特徴がある。木棺の周囲に溝を廻 らせ、木棺 を覆 う何 ら

かの構造が推測 される。終末期後葉 とみられる百塚 SZ07埋葬施設は木棺の周囲を川原石で覆い、副

葬品を置 く空間を配するなど竪穴式石袴【の様相 を呈する。

弥生時代終末期後葉から古墳時代前期前半になると墓域は北へ移動 し、終末期後葉には前方後方形

の百塚 SZ05が 出現する。その周溝からは、柳葉形鉄鏃が 1点出土 した。富山市婦中町向野塚 と並んで、

出現期の前方後方墳の様相を呈する。この築造 を契機に百塚住吉 SZ01の前方後円墳や百塚 SZ01・ 21

の方墳 など様 々な形態の古墳が切 り合 うことな く順次築造されてい く。これは、方形周溝墓が低いな

が らも墳丘 を持ち、古墳時代の墳墓築造にあたって も弥生時代の墳墓の存在を意識 しなが ら築造位置

の選定 を行 っていた結果 とみられる。あわせて、当時期においても様々な墳形が同じ墓域内において

順次築造 されてい く様相は、弥生時代の方形周溝墓 と円形周溝墓が同じ墓域ないに並存 していた当遺

跡の空間利用の形態が引き継がれていたと推測で きる。

墳丘規模 をみると、最 も早い段階で築造 された百塚 SZ19は 一辺が 22mを 測 り、lm程度の高い墳

丘盛土 を有 し、深さ lmを超える周溝を掘る。後続 して築造される方形周溝墓や方墳、前方後方墳は、
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百塚 SZ19の規模 を上回るものは築造されてない。これは、方形を基調 とする墳墓を築造する一族が

弥生時代の百塚 SZ19の被葬者を意識 し、在来の風習を重んじる集団であつたことがうかがえる。そ

の一方で、弥生時代から円形墓を築造する一族を墓域に受け入れ、古墳時代前期には百塚住吉 SZ01

の前方後円墳のように百塚 SZ19の規模を上回る全長 24m以上の古墳の築造を受け入れている。

第 3節 古墳時代後期の古墳の様相

古墳時代前期後半以降は、当地区において一旦墳墓の築造は途絶える。 しか しながら、古墳時代後

期には再び南部に古墳が築造 される。円墳の百塚 SZ15は やや幅の広い周溝 を廻 らせる。陶邑編年

TK47～ MT15型式の須恵器が出土 し、その産地が能登の羽昨窯に求められたことは注視 される。

一方、百塚 SZ23の周溝内埋葬施設からは、馬具のハ ミが 1点 出上 した。捩 りを施 し古い様相を残

すが、陶邑編年 TK209型式の須恵器が周溝から出土 したことから、古墳時代後期のものと位置付けて

おきたい。周溝内埋葬施設は、弥生時代後期後半の百塚 SZ24、 古墳時代前期の百塚 SZ03や SZ21に

もみられた。馬具のハ ミが出土 した埋葬施設は、馬具のハ ミ幅 20cmと 大型の馬に装着 していたことが

推測される。また、轡のハ ミの部分 しか出上 していないことから、馬自体を埋葬 したのではなく、馬

を操ることのできた人物で SZ23の墳頂部の被葬者 との主従関係や姻戚関係にあった人物が葬 られて

いたと想定 しておきたい。

なお、この百塚 SZ23が築造された位置には、先行 して弥生時代終末期に方形周溝墓の百塚 SZ25と

円形周溝墓の百塚 SZ22が築造されていた。周溝墓は、直径および一辺が 6mを測 り地山を掘 り込み埋

葬施設が築造されることから、築造当初から僅かの盛土を有する程度の小規模墳であったことが推測

される。周溝墓 2基は、古墳時代後期になると、人々の記憶からなくなり、古墳築造のための選地の

姑象となったとみられる。

第 4節 百塚古墳群における弥生時代後期～古墳時代前期の出土土器

図 1に墳墓・古墳出上の主な弥生土器・土師器を器種ごとに分類を試みた。各器種の上部から下部

に向って古相→新相を示す。

(壺形土器 )

短頸壺 (SZ19 9)i直 立に近い九縁の口縁、内外面ハケロ調整。

長頸壺 (SZ24 55,53):内 外面ハケロ調整、日縁に円形穿孔を施す。直口と有段のものがある。

台付長頸壺 (SZ13 9):口 縁部に幅広の有段のもの、細回のもの (SZ23 49)が ある。外面にミガキ

を施す。

有段短頸壺 (SZ19 27):内 タト面 ミガキ、口縁外面に刻 目を施す。

装飾壺 (SZ19 25)i口 縁部に多条擬凹線を施 し、三連円形浮文を付す。頸部に貼付突出帯文。

有段壺 (SZ13 11):口 縁内外面ミガキ、頸部及び体部内面にハケロ、体部内面下部を板ナデ。

二重回縁壺 (SZ02 7、 SZ03 11):口縁内外面 ミガキ、体部外面にミガキ、内面にハケロ調整がみら

れる。厚底 とそうでないものがある。

直口壺 (SZ21-35):底 部に焼成前穿孔、内タト面ハケロ調整を施 し、タト面は一部ハケ後 ミガキを施す。

胴部下半に棒状工具による歪み補正のための押圧痕あり。

有段小型重 (SZ07 1):外 面にミガキを施す。体部径が小さいものがある。

(甕形土器 )

有段甕 (SZ19 14,SZ24 85):内 外面ともにナデを施すもの、ハケを施すものがある。

擬凹線甕 (SZ24 65,85な ど):体部外面ハケロ調整、内面はケズリを施す。口縁部は有段状のもの、
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「く」字状口縁端部に面を取り擬凹線を施すもの、肩部に連続刺突を施すものがある。

「く」字状回縁甕 (住 SZ02 26):体 部外面にタタキ調整、内面はハケロ調整を施す。

(鉢形土器 )

有段鉢 (SZ17 1,2な ど):口縁部が有段で、有段部が無文の外。内タト面にミガキを施す。

無頸鉢 (SZ24-79,SZ04 21な ど):底 部からそのまま立ち上るもの、内湾しながら立ち上るものがある、

内湾気味に立ち上 り体部最大系付近から外反気味に立ち上るものがある。体部内外面にミガキ

を施す。 ミニチュア土器 もある。

「く」字状口縁鉢 (SZ24 64な ど):口縁部が「く」字状に外反するもの。口縁内外面をハケロ調整 し、

体部内外面にケズリを施す。ミニチュア土器もある。

有孔鉢 (住 SZ03 44):底部に穴が開くもの。

(蓋形土器 〉

有飢蓋 (SZ12-7,SZ05 32):つ まみが付 く蓋。内外面にミガキを施す。

返し付蓋 (SZ12-3):カ エシがある蓋。つまみからカエシ部にミガキを施す。

無飢蓋 (住 SZ04-19):つ まみの付かない蓋。穿孔がある。外面にミガキを施す。

(器台・高杯 〉

擬凹線器台 (SZ17 6):口縁部に擬凹線を施した器台。三連円形浮文を施すものがある。

月ヽ型器台 (住 SZ05 7]):内外面にミガキを施す。

有段高杯 (SZ17-4,住 SZ04 20な ど):杯部内外面、脚部外面にミガキを施す。脚部が外反しながら

そのまま裾部に至るもの、裾端部を外反させ貝殻連続刺突文を施すもの、口縁段付近に沈線を

巡らすものがある。

盤状高杯 (SX02 21):杯 部が盤状の高杯。杯部内外面、脚部外面にミガキを施す。

開脚高杯 (SZ24 74):脚部が開脚になるものがある。

第 5節 婦負地域における呉羽丘陵北部「百塚古墳群」の様相

図 2に富山県内における主要墳墓・古墳の編年的位置づけを示 した。斜体字は時期が不確定なため

今後の検討を要する墳墓・古墳である。

弥生時代後期前半に呉羽モグラ池遺跡に方形周溝墓が出現する。前回の報告書 (富 山市荻委 2009)

では、呉羽丘陵南部に位置付けられていたが、本報告では、立地から呉羽丘陵北部に置いた。同遺跡

出土の長頸壺の様相が後の百塚 SZ17・ 19で 出土する長顎壺に引き継がれていると推測した。

後期後半になると百塚遺跡で墓域が形成される。百塚 SZ19の 出現は、この地に有力家族層から四

隅切れの大型方形周溝墓を築造できた有力者の輩出を物語る。その影響力は方形墳を築造する集団に

代々受け継がれ、前方後方墳が出現する時期にまで及んでいたのであろう。その一方で墓域内に円形

周溝墓を築造する集団を受け入れることは、呉羽丘陵南部や新川地区にも認められ、県東部地域にみ

られる特徴的な様相と言えよう。

百塚古墳群の弥生時代の様相は、方形周溝墓とセットとなるように円形周溝墓が立地する。方形周

溝墓を築造する一族の墓域に円形周溝墓を築造する一族が墓域を共有する共同墓地として利用されて

いたことが推察される。このことが、後の古墳時代前期に前方後円墳や円墳、前方後方墳、方墳が短

い期間の間に同じ墓域内で相次いで築造されることに繁がり、先んじて新来の墓制を取り入れる。

ここで、竪穴式石存卜に類する石組みを持つ SZ07に ついて触れておきたい。本調査区内で最も高位

に立地 し、石組みは 1点 を除いて川原石をそのまま石組に用いている。弥生時代終末に位置付けられ

同時期前後、近隣では類例のない埋葬施設を構築する。その背景を古墳群の立地から推察する。百塚
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古墳群の眼下には神通川が流れ、呉羽丘陵が最 も川に接近する位置にある。日本海を行き来し、神通

川をさかのぼる人やモノが必ず通過する地点である。あわせて、神通川流域左岸の平野部が最も狭 く

なる位置にある。ここを過ぎると射水平野東部の水田地帯が広がる。その水田地帯を潤す水は、この

百塚古墳群の眼下を通り、下流部にいたる。そのような河川交通のみならず下流部を開墾する際の水

利権を掌握することができる位置にあることも注視される。SZ07に川原石を使った埋葬施設の被葬者

は、そのような水利権をも掌握し、射水平野東部を含む神通川流域を見渡せる古墳群の一番高い位置

に墳墓を営むことができたのではないだろうか。

呉羽丘陵南部や羽根丘陵には、山陰との関係を示す四隅突出墳が営まれる一方、百琢古墳群にはこ

れまで四隅突出墳がみられない。百塚古墳群内で未発掘の人ヶ山遺跡内古墳について、その可能性が

指摘されているが、今後の検討課題としたい。

百塚古墳群は射水平野東部及び富山平野を一望でき、日本海ルートで伝わる外来の情報 ,文化をい

ち早 く入手出来る位置にあり、古代射水・婦負郡域の境界にあたる。そのような場所は弥生時代後期

から方形墳を造墓する集団によって選地され、周辺に集落が形成されたとみられる。そのため、四隅

突出墳を造営する集回は、神通川水系上流部の羽根丘陵周辺を中心に集落を形成し、弥生時代後期か

ら終末期にかけて、在地化し独自の墳墓を造営 し続けることができたのだろう。

一方、弥生時代終末期に呉羽丘陵南部の杉谷A遺跡では素輪頭太刀 2点やヤリガンナなど、県内で

も突出した量の鉄製品を副葬することができた。この素輪頭太刀は同時期の福井県原目山 2号墳で出

□方形周溝墓 ○円形周清墓、X四隅突出型墳、T前方後方墳、空前方後円墳、日方墳、0円墳、Ω横穴墓、△墳形不明、郷体字/Et時期未腔店

図 2 富山県内主要墳墓 。古墳編年試案
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土した鉄刀と同型式とされる。先述したが、原目山 1号墳では、突出した数のガラス玉が副葬され、

百塚 SZ10と の類似性が指摘できる。福井県の越前地域では、小羽山墳墓群に四隅突出墳が採用され

るなど、婦負地域との共通点が浮かび上がってくる。今後、両地域の関係に注目していきたい。

古墳出現期における古墳時代前期前半の様相は、前回の報告書に委ねることとする。今回の調査で

はSZ21で底部焼成前穿孔の壷型土器が出上し、土器祭祀の変遷を考える上で新資料が加わった。

古墳時代前期後半以降、中期にかけての造墓活動は、羽根丘陵～呉羽丘陵南部が顕者となる。前期

の段階では羽根丘陵の勅使塚古墳や王塚古墳で大型の前方後円墳が誕生し、一定地域を支配下に置く

首長の誕生を物語る。その地域が婦負地域全域 (い わゆる婦負のクニ)に及んでいたか、古代の郷レ

ベルに留まるかは、呉羽丘陵南部における古墳群の様相が明らかになることで、解決されるであろう。

古墳時代中期以降は、呉羽丘陵南部に呉羽山丘陵古墳群や古沢琢山古墳の前方後円墳が築造され、

婦負地域における造墓活動の中心となる。その活動は、後期～終末期の番神山横穴墓群や金屋陣の穴

横穴墓群に受け継がれる。その一方で、この時期には50mを 越すような大型古墳は築造されなくなり、

再び、それぞれの地域で造墓が再開される。

呉羽丘陵北部における百塚 SZ15に供献された羽昨産の須恵器の入手や百塚 SZ23の馬具のハミの副

葬は、他地域に先んじて馬を所有した有力者がいたことを示し、新来の文物や情報を受け入れる窓口

的な役割をこの時期にも担っていた。羽根丘陵では二本榎遺跡で横穴式石室を有する円墳が発掘され

るなど、各々の地域で有力者が誕生し、後の古代に繁がる社会基盤の礎を培っていったのだろう。

第6節 中世～近世の様相

隣接する百塚住吉遺跡では、古墳周溝埋没後、平安時代以降は畠作地として利用された。耕地確保

のため、今時点で墳丘が削平された墳墓や古墳もあっただろう。

その一方、百塚遺跡では、中世から近世にかけての上娠墓が複数発掘され、同時期においても段丘

上は墓域として利用されていた。土墳墓の一部は方形周溝墓や円形周溝墓の墳丘部に位置し、土娠墓

が造られる際には、周溝墓の墳丘部分は不明瞭な状態になっていたことが推測される。土媛墓のうち

数基は南北に伸びる同軸線上に位置するため、同一集団による埋葬が推測された。

「百塚Jの地名の由来は近世以前にまで遡る。弥生時代～古墳時代にかけて築造された墳墓・古墳が

中世や近世に至るまで、その墳丘が形を留め多数存在していたことを示唆する。

また、百塚遺跡から出土する近世瓦の一部が富山城瓦と同一ではないが近接した産地が推測された。

今後、当時の瓦生産や流通ルートの解明につながることを期待したい。

さらに、百塚遺跡内に鎮座する牛ヶ首神社は、百塚遺跡の位置する段丘の東西に整備された牛ケ首

用水の開削工事の鎮守としての起源がある。近世の百塚村は婦負郡に属した。牛ヶ首用水は婦負郡を

貫流し、下流部は射水郡に位置する射水平野東部一帯を灌漑する構想であった。羽根丘陵の麓を流れ

る山田川や井田川、最終的には神通川から取水 した。富山藩成立以降、用水は加賀藩 (射水郡域)。 富

山落 (婦負郡域)両藩に属することとなり、その監督は両藩によって行われた。経営も両藩領より用

水役人が出て行うなど、藩政時代としては極めて特異な経営形態を示していた。そのような結果、射

水郡は用水の流末に位置していたため、婦負郡との間で水論が起こった。

このような水利権を巡る論争は、用水を引き水田耕作を行う時代にあっては近世に限らず発生して

いたことが推測される。

当地は、このほか富山藩分藩の際、落主前田利次による百塚築城計画があり、幕府から許可を得て

いたが、財政難などにより断念され、富山城を居城とすることになる。時々の有力者にとってこの地

を拠点とすることの意義が時代を超えて垣間見えるようである。
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1 百塚住吉遺跡・百塚遺跡  2 八ヶ山遺跡内古墳  3 杉坂古墳群  4 長岡八町遺跡  5 呉羽三ッ塚古墳

6 呉羽モグラ池遺跡  7 呉羽山丘陵古墳群  8 杉谷古墳群  9 王塚古墳  JO 添ノ山古墳  11 勅使塚古墳

12 向野塚墳墓  13 六治古塚墳墓  14 鏡坂墳墓群  15宮 崎墳墓群  16宮 崎千里古墳群

図 3 婦負地域における出現期古墳の分布 (富山市教育委員会 2009を 改訂)

(1コ 00,000、 下図は国土地理院1:50,000地 形図「宮山」(平成19年 1月 1日発行1刷 )。「八尾」(平成9年 5月 1日発行2昂りによる
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百 塚遺跡

F地区

20100319～

20100324
60

2.160
百 塚遺跡

C/D/E‐ 2地内

一
　

い内

20100420～

20110228

所収遺跡名 種 月町
な

代

主

時
主な遺構 主な遺物 特記事項

百塚遺跡 集落跡 縄文 土坑 縄文土器、土偶、有孔球状土製品、

製品打製石斧、磨製石斧、石錘、石

刀、凹石、石鏃、石匙、浮子、石棒、

丸玉、管玉休 成品)、 筋砥石

早期末、前期、中

期、後期、晩期の

土器や土製品、石

器が出土した。

墳 墓 、

古墳

生

墳

弥

古

方形周溝墓、円形

周溝墓、方墳、円

墳、墓墳、土坑

弥生土器、古墳土師器、古墳須恵器、

鉄鏃、馬具 (ハ ミ)、 ガラス小玉、管
玉、赤色顔料

新たに 19基の墳

墓・古墳が発掘さ

れたぅ

集落跡 世

世

中

近

土墳墓、土坑、粘

土採掘穴
中世土師器、珠洲焼、瀬戸焼、瓦器、

越中瀬戸焼、唐津焼、近世陶磁器、

近世瓦、土人形、銅銭、人骨・獣骨

越 中瀬戸焼を蔵

骨器 とす る土坑

墓を検出した。

要 約

平成 21・ 22年度発掘調査では、新たに方形周溝墓 10基、円形周溝墓 5基、方墳 1基、円墳 2基、

墳形不明 (埋葬施設)1基を確認した。平成 17年度からの調査とあわせると、計 30基の墳墓とな

る。今後、発掘されていなヤソ(ヶ 山遺跡内古墳を含めて「百塚古墳群」と呼称したい。その墓域は

呉羽丘陵北部、神通川の河拌段丘崖縁辺部に沿って弓形に広がっていた。

弥生時代後期後半に方形周溝墓の築造が始まり、古墳時代前期前半に一旦造墓活動が終息するも

のの、再び古墳時代後期に円墳が築造される。終末期には、方形周溝墓と円形周溝墓が対になる

ように築造される。

方形周溝墓の主体部からは、赤色顔料が出土するもの (SZ19)や ■0ッ点ものガラス小玉が出土す

る(SZ10)が ある。埋葬施設に竪穴式石榔に類する石組みを採用する墓墳 (SZ07)もある。

古墳時代には様々な墳形の墳墓 。古墳が切り合うことなく順次築造された。後期には円墳の周

溝内埋葬施設に馬具のハミが副葬されていた。 日本海ルートや神通川を通じて伝わる外来の情報

や文化をいち早く入手できる呉羽丘陵北端の地を重要視し、様々な墳形を造墓する系譜の異なる

集団が共同墓地として代々墳墓・古墳を造営し続けた地域と理解できる。

遺跡では、縄文時代に集落が営まれ、中世から近世にかけては、墓域として、また周辺では造

瓦が行われている可含静陛が高くなった。百塚の地名の由来を探る上でも貴重な成果が得られた。
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